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昭和55年 4 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第223号 (2) 

明
和
村
議
会
が
三
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
会
期
七
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
会
で
は
①
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
②
明
和
村

総
合
計
画
基
本
構
想
の
改
定
に
つ
い
て
③
明
和
村
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
④
明
和
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
⑤
明
和
村
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑥
明
和
村
渡

船
越
立
請
負
受
託
に
つ
い
て
⑦
昭
和
五
十
五
年
度
明
和
村
一
般
会
計
に
つ
い
て

な
ど
十
七
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
全
員
一
致
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
最
後
に
一
般
質
問
八
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長
や
各

担
当
課
長
が
答
弁
い
た
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
内
容

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
一
人
で
あ
る
香
山
清

さ
ん
（
南
大
島
）
は
三
月

二
十
四
日
で
任
期
満
了
と

な
っ
た
の
で
、
新
た
に
小

平
勇
さ
ん
（
新
里
）
を
選

任
す
る
こ
と
で
議
会
の
同

意
を
求
め
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
保
育
料
は
一
ヵ
月
三
千

円
で
す
が
次
の
世
帯
は
保
育
料
か
減

免
さ
れ
ま
す
。

▼
生
活
保
護
法
、

若
し
く
は
村
民
税

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
選
任

に
つ
い
て

昭
和
四
十
六
年
に
作
ら
れ
た
総
合

計
画
書
が
社
会
の
変
動
に
伴
い
従
来

の
計
画
が
時
代
の
す
う
勢
に
そ
ぐ
わ

な
い
面
が
で
て
き
た
の
で
、
昭
和
六

十
年
を
目
標
年
次
と
す
る
＂
新
総
合

計
画
書
＂
を
作
り
、
こ
れ
に
基
づ
い

て
行
う
こ
と
を
議
会
の
同
意
を
得
ま

し
た
。

定例村議会
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

商
業
設
備
近
代
化
資
金

融
資
促
進
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

1
7
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

5
5年
度
予
算
を
認
定

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金
融
資
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
ど

の
所
得
割
が
非
課
税
と
な
る
世
帯

▼
村
民
税
の
所
得
割
が
五
干
円
以
下

と
な
る
世
帯

▼
村
民
税
の
所
得
割
か
五
千
円
を
越

へ
一
万
円
以
下
と
な
る
世
帯

小
口
資
金
融
資
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
小
口
資

金
融
資
の
限
度
額
が
四
百
万
円
か
ら

五
百
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
の
融

資
限
度
額
か
三
百
万
円
か
ら
五
百
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
労
働
福
祉
施

設
資
金
融
資
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金
の

融
資
期
間
を
五
年
か
ら
七
年
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

商
業
設
備
近
代
化
資
金
の
限
度
額

を
八
百
万
円
か
ら
二
干
万
円
に
引
き

上
げ
、
融
資
期
間
が
五
年
か
ら
七
年

に
な
り
ま
し
た
。

農
業
共
済
事
業
の
事
務

費
の
賦
課
総
額
等
の
決

定
に
つ
い
て

共
済
関
係
の
当
然
加
入
の
面
稲
が

水
稲
の
場
合
十
ア
ー
ル
か
ら
二
十
ア

ー
ル
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
陸

稲
、
麦
に
つ
い
て
は
今
ま
で
ど
お
り

十
ア
ー
ル
で
す
。

一
言
疇
直
立
請
負
受
託
に
一

千
津
井
と
羽
生
市
を
結
ぶ
、
千
津

井
渡
船
の
運
航
を
本
年
度
も
県
よ
り

年
額
四
百
八
十
七
万
六
千
円
で
受
託

し
て
今
年
度
も
運
営
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

明
和
村
の
農
業
共
済
事
業
を
行
う

た
め
に
必
要
な
事
務
費
を
加
入
者
に

賦
課
す
る
総
額
を
前
年
と
同
率
で
定

め
、
こ
れ
に
園
芸
施
設
共
済
が
加
わ

り
、
昨
年
と
比
べ
て
十
九
万
二
千
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

ー
一
般
会
計
補
正
予
算
―

歳
入
、
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
五
千
七

百
八
十
八
万
円
追
加
し
、
五
十
四
年

度
の
予
算
を
十
三
億
七
千
六
百
六
十

四
万
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
県
営
土
地
改

良
事
業
受
益
者
負
担
金
追
加
の
四
百

三
十
五
万
円
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入

の
六
百
三
十
八
万
円
な
ど
で
す
。

こ
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
二
十
九
人

乗
り
で
、
皆
さ
ん
の
視
察
や
研
修
な

ど
に
利
用
す
る
予
定
で
す
。

一
各
種
予
算
に
つ
い
て
一

新
年
度
の
各
種
予
算
は
三
面
ー
六

面
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
指
名
業
者
の
選
定
の
手
順
に
つ
い

て
▼
請
負
業
者
の
入
礼
指
名
決
定
に
つ

い
て

▼
結
婚
相
談
所
開
設
以
来
そ
の
成
果

は
ど
う
か

▼
中
部
区
画
整
理
事
業
早
期
着
工
に

つ
い
て

▼
十
二
社
橋
よ
り
第
二
水
源
地
に
至

る
谷
田
川
提
防
の
管
理
道
の
整
備

に
つ
い
て

▼
大
佐
貫
の
工
場
指
定
地
の
西
側
道

路
の
通
学
道
整
備
に
つ
い
て

▼
各
地
区
の
神
社
仏
閣
の
参
道
の
舗

装
に
つ
い
て

▼
生
活
道
路
の
現
道
舗
装
の
見
通
し

に
つ
い
て

.. 

※
一
般
質
問
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
五
月
十
日
に
発
行
さ
れ
る

1
1

議

会
だ
よ
り
I
J
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

般
質
問



(3) 第223号 広 報 め 昭和55年 4 月 10 日

塵の遍う村つくり書めさして
一般会計予算 16億7,500万円で出発

その他 204, 149千円 (12.2%) 

し＼ わ

106,913千円 (6.4%)

繰入金

144,092千円 (8.6%)

村 債 211,000千円 (12.6%) 

村 税 366,846千円 (21.9%)

地方交付税 513,000千円 (30.6%) 

〔
歳

入
〕

総 額 木寸撃一人当たりが負 一世塁当たりか負担
桂l る各頁 する

村 村 民 税 152,871 千円 15,781 円 67,196 円

税 固定資産税 155,304 16,032 68,265 

軽自動車税 7,814 806 3,435 
ーの

村たばこ消費税 27,064 2,794 11,896 

内 電 気 税 18,420 1,901 8,097 

訳 特別土地保有税 5,373 555 2,361 

合 計 366,846 37,869 161,250 

＊
定
例
村
議
会
で
村
の
方
向
を
決
定
す
る
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
一

l＿
っ
＊

＊
の
特
別
会
計
予
算
が
審
議
さ
れ
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
＊

＊
本
年
度
の
予
算
額
は
十
六
億
七
千
五
百
万
円
と
な
り
、
昨
年
と
比
べ
る
と
＊

＊
四
億
二
千
三
百
万
円
の
増
と
な
り
率
に
す
る
と
＿

l
-三
・
八
％
の
伸
び
と
な
＊

＊
り
ま
し
た
。
＊

＊
本
年
度
の
予
算
を
見
る
と
、
厳
し
い
財
政
な
が
ら
も
、
大
き
な
投
資
を
行
＊

＊
い
、
十
六
億
と
い
う
か
つ
て
な
い
大
型
予
算
を
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
そ
＊

＊
の
反
面
村
の
村
債
（
借
金
）
も
二
億
円
と
い
う
数
字
に
な
り
ま
し
た
。
＊

＊
そ
れ
で
は
村
の
一
年
間
の
方
向
を
決
定
す
る
予
算
が
ど
の
よ
う
に
入
っ
て
、
＊

＊
村
づ
く
り
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
概
要
を
ご
紹
介
い
た
＊

＊
し
ま
す
。
＊

ご
承
知
の
と
お
り
、
昭
和
五
十

五
年
度
の
国
の
予
算
は
、
財
政
再

建
冗
年
を
旗
印
と
し
て
、
公
共
事

業
の
抑
制
、
補
助
金
の
整
理
、
国

債
発
行
の
一
兆
円
減
額
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
緊
縮
型
の
予
算
が
編
成
さ

れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

石
油
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、

政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
極
め
て

厳
し
い
も
の
か
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

激
動
の
八
十
年
代
を
迎
え
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
、
又
一
面
に
は
、

八
十
年
代
は
地
方
の
時
代
、
文
化

の
時
代
と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
は
自
立
と
連
帯
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
働
き
盛
り
の
青
年
期
を

村
長

明
和
村
の
発
展
と
村
民
生
活
の
安

定
を
図
る
。

③
従
来
か
ら
の
重
点
事
項
（
福
祉

の
充
実
・
道
路
の
整
備
・
用
排
水

路
の
整
備
・
産
業
・
教
育
の
振
興
）

は
、
こ
れ
を
縮
少
す
る
こ
と
な
く

継
続
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
三
本
の
柱
を
か

か
げ
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。
ま

た
、
新
規
に
村
の
歴
史
を
明
ら
か

に
す
べ
く
＂
村
誌
編
さ
ん
＂
に
取

り
組
み
、
さ
ら
に
、
老
人
を
扶
養

し
て
い
る
模
範
家
庭
の
表
彰
を
す

る
と
い
っ
た
、
き
め
細
か
な
予
算
‘

を
絹
成
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の

協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

奈
良

丑
松

文
化
の
香
り
を
全
村
に
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9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

一
三
月
十
一
日
、
村
議
会
の
~

~
冒
頭
奈
良
村
長
は
新
年
度
の
~

｛
予
算
を
上
程
す
る
に
あ
た
り
、
~

｛
予
算
の
編
成
方
針
、
及
び
予
｛

~
算
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。
~

~
そ
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
~

~
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
~

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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長
~
迎
え
た
本
村
は
、
自

木
し
ら
の
力
と
責
任
に
お

寸
―す

―
ぃ
て
福
祉
の
と
も
し

る
~

明
~
び
を
絶
や
す
こ
と
な

言
―

v

、
建
設
の
槌
音
を

兒を
一針

｛
響
か
せ
て
、
文
化
の

方
香
り
を
全
村
に
た
だ

成
~
よ
わ
せ
、
家
庭
の
充

9
9
9
9
,
'

一
実
と
環
境
の
整
備
、

編
―

そ
し
て
、
産
業
、
教
育
の
振
興
に

村
民
が
こ
ぞ
っ
て
力
強
い
歩
み
を

展
開
す
る
も
の
と
考
え
、
予
算
編

成
に
当
た
り
私
は
次
の
事
を
考
慮

し
ま
し
た
。

①
村
の
実
情
と
将
来
を
考
え
合
わ

せ
そ
の
特
色
を
生
か
す
よ
う
に
し

こ
。f
 

②
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
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3 民生費
本年度 165,464千円

：年： 1 16:,7:1こ円

西保育園保育室の拡張

ー 吾羊
R我 会費

社会福祉協議会の法人化に伴ない社協活動を強化すると

ともに、各種補助金の増額、また老人扶養模範家庭の表彰

を行うなどの費用が含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

► 老人医療扶助費

►西保育園保育室拡張工事

► 老人クラブ育成助成金

►敬老年金

►乳幼児分医療扶助

► 重度障害者（児）医療扶助

► 児童手当

►保育園食糧費 9,487千円

度
度

年
年

本
前

比 較

43,470千円

38,989千円

増 11.5%

36,927千円

1,005干円

1,272千円

1,741千円

2,900千円

6,008千円

14,382千円

議場に録音装置取付け

前年に続き議会広報紙の発行や、議場に録音装置取付け

たりその他議会運営に必要な経費が議会費に含まれてあり

ます。

＊主な予算額は次のとおりです。

►議員報酬費

►議員期末手当

►議員共済会公費負担金

► 広報紙・議会だより発行費

21,156千円

8,639千円

1,750千円

434千円

4 衛生費 2 総務費
本年度 53,579千円

前年度 53 I 169千円

比較増 0.8%

保健婦を採用

みんな健康になってもらおうと多くの事業が展開されま

す。きめ細かい指導を行うため保健指導車を購入したり、

また長年保健掃か欠員となっており、皆様に大変ご迷惑を

かけていましたか、今度採用し、健康増進のための費用が

含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►保健指導車購入

►母子栄養強化牛乳扶助

►廃棄物処理委託料

►館林衛生施設組合負担金

►衛生害虫駆除用薬剤費

610千円

1,219千円

2,265千円

8,607干円

1,971千円

度
度
較

年
年

本
前
比

187,444千円

198,792千円

減 5.7%

村誌編さんに取組む

屋外放送の維持や県知事選挙、参議院選挙にかかる経費、

また村誌編さん事業に取り組むための費用が含まれてあり

ます。

＊主な予算額は次のとおりです。

► 第 2 庁舎床改装工事

►新総合計画書印刷製本代

► 道路反射鏡設置工事

► 広報紙印刷費

► 村誌編さん費

► 県知事選挙費

► 参議院議員選挙費

788千円

1,236千円

1,410千円

2,592千円

1,265千円

1,222千円

1,638千円

一般会計各項目予算額 ◎総額

議 会 費 総 務 費 民 生 胄

• 43,470千円 • |87,444千円 ◎ 165,464千円

• 2.60% • 11.2% • 9.88% 

* 4,487円 * 19,350 円 * 17,081 円

］、 空
商 工 費 土 木 費 消 防 費

• 15,836千円 ◎ 287,615千円 • 73,387千円

• 0.95% • 17.17% • 4.38% 

* 1,634 円 * 29,690 円 * 7,575 円

`` 
;/ 

▲割合 ＊村民一人当たり

衛 生 費 農林水産業費

• 53,579千円 • 20 I, 095千円

• 3.20% • 12 01% 

* 5,531 円 * 20,759円

'~ 
｀い＾ノ唸どし］嘉悶

教 = 自 費 公 債 費

◎ 537,205千円 • 85,394千円

• 32. 07% • 5.10% 

* 55,456 円 * 8,815円

蒼え 憂
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8 消防費 5 農林水産業費
本年度 73,387千円

：年： 1 ； ,4言

防火水槽五基増設

みなさんの生命や財産を守るための費用で本年も昨年に

引き続き防火水槽五基増設したり、消防団員の団服の更新、

消防自動車を一台更新、詰所の新築一棟を行う費用が含ま

れてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►館林地区消防組合負担金

（常備消防）

（非常備消防）

（消防施設）

► 防犯灯設置工事費

9 教育費

45,311千円

10,514千円

15,789千円

300千円

本年度 537,205千円

前年度 184,812千円

比較増 190.7%

西小学校増築

西小学校の児童増加により鉄筋2階建て 10教室を増築し、

また、中学校校庭にある中央幼稚園を移設新築し、中学校

校庭を有効に利用する。さらに、昨年好評だった村民教養

大学も本年も行うなどの費用が含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

► 西小学校校舎増築工事 212,764千円

► 中央幼稚園新築工事 54,279千円

► 公民館警備清掃業務委託費 4,869千円

► 公民館避雷針設備工事費 1,100千円

► 東小野球ネット工事 2,750千円

► イ本育協会交付金 1,700千円

► 中央幼稚園敷地取得費 36,414千円

►幼稚園園具等購入費 2,203千円

► 中学校木造校舎内装工事 800千円

► 中学校プール床面及び壁面塗装工事 1,000千円

► 西小学校敷地取得費 32,930干円

度
度
較

年
年

本
前
比

20 I,095干円

178,205千円

増 12.8%

排水路整備を重点に

10 公債費
度
度
較

年
年

本
前
比

85,394千円

63,589千円

増 34.3%

村が大きな事業を行う場合、村債（借金）をして行いま

す。

その借りた村債を長年少しづつ返済していきます。その

元金の返済が34,702千円、利子の返済が50,576千円、その

他手数料が116千円です。

＊主な予算額（返済）は次のとおりです。

►公営住宅分 7,939千円

►公民館分 13,953千円

► 臨時市町村道整備分 3,148千円

►地方税減収補てん分 9,267千円

►農道整備分. 2,599千円

本年度も昨年に引き続き排水路の整備を重点的に行い、

また農政推進自動車を購入し、より一層きめ細かい農政を

推進するための費用が含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►農政推進用自動車購入

►稲作請負防除補助金
► 農業近代化資金利子補給金

► 園芸農産振興補助金

►農道改良舗装工事業

► かんがい排水改良工事

►集落道舗装工事

►農業用排水路改良工事

►環境排水路改良工事

►小規模土地改良事業

► 県営土地改良事業受益者
負担金補助

►梅島排水改修工事調査費
負担金

950千円

2,500千円

4,015千円

1,353千円

24,050千円

38,400千円

14,400千円

18,000千円

13,800千円

17,500千円

9,450千円

18,375千円

6 商工費
本年度 15,836千円

前年度 14,840千円

比較増 6.7%

各種融資制度を用意

本村の商業、工業の振興のために各種の融資や助成を行

います。

＊主な予算額は次のとおりです。

► 明和村商工会助成金 3,300千円

►商業設備近代化資金貸付金 4,468千円

►労働福祉施設資金貸付金 3,515千円

7 土木費
度
度
較

年
年

本
前
比

287,615千円

286,911 千円

増 0.2%

公営住宅 3 戸 2 階建て 1 棟を建設 • 

村の発展の基礎を作るための各種の予算が計上されてい

ます。狭い道路を広げたり、舗装したりが主ですが、また

本年も昨年に引き続き公営住宅三戸、二階建て一棟を上江

黒に建設するなどの費用が含まれてあります。

＊主な予算額は次のとおりです。

►道路補修用砕石代 4,200千円

► 測量調査委託料 5,500千円

►道路改良並びに舗装新設工事費 161,000千円

►道路用地買収費 17,600千円

►公営住宅建設工事請負費 15,840千円

►五箇川支梁工事費 1,000千円
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17億

16億

15億

14億

13億

12億

11 億

10億

9 億

8 億

7 億

6 億

5 億

4 億

3 億

2 億

1 億

二
億
六
＝
＿
五
一
万
円
（
三
ニ
・
三
％
）

過去10ヵ年の

当初予算の推移

〔一般会計〕（ ）内は前年度と
比較しての伸び率

です。

ー
ニ
億
五
二
0
0

万
円
（
マ
イ
ナ
ス
九
・
九
％
）

八
億
八
一
0
0
万
円
(
-
五
・
三
％
）

五
億
二
五
四
五
万
円
（
二
五
·
O
％
)

四
億
二
0
三
0
万
円
（
三
一
・
七
％
）

＝
＿
億
一
九
―
二
万
円
（
ニ
ー
・
一
％
）

六
億
八
六
六
四
万
円
（
三
0
．
七
％
）

七
億
六
＿
―
-
九
九
万
円
(
-
―
•
三
％
）

ー
＝
＿
億
八
九0
0

万
円
（
五
七
・
六
％

一
六
億
七
五
0
0

万
円
（
＝
＿
―
-
＿
・
八
％
）

172,912円

46 年 47 48 49 so 51 52 53 54 55 

言

（
農
業
共
済
事
業
）

予
算
総
額
七
千
五
百
七
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
一
・
ニ
％
の
伸
び
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。歳

f
ハ

主
な
歳
入
は
皆
さ
ん
か
ら
の
共
済

掛
金
一
千
八
百
三
十
九
万
円
で
全
体

の
二
四
・
五
％
。
そ
の
他
県
か
ら
の

補
助
金
一
千
四
百
五
十
一
万
円
で
全

体
の
一
九
・
三
％
。
掛
金
と
補
助
で

全
歳
入
の
四
三
・
八
％
を
占
め
ま
す
。

～
歳
出

歳
出
の
主
な
も
の
は
被
害
農
家
へ

支
払
わ
れ
る
共
済
金
四
千
二
百
三
十

扶助費 67,589千円
4.0% 

(5.1%) 

七
万
円
で
全
体
の
五
六
•
四
％
を
占

め
ま
す
。
そ
の
他
県
へ
支
払
う
保
険

料
三
百
十
八
万
円
。
県
へ
支
払
う
賦

課
金
百
十
二
万
円
な
ど
が
主
な
支
出

で
す
。（

国
民
健
康
保
険
事
業
）

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
は

三
億
二
千
六
百
九
十
一
万
円
で
す
。

こ
れ
は
前
年
度
に
対
し
て
四
・
八

％
の
減
で
す
。

歳
入

主
な
歳
入
は
み
な
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
税
の
一

〔
特
別
会
計
〕

37,869円

物件賣
208,992千円
、 12.5%

(14.1%) 

人件費
366,34 「千円
21.9% 

(28.1%) 

161, 250円

. 

一世帯当た

りにサーピ

スされる額

736,263円

）は昨年度の割合です。

建設事業費
699,236千円

41.7% 

(27%) 

億
二
千
二
百
八
万
円
で
す
。

こ
れ
を
平
均
に
す
る
と
一
世
帯
当

た
り
八
万
九
千
五
百
七
十
三
円
、
被

保
険
者
一
人
当
た
り
二
万
八
千
四
百

九
十
二
円
で
す
。

そ
の
他
国
か
ら
の
支
出
金
一
億
八

千
八
百
九
十
二
万
円
な
ど
で
す
。

歳
出

支
出
の
主
な
も
の
は
、
被
保
険
者

が
医
者
に
か
か
っ
た
と
き
に
支
払
う

医
療
費
、
療
養
給
付
費
で
三
億
五
百

九
十
五
万
円
で
全
支
出
の
九
三
・
六

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
支
払
い
は
、
一
世

帯
当
た
り
十
九
万
九
千
三
百
八
十
九

円
、
被
保
険
者
一
人
当
た
り
六
万
三

千
四
百
二
十
三
円
の
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

（
水
道
事
業
）

〔
収
益
的
〕

歳
入

総
収
入
額
は
五
千
七
百
五
十
四
万

円
で
皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
使
用
料
が

約
五
千
二
百
万
円
で
全
体
の
約
九
一

・
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

歳
出

総
支
出
額
は
四
千
九
百
四
十
二
万

円
で
主
な
支
出
は
塩
素
や
電
気
料
な

ど
の
維
持
管
理
費
が
一
千
五
百
九
十

八
万
円
、
水
道
管
修
理
な
ど
の
四
百

九
十
万
円
で
す
。

〔
資
本
的
〕

歳
入

資
材
の
買
却
が
な
い
の
で
0

で
す
。

歳
出

歳
出
合
計
は
一
千
一
百
二
万
円
で

主
な
支
出
は
配
水
管
布
設
の
七
百
六

十
万
円
で
す
。
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斗
合
田
の
蓮
見
知
宏
く
ん
（

二
十
歳
）
は
一
年
間
と
い
う
長

い
間
ア
メ
リ
カ
の
農
業
の
実
習

を
行
う
た
め
、
三
月
二
十
四
日
に
日

本
を
離
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
国
の
事
業
で
毎
年
優
秀
な

青
年
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
海

外
の
農
業
先
進
諸
国
に
お
け
る
農
業

の
実
習
と
研
修
を
通
じ
て
近
代
的
な

技
術
と
能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
群
馬
県

か
ら
蓮
見
く
ん
一
人
か
選
ば
れ
ま
し

゜

た

蓮
見
く
ん
は
、
帰
国
後
す
ぐ
に
は

日
本
の
農
業
と
結
び
つ
け
る
事
は
で

斗
合
田
の
蓮
見
知
宏
く
ん

ア
メ
リ
カ
で
農
業
の
研
修
を
き
な
い
と
思
う
が
、

流
通
機
構
と
い
っ
た
事
な

ど
、
農
業
全
般
に
つ
い
て
な
ん
で

も
見
て
や
ろ
う
、
知
っ
て
や
ろ
う
、

体
験
し
て
や
ろ
う
と
応
募
の
動
機

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

親
た
ち
も
、
「
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
農
業
の
ち
が
い
が
大
き
い
と

思
う
の
で
、
外
国
の
農
業
が
ど
う

と
い
う
事
よ
り
も
、
苦
労
を
乗
り

切
る
精
神
的
な
事
を
大
い
に
勉

強
し
て
ほ
し
い
」
と
出
発
前
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

来
年
三
月
帰
国
後
の
活
躍

が
楽
し
み
な
蓮
見
く
ん
で
す
。

ll11111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

商
鉱
工
業
事
業
者
の
み
な
さ
ん

全
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
七
四
％
を
石
油
に
依
存
し
、
そ
の
九
九
・
八
％
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
最
近
の
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
が
ま
こ
と
に
厳
し
く
、
楽
観
を
許
さ

な
い
情
勢
に
あ
る
こ
と
は
み
な
さ
ん
よ
く
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
国
を
あ

げ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
今
年
か
ら
通
商
産
業
省
で
は
、
わ
が

国
の
主
要
産
業
で
あ
る
商
鉱
工
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
的

な
統
計
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
は
、
年
一
回
の
「
消
費
構
造
統
計
調
査
」

と
毎
月
行
う
「
消
費
動
態
統
計
調
査
」
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。
商
鉱
工
業
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
構
造
統
計
調
査

年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
つ
い

て
、
産
業
ご
と
の
消
費
構
造
を
調
査

す
る
も
の
で
す
。

〈
調
査
日
〉

五
十
五
年
十
二
月
末
日

〈
対
象
事
業
所
〉

▽
商
業
1
1

商
業
動
態
統
計
調
査
の
対

象
事
業
所

▽
鉱
業
1
1

本
邦
鉱
業
す
う
勢
調
査
の

対
象
事
業
所

▽
製
造
業
1
1

工
業
統
計
調
査
の
甲
種

調
査
の
対
象
事
業
所

各
地
区
の

区
長
紹
介

〈
調
査
項
目
〉

石
油
製
品
、
石
炭
、
電
力
、
都
市

ガ
ス
等
に
つ
い
て
、
加
熱
用
・
動
力

用
・
ボ
イ
ラ
ー
用
な
ど
用
途
別
に
見

た
年
間
消
費
量
と
在
唐
量
。

月
々
の
消
費
動
向
を
調
査
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
に
役
立
て
る

も
の
で
す
。

〈
調
査
日
〉

五
十
五
年
十
月
以
降
毎
月
（
予
定
）

〈
対
象
事
業
所
〉

▽
商
業
1
1

大
規
模
店
舗
事
業
所

▽
鉱
工
業
1
1

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型

産
業
に
属
す
る
事
業
所

〈
調
査
項
目
〉

石
油
製
品
、
石
炭
、
電
力
、
都
市

ガ
ス
等
に
つ
い
て
、
加
熱
用
・
動
力

用
・
ボ
イ
ラ
用
な
ど
用
途
別
に
見
た

月
間
消
費
量
と
月
末
在
庫
量
。
さ
ら

に
可
能
な
場
合
に
は
主
要
工
程
ま
た

は
主
要
設
備
に
つ
い
て
の
月
間
消
費

量
と
月
末
在
庫
量
。

な
お
、
「
消
費
構
造
統
計
調
査
」
は

今
年
十
二
月
の
時
点
で
五
十
五
年
一

年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
実
績
を
ご

記
入
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
一
月
か

ら
の
関
係
資
料
や
デ
ー
タ
を
整
理
し

て
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

区
長
さ
ん
の
仕
事
は
、
行
政
全
般

に
わ
た
り
役
場
、
住
民
両
サ
イ
ド
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う

各
地
区
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し

商
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
動
態
統
計
調
査

最低賃金の件名
最低賃金額

発効年月日
日額時間額

（地域）
2,560 320 54. 12. 22 

群馬県最低賃金

（産業別）
2,848 356 55. 3 28 

食料品製造業

2,828 354 （予定）
繊 維産業

2,613 327 55 4 , 
木材・木製品家具

2,859 358 
（予定）

装備品製造業 55. 4 , 
窯 業土石

2,920 365 55. 3 23 
製品製造業

機械・金属 2,980 373 

55. 3 14 

製品製造業 2,720 340 

プラスチック
2,870 359 55. 3 16 

製品製造業

卸 売 業
（卸）

372 
2,972 

（小）
55 2 17 

小 売 業
2,829 

354 

全国金属鉱業等、 4,350 |¥ 55. 2 15 

た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
区
名
氏
名
年
齢
新

I
aの
別

斗
合
田
砂
賀
孝
三

5
4

新

下
江
黒
中
村
光
雄

6
3

旧

上
江
黒
荒
川
一
郎

6
3

旧

千
津
井
横
塚
弥
一

5
6

旧

江
口
福
島
茂

6
4

旧

田
島
奈
良
東
助

6
1

新

南
大
島
本
沢
神
次

6
1

新

新
里
江
森
正
則

6
3

旧

中
谷
末
定

梅
原
始
澤
仁
一

川
俣
石
塚
正

須
賀
神
谷
芳
男

大
輪
田
口
貞
雄

入
ヶ
谷
丸
山
国
一

県
内
の
事
業
所
の
使
用
者
と
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
か
、
最

低
賃
金
法
に
基
づ
き
表
の
と
お
り
改

定
さ
れ
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、
最
低
賃
金
の
適
用
を

受
け
る
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
最
低

賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け

.) 

金
子
竹
雄
（
入
ヶ
ぞ
）

石
橋
幸
一
艮
（
上
江
黒
）

吉
永
茂
（
梅
原
）

村
田
謙
一
（
大
輪
）

瀧
口
鎮
男
（
田
島
）
®

小
久
保
一
男
（
南
大
島
）
⑨

篠
木
勝
次
（
大
佐
貫
）
®

〈
敬
称
略
〉

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
表
中
の
繊
維
産
業
お
よ
び

機
械
・
金
属
製
品
製
造
業
に
つ
い
て

は
、
二
段
設
定
で
す
が
、
下
段
に
つ
い

て
は
軽
易
な
作
業
等
と
く
に
規
定
さ

れ
た
職
務
内
容
に
従
事
す
る
方
に
限

っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

□
口□最
低
賃
金
額
の
変
更
／
口
口

57 70 62 64 53 

旧旧旧旧新

且

5
4

新

薗
田
邦
わ

6
4

旧

（
敬
称
略
）

通
指
導
員
紹
介

隊
長
坂
上
貞
雄
（
中
谷
）

副
隊
長
中
村
功
（
下
江
里
~

ヽ
ー

” 隊員
ド
II 

矢
島

大
佐
貫

清
水
喜
一
ド
r
f
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みんなで守ろうこともと老人

(8) 

春の全国交通安全運動

●通翌照のき直〖安全
0登、下校時（さは、此汀定められだ遅学路を追

“`.... 

るよう習慣づけ、保護者自身も一度点検し

ましよう。

0身仕度をきちんとさせ、雨の日はとくに歩

きや可い阪装1こい両手かふさ万るような

荷物を持だせないようにしましよう。

0 忘れ物や遅刻などさせないよう、時間に余．、

裕をもって送り出しましよう。

●横断

0正しい安全な這路の横断をしましよう。

0信号機や標識のきまりを守りましよう。

●とびだし

〇常に落着いて右左を確認させましよう。

〇路地や公薗力‘ら急にとびださないよう習慣

つけましよう。

0 車のかプに車あり、ということを理解させ

ましよう。

4 月 6 日
5 

4 月 15 日

0自転車は正しく乗りましよう

0交差点では、賜可一時停止して、安全を確
し‘‘
方‘めましよう。

ヽ
b｀でを折、在折可る場合はN、できるだけ早めに

台図しましょう。
r、` ヽ｀

Q自転車横断帯のあiるところでは、鵡す横断

帯を利用しよう、0

0 自転車の交差点進入禁止のところでは、交

差点（こ入らないようにしましよう。
、、

0 自転車に乗る前には点検整偏をし、努め

て丁Sマーワのついだ毛のを使いましよう。

村
長

奈
良
丑
松

人
人
が
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を

ち
ょ
っ
と
の
油
断
や
不
注
意
か

一
瞬
に
し
て
幸
福
な
家
庭
を
破
壊

さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
れ
か
交
通
事

故
の
実
態
で
あ
り
ま
す
。

誰
一
人
と
し
て
家
族
の
安
全
を

願
わ
ぬ
人
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

身
近
な
人
か
ら
の
犠
牲
者
が
出
な

い
と
、
他
人
ご
と
で
な
か
な
か
真

剣
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

こ
れ
も
事
実
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
の
た
め
一
家
の
支
柱

を
失
い
、
収
入
か
途
絶
し
た
り
、

あ
る
い
は
生
れ
も
つ
か
な
い
不
具

廃
失
者
と
な
っ
て
生
活
の
自
由
を

. 

奪
わ
れ
、
あ
る
い
は
将
来
の
望
み

を
失
う
な
ど
交
通
事
故
は
被
害
者

や
そ
の
家
族
生
活
に
深
刻
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
大
き
な
社
会
問
題
で

あ
る
こ
と
は
申
し
あ
げ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
国
民
皆
免
許
の
大
量
交

通
時
代
と
呼
ば
れ
た
誠
に
厳
し
い

交
通
情
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関

係
機
関
の
地
道
な
活
動
と
村
民
各

位
の
熱
意
あ
る
ご
協
力
に
よ
り
村

内
の
交
通
事
故
は
件
数
、
死
傷
者

と
も
に
減
少
と
い
う
一
応
の
成
果

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
数
多
く

の
方
々
が
交
通
事
故
の
災
禍
を
被

り
、
傷
つ
き
、
尊
い
生
命
が
失
わ

れ
て
い
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
解
決

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
し
つ
つ
、

本
村
と
い
た
し
ま
し
て
も
交
通
事
故

を
引
続
き
減
少
さ
せ
新
し
い
車
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
安
全
で
快
適
な
交
通

環
境
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
交
通

事
故
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
道
路

改
良
整
備
や
交
通
安
全
施
設
の
整
備

充
実
等
き
め
細
か
な
施
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
特
に
交
通
安
全
教
育
や

交
通
安
全
運
動
の
推
進
な
ど
村
民
の

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
交
通

安
全
教
育
や
交
通
安
全
運
動
は
、
村

民
の
一
人
ひ
と
り
に
働
き
か
け
て
安

全
意
識
を
高
め
、
安
全
を
守
ろ
う
と

す
る
積
極
的
な
態
度
を
培
う
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
秋
の
交
通
安
全
運
動
を
起

点
に
、
安
全
思
想
の
普
及
と
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
の
実
践
習
慣
づ
け
を
目

的
に
本
村
と
館
林
市
、
板
倉
町
が
一

体
と
な
り
、
無
事
故
無
違
反
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
か
、

交
対
協
や
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
関
係

皆
様
の
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
こ
の
三
月
で
上
半
期
を
終

了
し
、
中
間
発
表
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
半
年
間
を
省
り
見
る
と
‘

交
通
事
故
が
三
十
六
件
発
生
し
、

十
六
件
の
違
反
行
為
か
あ
っ
た
わ

け
で
す
が
、
い
ま
な
お
、
重
大
事

故
に
直
結
す
る
速
度
違
反
や
無
免

許
運
転
、
飲
酒
運
転
者
等
が
後
を

た
た
ず
、
運
転
者
の
モ
ラ
ル
低
下

が
強
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
追
放
、
自
転
車
や
バ

イ
ク
の
安
全
利
用
の
促
進
、
暴
走

族
の
締
め
出
し
、
そ
の
他
運
転
マ

ナ
ー
の
向
上
等
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
各
家
庭
を
中
心
と
し
た
地
域

ぐ
る
み
の
交
通
安
全
の
た
め
の
諸

活
動
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
な
け

れ
ば
容
易
に
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

村
民
の
総
力
を
結
集
し
て
、
交

通
事
故
や
違
反
の
な
い
明
る
い
安

全
な
村
を
築
く
た
め
、
こ
の
折
り

返
り
点
を
契
機
に
村
民
の
一
人
ひ

と
り
が
安
全
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
実
践
さ
れ

る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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行政区別無事故無違反コンクール中間報告出芯け闘

翡g 
持 ‘占’‘‘ 事故違反件数 事 故 廷、土 反 内 容

行政区名 世帯数 減点数 事故種別数 埠、.... 反 種 別 数 事故率 順 位

信烹烹） 事 故 違 反 人 身 物 損 速 度 酒酔（帯） 無免許
斗合田 82 410 4 (100) 1 (50) 150 2 2 1 0.37 16 

下江黒 80 400 1 (30) 30 1 0.08 4 

上江黒 1••21 605 1 (30) 1 (50) 80 1 1 0.13 7 

明
千津井 132 660 2 (50) 1 (50) 100 1 1 1 0.15 11 

江 口 138 690 1 (20) 1 (50) 、 70 1 1 0.10 5 
田 島 132 660 1 (20) 2 (150) 170 1 1 1 0.26 12 

南大島 287 1,435 10 (230) 3 (150) 380 3 7 2 1 0.26 13 

和
新 里 231 1, 155 , 3 (70) 1 (50) 120 1 2 1 0.10 6 

中 谷 171 855 1 (20) 1 (100) 120 1 1 0.14 , 
梅 原、 198 990 4 (120) 2 (150) 270 2 2 1 1 0.27 14 
JII イ呉 102 510 1 (30) 30 1 0.06 3 

村
移頁 賀 1 14 570 

゜ ゜
1 

大 輪 194 970 3 (90) 1 (50) 140 1 2 1 0.14 10 
入ヶ谷 29 145 1 (20) 20 1 0.14 8 

矢 島 154 770 1 (20) 20 1 0.03 2 

大佐貫 136 680 2 (50) 2 (150) 200 1 1 1 1 0.29 15 

合 計 2 301 11. 505 36 (900) 16(1 000) 1.900 14 22 , 4 3 0.17 
本町1丁目 277 1,385 2 2 150 1 1 2 0.11 25 

本町2丁目東 166 830 2 60 2 0.07 13 

本町2丁目西 241 1,205 4 2 250 2 2 1 1 0. 21 47 
本町3丁目 148 740 1 2 120 1 1 1 0.16 38 
千代田町 257 1,285 2 1 150 1 1 1 0.12 27 
富士見町 243 1,215 2 1 140 2 1 0.12 26 
本町4丁目 353 1,765 6 1 180 1 5 1 0.10 24 
栄 町 499 2,495 6 2 330 1 5 2 0.13 32 
仲町南 167 835 1 2 180 1 1 1 0.22 48 
仲町北 190 950 1 20 1 0.02 1 
西本町南 256 1,280 3 70 1 2 0. 05 7 
西本町北 174 870 2 20 1 0.02 2 
ィt官町 248 1,240 3 80 2 1 0.06 10 
台但町 336 1,680 2 1 150 1 1 1 0.09 19 
広内町 430 2,150 4 3 350 2 2 2 1 0.16 39 

館 朝日町南 207 1,035 3 70 1 2 0.07 11 
朝日町北 194 970 1 30 1 0.03 3 
大手町 275 1,375 5 130 3 2 0.09 21 
城町南 256 1,280 1 100 1 0.08 17 
城町北 192 960 1 3 230 1 1 2 0.24 49 
尾曳町 423 2,115 5 2 260 1 4 1 1 0.12 29 
根〖 谷 722 3,610 , 3 510 5 3 1 2 0.14 34 
大 島 451 2,255 11 4 560 6 4 2 2 0.25 50 
赤生田 540 2,700 8 3 500 1 6 3 0.19 43 
羽 附 727 3,635 10 5 620 4 5 2 2 1 0.17 40 

林 新 イ百 500 2,500 7 2 300 6 1 1 1 0.12 28 
緑町1丁目 367 1,835 5 2 250 5 1 1 0.30 33 
緑町2丁目 332 1,660 5 2 330 3 2 2 0.20 45 

松 原 898 4,490 7 1 240 5 2 1 0.05 6 
つつじ町 237 1,185 1 2 170 1 1 1 0.14 36 
美 園 623 3,115 6 130 1 5 0.04 5 
4ヽ桑原 345 1,725 3 2 170 1 2 2 0.10 23 
富士原 543 2,715 6 1 160 2 4 1 0.06 , 
堀 工 624 3,120 5 2 230 3 2 2 0.07 15 
青 柑P 385 1,925 4 3 340 1 3 1 2 0.18 41 

市 近藤苗木 866 4,330 11 7 780 1 10 4 3 0.18 42 
言取 訪 138 690 2 40 2 0.06 8 
野 辺 149 745 2 1 150 1 1 1 0.20 46 
上＝林 298 1,490 3 2 230 2 1 1 1 0.15 37 

＝林入ヶ谷 230 1,150 2 40 2 0.03 4 

高 村艮 482 2,410 8 210 2 5 0.09 18 

成島南 639 3,195 12 2 400 6 6 2 0.13 30 

大谷赤土 295 1,475 5 110 1 4 0.07 16 

成島北 410 2,050 3 3 260 3 1 1 1 0.13 31 

松沼町 505 2,525 , 230 5 4 0.09 20 

木 戸 141 705 2 50 1 1 0.07 12 

日 向 578 2,890 7 2 280 4 3 2 0.10 22 

大街道 701 3,505 5 3 260 1 4 1 2 0.07 14 

渡瀬南 564 2,820 , 3 400 4 4 2 1 0.14 35 

渡瀬北 286 1,430 5 2 280 3 2 1 1 0.20 44 

^ ロ
計 19,108 95,540 11,300 95 130 23 35 22 0.12 
1 191 955 3 1 110 3 1 0.12 10 

2 188 940 2 2 250 1 1 2 0.27 22 

3 77 385 2 100 2 0.26 21 

4 61 305 1 100 1 0.33 26 

5 57 285 1 20 1 0. 07 7 

6 143 715 3 3 210 3 3 0.29 24 

7 68 340 1 50 1 0.14 12 

板 8 97 485 1 20 1 0.04 5 , 125 625 3 1 120 1 2 1 0.19 15 

10 109 545 1 20 1 0.04 3 

11 99 495 1 20 1 0.04 4 

12 111 555 2 50 1 1 0.09 , 
13 96 480 1 30 1 0.06 6 

14 107 535 1 1 130 1 1 0.24 19 

^ 居
15 153 765 3 150 1 2 0.20 16 

16 132 660 2 2 280 2 1 1 0. 42 27 

17 113 565 4 250 1 1 2 0.44 28 

18 86 430 2 130 2 0.30 25 

19 112 560 3 3 220 1 2 1 2 0.39 23 

20 130 650 4 100 2 2 0.15 13 

21 125 625 3 1 160 3 1 0.26 20 

町 22 117 585 3 140 1 2 0.24 18 

23 89 445 

゜ ゜
1 

24 264 1,320 3 250 1 2 0.19 14 

25 223 1,115 7 1 250 1 6 1 0.22 17 

26 123 615 5 -2 300 5 2 0.49 29 

27 162 810 2 1 no 2 1 0.14 11 

28 45 225 

゜ ゜
2 

29 83 415 1 30 1 0.07 8 ^ にコ
叶 3 •86 17 430 51 32 3,600 17 34 13 14 5 0.21 
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「
製
造

,----------------------------------, 

4 ケタ表示 ' 

口

口: 

: 6 ケタ表示 : 
' ' '----------------------------------' 

か
ん
詰
め
な
ど
の
製
造
年
月
日
の

表
示
が
、
こ
れ
ま
で
の
数
字
と
ロ
ー

マ
字
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

I
I

四
ケ

タ
記
号
＂
に
代
わ
っ
て
、
新
し
く
数

字
ば
か
り
の

I
I

六
ケ
タ
記
号
＂
方
式

が
採
用
さ
れ
、
徐
々
に
切
り
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
、今

月
よ
り
”

食
事
で
防
ぐ
こ

ん
な
病
気
“
と

題
し
て
病
気
と

食
事
の
関
係
を

シ
リ
ー
ズ
で
行

い
ま
す
。
第
一

回
め
は
、
高
血
圧
と
食
事
で
す
。

ー
高
血
圧
と
食
事
ー

▼
高
血
圧
と
は
…
…

年
令
、
そ
の
他
の
要
因
に
よ
り

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に

血
圧
測
定
値
が
最
大
血
圧
百
六
十

m
mH
g
以
上
、
最
小
血
圧
九
十
五

m
m

H
g
以
上
の
場
合
を
血
圧
が
高
い
と

年
」
か
西
暦
の
下
一
ケ
タ
、
「
月
」

も
一
ケ
タ
、
「
日
」
が
ニ
ケ
タ
で
表

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
十
月
、
十
一
月
、
十
二

月
の
表
示
は
そ
れ
ぞ
れ
「

0

」
「Y
」

「
N

」
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
使
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
略
号
の
意

味
を
知
ら
な
い
消
費
者
に
は
分
か
り

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ど
う
し
て
起
こ
る
か
…
…
…

高
血
圧
に
な
る
原
因
に
は
、
次
の

二
点
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
賢
臓
、
心
臓
血
管
系
、
内
分
泌
、

神
経
系
な
ど
の
疾
病
に
伴
っ
て
血
圧

が
高
く
な
る
も
の
。

②
特
別
な
病
気
も
な
い
の
に
中
年
期

頃
か
ら
血
圧
が
高
く
な
る
も
の
。

高
血
圧
の
状
態
が
長
く
続
く
こ
と

に
よ
り
、
脳
卒
中
、
心
不
全
、
狭
心

症
、
心
筋
梗
そ
く
、
賢
不
全
な
ど
の

病
気
を
起
こ
し
易
く
な
り
ま
す
。

▼
高
血
圧
を
防
ぐ
食
事
…
…

①
塩
分
を
控
え
ま
し
ょ
う

塩
分
は
血
圧
を
高
め
ま
す
。
濃
い

1
1

か
ん
詰
の
製
造
年
月
日
1
1

(10) 

わ
か
り
易
く
な
り
ま
す

に
く
い
面
か
あ
り
ま
し
た
。

食
品
の
製
造
年
月
日
に
無
関
心
な

消
費
者
は
、
ま
ず
い
な
い
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け
に
分
か

り
や
す
い
表
示
方
法
か
望
ま
れ
る
わ

け
で
す
。

六
ケ
タ
の
数
字
に
よ
る
新
し
い
表

示
方
法
は
、
製
造
年
、
月
、
日
と
も

に
ニ
ケ
タ
で
表
示
し
、
四
ケ
タ
の
場

合
と
違
っ
て
略
号
を
使
う
こ
と
も
な

い
の
で
、
消
費
者
の
方
に
も
分
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

製
造
年
は
西
暦
で
も
元
号
で
も
よ

<
、
西
暦
の
場
合
は
下
ニ
ケ
タ
を
表

示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
四
ケ
タ
表
示
は
、
昭
和
五

十
五
年
三
月
以
降
、
徐
々
に
六
ケ
タ

表
示
に
移
行
し
ま
す
か
、
メ
ー
カ
ー

側
の
機
械
設
備
の
切
り
替
え
な
ど
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら

く
の
間
は
四
ケ
タ
表
示
と
六
ケ
タ
表

示
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

味
の
お
か
ず
は
塩
分
の
と
り
す

ぎ
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
よ
う
。

健
康
人
で
も
一
日
十
名
程
度
に
。

②
脂
肪
は
動
物
性
の
も
の
は
さ
け

て
植
物
性
の
も
の
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

植
物
性
の
も
の
（
サ
ラ
ダ
油
、

サ
フ
ラ
ワ
ー
油
）
に
は
血
中
の
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
働
き
が

あ
り
、
動
物
性
の
も
の
（
バ
タ
ー
・

ラ
ー
ド
）
は
逆
に
上
げ
る
作
用
か

あ
り
ま
す
。

③
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

栄
養
指
導川

島
徳
子

昭和55年度交通災害共済加入状況
昭和55年 3 月 1 日現在

地 区 人 口 加入者数 加入率 順 位

斗合田
八 八 % 

394 383 97.21 1 

下江黒 348 336 96.55 3 

上江黒 509 461 90.57 , 
千津井 609 565 92.78 6 

江 ロ 629 578 91.89 7 

田 島 564 510 90.43 11 

南大島 1,273 1,122 88.14 13 

新 里 875 752 85.94 16 

中 クロ 615 532 86.50 15 

梅 原 828 752 90.82 8 

JII 俣 41 1 399 97.08 2 

須 賀 468 406 86.75 14 

大 輪 898 849 94.54 4 

入ヶ谷 128 121 94.53 5 

矢 島 663 588 88.69 12 

大佐貫 565 511 90.44 10 

A ロ 計 9,777 8,865 90.67 

近
県
近
在
の
剣
士
達
を
集
め
て
三

月
二
十
三
日
村
武
道
館
で
剣
道
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
地
元
の
明
和
剣
友
会
の

剣
士
達
が
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。

明
和
剣
友
会
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
小
学
生
低
学
年
の
部

準
優
勝
大
塚
敬
一

三
位
小
平
征
史

▼
小
学
生
高
学
年
の
部

準
優
勝
原
口
浩

▼
中
学
生
女
子
の
部

優
勝
原
口
由
美

（
敬
称
略
）

※
明
和
剣
友
会
で
は
新
た
に
会
員
を

募
集
し
ま
す
。
会
員
に
な
れ
る
資
格

は
小
学
二
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の

男
女
で
す
。

申
し
込
み
を
希
望
す
る
方
は
教
育

委
員
会
へ
。

明
和
剣
友
会
が

大
活
躍

► 日

集 1 れ．9.. I 
素敵な人を見つけよう

20歳以上の独身者を対象にした“男女の

集い’'が行われますので、対象者は参加

してください。

時

►会場

►参加資格

催

4 月 27 日

午前 9 時30分より

中央公民館

明和村・千代田村

邑楽町の20歳以上

の農村青年男女

明和村・千代田村・邑楽町結婚相談所

/ り
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体力にチャレンジ．~I
県民歩け歩け大会に参加を

県スポーツ振興事業団では、すばらしい自然

との触れ合いの中、先人達の残してくれた文化

遺産を訪ね歩きながら、最も手軽で効果の期待

できる健康づくりの歩け歩け大会が行われます。

► 日 時 4 月 27 日（雨天決行）午前 9 時受

付、 9 時30分開会式、 10時出発

北橘村総合グラウンド（佐久発電

所西）

10km コース 20km コース

県民だれでも参加できます。小学

生以下は保護者（または指導者）

と同行すること。

1 人 200円 当日受付で払い込む。

ハガキに氏名、年齢、性別、住所、電

話番号、希望するコースを明記し

4 月 17 日までに申込んでください。

〒371 前橋市大手町1-1-1 県庁内

群馬県スポーツ振興事：業団「県民

歩け歩け大会」係 電話での申し

込みも可合 0.272 (24) 3558 

参加者全員にバッチを、完歩者に

は完歩証か授与されます。

雨具、昼食は各自で持参してくだ

さしヽ。

► 集合場所

► コース

►参加資格

►参加料

► 申込方法

► 申込先

► その他

r 
』.. “ー9

ほたるの光をあとに

115人が明中を巣立つ

三
月
十
五
日
は
県
内
中
学
校
の
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
明
和
中
学
校
で
も
卒
業

生
百
十
五
人
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

鈴
木
校
長
は
卒
業
生
に
一
人
ひ
と

り
卒
業
証
書
を
手
渡
し
た
あ
と
、
卒

業
生
に
「
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を

大
切
に
し
、
今
後
は
す
き
な
こ
と
を

す
る
の
で
は
な
く
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
進
ん
で
す
る
よ
う
な

人
間
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
に
父
兄
や
在
校
生
が
校
門
ま

で
両
側
に
人
垣
を
作
り
‘
拍
手
や
は

た
る
の
光
の
演
奏
に
お
く
ら
れ
て
学

校
を
後
に
し
ま
し
た
。

卒
業
生
の進学

状
況

今
年
の
明
和
中
学
校
卒
業
生
百
十

五
名
の
う
ち
高
校
に
進
学
し
た
者
は
、

男
子
六
十
二
名
、
女
子
五
十
二
名
、

訓
練
校
一
名
で
全
員
進
学
し
ま
し
た
。

救
急
情
報
シ
ス
テ
ム
開
設

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る

▼
高
等
学
校
別
入
学
者
数

館
林
高
校
二
十
一
名

館
林
女
子
高
校
十
六
名

板
倉
高
校
（
男
）
十
名

＂
（
女
）
三
名

大
泉
高
校
（
男
）
四
名

”
（
女
）
七
名

西
邑
楽
高
校
（
男
）
六
名

＂
（
女
）
五
名

群
馬
エ
専
一
名

太
田
女
子
高
校
一
名

太
田
工
業
高
校
一
名

桐
生
商
高
校
（
男
）
一
名

熊
谷
高
校
（
男
）
一
名

羽
生
実
業
高
校
（
男
）
三
名

＂
（
女
）
二
名

関
東
学
園
高
校
（
男
）
七
名

＂
（
女
）
十
五
名

足
利
学
園
高
校
（
男
）
四
名

＂
（
女
）
一
名

足
工
大
附
属
高
校
（
男
）
二
名

佐
野
日
大
附
属
高
校
（
男
）
一
名

＂
（
女
）
一
名

太
田
と
き
わ
高
校
（
女
）
一
名

県
で
は
四
月
一
日
よ
り
群
馬
県
救

急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
開
始
し
ま

し
た
。こ

の
シ
ス
テ
ム
は
県
民
の
救
急
患

者
が
症
状
に
応
じ
て
、
医
療
機
関
に

的
確
迅
速
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
県
に
情
報
セ
ン
タ
ー
本
部
を
設

置
し
、
こ
れ
を
県
内
二
百
四
十
五
の

病
院
、
診
療
所
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

通
信
回
線
で
結
び
医
師
の
在
、
不
在

空
き
ベ
ッ
ト
の
有
無
、
手
術
の
可
否
、

交
換
輸
血
等
の
特
殊
治
療
の
応
需
情

冨扇疇藷薩匡言国量
商工業経営において、規模を拡大したり経営改善を図ろうとするばあい
は、かならず多額の資金が必要です。その資金を自己（自社）資金でまかな
えないときのために、役場・県では目的に応じて次のとおり用意していま
すのでご利用ください。

名 籾 融資対象 資金使途 限度額融資期間 利 率 申込受付

資本金1,000万円以下、従業員 運転資金及び設願資金 運転

小口資金
300人（商業サーピス業30人） 500万円 3年以内

年82% 年間陪時
以下の固人会社 以内 設備

5年以内

中小企業設
同一業種を3年以上営む者で、 店舗の埋改築、施設の改善、

5年以内

備近代化資
資本金1,000万円以下、従業員 企業の近代化合理化に必要 500 万円 （据置 1 年72% 年間阻特
300人（商業サーピス業50人） な機械設備、公害防止の設備 以内 年以内）金
以下の固人会社

商業設備近
卸小売業サービス業 店舗の増改築、駐車場、店内 7年以内

資本金1,000万円以下、従業員 外施設の改造増設 2,000万円 （据置 1 年70% 年間阻時
代化資金

30人以下の⑮人会社 以内 年以内）

中小企業労
資本金 1 億円以下、従業貴300 労慟福祉施設（従業員宿舎、

7年以内

慟福祉施設
人以下の固人会社 休憩室、娯楽室等） 1,000万円 （据酋 1

年70%  年間阻時
上記の設置1こ賜要な土地の購 以内 年以内）資金
入

報
デ
ー
タ
ー
を
収
集
、
県
下
十
二
の

消
防
本
部
に
サ
ブ
情
報
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
専
用
回
線
に
よ
り
、
画
面
表

示
装
置
に
適
切
な
救
急
情
報
か
わ
か

る
し
く
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
作
動
に
よ
り
二

一
九
番
“
に
よ
る
救
急
車
出
動
要
請

を
受
け
た
場
合
に
救
急
患
者
の
病
状
、

年
令
‘
性
別
、
発
生
地
域
な
ど
の
条

件
に
あ
っ
た
医
療
機
関
の
受
け
入
れ

体
制
を
瞬
時
に
さ
か
し
、
救
急
車
に

無
線
指
令
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
り
消
防
組
合
管
内
の
救
急
体
制

（注）公定歩合の変動によって、融資利率ガ改正される場合もありま可。

は
一
段
と
充
実
強
化
さ
れ
万
全
な
構

え
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
発
足
に
伴

い
、
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

で
は
救
急
車
を
要
請
す
る
ほ
ど
の
病

状
で
な
く
、
本
人
あ
る
い
は
家
族
で

医
療
機
関
に
行
け
る
か
ど
こ
の
医
療

機
関
か
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
に

二
十
四
時
間
体
制
で
情
報
を
提
供
す

る
た
め
救
急
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

開
設
し
ま
し
た
。

救
急
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

6

館
林
三
局
ー
五
六
九
九
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三
十
年
ぶ
り
に
復
活
ド
ン
ド
焼
き

西
小
学
校
で
は

ふ
る
さ
と
見
直
し

シ
リ
ー
ズ
の
一
環

と
し
て
先
生
達
の

自
作
詩
劇
「
ふ
る

さ
と
賛
歌
」
を
三

月
十
九
日
卒
業
生

を
送
る
会
で
熱
演

し
ま
し
た
。

こ
の
＂
先
生
劇

団
“
も
三
回
目
今

年
は
今
ま
で
の
総

集
編
と
い
う
こ
と

で
‘
過
去
二
回
(
”

行
ば
ん
様
“
"
奈
良

石
と
吉
田
市
右
衛

門
“
)
の
名
場
面

を
演
じ
卒
業
生
へ

の
は
な
む
け
と
し

ま
し
た
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ

卒
業
生
へ
の
は
な
む
け

「
先
生
劇
団
」
大
ハ
ッ
ス
ル

は
五
十
三
年
二
月

の
”
親
と
子
の
楽

し
い
集
い
“
で
出

発
し
て
、
す
で
に

二
年
。
村
民
達
も

刺
激
を
受
け
て
か
、

南
大
島
稲
荷
山
地

区
で
”
ど
ん
ど
焼

き
＂
か
復
活
し
た

り
、
大
輪
で
は
後

継
者
に
悩
ん
で
い

た
＂
祭
り
ば
や
し
“

か
児
童
達
に
引
き

継
が
れ
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
シ

リ
ー
ズ
を
‘
学
校

の
ゆ
と
り
の
時
間

に
組
み
入
れ
る
な

ど
し
て
、
な
お
一

層
ふ
る
さ
と
の
見

直
し
を
図
っ
て
行

く
そ
う
で
す
。

召
っ
立
―
―
ュ
よ

南
大
島
の
稲
荷
山
地
区
で
は
、
一
月
二

十
日
に
、
今
で
は
な
つ
か
し
く
な
っ
た
ド

ン
ド
焼
き
（
お
た
き
上
げ
）
を
に
ぎ
や
か

に
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
稲
荷
山
の
青
年
達
が
中
心
と
な

っ
て
昔
の
行
事
を
子
供
達
に
伝
承
し
よ
う

と
三
十
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
日
朝
早
く
か
ら
青
年
達
は
ト
レ
ー
ラ
ー

で
毎
戸
か
ら
お
飾
り
や
お
礼
を
集
め
て
村

境
い
の
田
に
高
々
と
積
み
上
げ
、
す
っ
か

り
闇
の
迫
っ
た
午
後
六
時
半
に
点
火
。

子
供
達
は
初
め
は
赤
々
と
燃
え
上
か
る

約
五
メ
ー
ト
ル
の
火
に
お
ど
ろ
い
て
い
ま

し
た
か
、
古
老
達
か
ら
「
こ
の
火
で
焼
い

た
モ
チ
を
食
べ
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
し
、

流
行
病
に
な
ら
な
い
。
」
と
教
え
て
も
ら
う

と
、
青
年
達
が
用
意
し

た
モ
チ
を
焼
い
て
無
病

息
災
を
願
い
な
が
ら
ほ

お
ば
し
っ
て
い
ま
し
た
。

古
老
達
は
す
っ
か
り

火
の
囲
り
で
昔
話
し
に

花
を
咲
か
せ
「
こ
う
ゅ

う
行
事
は
よ
い
事
だ
。

稲
荷
山
の
年
中
行
事
に

し
よ
う
。
」
な
ど
と
言
い

な
か
ら
、
い
つ
ま
で
も

な
つ
か
し
ん
で
い
ま
し

こ
。f
 

上
江
黒
に
昨
年
十
一
月
よ
り
工
事

モ
ダ
ン
な
村
営
住
宅
完
成

を
進
め
て
い
た
村
営
住
宅
か
こ
の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

今
ま
で
に
南
大
島
と
須
賀
に

四
十
六
戸
建
設
さ
れ
て
い
ま

す
か
、
今
度
初
め
て
の
二

階
建
て
で
、
屋
根
が
茶
色
、

囲
り
が
淡
い
イ
エ
ロ
ー

そ
し
て
バ
ル
コ
ニ
ー

な
ど
の
備
わ
っ
た

大
変
モ
ダ
ン
な
村

営
住
宅
が
三
戸

完
成
し
四
月

に
入
居
者
を

受
入
れ
ま

し
た
。

公
民
館
活
動
を

広
く
理
解
し
て
も
ら

お
う
と
三
月
十
五
・
十

六
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
日
頃
公
民
館
で

学
習
し
た
生
花
な
ど
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
あ
ま
り
に
よ
い

出
来
ば
え
で
、
お
と
づ
れ
る
人
は

び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
特
に

映
画
大
会
に
人
気
か
集
ま
り
会
場

は
親
と
子
ど
も
達
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

公民館まつり

西
保
育
園

東
保
育
園

役
場
の
人
事
異
動
が
四
月
一
日
付

で
次
の
と
お
り
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

・
（
）
は
前
職

総
務
課
係
長
島
田
守
（
税
務
課
）

篠
木
真
一
郎
（
新
採
用
）

税
務
課
係
長
堀
口
正
敏
（
経
済
課
）

小
野
田
美
恵
子
（
住
民
課
）

北
島
充
（
新
採
用
）

福
島
義
雄
（
新
採
用
）

住
民
課
鈴
木
早
苗
（
出
納
室
）

小
林
雄
司
（
税
務
課
）

保
健
課
高
瀬
静
子
（
新
採
用
）

経
済
課
斉
藤
紀
久
代
（
企
画
開
発
謀
）

立
岡
清
孝
（
税
務
課
）

企
画
開
発
課
課
長
村
田
正
己
（
総
務
課
）

田
端
栄
（
農
業
共
済
課
）

始
沢
稔
（
新
採
用
）

農
業
共
済
課
福
島
明
（
企
画
開
発
課
）

泉
田
澄
子
（
公
民
館
）

出
納
室
奈
良
厚
子
（
住
民
課
）

社
会
福
祉
協
議
会
須
永
賢
一
（
住
民
課
）

教
育
委
員
会
田
口
晴
美
（
農
業
共
済
課
）

石
村
孫
一
（
新
採
用
）

鈴
木
昌
美
（
東
保
育
園
）

中
央
保
育
園

黒
沢
礼
子
（
西
保
育
園
）

奈
良
京
子
（
中
央
保
育
園
）

籾
山
富
美
江
（
西
保
育
園
）

内
山
玲
子
（
東
保
育
園
）

増
田
し
げ
子
（
新
採
用
）

大
沢
妙
子
（
東
保
育
園
）

谷
津
弘
子
（
中
央
保
育
園
）

（
敬
称
略
）
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六
十
ぼ
げ
を
超
え
る
長
距
離
の
所
に

電
話
を
か
け
る
場
合
夜
間
割
引
制
度

が
あ
り
ま
す
。

時
間
は
午
後
八
時
か
ら
翌
朝
七
時

ま
で
の
時
間
帯
に
つ
き
、
お
よ
そ
四

割
程
の
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
割
引
き
開
始
直
後
の
八
時

す
ぎ
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
急
ぎ

の
場
合
以
外
は
九
時
す
ぎ
ご
ろ
が
電

話
の
か
け
ど
き
で
す
。

住
所
な
ど
移
動
し
た
と
き

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

四
月
に
な
る
と
就
職
す
る
人
や
、

会
社
の
転
勤
な
ど
で
、
な
に
か
と
住

所
を
変
え
る
の
が
多
い
月
で
す
。

世
帯
主
の
方
は
、
家
族
の
中
で
次

の
よ
う
な
移
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、

十
四
日
以
内
に
役
場
住
民
課
へ
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

0

他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
と
き

0

本
村
へ
転
入
し
た
と
き

0

新
た
に
子
供
が
生
ま
れ
た
と
き

0

家
族
の
方
が
死
亡
し
た
と
き

0

国
民
健
康
保
険
か
ら
杜
会
保
険
に

加
入
し
た
と
き

0

社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き

すて得
ヘ

P
M
B
O
k
m

の
い
言
]

6
 

電
話
に
も
あ
る夜間

割
引
き
8
 

ー
プ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
ー
Qz
 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期

は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
税
金
の

計
算
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

も
し
、
少
な
く
申
告
し
て
い

た
と
き
は
、
修
正
申
告
で
訂
正

需
題
口
唱

電
話
で

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

す
ぐ
受
話
器
を
と
っ
て
「
は
い
、

0
0

課
（
0
0
商
店
）
で
す
」

と
受
け
る
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
常

識
で
す
。

自
分
に
か
か
っ
て
き
た
の
で

な
い
場
合
は
「
少
々
お
待
ち
く

だ
さ
い
」
と
言
っ
て
取
り
次
ぎ

を
し
ま
す
。

取
り
次
ぐ
相
手
が
不
在
の
と

き
は
、
「
0
0

は
、
た
だ
い
ま

席
を
は
ず
し
て
お
り
ま
す
が
」

先
方
の
名
前
を
聞
く
と
き
は
、

「
矢
礼
で
す
が
、
ど
な
た
さ
ま

で
し
ょ
う
か
」

声
が
小
さ
く
て
聞
き
と
れ
な

い
と
き
は
、
「
す
み
ま
せ
ん
、
電

話
が
少
々
遠
い
よ
う
で
す
が
」

繰
り
返
し
て
言
っ
て
も
ら
う

と
き
は
、
「
お
そ
れ
い
り
ま
す

が
、
も
う
一
度
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
か
」

こ
れ
ら
は
、
電
話
で
応
対
す

る
場
合
の
決
ま
り
文
句
で
す
。

（
次
回
は
人
前
で
の
話
し
方
）

5
 

申
告
し
た

し
て
く
だ
さ
い
。
反
対
に
、
多
く
申

告
し
て
い
た
と
き
は
、
更
正
請
求
に

よ
っ
て
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
更
正
請
求
は
来
年
の
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
税
務
署
か
ら
、

の
応
対

電
話
で
は
、
顔
の
表
情
や
態
度

の
助
け
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
声
の
調
子
や
言
葉
遣
い

に
十
分
な
敬
意
が
伴
わ
な
い
と
相

手
に
不
快
感
を
与
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
電
話
を
取
り
次
い
だ
り
、

電
話
の
内
容
に
つ
い
て
上
司
や
同

僚
と
相
談
し
た
り
す
る
と
き
は
、

送
話
口
を
手
で
ふ
さ
い
で
内
輪
の

話
が
先
方
に
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に

気
を
配
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら
電
話
を
か
け
る
と

き
は
特
に
相
手
の
立
場
を
考
え
、

夜
で
あ
れ
ば
、
「
夜
分
お
く
つ
ろ
‘

き
の
と
こ
ろ
、
お
そ
れ
い
り
ま
す
」

多
忙
な
人
を
電
話
口
に
呼
び
出

し
た
と
き
は
、
「
お
忙
し
い
と
こ

ろ
お
呼
び
立
て
し
て
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」
な
ど
と
、
ひ
と
言
あ

い
さ
つ
の
言
葉
を
添
え
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

確
定
申
告
の
訂
正
と

不
服
の
中
立
て

毎
月第

＿
日
曜
日
は

家
庭
の
日
で
す

税
金
が
少
な
い
の
で
不
足
分
を
納

め
る
よ
う
通
知
を
受
け
た
と
き
、

そ
の
内
容
に
不
服
が
あ
れ
ば
ニ
ヵ

月
以
内
に
異
議
申
立
て
が
で
き
ま

す
。
こ
の
異
議
申
立
て
の
結
果
に

な
お
不
服
が
あ
れ
ば
、
国
税
不
服

審
判
所
へ
審
査
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
館
林
税
務
署

相
談
室
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
大
佐
貫
の
早
川
己
吉
さ
ん
は
社

会
福
祉
事
業
に
使
っ
て
く
だ
さ
い

と
、
四
千
八
百
円
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

▼
千
津
井
の
立
岡
正
夫
さ
ん
は
中

央
公
民
館
に
備
え
て
く
だ
さ
い
と

サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
（
一
万
円
相
当
）

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

―
文
芸
欄
—

垂
れ
ざ
く
ら
信
者
歓
喜
の
大
石
寺

岡
安
福
一

針
供
養
針
一
と
筋
に
生
き
る
寡
婦

春
矩
撻
神
経
痛
に
な
や
む
母

北
島
若
水

乳
母
車
草
萌
の
野
に
夢
乗
せ
て

坂
村
芳
明

花
曇
停
留
場
に
一
人
待
っ

清
山
子

（
来
月
は
短
歌
で
す
）

ぁ
虐
よ
｀

：
｀
も
く
れ
升

ー
出
生
ー

氏
名

青
柳
智
子

篠
原
雅
則

松
本
幸
英

牛
久
保
恵
子

川
田
学

大
津
麻
紀
子

峯
岸
健

峯
岸
強

新
井
崇
士

岡
戸
勇
二

本
檎
由
佳

中
山
美
樹

新
井
康
晃

小
川
有
里
絵

新
井
典
子

町
田
知
子

ー
死
亡
ー

氏
名

森
尻
英
一

新
井
シ
ン

桜
井
せ
ん

福
島
晴
雄

尾
花
寒
一
郎

江
原
と
み

本
島
吉
蔵

須
藤
き
せ

瀧
口
源
一

坂
上
み
よ

（
敬
称
略
）
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西退
幼職

幼
稚
園

田
島
敏
子
（
西
幼
稚
園
）

鈴
木
昌
美
（
東
保
育
園
）

（
敬
称
略

人
事
異
動

教
職
員
の

▼
退
職

鈴
木
正
海
（
明
中
校
長
）

宮
川
孝
樹
（
東
小
）

▼
転
出

東
小
教
頭
川
島
初
男
（
館
林
十
小
へ
）

東
小
斉
藤
益
夫
（
明
和
西
小
へ
）

1
1

奥
沢
京
子
（
太
田
毛
里
田
小
へ
）

西
小
校
長
関
根
一
行
（
明
和
中
へ
）

西
小
教
頭
吉
永
正
一
（
東
部
教
育
事
務
所
へ
）

西
小
町
田
進
二
（
館
林
三
小
へ
）

1
1

田
島
恒
（
邑
楽
町
長
柄
小
へ
）

1
1

宗
川
久
（
明
和
中
へ
）

”
長
沢
利
子
（
明
和
東
小
へ
）

"
阿
部
み
ど
り
（
太
田
東
小
へ
）

1
1

野
村
明
美
（
太
田
九
合
小
へ
）

明
中
野
村
八
千
代
（
渋
川
南
小
へ
）

▼
転
入

束
小
教
頭
柿
沼
貞
吉
（
館
林
一
小
か
ら
）

西
小
校
長
柳
原
和
正
（
東
部
教
育
事
務
所
か
ら
）

西
小
教
頭
荒
井
七
郎
（
大
泉
南
中
か
ら
）

西
小
竹
沢
幸
枝
（
太
田
太
田
小
か
ら
）

1
1

茂
木
暁
至
（
桐
生
広
沢
小
か
ら
）

1
1

川
田
恵
美
子
（
館
林
五
小
か
ら
）

1
1

鈴
木
京
子
（
館
林
三
小
か
ら
）

明
中
儘
田
弘
之
（
太
田
宝
泉
中
か
ら
）

1
1

石
川
喜
代
美
（
館
林
二
中
か
ら
）

▼
新
採
用

東
小
へ
内
山
仁

1
1

川
島
明
美

西
小
へ
村
上
守

明
中
へ
木
村
英
夫
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3月の

＿貪ク

救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 15件

●その他 2 件

計 20 件

謬
館林邑楽地区 館 林 地 区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
千代田地区

日
4 月 13 日

根岸医院 小倉医院 多々良診療所ff 02767(2)3060 館林医院 館林地区が

嗜
ff 02767(2)3262 ff 02767(2)0606 大塚医院ft 02767(2)0176 ft 02767(4)2112 担当します

4 月 20 日
白沢医院 大神医院 ゆたか医院ff 02767(3)7308 津久井医院 江口医院

当 ft 02767(2) 1600 ff 0276(62)2200 後藤（愛）医院ff 02767(2)0134 ff 02767(2)3316 ft 027686-320 I 

番 4 月 27 日
落合医院 後藤康生医院 上野医院ff 02767(2)3330 岡田医院 小西医院
ff 02767(2)0160 ff 02767(2)3975 後藤康生医院ff 02767(2)3975 ft 02767(2)3163 ft 027686-2261 

医 5 月 4 日 根岸医院
川田医院 大島診療所ff 02767(7) 1503 館林医院 江上医院

ff 02767(2)3262 ff 02767(2)0754 安楽岡医院ff 02767(2)0572 ft 02767(4)2112 ft 027686-2028 

5 月 II 日
古屋（恒）医院 後藤康生医醗

清河堂医院ff 02767(2)3070 
寺内医院 竹越医院 ;. 

ff 0276(63)6161 ft 02767(2)3975 ff 02767(2)3031 ff 027684-3137 

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
か
五
月
十

八
日
、
太
田
市
に
あ
る
関
東
学
園
大

学
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
四
月

，
一
十
二
日
ま
で
に

明
和
分
署
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
料
は
甲
種

が
三
千
円
、
乙
種

が
二
千
円
で
す
。

な
お
、
こ
の
試

験
に
先
立
っ
て
、

準
備
講
習
会
が
四

月
二
十
五
日
館
林

市
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
す
。
受
講
料

は
四
千
五
百
円
で

す
。

詳
し
く
は
明
和
分
署
（
6
三
一
三

-
)
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-------------------------------------------------------------------

親少
の年

' ¥n, L:...ヽ＼ I< \ー＼一“今ハヽ I O ＼八つ Uよ＼無．
関少
心女
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村
植
木
生
産
組
合
に
よ
る
恒
例
の

四
月
十
五
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま

＿
婦
人
科
検
診
の
実
施
＿
で
の
一
ヵ
月
間
を
緑
化
強
調
期
間
と

し
、
緑
の
羽
根
募
金
運
動
が
展
開
さ

ガ
ン
ほ
ど
恐
ろ
し
い
病
気
は
あ
り
れ
ま
す
。

ま
せ
ん
が
定
期
検
診
を
受
け
て
早
期
年
ご
と
に
失
わ
れ
て
き
た
緑
を
守

に
発
見
す
れ
ば
手
遅
れ
と
な
ら
ず
‘
り
育
て
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活

一
命
を
と
り
と
め
ま
す
。
今
年
は
婦
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、
村
民
の
皆

人
科
検
診
と
併
せ
て
乳
ガ
ン
検
診
を
さ
ん
が
こ
ぞ
っ
て
募
金
運
動
に
ご
協

行
い
ま
す
の
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

検
診
日
は
、
五
月
二
十
日
、
二
十

一
日
の
両
日
で
す
。
一
春
の
大
掃
除
を
＿

申
し
込
み
書
を
後
日
回
覧
い
た
し

ま
す
の
で
希
望
者
は
記
入
し
て
く
だ
村
で
は
四
月
二
十
一
日
か
ら
三
十

さ
い
。
日
ま
で
を
春
の
清
掃
旬
間
と
定
め
ま

な
お
、
検
診
料
は
婦
入
科
検
診
五
し
た
の
で
、
こ
の
期
間
内
に
大
掃
除

百
円
、
乳
ガ
ン
検
診
五
百
円
で
す
。
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
村
づ
く
り
、
美
し
い
家
庭

＿
緑
の
羽
根
に
ご
協
力
を
一
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
心
か
け
て
成

t
t
t
t
§
t
；
ふ
お
し
ら
せ
て
＄
魯
を
；
§
＄
上
お
し
ら
せ

T
§沙
魯
魯
＄
を
~
“

定議

斎よ胄スポーツ団体は
I すい

崎。そ、 登録して．~I
体の
は 月キは をまわ一う しを上ツ利育
四 のヤ毎登目うた団事こて教のを用館学
月 使ツ月録的事り体にのく育団行し・校

青 胃；。認［ ［喜開姦ミ青合 9 1含］互。塁塁
ま をンに団まぐて期てをい会登人ホ
で 決会‘体す。事しに‘行゜に録以 1 を五

危険物取扱者
試験の実施

に
教
育
委
員
会
に
登
録
し
て
く
だ
さ

、
。
し

登
録
用
紙
は
教
育
委
員
会
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

一
定
時
制
生
徒
募
集
＿

県
立
館
林
高
校
で
は
、
働
き
な
が

ら
学
べ
る
夜
間
定
時
制
の
生
徒
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
県
か
ら
の
補
助
も

あ
る
の
で
、
所
要
経
費
も
少
な
く
て

す
み
ま
す
。

◇
普
通
科
第
一
学
年
男
・
女
（
年

令
を
問
わ
な
い
）

◇
受
付
期
間
三
月
二
十
九
日
か
ら

四
月
二
十
八
日
ま
で

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
館
林
高
校

(
~
o二
七
六
七
ー
ニ
ー
四
三
0
七
）

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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一
植
木
即
売
会
一

植
木
即
売
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

生
産
者
に
よ
る
直
売
だ
け
に
大
変

割
安
だ
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
観
賞

妾
々
ご
購
入
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

▼
会
場

①
明
和
村
商
工
会
館
前

②
大
佐
貫
松
野
屋
商
店
前

四
月
二
十
九
日
1

五
月
五

日
、
午
前
十
時
よ
り
午
後

六
時
ま
で
。

｀
亡
詮
尻
）
の
一

▼
日
時

5

月

1
4日
午
後

1

時

3
0分
か
ら
2

時
ま
で

中
央
公
民
館

昭
和
5
4年
2

月
1

日
か

ら
昭
和
5
5年
1

月

3
1日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

▼
会
場

▼
該
当
児

▼
日
時

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
軽
自
動
車
税

及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
四
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

二
十
五
日
中
央
公
民
館

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

適 賃 • 

• 

切相 盟 日
なが談 時交
助皆は 塁
言さ 胃 昇 時 4
指ん ＼月: 悩の で‘ <午後 l日7 故
み 胃 3 相

いごとの 時ま午前 談
手。に相で 10

• ▼月

喜 日例
時行

; 時 4 ~ 

i 
1 1月5 —人ヽ
一日権

塁会］贔 一相
で 10 談
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昭和55年 5 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第224号

新井真三郎さん 恩田義雄さん 時

9

直
[花尾

一筋に村政に尽くす

7 名の村政功労者を表彰

(2) 

鯉沼ーニさん

香山 清さん

石崎司朗さん

蓮見幸蔵さん

第
九
回
村
政
功
労
者
の
表
彰
式
か

四
月
二
十
六
日
役
場
で
財
務
事
務
所

長
ら
来
賓
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
を
受
け
た
方
は
、
元
議

員
の
尾
花
時
夫
さ
ん
（
大
輪
）
‘
恩

田
義
雄
さ
ん
（
梅
原
）
、
新
井
真
三

郎
さ
ん
（
斗
合
田
）
、
石
崎
司
朗
さ

ん
（
矢
島
）
、
そ
し
て
元
農
業
委
員
、

議
員
の
鯉
沼
―
二
さ
ん
（
大
佐
貫
）
、

元
農
業
委
員
の
蓮
見
幸
蔵
さ
ん
（
入

ヶ
谷
）
、
元
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
香
山
清
さ
ん
（
南
大
島
）
の
七

名
の
方
で
す
。

七
名
と
も
長
年
に
わ
た
り
、
そ
の

道
一
筋
村
政
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ

れ
、
数
多
く
の
偉
大
な
功
績
を
残
し

ま
し
た
。

そ
の
功
労
に
対
し
、
村
で
は
表
彰

規
程
に
よ
り
村
政
功
労
者
と
認
め
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
労
を
ね
ぎ

ら
い
ま
し
た
。

村
長
は
式
辞
の
な
か
で
、
最
初
に

個
々
の
卓
越
し
た
手
腕
を
報
告
し
、

本
村
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
事
に
深
く

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
八
十
年
代
は

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
‘

重
要
問
題
も
堆
積
し
て
い
る
の
で
、

今
後
も
ご
指
導
、
ご
援
助
を
お
願
い

し
ま
す
。
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
尾
花
さ
ん
は
「
私
た
ち
は
与
え

ら
れ
た
仕
事
を
た
だ
尽
く
し
た
だ
け

で
、
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
受
け
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
は
、
一

住
民
と
し
て
村
の
発
展
を
願
い
、
で

き
る
だ
け
の
ご
協
力
を
い
た
す
覚
悟

で
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
令
年
の
村

政
功
労
者
表
彰
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

◎
尾
花
時
夫
さ
ん

尾
花
さ
ん
は
昭
和
三
十
四
年
八
月

か
ら
昭
和
五
十
四
年
八
月
ま
で
明
和

村
議
員
と
し
て
五
期
二
十
年
間
と
い

う
長
い
間
活
躍
し
、
そ
の
間
副
議
長
、

総
務
、
文
教
厚
生
、
経
済
の
各
常
任

委
員
長
を
、
さ
ら
に
監
査
委
員
、
農

業
委
員
と
各
方
面
に
わ
た
り
か
ん
ば

っ
て
き
ま
し
た
。

◎
恩
田
義
雄
さ
ん

恩
田
さ
ん
は
昭
和
三
十
八
年
八
月

か
ら
昭
和
五
十
四
年
八
月
ま
で
四
期

十
六
年
間
明
和
村
議
員
と
し
て
活
躍

受
彰
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◎
香
山
清
さ
ん

し
、
そ
の
間
総
務
、
文
教
厚
生
の
常

任
委
員
長
、
監
査
委
員
、
国
保
運
営

委
員
を
歴
任
し
ま
し
た
。

新
井
さ
ん
は
昭
和
三
十
八
年
八
月

か
ら
昭
和
五
十
四
年
八
月
ま
で
明
和

村
議
員
と
し
て
四
期
十
六
年
間
と
い

う
長
い
間
活
躍
し
、
そ
の
間
総
務
、

文
教
厚
生
の
常
任
委
員
長
、
監
査
委

員
と
し
て
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

◎
石
崎
司
朗
さ
ん

石
崎
さ
ん
は
昭
和
四
十
二
年
八
月

か
ら
昭
和
五
十
四
年
八
月
ま
で
三
期

十
二
年
、
明
和
村
議
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
、
そ
の
間
総
務
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
長
、
監
査
委
員
を
行
い
ま
し
た
。

二
さ
ん

鯉
沼
さ
ん
は
農
業
委
員
を
五
期
十

五
年
。
昭
和
四
十
六
年
八
月
か
ら
昭

和
五
十
四
年
八
月
ま
で
明
和
村
議
員

と
し
て
二
期
八
年
間
活
躍
し
、
そ
の

他
区
長
、
農
業
共
済
役
員
を
歴
任
し

各
方
面
に
お
い
て
貢
献
し
ま
し
た
。

◎
蓮
見
幸
蔵
さ
ん

蓮
見
さ
ん
は
明
和
村
農
業
委
員
と

し
て
昭
和
三
十
九
年
八
月
か
ら
昭
和

五
十
四
年
七
月
ま
で
五
期
十
五
年
と

い
う
長
い
間
、
農
政
一
筋
に
取
り
組

み
、
明
和
村
の
地
域
農
政
振
興
に
大

い
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

香
山
さ
ん
は
昭
和
三
十
四
年
八
月

か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
七
期

二
十
年
七
ヵ
月
。
み
な
さ
ん
に
直
接

関
係
あ
る
固
定
資
産
課
税
の
適
正
評

に
長
い
間
た
ず
さ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

◎
鯉
沼

◎
新
井
真
三
郎
さ
ん

高級ネクタイが当たる交通安全クイズ解答及び当選者の発表
春の全国交適安全運動はいつ力ら、いつまでで可力。
（答） 4 月 6 日から 4月15日まで ?cm 

適路標識の大きさは？
ア直径30cm 40 

::/`：□言ここイニ「してよしプ
81wll! B 

上図のような遍路は館林市内で最近貝力けられま可ガ『駐停車禁止路｛則 （答）ア
帯』といいま可。つぎのうち正しい意昧は 9 I 9. 自転車に乗って、右へまガる時の正しい合図の仕方はどれで芍力。

ふ更三ビ竺讐。口：ナガ適れる。イ ゥ ア會イ耐ゥ會
（答）ア 、9 0 0 10 ］：□9で、館り警99管内で胄邑門雙で亡くなつだ方は？

-----------------•一•一•一•-------------•一•一•一···-----------一•一•一•一•一•一•一•-----•一•---•一•一•一•一•----一•一•一•一•一•一•一•一•----------------•一•一•一•一•一· •一•一ヽー---------------一•-------------------------•一•一•---------•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一-------------一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•-•一•一•一・

〈ネクタイ当選者〉甲藤琴子・柴崎幸治・立岡正夫・薗郎アイ子・立川シズ子・新井和彦・奈衷明夫・奈良和広•本沢幸子・石井菜穂子・岡安勉•本沢ふ
み•福島久美子・小松際昌史•本沢真由美•岡安正利•関なカ・坂上勲・鈴木邑美・奈良繁・堀□キヨ子・増田幾子 大谷恒夫・大野正文・江森清・尾花
幸子・蛭田文子・石川文夫・山崎春男·柿沼けさ子・江森政美・奥沢｛言行・服郎好隆・斉藤きく・早川之子・薗部静子 （敬称略）
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つぎのうち正しいのはどれで可力。
ア 交適事故ガあつだらすぐに警察1こ届け出る。
ーイ ケ刀のない交逹事故は届け出なくてもよい。
つ 話し合いガつけば届け出なくてもよい。
（答）ア
疇機ガある交差点で自転車に乗って右へ如ガるときの正しい方法はど

れで可力。 ア応三］
氏三

（答）イ
ヵらだにあっだ自転車はどれで可力。

アイ

晶轟

ウ］

ゥ “ 



(3) 第 224号 広 報 め し＼ わ 昭和55年 5 月 10 日

松本カツ子さん
（大輪）

穏
光
行
列
ふ
了
こ
＂

（第45 回）

大
輪
の
里
に
稚
児
行
列
。

そ
れ
は
も
う
”
美
し
い
．
＂
の
一
言

に
つ
き
ま
し
た
。

私
の
家
で
も
二
人
た
め
ら
わ
ず

申
し
込
み
、
大
佐
貫
の
妹
に
も
、

「
子
供
の
無
事
な
成
長
を
祝
う

行
事
だ
か
ら
、
子
供
を
出
し
た
ら
」

と
催
促
す
る
は
ど
。

き
ら
び
や
か
な
冠
、
着
物
、
ハ

カ
マ
、
ゾ
ウ
リ
な
ど
を
付
け
た
子

大
輪
の
光
明
山
松

林
寺
（
住
職
、
青
木

康
文
）
で
は
、
稚
児

行
列
（
練
供
養
）
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
檀
家
の
人

々
の
協
力
に
よ
り
、

『
水
子
供
養
地
蔵
』

が
建
立
さ
れ
た
こ
と

と
、
住
職
の
息
子
裕

美
（
二
十
歳
）
く
ん

か
住
職
に
な
る
た
め

の
―
つ
の
段
階
を
終

え
た
の
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、

供
を
見
た
ら
、
あ
ま
り
に
も
お
兄
さ

ん
ら
し
く
、
あ
ま
り
に
も
お
姉
さ
ん

ら
し
く
な
り
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
姿
を
記
録
に
と
‘

急
き
ょ
夫
の
カ
メ
ラ
を
持
ち
出
し
、

こ
の
日
、
八
十
五
名
の
稚
児
達
が
き

れ
い
に
着
飾
っ
て
、
二
人
の
僧
侶
を

先
頭
に
し
て
、
す
こ
や
か
な
成
長
と

立
身
出
世
を
願
い
な
が
ら
、
大
輪
地

内
を
約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
練
り
歩

き
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
禅
寺
の
し
き

た
り
に
基
づ
き
法
戦
式
（
禅
問
答
）

が
行
わ
れ
、
近
隣
か
ら
来
た
三
十
人

の
僧
侶
が
住
職
と
裕
美
く
ん
に
対
し

て
禅
問
答
が
激
し
く
行
わ
れ
、
参
列

し
て
い
た
檀
家
の
人
達
は
「
き
び
し

い
修
行
の
連
続
で
胸
が
し
め
つ
け
ら

れ
た
」
と
話
す
ほ
ど
。

豊
川
稲
荷
で
四
年
間
修
行
を
終
え

私
の
一
生
一
大
の
不
覚
。

私
の
子
供
は
、
日
頃
の
お
ど
け

L一

た
顔
と
ち
が
っ
て
神
妙
な
面
持
で
、

元
気
に
出
発
し
た
が
、
冠
や
ゾ
ウ

リ
な
ど
付
け
た
事
か
な
く
‘
慣
れ

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
大
輪
の
松
本
カ
ツ
子
さ
ん
で
す
）

マ
マ
さ
ん
カ
メ
ラ
マ
ン
に
変
身
。
て
い
な
い
ら
し
く
、
三
十
分
も
す

前
か
ら
、
今
後
は
後
ろ
か
ら
と
‘
る
と
苦
し
い
顔
。
そ
れ
を
必
死
に

駆
け
廻
り
パ
チ
リ
・
パ
チ
リ
。
こ
ら
え
て
い
る
姿
を
見
て
、
ひ
と

し
か
し
、
カ
メ
ラ
に
慣
れ
て
い
な
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
た
と
感
じ
得

ぃ
せ
い
か
、
全
く
映
っ
て
い
な
く
、
た
私
で
し
た
。

ー
全
国
中
央
農
協
長
よ
り
ー

た
裕
美
く
ん
は
大
学
卒
業
後
、
大
本

山
で
あ
る
永
平
寺
で
二
年
間
の
修
行

を
行
う
そ
う
で
す
。

五
十
五
年
度
県
の
総
合
表
彰
か
五

月
二
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
村
長
の
奈

良
丑
松
氏
が
自
治
功
労
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

村
長
は
昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十

三
日
村
長
に
就
任
以
来
五
年
七
ヵ
月

そ
の
間
村
営
住
宅
、
公
民
館
建
設
、

道
路
整
備
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
方
面

へ
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
同
時
に
民
生
功
労
と
し
て

江
口
の
飯
塚
正
平
さ
ん
も
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。
飯
塚
さ
ん
に
つ
い
て
は

次
号
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
井
組
合
長
表
彰
さ
れ
る

千
江
田
農
協
の
新
井
初
太
郎
組
合

長
は
三
月
六
日
、
全
国
農
協
中
央
会

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

新
井
さ
ん
は
二
十
年
以
上
千
江
田

農
協
組
合
長
と
し
て
数
多
く
の
功
績
‘

そ
し
て
組
合
員
と
一
致
協
力
し
て
千

江
田
農
協
を
大
き
く
順
調
に
進
展
さ

せ
た
事
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

中
谷
区
長
決
ま
る

中
谷
の
区
長
は
ま
だ
未
定
と
四
月

号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
中
谷
の
区
長
に
は
坂

上
喜
太
郎
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
坂
上
さ
ん
は
区
長
会
の
副
会

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

稚
児
行
列
を
行
う
村
長
表
彰
を
受
け
る

L
チ
地
蔵
建
立
を
祝
い

横
綱
に
な
れ
た
の
は
、
あ
の
時

の
母
の
涙
の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

母
は
い
ま
六
十
六
歳
。

場
所
中
は
テ
レ
ビ
を
た
た
き
な

が
ら
、
郷
里
で
わ
し
の
土
俵
を
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

血
圧
は
上
が
る
し
、
肩
も
こ
る
だ

ろ
う
か
ら
、
ほ
ど
ほ
ど
に
と
電
話

で
言
う
の
で
す
が
、
母
は
や
め
よ

う
と
は
し
ま
せ
ん
。

元
来
が
喜
怒
哀
楽
を
素
直
に
表

す
タ
チ
で
、
子
供
の
こ
ろ
、
ち
ょ

っ
と
で
も
曲
が
っ
た
こ
と
を
す
る

と
、
は
だ
し
の
ま
ま
追
い
か
け
て

き
て
ト
コ
ト
ン
し
か
ら
れ
た
も
の

で
す
。

そ
う
い
う
厳
し
さ
を
持
っ
た
母

だ
か
ら
こ
そ
、
父
亡
き
あ
と
、
わ

た
し
た
ち
五
人
兄
弟
を
女
手
一
っ

で
育
て
あ
げ
る
こ
と
か
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

事
業
を
や
っ
て
い
た
父
が
急
死

し
た
の
は
、
末
っ
子
の
わ
し
か
ま

だ
中
学
一
年
の
と
き
で
、
そ
れ
以

後
は
家
計
も
苦
し
く
、
毎
日
か
貧

し
さ
と
の
た
た
か
い
で
し
た
。

中
学
を
卒
業
し
て
集
団
就
職
で

上
京
、
鉄
工
所
に
勤
め
ま
し
た
か
、

一
日
も
早
く
立
派
な
人
間
に
な
っ

て
苦
労
を
か
け
た
母
に
報
い
た
い

と
、
そ
れ
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
力
士
を
志
し
、

出
羽
海
部
屋
に
入
門
し
た
の
で
す

が
、
考
え
て
い
た
以
上
に
厳
し
い

世
界
で
し
た
。
一
ヵ
月
ほ
ど
し
て

郷
里
に
帰
っ
た
わ
し
は
、
思
わ
ず

弱
根
を
は
い
た
。

母
は
わ
し
の
顔
を
見
る
な
り
、
「

男
は
、
つ
ら
い
の
が
あ
た
り
ま
え

で
す
。
し
ん
ぱ
う
し
て
、
か
ん
ば

る
よ
う
に
」
と
涙
を
流
し
て
言
う

の
で
す
。

わ
し
は
母
の
泣
く
姿
を
見
て
、

自
分
は
ま
だ
ま
だ
甘
い
と
思
い
、

相
撲
に
一
生
を
か
け
る
決
心
を
し

て
東
京
に
戻
り
ま
し
た
。

お
し
ゃ
れ
の
―
つ
も
し
た

か
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
五
人
の
子

供
を
か
か
え
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
母
。
こ
と
し
も
「
母

の
日
」
に
は
洋
服
代
に
と
、
お
金

を
送
り
ま
す
。

品
望

a
,
日

ー
の
月5

母

楼
綱三

重
ノ
活
五
郎

母
の
涙
で
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計画完成．グ

► 高度成長から安定成長への基調変化、 ◄ 

► 住民構成の変化、生活の高度化など、社 ◄

► 会経済の変動に伴い、多種多様化する行 ◄

► 政需要を実現するため、昭和60年を目標 ◄

► 年次とした村の将来像をみんなで描き、 ◄ 

► 快適•利便・健康•安全なよりよい豊か ◄

► な村づくりを基本として、策定するもの ◄

► です。 ◄ 

表ー I
村
の
形
態
は
、
村
民
生
活
を
優
先

主要計画指標
村
の
計
画
を
作
る
う
え
で
基
本
と

な
る
の
は
人
口
。
そ
の
人
口
は
、
昭

和
四
十
五
年
か
ら
わ
ず
か
な
か
ら
、

増
加
の
傾
向
を
た
ど
り
、
こ
の
傾
向

は
都
市
計
画
法
に
よ
る
線
引
き
決
定

等
で
宅
地
開
発
か
予
想
さ
れ
る
の
で

今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
主
要
計
画
の
指
標
を
次
の

表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

土
地
基
盤
の
基
本
方
針

ら次 昭和50年 昭和57年 昭和60年

人 ロ 9,182 人 10, 500/¥ 11,000 人

世 帯 数 2,121世幣 2,450世符 2,580世幣

就 業 者 数 5,103 人 5,961 人 6,180 人

産 第 1 次産業 1,801 人 1,593 人 1,510 人

業 第 2 次産業 1,814 人 2,340 人 2,610 人

別 第 3 次産業 1,429 人 2,028 人 2,060 人

1 人当たり村民所得 978 T円 1,845千円 2,389千円

に
住
宅
、
道
路
、
上
下
水
道
、
公
園
、

緑
地
を
配
し
た
生
活
基
盤
、
村
産
業

の
活
力
を
生
み
出
す
生
産
基
盤
（
エ

業
、
農
業
生
産
）
な
ど
整
備
し
、
計

画
的
な
土
地
利
用
に
よ
り
、
自
然
と

の
調
和
を
は
か
り
な
か
ら
公
害
、
災

害
の
な
い
生
活
、
生
産
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
。
し
た
か
っ
て
村
民
生

活
を
よ
り
快
適
に
す
る
た
め
、
ま
た
、

よ
り
効
率
の
高
い
生
産
基
盤
の
確
立

を
め
ざ
し
て
土
地
利
用
、
道
路
輸
送
‘

通
信
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
総
合

的
に
整
備
し
、
調
和
の
と
れ
た
機
能

的
な
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

産
業
経
済

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
に
も
と
づ
き
農
用
地
の
確
保
を

基
本
に
し
て
生
産
基
盤
の
整
備
を
最

重
点
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
作
目
毎
の
振
興
計
画
に
つ

い
て
は
村
の
地
域
特
性
を
配
慮
し
て

米
麦
、
野
菜
‘
施
設
園
芸
、
果
樹
、

花
丼
、
お
よ
び
畜
産
の
振
興
と
併
せ

て
農
業
経
営
の
合
理
化
、
集
団
の
育

成
な
ど
を
は
か
り
、
大
型
農
業
機
械
の

導
入
に
よ
る
大
規
模
農
家
の
集
約
的

経
営
を
推
進
す
る
。

な
お
、
農
業
協
同
組
合
に
つ
い
て

は
、
村
内
の
二
農
協
を
昭
和
五
十
七

教
育
内
容
の
充
実
は
全
村
民
の
強

く
要
望
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
県
の

第
二
次
学
力
向
上
対
策
に
呼
応
し
て

基
礎
学
力
と
実
践
力
を
高
め
体
力
、

気
力
の
充
実
し
た
健
全
な
児
童
生
徒

の
育
成
に
努
め
る
。

ま
ず
、
西
小
学
校
に
お
い
て
、
年

々
児
童
数
が
増
加
し
て
教
室
か
不
足

し
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
危
険
木

造
校
舎
が
残
存
し
て
い
る
の
で
増
改

築
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

な
お
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
四

十
六
年
度
策
定
の
「
明
和
村
総
合
計

画
書
」
に
建
設
か
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
い
ま
だ
実
現
し
な
い
の
で
、
新

築
計
画
を
あ
ら
た
め
て
推
進
し
、
幼

稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
と
一
貫
し

た
給
食
体
制
を
整
え
、
学
校
給
食
運

営
の
合
理
化
を
は
か
る
。村

民
福
祉

社
会
的
弱
者
が
本
当
に
必
要
と
し

て
い
る
も
の
は
、
物
質
的
な
豊
さ
よ

り
も
心
の
豊
か
さ
、
い
た
わ
る
と
い

う
心
の
福
祉
を
望
ん
で
い
る
の
で
、

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
村
民
福

主
要
計
画
指
標

年
を
目
途
と
し
て
合
併
を
推
進
す
る
。

教
育

.、

..,. 畠喜 せら 雙定の ` g 
, まし = : ： ・ヽ
のしで V 

、 だめ 胃力 議天 ' 

皆（こ合‘ れさ <旦
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し い 胄
まわ

9 ゜迩ベ L で塁
‘ 知お _ 月

~ ヽ

行
政
に
対
す
る
村
民
の
要
望
は
、

年
々
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

ら
行
政
需
要
と
複
雑
化
す
る
事
務
処

理
に
対
応
す
る
に
は
、
事
務
の
機
械

化
、
シ
ス
テ
ム
化
を
強
力
に
推
進
し
、

行
政
の
近
代
化
を
は
か
る
必
要
が
あ

る
。

行
財
政

祉
対
策
を
推
進
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
生
活
保
護
基
準
の

地
域
格
差
の
改
善
や
民
生
委
員
の
指

導
強
化
、
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
行
い
、
娯
楽
や
趣
味
を
通

し
た
交
流
の
場
を
設
け
、
お
互
い
一

日
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。

（
次
ぺ
—
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

商
業

ま
た
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
は

か
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
な
事
務

を
行
い
、
村
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
つ
と
め
る
。

そ
の
た
め
に
、
増
大
す
る
行
政
需

要
に
応
え
る
た
め
に
、
近
代
的
な
行

政
組
織
機
構
の
推
進
を
は
か
り
、
ま
た

行
政
民
主
化
の
た
め
に
村
民
の
声
を

村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
村
政

懇
談
会
を
開
催
し
、
村
民
参
加
の
行

政
を
推
進
す
る
。

現
在
村
の
土
地
利
用
は
六
つ
の
用

途
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

合
理
的
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
土
地

区
画
整
理
事
業
を
積
極
的
に
行
う
。

そ
の
た
め
に
、
道
路
は
従
来
か
ら

整
備
を
進
め
て
い
た
生
活
道
路
を
は

じ
め
、
通
学
道
路
、
農
道
改
良
整
備

に
一
層
力
を
入
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

産
業
道
路
、
都
市
計
画
道
路
、
広
域

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
の
建
設
を
推
進

す
る
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
都
市
近
郊
の

条
件
と
専
門
店
か
少
い
た
め
、
消
費

者
は
村
外
へ
流
出
し
て
い
る
が
、
県

か
行
っ
た
商
店
街
診
断
勧
告
書
に
基

づ
き
経
営
改
善
を
は
か
り
、
近
代
経

営
へ
の
脱
皮
を
は
か
る
。社

会
教
育

社
会
教
育
振
興
の
か
な
め
は
、
中

央
公
民
館
を
社
会
教
育
の
拠
点
と
し

村
基
盤
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村の未来を見つめた総合

上
水
道

住

宅

保
育

て
、
乳
幼
児
期
か
ら
、
老
人
期
に
い

た
る
ま
で
の
多
彩
な
学
習
要
求
に
こ

た
え
る
よ
う
多
く
の
施
策
（
教
室
）

を
設
け
る
。

社
会
体
育
に
お
い
て
は
、
学
校
解

放
に
よ
り
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
設
備
を
よ
り
充
実
す
る
と
と
も
に
、

新
た
仁
村
民
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
の
建
設
を
行
い
、
体
力
の
向
上
な

ど
に
努
め
る
。

保
育
園
に
つ
い
て
は
現
在
午
後
―
-
i

時
半
に
降
園
し
て
い
る
か
、
こ
の
降

園
時
間
を
延
ば
し
、
保
護
者
の
勤
労

状
況
を
高
め
る
よ
う
に
し
、
よ
り
豊

か
な
生
活
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。国

、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市

街
化
区
域
内
の
区
画
整
理
事
業
を
推

進
し
‘
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
を

は
か
る
。

ま
た
、
自
力
で
住
宅
建
設
が
困
難

な
人
の
た
め
に
、
今
後
六
年
間
で
三

十
一
戸
公
営
住
宅
を
建
設
し
、
い
ま

ま
で
と
合
わ
せ
て
合
計
八
十
戸
と
す

る
。現

在
水
源
は
三
本
の
深
井
戸
に
依

存
し
て
い
る
が
、
地
下
水
が
年
々
わ

ず
か
な
が
ら
低
下
し
て
お
り
、
今
後

各
井
戸
の
能
力
低
下
が
予
想
さ
れ
、

ま
た
、
そ
れ
と
は
逆
に
生
活
様
式
の

向
上
に
よ
り
、
水
需
要
は
増
大
し
て

い
る
の
で
、
新
た
に
取
水
井
戸
を
求

家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
処
理
は
、
昭
和

四
十
六
年
七
月
か
ら
収
集
車
に
よ
る

収
集
業
務
を
開
設
し
、
そ
の
処
理
に

つ
い
て
は
館
林
市
と
事
務
委
託
を
結

び
行
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
ご
み
の
不
法
投
棄
を
な
く

す
た
め
に
、
指
定
袋
制
度
を
廃
止
し
、

無
料
で
ど
な
た
で
も
気
軽
に
行
え
る

よ
う
に
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
収
集
場
所
の
再
検

討
と
収
集
車
の
増
強
を
は
か
る
。

緑
化

緑
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
利
根
川
の

堤
と
河
川
緑
地
を
思
い
う
か
べ
る
ほ

ど
、
本
村
は
緑
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

反
面
緑
を
守
ろ
う
と
す
る
意
識
は
薄

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
後
は
な
お
一
層
緑
に
対
す
る
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
村
の
木

に
「
ツ
ゲ
」
、
村
の
花
に
「
キ
ク
」

か
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

苗
木
を
無
料
配
布
し
て
、
緑
化
普
及

に
努
め
、
緑
豊
か
な
村
づ
く
り
を
推

進
し
て
行
く
。

今
ま
で
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
て

い
た
衛
生
協
力
会
、
母
子
保
健
推
進

協
議
会
の
育
成
に
つ
と
め
、
今
後
は

「
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
新

設
し
、
職
場
や
地
域
の
保
健
活
動
の

指
尊
体
制
の
強
化
を
は
か
る
。

さ
ら
に
”
保
健
セ
ン
タ
ー
＂
を
建

設
し
、
保
健
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
母

保
健

め
、
水
源
確
保
に
努
め
る
。ゴ

ミ
処
理

私
た
ち
の
祖
先
が
歩
ん
で
来
た
努

カ
の
結
晶
の
た
ま
も
の
で
あ
る
文
化

財
を
永
く
後
世
に
正
し
く
伝
え
、
新

し
い
文
化
の
創
造
に
役
立
て
る
た
め
、

今
後
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

重
要
文
化
財
を
指
定
し
、
保
護
を
は

か
る
。

ま
た
、
文
化
財
を
紹
介
す
る
印
刷

物
を
発
行
し
た
り
、
文
化
財
に
関
心

を
持
つ
村
民
を
組
織
化
し
て
保
護
に

努
め
る
。

主 な

文
化
財
根

昭
和
五
十
一
年
四
月
よ
り
生
活
改

善
運
動
推
進
要
領
に
従
い
、
現
在
葬

儀
に
つ
い
て
の
み
、
申
し
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
葬
儀
ば

か
り
で
な
く
、
冠
婚
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
を
眺
め
な

か
ら
進
め
て
い
く
。

幹 事 業 計

生
活
道
路
の
改
良
、
舗
装
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
道
路
幅
員

は
六
メ
ー
ト
ル
で
整
備
し
て
い
く
。

ま
た
、
児
童
、
生
徒
の
通
学
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
改
良
に

併
せ
て
歩
道
の
確
保
を
は
か
る
と
と

も
に
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
を
新
設
す
る
。

新
生
活
運
動

画

生
活
道
路

子
保
健
、
成
人
病
予
防
、
老
人
保
健

な
ど
住
民
生
活
に
密
着
し
た
健
康
相

談
、
健
康
教
育
、
健
康
診
査
を
行
う
。

ま
た
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う

自
覚
と
認
識
を
持
つ
よ
う
普
及
啓
蒙

を
は
か
っ
て
行
く
。

事業 名 全体計画 （事業内容） 実定施年予度 総事業費 事業 名 全体計画 （事業内容） 実定施年予度 総事業杓

住宅建設整備事業 簡易耐火 条嬰塁品｝ 31 戸 前後 期期 230干,22円1 新小農規模構排水対策 7 ヵ所 9 本 L =5,674 前期 38千,40円0 

上水道事業 配第水3 管次拡整備収事事業業 深井戸 301,400 新協定農構関連土地基盤（慮整；首備) W=4 Om L=l,642m II 28,850 

関連公共下水道整備事業 市を街除化〈区域内の工業専用地域 後期 842,000 幼稚園施設整備事業 鉄骨造 500m' II 97,569 

ごみ処理事業 ごみ収集車購入 4,000 小学校施設整備事業 虹頂ヵコンクリート 4造1.,052706階9m.建7' 0 m' II 245,496 
用地買収

公園緑地整備事業 1 ヵ所敷地 5,000m' 前期 50,000 中学校施設整備事業 鉄筋コンクリート 甕 3 讐 265,812 215 

交通安全対策事業 交通安全施設 前後 期期 19,490 建学校設給整備食事セ業ンター 鉄骨平家建 500m' 99,300 

消防施設整備事業 消火自動防水団車そ詰購う 所設入改醤、 築消、火栓消防設匹ポ、ン防プ // 79,600 社会体育館建設事業 建釘湛ヵコンクリー1 階2ト造1階, 415部728m4'2.6階m II 247,253 

診療所整備 鉄骨造り‘ド家建 前期 10,000 村誌編さん事業 四誌59 千年編 I度さ又村□ん誌誌宰等編印刷のさ設ん製委本置 貝会、 村 後即 期期 15,000 

保健センター建設事業 鉄骨造り平家建 // 30,000 老人福祉センタ一新設 鉄筋コンクリート造 後期 145,000 

土地区画整理事業 市用街地域化区域17h内aの第 1 種住居専 255,000 児童遊園新設 児1 章ヶ遊所園当地り 6620mヵ'所 II 13,400 

生活道路等の整備 生活道路整備、幹線村道整備 前後 期期 986,958 事務近代化事業 事図務書機の祁集入中管、書理庫整備、文書、 前期 5,000 

団体営農道整備事業 大佐貫地内 後期 21,000 住民情報管理事業 住の電民マ算化スター利用、 各種台帳 II 8,000 

用排水支線改良 総延長 33, OOOm 前後 期期 180,“゜ 庁内情報管理事業 財務、人事、各種統計の電算化 後期 8,000 

県営広域農道整備事業 '農農業業生生産産物基盤流通の確経保路Lの=確27立0m 前期 10,000 排水対策特別事業 厨改＝面帯良工開予渠事定 と Lしてー約側5道,5も00同m時に 前後 期期 680,000 

注）前期55年～ 57年
後期58年～60年

最
近
は
通
信
販
売
、
訪
問
販
売
も

多
く
、
こ
れ
ら
商
法
に
よ
る
問
題
が

多
発
し
て
い
る
。
特
に
留
守
を
守
る

老
人
の
所
持
金
を
ね
ら
っ
た
も
の
も

多
く
、
消
費
者
の
無
知
と
弱
み
に
つ

消
費
者

け
込
む
悪
質
な
販
売
が
横
行
し
て
い

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
消
費
者
講
座
を
婦
人
グ
ル

ー
。
フ
に
と
ど
め
ず
老
人
ク
ラ
ブ
や
青

年
会
な
ど
の
他
の
団
体
に
呼
び
か
け

る
と
と
も
に
、
一
方
で
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
毎
戸
配
布
し
て
被
害
防
止
に

努
め
る
。
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い
つ
の
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か

は
っ
き
り
と
し
た
年
代
は
不
明
で
あ

る
が
、
大
輪
に
は
何
百
年
前
か
ら
伝

わ
る

I
I

八
坂
祭
I
t
が
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
壮
絶
な
お
祭
り
の
た

め
近
隣
近
在
か
ら
多
数
見
に
く
る
程
。

こ
の
八
坂
祭
に
は
長
さ
三
軒
（
五

以
四
十
バ
／
）
も
す
る
山
車
か
引
か
れ

I
I

秩
父
の
夜
ま
つ
り
I
t
の
山
車
と
並

ば
や

ぶ
ほ
ど
。

ま
た
そ
の
山
車
の
上
で
は
神
田
囃

し子
や
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
踊
り
が
行
わ
れ
村

中
祭
り
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
山
車
は
今
か
ら

二
十
五
年
前
に
、
囃
子
や
踊
り
は
八

年
前
に
と
だ
え
て
し
ま
っ
た
が
、
こ

れ
ら
を
な
ん
と
か
復
活
し
よ
う
と
、

大
輪
の
原
口
秀
男
さ
ん
は
一
年
前
か

ら
自
宅
に
子
供
達
を
集
め
て
囃
子
と

踊
り
を
一
生
懸
命
伝
授
し
て
い
ま
す
。

原
口
さ
ん
は
「
私
も
あ
の
太
鼓
の

音
や
山
車
を
引
い
て
成
長
し
、
あ
の

祭
り
に
よ
っ
て

ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
が
芽
ば

え
た
。
子
供
達

に
も
、
そ
ん
な

心
を
持
っ
て
も

ら
え
れ
ば
：
」

と
教
え
る
に
い

た
っ
た
き
っ
か

け
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

練
習
近
く
の

古
老
は
ト
コ
ト

コ
ト
ン
と
太
鼓

の
音
が
闇
に
ま

ぎ
れ
て
聞
こ
え

て
来
る
と
、
な

つ
か
し
そ
う
に

聞
き
い
り
、
ま

っ
た
＜
子
供
達

は
覚
え
が
早
い

な
ー
と
感
心
し

て
い
る
そ
う
で

ー
八
坂
祭
を
受
け
継
ぐ
子
供
た
ち
ー

伝
統
は
ほ
く
ら
の
手
で

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を

次
の
要
領
に
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。

卍
受
付
期
間
四
月
三
十
日
か
ら
五

月
二
十
日
ま
で

圏
選
定
方
法
先
着
順
に
よ
り
無
抽

選
で
選
定
し
ま
す
。

圏
申
し
込
み
資
格
条
件

●
自
分
か
住
む
た
め
の
住
宅
を
新

築
す
る
方
で
土
地
の
準
備
が
で
き

て
い
る
方
。

●
一
定
基
準
以
上
の
月
収
の
方
。

蒼
融
資
が
受
け
ら
れ
る
住
宅

住
宅
部
分
の
床
面
積
が
百
二
十
面

以
下
の
住
宅
、
た
だ
し
、
六
十
歳
以

上
の
老
人
、
心
身
障
害
者
、
六
人
以

上
の
家
族
か
同
居
す
る
場
合
は
百
五

十
面
以
下
の
住
宅
。

圏
融
資
額
木
造
住
宅
（
八
十
面
以

上
）
の
場
合
四
百
十
万
円
1

四
百
三

十
万
円
。
な
お
、
断
熱
構
造
化
工
事

を
行
う
場
合
は
十
万
円
ー
三
十
万
円
。

太
陽
熱
温
水
器
設
置
工
事
を
行
う
場

合
は
十
万
円
の
融
資
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
ま
た
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）

又
は
心
身
障
害
者
等
が
同
居
す
る
場

体
育
指
導
委
員
決
ま
る

合
は
五
十
万
円
ー
百
五
十
万
円
の
割

増
し
融
資
制
度
か
あ
り
ま
す
。

卍
利
率
年
五
•
五
％

®
返
済
期
間
木
造
の
場
合
二
十
五

年
以
内

＊
返
済
方
法
原
則
と
し
て
元
利
均

等
毎
月
払
い
。
ま
た
は
、
元
利
均
等

毎
月
払
い
と
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
。

な
お
、
ス
テ
ッ
プ
償
還
の
返
済
方
法

も
あ
り
ま
す
。

〇
申
込
場
所
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庵
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅

金
融
公
庫
北
関
東
支
所
（
€
J
O
二
七

ニ
ー
三
ニ
ー
六
六
五
五
）
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

村
民
の
体
力
向
上
の
た
め
色
々
と

お
世
話
し
て
く
れ
る
体
育
指
導
員
に

次
の
方
々
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼
始
沢
重
信
（
梅
原
）
®
▼
蓮

見
行
男
（
南
大
島
）
⑲
）
▼
谷
津
好

住
宅
金
融
公
庫
の
申
し
込
み

5

月

2
0日
ま
で
に

す
。こ

の
原
口
さ
ん
の
熱
心
な
指
導
に

心
を
う
た
れ
た
大
輪
の
住
民
達
は
、

区
長
ら
が
中
心
と
な
っ
て
祭
の
主
役

の
＂
舞
妓
連
“
の
発
足
会
を
行
う
な

ど
、
地
区
あ
げ
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

今
年
七
月
に
こ
の
お
祭
り
が
復
活
す

る
こ
と
に
決
ま
り
、
練
習
に
も
一
段

と
熱
が
は
い
り
、
夜
が
ふ
け
る
の
も

忘
れ
て
練
習
。

練
習
し
て
い
る
柿
沼
直
広
く
ん
（

中
学
一
年
）
は
「
太
鼓
の
音
が
と
っ

て
も
す
き
。
そ
し
て
昔
の
人
も
同
じ

よ
う
に
や
っ
て
い
た
と
思
う
と
、
ず

っ
と
続
け
ね
ば
。
」
と
話
し
て
く
れ
る

ほ
ど
の
ほ
れ
こ
み
よ
う
。

こ
れ
で
、
り
っ
ぱ
な
後
継
者
も
で

き
、
踊
り
や
太
鼓
の
音
が
大
輪
の
里

に
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
鳴
り
響

く
事
で
し
ょ
う
。

〔
問
〕
危
険
物
が
大
変
た
ま
っ
て

し
ま
い
処
分
に
困
っ
て
い
ま
す
。

近
所
の
人
達
の
意
見
を
代
表
し

て
お
願
い
し
ま
す
。

毎
月
一
回
ず
つ
回
収
し
た
ら
、

村
民
も
回
収
車
の
方
も
数
が
少
な

く
て
済
む
と
思
い
ま
す
。

毎
月
回
収
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
一
村
民
）

〔
答
〕
村
で
は
年
に
三
回
（
五
月
・

十
月
・
一
月
）
危
険
物
収
集
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

毎
月
回
収
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
で
す
が
現
在
の
と
こ
ろ
次
の
よ

う
な
理
由
で
無
理
で
ご
ざ
い
ま
す
。

▼
本
村
は
危
険
物
処
理
場
（
施
設
）

を
持
っ
て
い
な
い
た
め
館
林
市
の

好
意
に
よ
り
一
年
間
委
託
料
六
十

万
二
千
円
（
「
／
当
た
り
の
処
理

一
（
新
里
）
⑲
▼
坂
上
香
苗
（
中

谷
）
⑲
▼
石
村
正
（
大
佐
貫
）
⑲
）

▼
荒
川
春
子
（
須
賀
）
⑮
）
▼
多
田

実
（
上
江
黒
）
®
▼
原
口
典
也
（

新
里
）
®
▼
阿
部
繁
美
（
田
島
）

®
▼
須
藤
守
二
（
千
代
田
村
）
⑲

▼
松
沢
宏
明
（
館
林
市
）
®
▼
中

西
武
（
館
林
市
）
®
▼
新
井
恒
夫

（
千
代
田
村
）
⑲
▼
柿
沼
貞
吉
（

館
林
市
）
®
▼
荒
井
七
郎
（
館
林

市
）
®
〈
敬
称
略
〉

注
…
⑲
は
再
選
®
は
新
し
く
指

導
貝
に
な
ら
れ
た
方
で
す
。

な
お
、
任
期
は
昭
和
五
十
七
年
三

希
望
芍
る
本
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い

料
六
千
円
）
を
負
担
し
て
処
理
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

▼
年
三
回
処
理
と
い
う
の
は
第
五

週
あ
る
月
（
五
月
・
十
月
・
一
月
）

の
第
五
週
め
は
処
理
場
が
あ
く
（

一
週
か
ら
四
週
ま
で
館
林
市
で
使

用
）
た
め
、
そ
の
あ
い
た
週
に
本

村
で
は
危
険
物
の
収
集
を
行
っ
て

゜

い
る

▼
ゴ
ミ
の
収
集
車
は
あ
る
か
危
険

物
の
収
集
車
は
な
い
。

〈
五
月
の
危
険
物
収
集
（
ガ
ラ
ス

類
）
は
2
9日

•
3
0
日
・

3
1日
に
行

い
ま
す
。
金
属
類
は
そ
れ
よ
り
一

週
間
前
に
出
し
て
く
だ
さ
い
〉

悶
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

公
民
館
図
書
室
で
は
、
三
百
六
十

万
円
の
予
算
で
も
っ
て
今
後
各
方
面

の
本
を
購
入
す
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
公
民
館
で
は
、
み
な
さ
ま

の
希
望
す
る
本
を
優
先
的
に
購
入
．
い

た
し
ま
す
。

希
望
す
る
本
を
手
紙
か
電
話
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
に
困
っ
て
い
ま
す
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肥
満
は
血
圧
を
高
め
ま
す
。
肥

っ
て
い
る
人
は
穀
類
、
砂
糖
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
制
限
し
、
標
準
体
重

に
ま
で
体
重
を
下
げ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
野
菜
、
く
だ
も
の
、

海
草
類
を

一高血圧と食事一
No. 2 

た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
。

野
菜
、
く
だ
も
の
、
海
草
に
は
カ

リ
ウ
ム
か
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

カ
リ
ウ
ム
は
心
臓
や
血
管
を
じ
ょ
う

ぶ
に
し
た
り
血
圧
を
さ
げ
る
働
き
か

あ
り
ま
す
。

▼
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

砂
糖
の
と
り
過
ぎ
は
中
性
脂
肪
（

皮
下
脂
肪
の
お
も
な
成
分
で
糖
質
や

ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
作
ら
れ
る
）
を
ふ

や
し
動
脈
硬
化
を
進
め
る
要
素
か
あ

り
ま
す
。

〇
血
圧
の
高
い
人
の
日
常
生
活
は
：
·

①
過
労
や
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
さ
け

ま
し
ょ
う
。

②
睡
眠
と
休
養
を
十
分
に
と
り
ま
し

1 野鳥を保護レよう］

••••••••••••• 
5 月 108~168 まで

「愛鳥週間」 です

鳥、とくに野罵は公害などによる環境の変化に敏

感て可。

生患条件のちょっとしだ変化も鳥だちに影響を与

えることガ多く、気万ついだときにはもうどこ力へ
引つ越してしまつだ涜とだっだり可ること万ありま
可。

野鳥にとって住みよい懐匿は人間にとってもよい
生汚I農境であるといえまね。

5月 1 0日力‘ら 16日は「愛鳥週問」で可。わだしだ
ちにとって生活保全のバロメーターと芍る野鳥につ
いていま一度考えを新だ 1こしだいもので可。
そこで、合回は野鳥をとってもいだわっている栖

原の磯 11さんの例をご惰召升いだしま可。

••••••••••••• 

栄
養
指
導

場
所
を
提
供
し
な
い
で

ポ
ル
ノ
自
動
販
売
機

t柿の木にリンゴが花のように（石義川さん宅にて）

消
し
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
の
火
事
急
増

初
冬
か
ら
春
に
か
け
て
野
鳥
に
と

っ
て
は
寒
く
、
食
べ
る
実
が
な
い
。

と
っ
て
も
つ
ら
い
季
節
。

そ
ん
な
頃
に
な
る
と
、

決
ま
っ
て

ょ
う
。

③
年
令
と
体
力
に
見
合
っ
た
適
度
な

運
動
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
ふ
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
酒
や
た
ば
こ
は
ひ
か
え
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
便
通
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

⑦
熱
い
風
呂
や
長
風
呂
は
さ
け
ま
し

ょ
う
。

⑧
急
に
寒
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

梅
原
の
蟻
川
千
秋
さ
ん
は
庭
に
植
え

て
あ
る
柿
の
木
に
、
花
が
咲
い
た
よ

う
に
リ
ン
ゴ
、
ミ
カ
ン
、
ナ
シ
、
ト

マ
ト
な
ど
余
っ
た
く
だ
も
の
を
木
に

つ
け
野
鳥
を
や
さ

し
く
い
た
わ
っ
て

い
ま
す
。

も
う
環
川
さ
ん
‘

は
十
四
·
五
年
前

か
ら
実
施
し
て
い

る
の
で
、
鳥
た
ち

も
つ
け
る
の
を
ど

こ
か
で
見
て
い
る

ら
し
く
、
つ
け
終

わ
る
と
同
時
に
ム

ク
ド
リ
、
オ
ナ
ガ
、

キ
ジ
バ
ト
、
カ
ラ

ス
な
ど
か
わ
れ
先

に
と
交
替
で
つ
い

ば
み
に
来
て
、
タ

方
ま
で
に
は
す
っ

か
り
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

時
に
は
見
た
事
の
な
い
よ
う
な
き

れ
い
な
鳥
や
、
親
子
づ
れ
で
来
て
い

る
鳥
を
庭
の
か
た
す
み
で
見
て
い
る

と
、
と
っ
て
も
心
が
な
ご
み
、
一
日

か
楽
し
く
過
せ
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
長
年
世
話
し
て
い
る
の

館
林
地
区
消
防
組
合
管
内
に
お
い

て
、
今
年
は
天
ぷ
ら
を
揚
げ
た
後
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
忘
れ
た
た

め
、
過
熱
し
た
油
に
火
が
入
る
火
事

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
一
年
間
で
十
三
件
発
生
し

損
害
額
は
三
千
二
百
二
十
八
万
七
千

円
に
達
し
ま
し
た
。

今
年
は
す
で
に
九
件
、
損
害
額
は

九
百
九
十
三
万
九
千
円

で
一
名
が
や
け
ど
に
よ

る
重
傷
を
負
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
今
年

は
四
月
二
日
現
在
で
昨

年
に
比
べ
発
生
件
数
で

約
七
0
%
、
損
害
額
で

約
三
0
％
に
達
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
九
件
の
原
因
を

み
ま
す
と

0

火
の
消
し
忘
れ
で
天

ぷ
ら
ナ
ベ
に
火
か
入
っ

た
も
の
…
…
…
…
六
件

0

ヤ
カ
ン
を
掛
け
て
忘

れ
た
も
の
…
…
…
一
件

0

ゴ
ム
管
が
燃
え
た
も

の
…
…
…
…
…
…
一
件

〇
器
具
か
ら
の
ガ
ス
も

に
、
近
く
に
寄
る
と
逃
げ
て
し
ま
い
‘

一
度
も
ふ
れ
合
い
が
な
い
の
が
残
念

だ
が
、
い
つ
か
は
接
触
が
出
来
る
の

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
と
、
リ
ン
ゴ

を
木
に
さ
し
な
が
ら
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
件

い
ず
れ
も
、
は
と
ん
ど
が
使
用
者

の
不
注
意
に
よ
る
う
っ
か
り
か
ら
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

毎
日
使
用
す
る
台
所
の
器
具
で
す

か
ら
、
次
の
事
に
注
意
し
て
出
火
防

止
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
点
火
・
消
火
は
目
で
確
か
め
る
。

▼
使
用
後
は
元
せ
ん
と
器
具
の
両
方

を
閉
る
習
慣
を
つ
け
る
。

▼
油
ナ
ベ
等
の
使
用
中
は
そ
は
を
は

な
れ
な
い
。

▼
換
気
に
注
意
し
、
ゴ
ム
管
は
ホ
ー

ス
バ
ン
ド
で
し
っ
か
り
止
め
る
。

▼
器
具
は
い
つ
も
手
入
れ
し
、
青
い

炎
で
使
う
。

青
少
年
に
悪
影
響
を
与
え
る
ポ
ル

ノ
自
動
販
売
機
の
業
者
が
、
東
毛
地

区
に
大
量
に
設
置
す
る
動
き
を
見
せ

て
い
ま
す
。

健
全
な
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、

絶
対
業
者
に
場
所
を
提
供
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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桜
の
花
は
散
り
若
葉
か
出
る
頃
、

め
い
わ
の
代
表
的
な
「
梨
」
そ
の
花

か
一
斉
に
咲
き
出
す
四
月
中
旬
。

二
一
貿
＇

写
真
提
供
・
宗
川
先
生

四
月
二
十
三
日
、
西
小

P
T
A

の
総
会
の
あ
と
、

五
十
四
年
度
の
P
T
A

旧

役
員
た
ち
に
よ
っ
て
創
作

劇
「
土
に
生
き
る
人
々
ー

そ
の
汗
と
涙
」
を
熱
演
。

こ
れ
は
新
里
の
行
ば
ん

上
人
の
事
を
演
じ
た
も
の
。

西
小
で
は
学
校
ぐ
る
み

”
ふ
る
さ
と
見
直
し
運
動
“

が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の

を
、
そ
し
て
、
旧
役
員
の
最

後
の
区
切
り
と
し
て
な
に

か
思
い
出
を
残
そ
う
と
劇

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
も

梨
の
里
は
白
一
色
と
な
り
、
人
工

授
粉
に
精
を
出
す
農
家
の
人
が
せ
わ

し
く
動
き
回
る
。
．

左
／
L
」
遠

の
で
、
田
口
忠
幸
さ
ん
ら

旧
役
員
十
四
人
か
日
曜
日

や
夜
集
ま
っ
て
、
特
訓
に

つ
ぐ
特
訓
で
、
こ
の
日
の

披
露
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

上
演
時
間
は
約
三
十
分
、

随
所
に
特
訓
の
あ
と
が
う

か
か
え
、
「
プ
ロ
が
や
っ
て

い
る
よ
う
だ
」
と
の
声
も
。

今
年
度
の
新
役
員
も
「

ふ
る
さ
と
見
直
し
運
動
」

を

P
T
A

事
業
に
取
り
入

れ
て
行
こ
う
と
熱
意
に
燃

え
て
い
ま
し
た
。

中
国
（
唐
）

の
白
楽
天
の

作
っ
た
叙
事

詩
で
梨
の
花

ギ
ョ
ク
ヨ
ウ
七
キ

ハ
賛
言
屋
憂

寛
泣
蘭
干

リ
カ
イ
ゾ
シ

9
1
ヲ
ピ
ル

梨
花
一
枝
春

ア
メ雨

」
と
詠
ん

で
い
る
。
こ

の
よ
う
に
梨

の
花
は
美
し

く
高
貴
な
花

の
一
っ
に
数

え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す

ね
。

西
小
P
T
A

が
劇
を
熱
演

ぉ油ぺり蛤'9

カ
メ
―
っ
5

明
和
村
・
千
代
田
村
・
邑
楽
町
の
二

十
歳
以
上
の
独
身
者
を
対
象
に
し
た

「
男
女
の
つ
ど
い
」
が
四
月
二
十
七

日
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
す
て
き
な
相
手
を
み
つ
け

よ
う
と
、
三
町
村
の
結
婚
相
談
所
が

合
同
で
開
催
。

こ
の
日
七
十
人
（
男
四
十
六
人
·

女
二
十
四
人
）
が
参
加
し
て
、
話
し

合
い
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
行
い
ま

し
た
。
初
め
は
は
じ
ら
い
と
い
う
気

持
が
強
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
か
っ

た
が
、
そ
こ
は
現
代
ッ
子
。
次

第
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
き
て
、

江
日
の
集
会
所
を

県
議
が
視
察

新
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
っ
て

斗
合
田
、
千
津
井
、
江
口
は
道
路
や

排
水
、
そ
し
て
集
会
所
や
運
動
広
場

が
り
っ
ぱ
に
出
来
あ
か
っ
た
の
で
、

県
議
会
議
員
（
経
済
常
任
委
員
会
）

が
視
察
に
お
と
ず
れ
ま
し
た
。

議
員
た
ち
は
江
口
の
集
会
所
を
見

て
「
こ
ん
な
集
会
所
が
県
下
に
あ
ち

こ
ち
出
来
る
と
本
当
に
明
る
い
農
村

に
な
る
な
ー
。
」
と
口
ぐ
ち
に
語
り
合

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
長
は
こ
の
機
会
を
利
用

し
て
稲
作
転
換
に
触
れ
「
邑
楽
郡
一

帯
は
低
い
の
で
排
水
整
備
を
し
な
い

と
稲
転
の
配
分
面
積
を
こ
な
す
に
は

き
び
し
い
の
で
、
こ
の
点
よ
ろ
し
く

お
頗
い
し
ま
す
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

梨
の
人
工
授
粉
に
大
忙
し

—— 
ュ
ー
ス

騎r ・マ• 、. .9、冷h ,9 

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
期
間
中
の
四
月
十
一

日
、
二
十
五
日
、
三
十
日
の

三
日
間
村
で
は
老
人
達
を
対
象

と
し
だ
＂
老
人
自
転
車
教
室
“
を

行
い
ま
し
た
。

十
一
日
は
東
部
の
老
人
約
七
十
名
か

参
加
し
て
東
小
学
校
の
交
通
公
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
始
め
は
曲
か
る
と
き
な

ど
手
の
合
図
は
お
ぼ
つ
か
な
い
様
子
。

し
か
し
警
察
官
の
熱
心
な
指
導
に
よ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
合
図
が
出
る
よ
う
に
な
り

「
今
日
の
よ
う
に
合
図
を
出
せ
ば
一
般

道
路
に
出
て
も
大
丈
夫
。
」
と
警
察
官
に

お
は
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

索
敵
な
人
み
つ
か
り
ま
し
た
？

積
極
的
に
自
己
P
R

を
す
る
人

も
あ
ち
こ
ち
に
。

し
か
し
、
初
対
面
で
相

手
の
人
柄
を
知
る
ま
で

に
至
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
、
も
う
一
度

企
画
し
て
と
主

催
者
に
訴
え

る
ほ
ど
大

変
盛
況

で
し

こ
。f
 

老人の
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電
話
を
か
け
て
相
手
の
人
に
来

客
中
と
か
、
忙
し
そ
う
に
し
て
い

る
気
配
が
し
た
ら
、
許
し
を
得
て

話
す
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
。
内
容
も

テ
キ
パ
キ
と
要
領
よ
く
話
す
こ
と

で
す
。

ま
た
、
電
話
に
は
か
け
る
タ
イ

ミ
ン
グ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
丸

食
事
中
や
仕
事
の
多
忙
な
時
間

な
ど
の
よ
う
な
相
手
の
方
へ
迷
惑

に
な
る
時
間
帯
は
さ
け
る
べ
き
で

す
。自

動
車
税
は

納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

自
動
車
税
の
納
期
は
、
五
月
十

六
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
で

す
。納

税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
納
期
内
に
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。

納
税
の
窓
口
は
、
県
内
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金

庫
な
ど
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

農
協
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。

ー
・c
 
.. 

が足
•r` r

．
し
、

電
話
に
は
か
け
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
り
ま
す , 

ー
プ
レ
フ
ォ
ン
メ
モ
…
Qz
 

結
婚
式
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ

ー
チ
を
は
じ
め
、
式
辞
•
あ
い
さ

つ
、
報
告
‘
説
明
な
ど
、
人
の
前

で
話
を
す
る
機
会
は
、
な
に
か
と

多
い
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
場
合
、
気
が
き
い
て

い
る
、
感
じ
が
よ
い
、
簡
潔
だ
、

分
か
り
や
す
い
な
ど
、
聞
き
手
に

良
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
成
功
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

話
の
内
容
が
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し

く
よ
く
練
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
一
番

大
切
で
す
が
、
表
情
や
態
度
、
音

声
、
言
葉
遣
い
も
、
聞
き
手
に
親

し
み
や
信
頼
感
を
与
え
る
大
き
な

要
素
に
な
り
ま
す
。

上
達
の
秘
け
つ
は
、
日
ご
ろ
か

ら
人
の
話
を
注
意
し
て
聞
く
こ
と

（
テ
レ
ビ
も
参
考
に
な
る
）
自
分

が
話
を
す
る
際
に
は
文
章
や
メ
モ

に
書
い
て
み
て
、
あ
ら
か
じ
め
練

習
し
て
お
く
こ
と
、
な
ど
で
す
。

大
勢
の
前
で
話
す
と
き
は
、
一

次
回
は
会
議
で
の
話
し
方
で
す

人
対
多
数
と
い
う
＂
場
の
原
理
＂

が
働
い
て
、
敬
語
の
表
現
が
多
く

な
り
ま
す
。
「
で
す
」
「
ま
す
」

「
で
あ
り
ま
す
」
「
ご
ざ
い
ま
す
」

な
ど
の
丁
寧
語
が
土
台
に
な
る
の

も
、
そ
の
た
め
で
す
。

「
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
一
「
見
て
ま
い
り
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
」

な
ど
の
謙
譲
表
現
や
、
「
皆
さ

ん
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
」
「
ご

遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
」

の
よ
う
な
尊
敬
表
現
が
間
違
い
な

く
使
え
れ
ば
、
安
心
と
い
っ
て
よ

い
で
し
ょ
う
。

な
お
「
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ

ま
す
」
「
ご
報
告
い
た
し
ま
す
」

の
よ
う
に
「
ご
（
御
）
」
を
自
分
の

動
作
に
つ
け
る
の
は
、
事
柄
が
相

手
の
人
に
関
係
す
る
も
の
だ
か
ら

で
す
。

で
の
話
し
方
6
 

こ
の
ま
ま
で

国民年金］

国
民
年
金
の
保
険
料
の

特
例
納
付
は
六
月
三
十
日

で
締
め
切
ら
れ
ま
す
か
、

あ
な
た
の
年
金
権
は
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
で
す
か
。

国
民
年
金
に
当
然
加
入
す
べ
き
人

で
加
入
し
な
か
っ
た
り
、
当
然
加
入

を
し
て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
納
め

忘
れ
た
た
め
に
、
時
効
で
納
め
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
将
来
、
老
齢

年
金
を
受
け
る
と
き
に
必
要
と
な
る

資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
人
は
い
ま

せ
ん
か
。

特
例
納
付
制
度
は
、

6

月
3
0日
で
締
切
り

特
例
納
付
は

身近な話題を

知らせて下さい

は
、
将
来
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
た
め
に
あ
る

制
度
で
、
過
去
の
時
効
に
な
っ
た
未

納
期
間
一
ヵ
月
に
つ
き
四
千
円
の
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年

金
権
を
確
保
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

将
来
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
と

思
わ
れ
る
人
は
、
特
例
納
付
を
期
限

ま
で
に
行
っ
て
、
年
金
権
を
確
保
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
例
納
付
を
し
た
く
て
も

経
済
的
な
事
情
で
納
め
ら
れ
な
い
人

の
た
め
に
、
世
帯
更
生
資
金
貸
付
制

度
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
し
込
み
期
限
は
、
五
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
の
で
、
資
金
の
貸

付
を
希
望
す
る
人
は
、
お
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
寄
付
あ
り
が
と
う

▼
新
里
の
三
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
販
売

株
式
会
社
（
囮
蓮
見
正
吉
）
は
公
民

館
に
図
書
購
入
費
と
し
て
五
十
万
円

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
谷
の
坂
上
長
吉
さ
ん
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
二
十
万
円

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

—
文
芸
欄
—

も
や
か
か
る
秩
父
八
重
山
麓
な
る
山

肌
は
う
す
づ
き
墨
絵
と
は
な
る

石
崎
い
く
子

う
た
お
や

い
つ
か
ら
か
日
向
を
好
む
両
親
の
廂

は
顔
に
ほ
ど
よ
く
か
げ
り

石
村
艶
子

英
世
の
け
が
い
ろ
り
の
灰
に
母
の
苦

し
み
幾
重
に
も
か
き
消
さ
れ
し
か

江
森
征
子

ち
ち亡
父
逝
き
て
二
十
年
経
つ
夢
の
間
に

頑
固
な
り
し
も
今
は
懐
か
し

始
沢
良
子

浸
り
つ
陽
の
斜
に
長
が
し
ひ
つ
じ
田

に
あ
き
缶
光
る
心
な
き
人
の篠木

よ
し

薄
氷
の
や
う
や
く
解
く
ら
し
池
の
面

の
影
ち
ろ
ち
ろ
と
障
子
に
映
る

砂
賀
久
美
子

味
噌
汁
を
含
み
て
子
ら
の
目
な
ざ
し

の
明
る
き
を
見
つ
飯
盛
り
に
け
り

薗
部
き
よ
子

夫
も
な
き
母
を
口
説
き
て
渡
満
せ
り

報
国
の
念
戦
時
下
の
吾
は

立
川
ツ
ヤ
子

凍
て
つ
く
夜
賃
ば
た
織
り
し
母
の
影

ラ
ン
プ
の
炎
揺
ら
め
く
も
見
ゆ

立
川
ふ
さ

山
椿
の
紅
き
一
輪
灯
と
な
り
て
地
蔵

に
添
い
て
咲
け
る
哀
し
さ

立
川
文
子

春
雨
の
濡
ら
す
道
路
の
片
隅
に
芽
を

ふ
く
草
に
合
格
祈
る

奈
良
原
宣
子ヵ

行
き
づ
り
に
会
ひ
し
物
乞
ふ
人
の
後

け
し
ら
い
ひ

姿
夕
飼
の
白
飯
に
つ
い
て
は
な
れ
ず

広
報
係
で
は
「
広
報
め
い
わ
」
を
親
し
み
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
地
域
に
密
着
し
た
取
材
を
心
か
け
編
集
し

て
お
り
ま
す
。

身
近
な
話
題
、
あ
る
い
は
行
政
に
対
し
て
疑
問
に
思

っ
て
い
る
事
か
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
紙
で
取
り
あ
げ
、
疑
問
点
に
は
解
答
を
し
ま
す
。

野
口
た
か

久
方
に
針
持
つ
手
元
定
ま
ら
ず
苛
立

つ
心
に
は
糸
も
絡
み
来

野
村
初
江

流
し
場
に
溜
る
米
粒
庭
に
撒
く
亡
祖

母
に
ま
ね
つ
野
鳥
の
餌
付
く
と

橋
本
洸
子

ふ
き
の
と
う
芽
ぶ
き
て
春
を
運
び
来

ぬ
庭
の
草
木
も
や
や
ふ
く
ら
む

横
塚
純
江

紅
咲
き
の
梅
の
古
木
は
咲
か
ず
し
て

渋
く
亡
き
舅
の
顔
の
ち
ら
つ
く

峨
川
千
秋

ぁ
虐
よ
｀

v., ... 

：
｀
衣
く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

北
角
敦
史
精
一
郎
二
男
新
里

3

月

2
2日

関
口
幸
伸
清
三
男
新
里

3

月

2
6日

深
野
広
美
二
夫
長
女
南
大
島

4

月
2

日

吉
田
智
則
隆
二
男
梅
原

4

月
2

日

高
瀬
奈
津
子
邦
彦
二
女
矢
島

4

月
1
7日

吉
田
正
則
元
紀
長
男
梅
原
4

月

1
8日

藤
野
誠
修
長
男
須
賀

4

月

2
0日

砂
賀
麻
衣
子
世
二
三
女
斗
合
田

4

月

2
2日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
謬
[
悶
唇
月
日

中
尾
ち
い
子

6
6
正
則
入
ヶ
谷

4

月
1

日

駒
宮
新
三

8
4
（
政
雄
）
大
輪
4

月
2

日

泉
田
留
吉

6
6
（
い
く
）
須
賀

4
月
4

日

佐
藤
ツ
ヤ
5
5
隆
ー
一
下
江
黒

4

月
5

日

恩
田
さ
は
8
9
清
吉
中
谷

4

月
6

日

森
原
浩
司

2

清
一
上
江
黒

4

月

1
2日

小
野
清
作

7
2
（
知
宥
）
南
大
島
4

月

1
3日

加
藤
大
輔
〇
秀
雄
南
大
烏

4

月

1
6日

長
瀬
き
く

7
1

隆
中
谷

4

月
1
6日

疏
木
源
一

8
2
正
治
大
佐
貫

4

月

2
2日
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4月の

貪一—_--1し叱ふ

一賣ク
救急車出動回数
●交通事故 6 件

●急病 6 件

●その他 I 件

計 13 件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和 科• 耳鼻 祝• El 
産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田地区

日

5 月 18 日
白沢医院 小倉医院 大石医院ff 02767(4)2362 礫川堂医院 江口医院

曜 ft 02767(2) 1600 ft 02767(2)0606 堀越医院ft 02767(3)4151 ff 02767(4)0184 ft 027686-320 I 

5 月 25 日
真中医院 大神医院 岡田医院ff 02767(2)3163 永寿堂医院 館林地区が

当 ft 02767(2) 1630 ff 0276(62)2200 増田医院ff 02767(2) 1387 ff 02767(2)4464 担当します

6 月 1 日
横田医院 原医院 阿勾： 医院ff 02767(2)3315 海宝医院 小西医院

番 云 02767(2)0255 ft 02767(2) 1936 田 医院ft 02767(2)3855 ft 02767(2)3155 ff 027686-2261 

6 月 8 日
浜野医院 川田医院 須田医院ff 02767(2)0862 津久井医院 江上医院

医 ff 02768(8)5678 ff 02767(2)0754 多々良診療所ft 02767(2)3060 ff 02767(2)3316 ff 027686-2028 

6 月 15 日
佐々木医院 大神医院 大塚医院ff 02767(2)0176 岡田医院 竹越医院 ？、ft 0272(62)2623 ff 0276(62)2200 ゆたか医院ff 02767(3)7308 ff 02767(2)3163 ff 027684-3137 

群
馬
県
で
は
青
年
洋
上
大
学
の
団

貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
青
年
洋
上
大
学
は
郷
土
の
将

来
を
担
う
青
年
達

に
規
律
の
あ
る
団

体
生
活
を
通
じ
心

身
を
鍛
練
す
る
と

と
も
に
、
国
際
的

視
野
を
広
め
郷
土

の
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た

も
若
さ
で
ア
タ
ッ

ク
し
て
は
。

ー
募
集
要
項
ー

▼
日
程
九
月

（
日
数
十
四
日
間
）

往
路
は
中
国
船
「

青年洋上大学に
若さでアタックしては

麻
し
ん
（
ハ
シ
カ
）
の

予
防
接
種
の
実
施

曜
華
号
」
、

▼
訪
問
先

復
路
は
中
国
航
空
機

中
国
（
上
海
、
青
島
、

天
津
、
北
京
）

二
百
二
十
五
人
（
本
村

割
り
合
て
人
数
二
人
）

-------------------------------------------------------' -------'  
9 、

: 2 ｷTiｷ :1:1', t : 
, 
，かの中
'、, 9 

' 

, 

/] ］，！し：，h人 k [){ 
：で
' ーよ) 

昭
和
五
十
三
年
中
に
生
ま
れ
た
児

童
を
対
象
に
ハ
シ
カ
の
予
防
接
種
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
開
始
五
月
か
ら
（
七
月
＼
十

一
月
下
旬
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）

▼
実
施
医
療
機
関

●
竹
越
医
院
●
上
野
医
院

●
大
石
医
院
●
増
田
医
院

▼
費
用
無
料
（
た
だ
し
検
査
料

は
除
く
）

▼
接
種
の
受
け
方

●
希
望
す
る
医
療
機
関
に
事
前
に ---………---―ー一三----……---------…………------

▼
定
員

村
誌
の
編
さ
ん
を

6

月
か
ら
実
施

村
で
は
六
月
か
ら
村
誌
編
さ
ん
事

業
に
取
り
組
む
事
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
村
に
関
係
す
る
古
文
書

や
民
俗
資
料
な
ど
を
探
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
家
屋
の
改
築
や
土
蔵
を

こ
わ
し
た
と
き
に
古
文
書
な
ど
を
見

か
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
あ
る
い
は
、

こ
れ
か
ら
改
築
し
よ
う
と
考
え
て
い

予
防
接
種
を
受
け
た
い
旨
電
話
で

申
し
込
み
医
師
か
ら
指
示
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

●
役
場
か
ら
郵
送
さ
れ
た
「
問
診

票
」
は
必
ず
記
入
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

§
§
§
§
§
§
§
立
あ
し
ら
せ
了
を
；
§
＄
魯
上
お
し
ら
せ
了
を
；
§
＄
を
~
レ

―
―
こ
一
歳
児
検
診
が

9

月
1

日
か
ら

5
2年
2

月

2
8日
ま
で
二
歳
芦

Rを
痔
二
つ
お
田
さ
ん

．
次
の
日
程
で
実
施
に
生
ま
れ
た
児
童

す
さ
れ
ま
す
。
放
送
教
室
に
参
加
し
て

会
場
で
お
子
さ

ま
ん
の
発
育
状
態
や

を
し
問
題
点
な
ど
を
記

入
し
て
い
た
だ
＜

診
施
霊
が
あ
り
ま
す

検
実
[
[
い
コ
[

児
い
い

L
a
[
[
[

歳
畠
け
て
く
だ
さ

3

i
日
時
六
月

十
一
日
午
後
一
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付
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館

▼
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期
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▼
申
込
先

▼
個
人
負
担

▼
参
加
資
格

八
万
円

十
八
歳
か
ら
二
十
九

歳
ま
で
の
勤
労
者

五
月
十
日
か
ら
七
月
五

日
ま
で
に
役
場
教
育
委

員
会
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

る
家
は
あ
り
ま
す
か
。

も
し
、
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
村
誌

編
さ
ん
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
村
誌
編
さ
ん
室
は
新
庁
舎

三
階
（
旧
第
一
会
議
室
）
で
す
の
で

お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

※
村
誌
編
さ
ん
室
の
ス
タ
ッ
フ
予
定

▼
飯
島
茂
雄
▼
坂
上
源
次

▼
金
子
利
一
（
敬
称
略
）

群
馬
県
陸
運
事
務
所
が
次
の
所
に

移
転
し
、
五
月
六
日
よ
り
業
務
を
開

始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
移
転
先
〒
三
七
一
群
馬
県
前

橋
市
上
泉
町
三
九
九
番
地
の
一

(
~
o二
七
ニ
ー
六
―
|
0
0
0

I

)

 

中
央
公
民
館
で
は
初
め
て
放
送
を

利
用
し
た
教
室
（
わ
た
し
は
二
歳
）

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

0
歳
か
ら
三

歳
ま
で
の
し
つ
け
方
に
よ
っ
て
将
来

の
人
間
形
成
が
決
ま
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
大
切
な
幼
児
期
の
家
庭

教
育
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
ら
よ
い

か
。
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
行
わ

れ
ま
す
。
な
お
、
子
供
を
連
れ
て
来

て
も
勉
強
で
き
る
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
保
育
室
を
設
け
ま

す
の
で
気
楽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
二
歳
児
を
持
つ
母
親

▼
定
員
二
十
名

▼
申
込
み
五
月
二
十
日
＼
三
十
一

日
ま
で

票
陸
運
事
務
所
が

移
転
し
ま
し
だ

▼
日
時

月
例
行
政
（
人
権
）
相
談

交
通
事
故
相
談

5

月

1
5日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
が
皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
に

適
切
な
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
固
定
資
産
税

第
一
期
、
自
動
車
税
、
国
民
年
金

第
一
期
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
八
日
中
央
公
民
館

二
十
九
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館

▼
場
所

▼
日
時

5

月

1
5日
午
前

1
0

時
ー
午
後
3

時
ま
で

役
場
第
三
会
議
室



印刷所

4
1
 

6

1

0

 第225号
発行所明和村役場
編集総務課

広報係
小林印刷所

わ
ガ
妻
は
あ
り
の
実
を
手
折
り
て

着
物
を
着
せ
て
い
る
よ
う
だ

少
し
大
き
く
な
っ
だ
の
で

合
巳
は
そ
の
上
に
二
番
目
の
袋
掛
け

ま
じ
ゅ
ば
ん

真
つ
白
い
肌
濡
袢
に

こ
の
梨
の
実
を
無
し
の
実
と

あ
り

云
う
の
を
き
ら
っ
て
有
の
実
と
師
ぶ
人
も
い
る

ヽ

万
葉
の
う
だ
の
中
に
も
こ
ん
な
一
節
ガ
あ
っ
だ

` ‘一
の

石切
JI I り
照絵
子と

のさ文
作んは
ロ＾
叩矢

:0ヽ 琶
------~-------

パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
の
小
さ
な
袋
を
掛
け
る

開
花
後
十
日
ぐ
ら
い
で

袋
掛
け
は
時
期
ガ
大
切

苦
は
大
木
だ
っ
だ
力
も

濯
木
状
口
仕
立
て
る
と
こ
ろ
を
貝
る
と

我
ガ
国
に
も
南
国
に
自
生
可
る
原
種
ガ
あ
っ
だ

ル
ー
ツ
を
だ
ど
ね
ば
中
国
大
陸

梨
は
バ
ラ
科
の
落
葉
樹

梨
の
袋
掛
け
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本
村
の
先
史
時
代
か
ら

部
改
正
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
一
部
か
改

正
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
の

条
例
改
正
で
す
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
低
所
得
者
層
の
負
担
軽

滅
と
、
社
会
的
弱
者
の
た

め
の
所
得
控
除
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
所
得
ご
と
の
税
率
適
当

区
分
か
変
わ
り
、
高
額
所

得
層
の
税
負
担
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
課
設
置
条
例
の
一

●
村
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

選
挙
関
係
の
報
酬
額
が
次
の
と
お

り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

五
十
四
年
度
の
改
正
で
二
十
二
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
医
療
費
の
上
昇
、
被
保
険
者

の
所
得
の
増
加
等
が
見
込
ま
れ
、
限

度
額
で
課
税
さ
れ
る
世
帯
の
占
め
る

割
合
が
上
昇
し
低
所
得
者
の
負
担
も

増
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
今
回
ニ

十
四
万
円
に
課
税
限
度
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
第
三
回
村
議
会
が
五
月
二
十
一
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
①
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
②
五
十
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
③
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

④
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
五
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
全
員
＿
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
も
十
一
件
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
村
長
や
各

担
当
課
長
が
答
弁
い
た
し
ま
し
た
。

【
主
な
議
案
内
容
】

現
代
ま
で
の
歴
史
を
集
録
し
た
「
明

和
村
誌
」
を
作
成
す
る
た
め
村
誌
編

さ
ん
室
か
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

1111111111111111111111111111111111 II I I I I I I I I II I I I I I I I I I I I II I 

ロ
]
_

9

村
誌
編
さ
ん
室
設
置
を
決
定

▼
新
農
振
（
新
農
業
振
興
地
域
整
備

促
進
事
業
）
の
進
行
状
況
に
つ
い
て

県
下
で
も
二
町
村
し
か
指
定
を
受

け
て
い
な
い
新
農
振
は
具
体
的
事
業

な
ど
ど
の
よ
う
な
進
行
状
況
な
の
か

〔
答
〕
各
地
区
で
の
座
談
会
も
終
わ

り
、
現
在
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
集
計

中
で
す
。
ま
だ
集
計
が
終
わ
っ
て
な

い
の
で
、
ま
だ
具
体
的
な
事
業
は
全

く
わ
か
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
指
定
は
明
和
村
全
地

区
か
指
定
さ
れ
て
い
る
。

▼
明
和
村
、
千
代
田
村
二
村
の
基
盤

整
備
事
業
の
推
進
等
に
つ
い
て

県
営
千
代
田
土
地
改
良
は
現
在
行

き
づ
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

〔
答
〕
基
盤
整
備
事
業
の
推
進
の
同

意
率
が
、
上
中
森
・
下
中
森
・
大
輪

と
低
い
の
で
上
中
森
よ
り
東
は
保
留

地
と
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

上
中
森
・
下
中
森
・
大
輪
地
区
を
除

い
て
規
模
を
縮
少
し
て
推
進
し
て
い

る
。 〔

一
般
質
問
の
概
要
〕

▼
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
校
庭
整
備

に
つ
い
て

自
分
達
の
学
校
は
自
分
達
の
手
で

き
れ
い
に
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、

P
T
A

の
お
母
さ
ん
ば
か
り
に
、
雑

草
や
小
石
ひ
ろ
い
を
お
願
い
し
な
い

で
、
児
童
生
徒
に
や
ら
せ
る
よ
う
に

し
た
ら
ど
う
か
。

〔
答
〕
こ
と
し
か
ら
実
施
さ
れ
る
新

教
育
課
程
は
体
験
学
習
と
い
う
事
が

学
校
の
自
由
サ
イ
ド
で
行
え
る
の
で
、

学
校
長
を
通
し
て
、
自
分
達
の
学
校

は
自
分
達
で
き
れ
い
に
す
る
と
い
う

精
神
を
児
童
、
生
徒
に
植
え
付
け
た

、
。

し▼
華
美
に
な
っ
た
小
学
校
の
入
学
式

に
つ
い
て

人
並
み
の
服
装
を
さ
せ
た
い
と
い

う
事
で
無
理
し
て
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年

生
に
さ
せ
て
い
る
。
質
素
な
服
装
に

す
る
よ
う
関
係
者
に
呼
び
か
け
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。
ま
た
、
制
服
を

制
定
す
る
考
え
は
。

〔
答
〕
新
生
活
運
動
に
の
っ
と
り
、

P
T
A

、
各
集
会
を
通
し
て
、
華
美

な
服
装
を
し
な
い
よ
う
進
め
て
行
く
。

制
服
に
つ
い
て
は
、
体
操
着
で
登

下
校
し
て
い
る
の
で
新
た
に
制
服
を

輩 選開投
職

贋
示茜示苗

霊 挙管管
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ペ
ー
ジ
下
段
へ
つ
づ
く
）

▼
浮
谷
排
水
堀
に
つ
い
て

い
か
に
農
業
が
近
代
化
に
な
っ
て

も
排
水
路
は
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
中
央
公
民
館
裏
の
排

水
路
（
浮
谷
排
水
堀
）
は
昨
年
整
備

し
た
ば
か
り
と
い
う
の
に
、
常
時
水

か
溜
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
広
く
し

た
だ
け
で
、
勾
配
な
ど
か
悪
い
の
で

は
な
い
か
。

〔
答
〕
勾
配
は
千
六
百
分
の
一
で
あ

る
。
こ
れ
は
江
口
排
水
路
の
落
ち
ロ

の
関
係
か
ら
で
こ
れ
以
上
の
勾
配
は

と
れ
な
い
。

▼
グ
レ
ー
ダ
ー
作
業
に
つ
い
て

グ
レ
ー
ダ
ー
を
申
し
込
ん
で
も
、

す
ぐ
に
は
や
っ
て
く
れ
な
い
。
も
っ

と
早
く
出
来
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
グ
レ
ー
ダ
ー
作
業
は
村
と

業
者
で
は
ど
の
よ
う
に
契
約
し
て
い

る
の
か
。

〔
答
〕
グ
レ
ー
ダ
ー
の
作
業
か
非
常

に
遅
い
と
の
ご
指
摘
で
ご
ざ
い
ま
す

か
、
普
通
は
そ
ん
な
事
は
な
い
の
で

す
が
、
誠
に
申
し
訳
な
い
事
で
す
が
、

卒
直
に
申
し
上
げ
て
、
区
長
さ
ん
か

ら
申
し
込
ま
れ
て
い
た
の
を
忘
れ
て

し
ま
っ
て
、
業
者
に
依
頼
し
な
い
で

い
た
時
か
あ
り
ま
す
。

現
在
申
し
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
来
月
（
六
月
）
中
旬
ま
で
に

は
作
業
を
し
ま
す
。

な
お
、
契
約
は
実
施
す
る
毎
に
行

い
、
年
間
契
約
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

制
定
す
る
考
え
は
な
い
。
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全員無投票当選

利根加用水総代選挙

利根加用水総代選挙が 5 月 2 日

に告示され、 12 日に締切ったとこ

ろ、定員以内で全員無投票当選と

なりました。

氏 名 地 区

1 奈良丑松 田 島
2 森田芳郎 上江黒
3 新井初太郎 江 ロ

4 中村俊雄 下江黒

5 横塚弥一 千津井
6 梁瀬右左治 斗合田

7 栗原栄一 南大島
8 岡安利清次 南大島, 福 田峯次 梅原
10 岩田敏雄 梅原
11 今成久雄 南大島
12 小平 勇 新里
13 堀 ロ 正 新里
14 坂上善太郎 中谷
15 石崎司朗 矢島
16 秋野喜太郎 矢島
17 岩崎歳松 入ヶ谷

18 菌 田邦松 大佐貫
19 篠木清一 大佐貫
20 小川藤作 川俣
21 早川 四郎 大輪
22 松本陽三 大輪
23 田 ロ政男 大輪
24 田 ロ重夫 須賀

五
十
五
年
度
県
の
総
合
表
彰
式
が
五
月
三
日
、
県
庁
正
庁

の
間
で
行
わ
れ
、
本
村
か
ら
は
村
長
の
奈
良
丑
松
氏
が
自
治

功
労
彰
を
、
江
口
の
飯
塚
正
平
氏
が
民
生
功
労
彰
を
受
け
ま

し
た
の
で
両
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

奈
良
村
長
は
村
議
会
議
員
、
助
役

そ
し
て
村
長
と
、
村
の
行
政
一
筋
に

歩
み
、
特
に
昭
和
四
十
九
年
村
長
に

就
任
以
来
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
尽
力

さ
れ
、
特
に
村
づ
く
り
は
健
康
か
ら

と
い
っ
た
理
念
に
基
づ
き
社
会
体
育

に
力
を
入
れ
る
と
同
時
に
村
民
福
祉

の
向
上
に
も
力
を
注
ぐ
な
ど
多
く
の

行
政
手
腕
が
認
め
ら
れ
て
、
今
回
の

飯
塚
さ
ん
は
現
在
、
郡
及
び
県
の

傷
い
軍
人
会
の
会
長
。
特
に
郡
に
お

い
て
は
、
傷
い
軍
人
会
創
立
以
来
か

ら
会
長
を
努
め
る
な
ど
も
う
十
八
年
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
不
幸
に
し
て

傷
い
と
な
っ
た
軍
人
家
庭
は
や
や
も

す
る
と
、
暗
く
な
り
か
ち
だ
が
少
し

奈良丑松氏

飯塚正平氏

受
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

（
こ
の
記
事
は
一
部
重
複
し
て
ま
す

が
充
実
さ
れ
ま
し
だ

. . . . 

. . 
国
の
「
物
価
ダ
イ
ヤ
ル
」
が
、
こ

れ
ま
で
の
留
守
番
電
話
方
式
に
替
わ

っ
て
、
ダ
イ
ヤ
ル
係
員
が
電
話
に
出

て
直
接
ご
意
見
や
ご
要
望
を
聞
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

「
物
価
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
昨
年
七

月
、
物
価
に
つ
い
て
の
み
な
さ
ん
の

声
を
聞
い
て
国
の
物
価
行
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
経
済
企
画
庁
に
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

当
初
は
、
受
信
専
用
の
留
守
番
電

話
方
式
を
採
用
し
、
寄
せ
ら
れ
た
み

な
さ
ん
の
声
を
い
っ
た
ん
テ
ー
。
フ
に

. . 

奈
良
丑
松
氏
自
治
功
労
彰

飯
塚
正
平
氏
民
生
功
労
彰

で
も
援
護
し
よ
う
と
、
そ
れ
ら
家
庭

の
社
会
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
べ
く

各
方
面
へ
積
極
的
に
動
き
回
っ
て
お

り
、
陳
情
な
ど
で
国
会
へ
足
を
運
ぶ

こ
と
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
に
。

福
祉
か
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
数
年
前
は
、
何
日
も
何
日

も
泊
ま
り
込
ん
で
陳
情
し
て
も
受
け

入
れ
ら
れ
ず
、
み
な
さ
ま
に
申
し

分
け
な
い
と
帰
っ
て
来
た
事
も
何

度
も
あ
る
と
か
。

そ
ん
な
飲
塚
さ
ん
の
長
年
地
道

な
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、
今
回
の

受
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

収
録
し
て
分
類
整
理
、
必
要
に
応

じ
て
電
話
な
ど
で
回
答
し
て
い
ま

し
た
。

経
済
企
画
庁
で
は
、
こ
の
「
物

価
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
こ
の
ほ
ど
、
最
近
の

物
価
動
向
や
消
費
者
の
要
望
な
ど

を
配
慮
し
て
、
係
員
が
直
接
応
対

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

受
付
時
間
は
午
前
九
時
半
か
ら

十
二
時
ま
で
と
、
午
後
一
時
か
ら

五
時
（
土
曜
日
は
午
前
九
時
半
か

ら
午
後
一
時
ま
で
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
そ
れ
以
外
の
時
間
は
、

従
来
通
り
留
守
番
電
話
が
作
動
し

ま
す
。

永
年
勤
続
者
と
し
て
表
彰

元
企
画
開
発
課
長
坂
上
源
次
さ

ん
、
元
住
民
課
長
の
瀬
下
恒
男
さ

ん
は
、
永
年
勤
続
者
と
し
て
村
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

瀬
下
さ
ん
は
約
四
十
一
年
、
坂

上
さ
ん
も
約
三
十
三
年
勤
務
さ
れ

ま
し
た
。

▼
職
員
の
昇
格
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

課
長
・
係
長
の
昇
格
の
と
き
、
ど

の
よ
う
な
基
準
で
や
っ
て
い
る
の
か
。

〔
答
〕
明
和
村
例
規
集
の
明
和
村
職

員
の
初
任
給
、
昇
格
等
に
関
す
る
規

則
に
基
づ
き
係
長
の
場
合
決
定
し
て

い
る
。
課
長
に
つ
い
て
は
、
特
に
定

め
は
な
い
が
、
欠
員
が
生
じ
た
場
合

係
長
の
中
か
ら
村
長
が
昇
格
さ
せ
る
。

▼
指
定
業
者
の
決
定
に
つ
い
て

五
十
五
年
度
の
指
名
業
者
か
決
定

し
て
い
れ
ば
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

ま
た
、
決
定
し
て
い
た
と
す
れ
ば

ど
の
よ
う
な
方
法
で
決
定
し
た
か
、

お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

〔
答
〕
県
の
指
導
に
よ
り
、
五
十
五

年
度
か
ら
明
和
村
入
札
審
査
会
を
作

り
、
各
種
目
別
に
A
B
C

と
い
っ
た

ラ
ン
ク
を
作
り
、
入
札
審
査
会
で
登

録
さ
れ
る
業
者
を
決
定
す
る
。
そ
の

登
録
さ
れ
た
業
者
の
中
か
ら
入
札
に

参
加
さ
せ
る
。

現
在
、
指
名
業
者
の
基
準
事
項
に

つ
い
て
調
査
中
で
あ
る
の
で
登
録
業

者
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

▼
指
名
業
者
の
談
合
に
つ
い
て

村
の
事
業
の
現
説
が
あ
る
と
、
業

者
は
話
し
合
い
を
し
て
い
る
と
聞
く
。

そ
れ
に
よ
っ
て
建
設
費
が
高
く
な

る
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
効
率
的
運

用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
点
が
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

〔
答
〕
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
入
札
に
際
し

談
合
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
。
ま
た
、

業
者
も
。
フ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
実
施
す

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
西
小
学
校
の
校
庭
に
つ
い
て

高
い
金
額
を
か
け
て
行
っ
た
西
小

学
校
の
校
庭
整
備
は
小
石
が
出
て
来

て
い
る
。
少
し
業
者
の
整
備
等
が
ず

さ
ん
で
は
な
い
か
。

〔
答
〕
西
風
に
吹
き
と
ば
さ
れ
な
い

た
め
山
砂
を
敷
い
た
が
、
工
事
の
終

わ
り
頃
、
小
石
が
目
だ
っ
た
の
で
業

者
に
拾
わ
せ
、
再
度
鎮
圧
さ
せ
ま
し

た
。
山
砂
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
埋

没
し
て
い
た
小
石
が
表
面
に
出
て
く

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
の
都
度
、

職
員
、
児
童
一
体
と
な
っ
て
石
拾
い

を
し
て
よ
り
よ
い
校
庭
に
す
る
。

▼
固
定
資
産
評
価
に
つ
い
て

税
と
い
う
も
の
は
公
平
を
期
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
固
定
資
産
の
地

区
別
評
価
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

〔
答
〕
固
定
資
産
な
か
で
も
土
地
家

屋
に
つ
き
ま
し
て
は
自
治
大
臣
の
定

め
た
評
価
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
の

で
公
平
を
期
し
て
い
る
と
思
う
。

ま
た
、
納
税
者
に
は
、
毎
年
三
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
縦
賢
し
て
い

る
の
で
、
地
区
別
の
評
価
の
答
弁
は

差
し
控
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

＂
食
事
で
防
ぐ
こ
ん
な
病
気
“
ー

高
血
圧
と
食
事
ー
は
今
月
号
は
休
ま

せ
て
も
ら
い
ま
す
。
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貼
政治家や候補者などか

お中冗や寄付など金品を贈る
ことはルール違反です。

交
政治家や候補者などに

お祭りの寄付など金品を求め
ることも禁じられています。

--

竺政治家や候補者などから
祝儀やせん別など金品を受け
とってはいけません。

ー贈らない・求めない・受けとらない一

選挙の時にかぎらず、日ごろから
みんなで「きれいな選挙」を
心かけましょう。

こぞつてきれいな投票を

ー
史
上
初
め
て
の
衆
院
選
と

参
院
選
が
六
月
二
十
二
日
に

同
時
に
行
わ
れ
、
そ
し
て
、

そ
の
す
ぐ
あ
と
に
知
事
選
が

行
わ
れ
ま
す
。

特
に
、
六
月
二
十
二
日
は

衆
院
選
参
院
選
の
地
方
区
と

全
国
区
、
そ
し
て
国
民
審
査

の
四
種
類
の
投
票
用
紙
が
重

な
り
ま
す
の
で
、
有
権
者
は

◆
五
月
三
十
日

参
院
選
挙
公
示
（
参
院
選
の
不
在

者
投
票
開
始

e月 22 日

7 月 e 日

衆・参院選挙
県知事選挙

の
日
程

衆
参
院
選

県
知
事
選

言
ー
入
場
券
提
出
ー
投
票
用
紙
を
受
け
る
厨
ロ
ー
記
載
台
で
記
入
ー
投
票
箱
ヘ

て
い
ま
す
）
＇
’
’
・
参
院
選
地
方
区
の
投
票
用
紙
を
受
け
る
·
,
'
文
記
載
台
で
記
入
'
’
暴
投
票
箱
へ
'
’
·
？
参
院
選
全
国
区
の
投
票
用
紙
を

一
入
口
＿
1

入
場
券
提
出
ー
投
票
用
紙
を
受
け
る
'
·
’
文
記
載
台
で
記
入
'
’
暴
投
票
箱
へ
’
’
’
▼
一
出
ロ
一

◆
六
月
二
日

衆
院
選
公
示

者
投
票
開
始
）

◆
六
月
十
一
日

県
知
事
選
告
示
（
知
事
選
の
不
在

者
投
票
開
始
）

◆
六
月
十
二
日

国
民
審
査
の
不
在
者
投
票
開
始

（
十
二
日
以
降
、
五
種
類
の
不
在
者

投
票
が
行
え
ま
す
。
）

◆
六
月
二
十
一
日

衆
参
院
選
の
不
在
者
投
票
最
終
日

（
午
後
五
時
ま
で
）

◆
六
月
二
十
二
日

衆
参
院
選
投
票
日
（
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
）

◆
七
月
六
日

県
知
事
選
投
票
日
（
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
）

（
衆
院
選
の
不
在

▼
衆
院
選
…
…
…
水
色

十
分
注
意
し
て
投
票
を
。

受
け
る
'
’
且
記
載
台
で
記
入
'
’
且
血
益
―
示
箱
へ
'
’
’
9□q
下
」

不
在
者
投
票
の

ご
利
用
を

▼
最
高
裁
国
民
審
査
…
…
…
グ
レ
ー

▼
参
院
選
地
方
区
…
…
…
・
・
・
黄
色

▼

I
I

全
国
区
…
•
•
…
…
白
色

▼
群
馬
県
知
事
選
…
…
…
…
藤
色

次
の
よ
う
な
人
は
早
め
に
、
不
在

者
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
仕
事
の
た
め
、
投
票
日
に
投
票
所

に
行
け
な
い
人

●
旅
行
や
用
事
が
あ
っ
て
出
か
け
る

人
●
病
気
や
お
産
の
た
め
投
票
日
に
歩

行
が
困
難
な
人
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
平
日
は
も
ち

ろ
ん
、
土
曜
日
、
日
曜
日
で
も
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
な

ら
い
つ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

な
お
、
五
種
類
の
投
票
が
行
え
る

の
は
六
月
＋
―
-
日
過
ぎ
と
な
り
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

圏
衆
参
院
選
（
次
の
①
と
②
を
満
た

す
人
で
す
）

①
昭
和
三
十
五
年
六
月
二
十
三
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
こ
と
し
二
月
二
十
八
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
民
登

録
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

0
県
知
事
選
（
次
の
①
と
②
を
満
た

す
人
で
す
）

①
昭
和
三
十
五
年
七
月
七
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

②
こ
と
し
三
月
四
日
以
前
か
ら
引

き
続
き
三
ヵ
月
以
上
住
民
登
録
票

に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
二
月
四
日
以
降
の
転
出
者
に
つ

い
て
は
、
県
内
一
ヵ
所
の
転
出
に
限

り
、
住
所
地
の
市
町
村
長
の
証
明
書

か
あ
れ
ば
名
簿
登
録
し
て
あ
る
投
票

所
で
投
票
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

（
投
票
箱
は
別
々
に
な
っ
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自
動
車
は
、
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で

走
っ
て
い
る
と
き
が
、
燃
料
消
費
が

ア
ク
セ
ル
操
作
を
滑
ら
か
に

一
定
の
速
度
で
走
ろ
う

3

急
加
速
を
し
な
い

渋
滞
や
信
号
待
ち
で
停
車
し
て
い

る
間
も
、
ア
ク
セ
ル
を
パ
タ
パ
タ
踏

み
こ
ん
で
空
ぶ
か
し
を
し
て
い
る
人

を
み
か
け
ま
す
。

空
ぶ
か
し
を
十
回
や
る
と
約
五
十

3
の
燃
料
か
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。
五

+
8
で
約
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
走
れ

ま
す
か
ら
、
空
ぶ
か
し
は
も
っ
た
い

な
い
話
で
す
。 イ

ラ
イ
ラ
す
る
の
は

精
神
衛
生
に

よ
く
あ
り
ま
せ
ん

2

空
ぶ
か
し
は
や
め
よ
う

”
信
号
グ
ラ
ン
プ
リ
“
な
ど
と
い

う
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
、
信
号
が
青

に
変
わ
る
や
否
や
わ
れ
先
に
飛
び
出

す
レ
ー
ス
並
み
の
運
転
を
す
る
人
が

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
急
発
進
は
、
危
険
で

あ
る
ば
か
り
か
、
燃
料
の
ム
ダ
で
す
。

急
発
進
を
十
回
繰
り
返
す
と
、
普

通
発
進
十
回
に
比
べ
て
燃
料
を
百
g

多
く
使
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

百
8
と
い
う
と
、
牛
乳
び
ん
一
本

の
約
半
分
の
量
で
す
が
、
な
ん
と
こ

れ
だ
け
で
約
七
百
メ
ー
ト
ル
も
走
れ

ま
す
。

”
信
号
グ
ラ
ン
プ
リ
＂
は

危
険
プ
ラ
ス
燃
料
の
ム
ダ

1

急
発
進
を
し
な
い

ト
ラ
ン
ク
は
＂
物
置
き
”

で
は
あ
り
ま
せ
ん

車
間
距
離
を
十
分
と
っ
て

ゆ
と
り
あ
る
運
転
を

5

ム
ダ
な
物
は
積
ま
な
い

エ
ン
ジ
ン
の
か
け
っ
ば
な
し
も
、

燃
料
の
ム
ダ
で
す
。
荷
物
の
つ
み
お

ろ
し
、
人
待
ち
な
ど
で
止
ま
っ
て
い

る
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ

゜

、
つ

十
分
間
、
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま

ま
に
し
て
い
る
と
、
二
百
g
、
走
行

距
離
に
し
て
約
千
四
百
メ
ー
ト
ル
分

の
燃
料
が
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ン
ク
の
中
を
見
て
く
だ
さ
い
。

ム
ダ
な
も
の
は
乗
せ
て
い
ま
せ
ん
か
。

ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
、
釣
り
の
道
具
、
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
、
す
ぐ
必
要
の

な
い
も
の
を
積
ん
だ
ま
ま
に
し
て
、

毎
日
走
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

ト
ラ
ン
ク
の
中
に
十
キ
ロ
の
荷
物

を
の
せ
て
五
十
キ
ロ
走
る
と
、
約
八

+
g
の
燃
料
か
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ス
ペ
ア
タ
イ

経
済
速
度
と
い
う
こ
と
ば
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
。

自
動
車
の
場
合
、
一
般
道
路
で
は

時
速
四
十
キ
ロ
程
度
、
高
速
道
路
で

は
時
速
八
十
キ
ロ
程
度
が
、
最
も
経

済
的
な
走
り
方
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
を
走
る
と
き
、
経
済
速

度
の
時
速
八
十
キ
ロ
か
ら
百
キ
ロ
に

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
と
、
燃
料
消

費
率
は
約
六
％
増
え
ま
す
。

あ
な
た
も
ひ
と
息

エ
ン
ジ
ン
も
休
息

4
待
ち
時
間
は

エ
ン
ジ
ン
停
止
を

一
番
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
混
雑
し
た
道
路
で

は
、
一
定
の
速
度
で
走
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
、
せ
め

て
ア
ク
セ
ル
や
ブ
レ
ー
キ
操
作
を
ゆ

っ
く
り
と
し
た
動
作
で
行
う
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

急
加
速
を
十
回
や
る
と
、
五
十
g

の
燃
料
を
余
計
に
使
う
こ
と
に
な
り

距
離
に
し
て
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の

”
損
“
に
な
り
ま
す
。

ヤ
ま
で
お
ろ
し
て
し
ま
う
の
は
早
計

で
す
。
あ
く
ま
で
も
不
要
不
急
な
荷

物
は
乗
せ
な
い
よ
う
に
と
い
う

こ
と
で
す
。

ド
ラ
イ
ブ
の
途
中
で
道
に
迷
う
ー

ー
こ
れ
も
意
外
と
ム
ダ
な
燃
料
を
使

う
も
と
に
な
り
ま
す
。
一
度
道
に
迷

う
と
、
自
動
車
の
場
合
、
自
由
に
曲

か
っ
た
り
、
戻
っ
た
り
で
き
な
い
の

で
、
か
な
り
の
距
離
を
走
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、
平
均
時
速
二
十
キ
ロ

の
速
度
で
、
十
分
間
道
に
迷
っ
た
と

し
ま
す
と
、
約
三
千
五
百
メ
ー
ト
ル

の
距
離
を
走
る
こ
と
に
な
り
、
約
五

百
8
の
燃
料
が
ム
ダ
に
な
り
ま
す
。

出
か
け
る
と
き
は
、
事
前
に
道
路

や
、
混
雑
時
間
な
ど
を
調
べ
て
お
き
、

計
画
的
な
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し

よ
、
つ
。

7
経
済
速
度
で
走
ろ
う

迷
い
道
は

ガ
ソ
リ
ン
の
ム
ダ
遣
い

6
ド
ラ
イ
ブ
は
計
画
的
に
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行政区別無事故・無違反
コンクールの中間報告（第 4 回）

交通事故防止を目的に、昨年 9 月 21 日から実施している無事

故無違反コンクール (5 月 20 日現在）の状況は下表のとおりで

す。この期間中交通事故52件、 （人身事故23件、物損事故29件）

と交通違反32件（酒気帯び運転 5 件、速度違反 16件、無免許運

転11件）があり合わせて84件の事故及び違反がありました。

持 .. 占.、 事故違反件数（減点数） 減点数 事故違反内容
行政区 事故率

（世帯数 X5 点） 事 故違 反合 計 斤 事故 途反

斗合田 410 4 1 150 0 37 15 
人 2 ! 1 物 2

下江黒 400 1 1 80 0.20 6 
人 1 ! 1 
物

上江黒 605 2 1 100 0 17 3 
人 1 ! 1 物 1

千津井 660 3 3 220 0 33 13 
A. 1 閾無 2 l 物 2

江口 690 3 2 170 0 25 8 
A 1 速無酒 1 1 
物 2

田島 660 1 2 170 0 26 10 
人 : { 物 1

南大島 1,435 13 4 510 0 36 14 
人 5 速酒無 3 1 
物 8

新里 1,155 4 3 250 0 22 7 
人 2 速: 3 
物 2

中谷 855 2 1 150 0 18 4 
人 1 ! 1 物 1

梅原 990 6 5 520 ｷo 53 16 人 3 速無酒 2 2 1 
物 3

川俣 510 1 2 130 0 25 , 人 1 速塁 1 1 
物

須賀 570 2 60 0 11 1 
人 2 ] 物

大輪 970 4 3 260 0 27 11 
人 1 速無酒 2 1 
物 3

入ヶ谷 145 1 20 0 14 2 
人 1 : 物 1

矢島 770 2 2 150 0 19 5 
人 靡無 1 1 物 1

大佐貫 680 3 2 220 0 32 12 
人 1 <}物 2

合計 11,505 52 32 3,160 0 27 
人 23 ; 悶物 29 11 

※人＝人身事故物＝物損事故速＝速度違反 酒＝酒酔い酒気帯び運転無＝無免許運転

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
か
叫
ば
れ
て

い
る
今
日
、
重
油
で
保
温
し
な
が
ら

野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
は
重
大

な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
の
な
か
、
斗
合
田
の

述
見
邦
雄
さ
ん
は
昨
年
百
二
十
万
円

か
け
て
「
地
中
熱
交
換
農
法
」
を
取

り
入
れ
、
重
油
を
昨
年
と
比
べ
て
、

六
八
％
も
節
約
し
ま
し
た
。

こ
の
地
中
熱
交
換
農
法
と
い
う
も

の
は
、
ハ
ウ
ス
中
の
地
下
―

m
の
と

こ
ろ
に
素
焼
き
の
土
管
を
千
本
埋
め

こ
み
、
日
中
ハ
ウ
ス
内
か
二
十
五
度

C

に
達
す
る
と
自
動
的
に
送
風
機
で

暖
か
い
空
気
を
土
中
に
送
り
貯
蓄
し

て
お
き
ま
す
。

夜
間
ハ
ウ
ス
内
か
冷
え
る
と
自
動

的
に
地
中
熱
フ
ァ
ン
が
回
転
、
さ
ら

に
温
度
か
下
が
る
と
暖
房
機
が
作
動

す
る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

現
在
は
ハ
ウ
ス
内
は
暖
か
い
の
で

地
下
の
土
管
に
空
気
だ
け
を
送
り
、

根
の
成
長
を
助
け
て
い
ま
す
。

迎
見
さ
ん
は
「
こ
の
方
法
だ
と
重

車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
自
動

車
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

も
し
、
強
制
保
険
に
入
っ
て
い
な
い

自
動
車
ま
た
は
原
動
機
付
き
自
転
車

を
運
転
す
る
と
‘
違
反
点
数
六
点
で

そ
れ
ま
で
無
事
故
・
無
違
反
の
人
で

も
直
ち
に
免
許
停
止
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
保
険
へ
の
加
入
は
、
運
転
者

こ
れ
は
農
協
及
び
農
協
連
合
会
で

責

任

共

済

強
制
保
険

油
か
少
な
く
て
す
む
し
、
キ
ュ
ウ
リ

も
増
収
す
る
の
で
、
予
想
し
て
い
た

以
上
効
果
は
大
き
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

の
義
務
で
す
。
必
ず
入
り
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を
起
こ
し
て
か
ら
で
は
遅

い
の
で
す
。

自
動
車
保
険
に
は
、
強
制
加
入
の

も
の
と
任
意
加
入
の
も
の
と
二
種
類

あ
り
ま
す
。

法
律
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
自
動
車
お
よ
び
原
動

機
付
き
自
転
車
は
す
べ
て
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
故
を
起
こ

し
て
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
死
亡
さ

せ
た
り
し
た
場
合
、
被
害
者
に
対
す

る
賠
償
金
が
保
険
金
の
限
度
内
で
補

償
さ
れ
ま
す
。

補
償
さ
れ
る
保
険
金
の
限
度
額
（

一
人
に
つ
き
）
は
、
死
亡
の
場
合
は

最
高
二
千
万
円
、
傷
害
で
百
二
十
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
遺

症
に
つ
い
て
は
、
傷
害
の
程
度
に
よ

っ
て
七
十
五
万
円
か
ら
最
高
二
千
万

円
ま
で
の
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
損
害
保
険
会
社
で

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

車
を
お
持
ち
の
方
へ

自
動
車
保
険
に
加
入
し
て
ま
す
か

地
中
熱
交
換
農
法
で

疇
呼
石
＿
＿
鳥

強
制
保
険
は
、
保
険
金
額
や
補
償

範
囲
に
限
度
が
あ
り
、
必
ず
し
も
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
と
く
に
最
近

は
、
賠
償
金
の
額
が
、
強
制
保
険
の

保
険
金
を
上
回
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
＂
不
足
分
”
を

カ
バ
ー
す
る
の
が
任
意
保
険
で
す
。

ま
た
、
任
意
保
険
は
、
車
が
こ
わ

れ
た
場
合
の
補
償
や
自
分
自
身
の
傷

害
な
ど
、
強
制
保
険
で
は
、
補
償
の

対
象
と
な
ら
な
い
事
故
も
カ
バ
ー
で

き
る
の
で
便
利
で
す
。
損
害
保
険
会

社
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
募
集

ー
県
文
化
事
業
団
ー

県
で
は
文
化
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
文
化
事
業
団
を

設
立
し
ま
し
た
か
、
そ
の
事
業
団
の

一
層
の
充
実
と
推
進
を
は
か
る
た
め

に
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
五
十
名

▼
応
募
資
格

①
民
間
の
文
化
事
業
団
協
力
者
で

文
化
活
動
に
熱
意
の
あ
る
も
の

②
県
内
に
居
住
す
る
満
十
六
歳
以

上
の
も
の

▼
募
集
期
間

六
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま

で
（
締
切
り
日
消
印
有
効
）

▼
応
募
方
法

往
復
は
か
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
を
明
記
し

て
前
橋
市
大
手
町
一
1
-
1

一
（
財
）

群
馬
県
文
化
事
業
団
普
及
課
ま
で

任
意
保
険

扱
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
保
険
の

内
容
、
保
険
金
な
ど
は
責
任
保
険
と

同
じ
で
す
。
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; ; 
わ
が
家
は
、
梨
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
、
米
を
主
体
と
し
た
農
家
で

す
。私

は
、
明
和
村
に
嫁
つ
い
で
来

る
ま
で
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
で
の
キ

C

1

[

(

 

キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
の
こ
と
は
も
ち

ん
、
梨
に
つ
い
て
の
知
識
は
全
く

な
く
、
た
だ
食
卓
に
盛
ら
れ
た
も

の
を
食
べ
る
だ
け
で
し
た
。

梨
の
人
工
授
粉
そ
し
て
梨
の
袋

西小学校校舎増築の

設言十図出来⑦万る
西小学校の児童増加により、本年度西小学

校を増築しますがこの程、設計図が完成しま

したので概略図を公表します。

氏
咲
t
拷
つ
多
キ
＇
行

（第46 回）

か
け
と
い
っ
た
梨
が
で
き
る
ま
で
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

特
に
五
月
は
梨
の
栽
培
農
家
に
と

っ
て
一
番
忙
し
い
時
。
横
の
道
路
で

I 
, : 
,' プレールーム
I I 

I I 

_
1
1

ー

1

渡
廊
下
（
前
の
既
設
建
物
へ
）

か
に
ぶ
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
子

供
た
ち
に
も
申
し
分
け
な
い
と
思

う
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
頃
。

現
在
、
手
の
か
か
る
子
供
た
ち

に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
、
農
業
の
仕

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
田
島
の
青
木
か
ず
子
さ
ん
で
す
）

は
レ
ジ
ャ
ー
に
向
か
う
と
思
わ
れ
る
事
も
少
し
づ
つ
離
れ
て
い
っ
て
い

車
か
何
台
も
通
り
過
ぎ
、
ま
た
、
時
る
状
態
で
す
が
、
そ
の
う
ち
三
人

々
き
ま
ぐ
れ
な
風
が
花
山
の
に
ぎ
や
の
子
供
た
ち
が
成
長
す
る
と
、
そ

か
な
音
楽
を
運
ん
で
く
る
。
れ
以
上
に
梨
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
に

そ
ん
な
時
、
つ
い
つ
い
手
の
動
き
振
り
回
さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

2階平面図

1 階平面図

昭和55年度の社会体育行事決まる
昭和5国こ度の社会体育行事ガ決まりましだのてみなさまに

お知らせしま可。

期 巳 行 事 会 場 参加対象、その他

7月13日 第 4 回少年野球、ソフト）しー）し講習会 中央公民舘 子ども会

フ月 8-198 第 4回l iバさんソフトポール大会 明和中、乗小
既婚者、地区単位チーム

が切 6月25日

7月中匂 ゲートボール講習会 明和中学校 老人ワラフ

フ月下亘l
第 11 回少年野球、ソフトボール大会 小中学校 子ども会

(2 日問）

7 8月 バレーボール教室 小中学校 PTA会員

8月 2 3 日 野外レワレーション 未 定一般

8月
第23回村民野球大会 小中学校

一般

17 24 31 日 申込が切 8月 5日

9-11月
サッカー教室 西小学校 小学生 4 5 6年

（田遵土躍日）

9月中百］ ゲートボール大会 西小学校 老人ワラフ

9月 1 ~158 第 3回ソフトボール大会 明和中乗小
一般ナイター

甲込が切 8月20日

9月 21 日 第6回村民庭球大会 明和中学校
中、一般、軟式

申込が切 9月10巳

10月 12巳 第25回村民体育祭 明和中学校 全村民

11 月 2 日 第24回ママさんバレーボール大会 明和中学校
既婚者、地区単位チーム

甲込が切10月 20日

11月 3 日 第24回釣大会 谷83川 一般申込が切10月23日

11 月 16巳 第24回バレーボール大会 明和中学校
一般男6人制女9人制

申込が切11月 5日

12月 7 日 第 21 回村民卓球大会 明和中学校
中、一般、男女別

甲込が切11 月25日

56年
第 2回村民マラソン大会 公民舘問辺

小、中、一般男女別

1 月18日 申込が切12月 25日

2月中亘l 第13回スキー教室 尾瀬、戸倉 一般

3月21El 第 8回剣遥大会 武遥舘
小、中、高一般

甲込が切 3月10El

現
校
地
の
北
側
へ
渡
廊
下
で
既
設

校
舎
と
増
築
校
舎
を
連
結
し
た
。

既
設
校
舎
、
既
設
建
物
（
公
仕
室
‘

調
理
室
）
を
残
し
、
日
影
、
採
光
、

通
風
、
音
響
、
児
童
の
登
下
校
、
既

設
校
舎
と
の
連
絡
等
動
線
を
考
慮
し

な
か
ら
渡
廊
下
を
位
置
し
た
。

普
通
教
室
を
東
部
に
位
置
し
た
の

は
、
既
設
建
物
及
び
渡
廊
下
の
日
影

の
影
響
を
少
な
く
し
、
採
光
、
通
風

を
は
か
っ
た
。

教
育
機
器
、
特
別
活
動
室
、
プ
レ
ー

ル
ー
ム
等
は
生
活
時
間
が
比
較
的
短

く
、
日
影
の
影
響
が
少
な
い
た
め
、

通
風
、
換
気
を
良
く
し
、
視
聴
覚
室
‘

特
別
活
動
室
等
は
西
部
に
位
置
し
た
。

ま
た
、
二
階
南
側
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー

を
設
け
て
、
火
災
時
等
の
避
難
に
活

東
毛
広
域
圏
の
事
業
と
し
て
管
理

運
営
し
て
い
る
赤
城
山
の
東
毛
林
間

学
校
施
設
を
一
般
の
方
々
に
開
放
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
期
間
七
月
十
日

1

八
月
三

十
一
日
及
び
九
月
二
十
日
以
降

一
般
の
方
も
ご
利
用
を

ー
赤
城
東
毛
林
間
学
校
ー

5
5年
6

月

5
6年
3

月

工
事
費

契
約
及
び
工
事
着
工

完
成

二
億
五
四
四
三
万
円

基
本
方
針

設
計
の
概
要

今

後
の
予
定

用
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

階
段
は
、
中
階
段
と
西
、
東
側
各

一
ヵ
所
避
難
の
た
め
に
設
置
し
た
。

中
階
段
は
火
災
時
に
も
避
難
階
段
と

し
て
使
用
出
来
る
よ
う
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
で
階
段
を
区
画
し
た
。

※期日・会場など変更する事ガありま可。

▼
使
用
料
高
校
生
百
円
（
二
百
円
）

大
学
生
二
百
円
（
三
百
円
）

一
般
四
百
円
（
五
百
円
）

（
）
は
冬
料
金

▼
食
事
希
望
に
よ
り
用
意
し
ま
す
。

朝
食
ー
ニ
百
円
、
昼
食
ー
三
百

十
円
、
夕
食
ー
四
百
六
十
円

▼
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
所
定

の
用
紙
（
教
育
委
員
会
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
）
に
記
入
の
上
、
東
毛
広

域
市
町
村
圏
事
務
局
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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一
福
祉
の
関
心
が
高
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輔
が
大
き
く
広
が
ろ

う
と
し
て
い
る
現
在
、
複
雑
な
家
庭
環
境
な
ど
の
理
由
で
、
ひ
つ
そ
り
と

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る
障
害
老
人
、
寝
だ
き
り
老
人
な
ど
は
、
大
変
心
強

い
限
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
家
庭
奉
仕

員
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

五
月
十
六
日
村
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
あ
る
中
村
ひ
ろ
子
さ
ん
の
一
日

を
追
つ
て
み
ま
し
だ
。

現
在
中
村
さ
ん
は
十
二
人
の
方
々
の
世
話
を
一
人
で
し
て
お
り
週
一
1

二
回
訪
問
し
て
い
ま
す
。

中
村
さ
ん
は
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
の
一
員
と
し
て
、
出
勤
と
同
時

に
今
日
は
ど
の
家
に
行
く
か
、
あ
の

人
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
ど
と
‘

思
い
を
め
ぐ
ら
し
た
り
、
ま
た
、
事

務
局
長
さ
ん
な
ど
と
打
合
わ
せ
な
ど

を
し
て
、
一
日
の
訪
問
予
定
を
た
て

ま
す
。
（
一
番
心
配
な
老
人
か
ら
訪

問
し
ま
す
）

今
日
は
明
和
村
で
初
め
て
移
動
浴

槽
車
の
申
し
込
み
か
あ
り
、
そ
の
お

手
伝
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
前
に
今
日
は
気
温

か
低
く
と
っ
て
も
肌
寒
い
の
で
中
村

さ
ん
の
一
番
心
配
な
千
津
井
の
S

さ

ん
の
様
子
を
う
か
が
わ
ね
ば
と
愛
用

の
ホ
ン
ダ
シ
ビ
ッ
ク
で
雨
の
中
を
と

ば
す
。

110\
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~
干
津
井
の
S

さ
ん
女

6
5歳
~

｛
＿
人
ぐ
ら
し
目
不
自
由
~
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中
村
さ
ん
家
に
入
る
な
り
、
「
ど

う
元
気
」
と
声
を
か
け
る
。
し
か
し

「
食
事
か
の
ど
を
通
ら
な
い
。
」
と
な

げ
く
。
「
な
ぜ
、
食
べ
ら
れ
な
い
の

さ
。
」
と
い
っ
た
会
話
か
長
々
と
続
く
。

（
本
当
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
の
だ
な

ー
と
感
心
す
る
）

1

1
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一
栖
原
の
F
さ
ん
、
梧
動
浴
槽
~

~
車
の
申
し
込
み
ガ
あ
り
そ
の
あ
~

：
デ
伝
。

｛
梱
際
の
F

さ
ん
は
寝
だ
き
り
｛

｛
で
、
家
族
ガ
協
刀
し
て
屋
呂
を
｛

~
入
れ
る
ガ
体
を
あ
ち
こ
ち
曲
げ
一

~
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
入
~

i
浴
後
体
ガ
痛
い
と
言
う
の
で
、
｛

｛
横
に
な
っ
て
入
れ
る
移
動
浴
槽
一

~
車
を
依
頼
し
だ
。

·
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

中
村
さ
ん
は
村
の
保
健
婦
さ
ん
と

協
力
し
、
入
浴
前
に
体
の
調
子
な
ど

を
調
べ
た
り
、
雨
が
降
っ
て
い
る
た

め
気
温
か
低
い
の
で
ス
ト
ー
ブ
で
部

屋
を
温
め
る
な
ど
各
方
面
に
気
の
つ

一I — 

一』

次
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く

心
配
し
て
み
え
た
民
生
委
員
の
江
処
理
。

原
さ
ん
も
、
「
私
も
S

さ
ん
の
事
が
十
時
三

0
分
に
入
浴
、
体
を
す
み

頭
か
ら
離
れ
ず
田
ん
ぱ
の
行
き
帰
り
か
ら
す
み
ま
で
洗
い
、
無
事
入
浴
終

に
は
必
ず
様
子
を
う
か
か
う
の
だ
よ
。
」
了
。
そ
の
あ
と
、
体
を
ふ
い
た
り
、

と
話
す
。
風
呂
を
清
掃
し
た
り
と
休
む
間
も
な

目
が
不
自
由
な
た
め
、
い
つ
も
は
く
処
理
。

s

さ
ん
か
食
べ
た
い
も
の
を
作
っ
て

F

さ
ん
の
「
あ
ー
気
持
か
よ
か
っ

や
っ
た
り
、
く
つ
ろ
い
も
の
を
行
う
た
」
と
の
一
言
で
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

か
、
今
日
は
様
子
を
見
に
来
た
だ
け
の
喜
び
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。

と
話
し
‘
掃
り
際
「
以
前
に
ガ
ス
漏
（
午
前
中
の
仕
事
終
え
る
）

れ
を
起
こ
し
た
の
で
十
分
気
を
つ
け

て
」
「
他
に
何
か
要
望
あ
る
」
と
聞

く
と
、
「
水
道
の
蛇
口
が
一
っ
し
か

な
い
の
で
、
風
呂
の
水
入
れ
が
大
変
」

な
ど
と
次
か
ら
次
へ
と
多
く
の
要
望

を
出
し
、
中
村
さ
ん
帰
る
に
も
帰
れ

ず
。

か
い
よ
う
。

移
動
浴
槽
車
か
到
着
す
る
と
、
水

を
入
れ
た
り
、
何
事
も
テ
キ
パ
キ
と

, 

今
日
、
午
後
か
ら
訪
問
す
る
人
達

は
こ
れ
と
い
っ
た
不
自
由
な
と
こ
ろ

も
な
く
、
み
な
元
気
な
の
で
お
そ
ら

く
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と

思
い
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
る
。

, 
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｛
干
涅
井
の
K

さ
ん
｛

~
女

6
7歳
狂
居
老
人
~

~
こ
れ
と
い
っ
だ
不
自
由
｛

口
竺
こ
ろ
な
し
一

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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中
村
さ
ん
は
こ
の
人
は
、

心
配
な
い
ら
し
く
色
々
と
な
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（家庭奉仕員）

ご
や
か
に
雑
談
。

し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
の
で
す
よ
。

K

さ
ん
は
私
に

以
前
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を

次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

夕
方
、
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で
つ
ま

づ
い
て
こ
ろ
び
、
も
う
痛
く
て
ど
う

し
よ
う
も
な
く
、
一
晩
ど
う
に
か
痛

み
を
こ
ら
え
、
朝
早
く
中
村
さ
ん
来

て
と
電
話
。
そ
し
て
医
者
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
の
で
す
よ
。

中
村
さ
ん
も
当
時
を
顧
み
て
、
前

日
訪
問
し
た
の
に
何
事
か
と
忙
い
で

行
き
、
そ
こ
に
見
た
の
は
慟
け
な
く

苦
痛
を
こ
ら
え
て
い
る
K

さ
ん
の
姿
。

早
速
車
で
医
者
へ
。
そ
の
後
二
回

一
緒
に
行
っ
た
と
の
こ
と
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
中
村
さ
ん

と
は
、
姉
妹
同
様
。
今
は
も
う
何
も

隠
し
事
は
な
い
程
だ
と
か
。

K

さ
ん
は
、
村
で
こ
の
よ
う
な
き

め
細
か
い
事
に
配
慮
し
て
く
れ
て
い

る
の
で
一
人
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
。
ま
た
、
近
所
の
人
も
よ
く
心
配
し

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
。

,•909999999999999999999999999999999999999,' 

一
江
口
の

I

さ
ん
男

8
1
~

~
歳
訪
問
可
る
中
で
一
番
嵩
齢
~

｛
者
な
の
で
い
つ
な
に
ガ
起
こ
る
｛

｛
力
わ
力
ら
な
い
の
で
よ
く
訪
閥
｛

｛
す
る
。

一
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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‘
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9

9

9

9

9

9

9
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｛
大
佐
貫
の
T
さ
ん
女

7
6
~

~
歳
独
居
老
人
、
こ
れ
と
い
一

｛
つ
だ
不
自
由
な
と
こ
ろ
な
し
。
｛

村
に
在
住
す
る
老
す
い
、

心
身
の
障
害
等
に
よ
り
日
常

生
活
を
営
む
の
に
不
自
由
な

老
人
で
、
そ
の
家
族
が
養
護

を
行
え
な
い
よ
う
な
状
況
に

あ
る
人
達
に
身
の
回
り
の
世

話
な
ど
を
行
い
、
孤
独
な
老

人
の
心
の
さ
さ
え
と
な
り
、

日
常
の
安
否
を
き
づ
か
う
業

務
で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

と
ま
…
…
。

,1 

―
お
茶
碗
を
洗
う
中
村
さ
ん

• 
r
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

訪
問
す
る
と
寝
て
い
る
の
で
、
ど
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
く
つ
下

こ
か
具
合
が
悪
い
の
か
必
配
す
る
。
の
内
職
を
し
て
い
て
、
本
当
に
元

話
し
を
し
て
み
る
と
意
外
と
元
気
な
気
そ
う
。

様
子
に
胸
を
な
で
お
ろ
す
。
中
村
さ
ん
が
以
前
訪
問
を
一
回

男
の
た
め
か
、
家
の
中
の
。
フ
ラ
イ
ぬ
か
し
た
ら
、
も
う
T

さ
ん
は
中

バ
シ
ー
を
の
ぞ
か
れ
て
い
る
よ
う
な
村
さ
ん
が
ど
う
か
し
た
の
か
し
ら
。

の
で
い
や
な
の
か
、
あ
ま
り
よ
く
相
と
逆
に
心
配
し
た
よ
。
な
ど
と
話

談
し
て
く
れ
な
い
と
中
村
さ
ん
は
悩
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

む
。
四
時
五
十
分
に
役
場
に
戻
り
一

男
の
せ
い
か
、
身
の
回
り
が
ル
ー
日
の
反
省
、
そ
し
て
日
誌
を
記
入

ズ
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
よ
く
、
く
し
、
今
後
の
参
考
と
す
る
。

つ
ろ
い
も
の
を
し
て
あ
げ
る
。
こ
の

日
も
お
茶
碗
を
洗
っ
た
り
、
マ
ク
ラ

カ
バ
ー
を
し
て
あ
げ
た
り
し
ま
し
た
。

〔
問
〕
現
在
自
営
業
を
し
て
い
ま

す
が
、
来
月
で
満
二
十
歳
に
な
り

ま
す
。
国
民
年
金
に
は
い
つ
か
ら

加
入
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

〔
答
〕
国
民
年
金
に
お
い
て
は
、

一
般
の
生
命
保
険
等
の
私
保
険
の

場
合
と
異
な
り
保
険
契
約
に
よ
り

被
保
険
者
と
な
る
日
を
自
由
に
定

め
る
の
で
は
な
く
、
法
律
に
規
定

さ
れ
て
い
る
強
制
加
入
者
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
は
必
然
的
に
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
だ
け
で
将
来
の
年
金
給
付
を
受

給
す
る
権
利
か
発
生
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
個
人
が
資
格

取
得
の
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
民
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ

保
険
料
を
納
付
し
、
そ
の
保
険
料

の
納
付
状
況
に
よ
り
将
来
年
金
が

文
化
財
保
護
調
査
員

三
名
再
任
さ
れ
る

文
化
財
調
査
委
員
に
奈
良
種
介
さ

ん
（
田
島
）
、
森
尻
重
作
さ
ん
（
南

大
島
）
、
金
子
利
一
去
；
文
．
入
，
T

べ
1
)

か
委
嘱
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
再

び
三
人
に
五
月
二
十
六
日
に
委
嘱
し

ま
し
た
。

今
後
は
村
誌
編
さ
ん
委
員
ら
と
協

力
し
村
内
の
文
化
財
保
護
に
あ
た
り

ま
す
。

ノ

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
定
ま
り

ま
す
。

強
制
加
入
者
の
資
格
の
取
得
に

つ
い
て
述
べ
ま
す
と
、
二
十
歳
に

な
っ
た
場
合
は
そ
の
日
（
二
十
歳

の
誕
生
日
の
前
日
）
に
資
格
を
取

得
し
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
は
強
制
加
入
者

と
な
る
た
め
資
格
を
取
得
す
る
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
印
鑑
を
持
っ

て
役
場
住
民
課
で
国
民
年
金
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
員
が
、
う
か
が
っ
た
と
き
は
、

調
査
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
民
年
金
は
い
つ
か
ら
加
入
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め
ず
ら
し
い
ネ
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
が
な
る

I ., ~ --}--マー
ド··を‘
ばク・一
.:: : ~. 0 

交
差
点
の
事
故
防
止
を
願
い

村
で
は
、
村
内
の
交
差
点
の
十

字
路
に
は
十
．
T

字
路
に
は
T

と
い
っ
た
形
の
”
交
差
点
マ
ー

ク
I
J
を
描
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
渋
川
市
か
昨
年
交
差

点
マ
ー
ク
を
試
験
的
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
交
差
点
で
の
事
故
か

激
減
し
た
の
で
明
和
村
も
採
用

し
た
も
の
で
、
村
内
の
交
美
点

百
八
十
一
ヵ
所
に
描
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
交
差
点
マ
ー
ク

を
一
時
停
止
線
と
誤
解
し
て
い

る
人
も
あ
る
よ
う
で
す
か
、
こ

の
マ
ー
ク
は
、
交
差
点
だ
か
ら

注
意
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
意

味
で
す
。

事
故
の
六
0
％
は
交
差
点
内

で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ

ー
ク
を
見
た
ら
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
を
”

交
差
点
事
故
防
止
を
願
う
交
差
点
マ
ー
ク
を

朝もやをついて遺族会で草取り

カ
メ
ラ
―

千
津
井
の
薗
部
一
さ
ん
方
で
は
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
か
な
り
近
所
の
方
も
め

ず
ら
し
い
と
見
に
来
る
人
も
多
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。薗

部
さ
ん
は
昨
年
五
月
八
百
屋
で

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
購
入
し
、
食
べ
た

あ
と
の
残
り
の
上
の
葉
を
ハ
ウ
ス
の

一
番
温
か
い
所
に
置
い
た
ら
、
一
月

に
小
さ
な
ム
ラ
サ
キ
の
花
が
咲
い
た

あ
と
実
が
つ
き
ま
し
た
。
薗
部
さ
ん

は
こ
の
調
子
だ
と
、
八
月
か
九
月
に

は
食
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
首
を
長
く

し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

ハ
モ
ッ
テ
い
ま
す

一ユ
ー
ス

No. I 

戦
争
の
遺
族
会

の
人
々
は
、
毎
月

中
学
校
の
西
に
あ

る
忠
霊
塔
境
地
の

草
取
り
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

五
月
十
一
日
遺

族
の
方
は
カ
マ
を

片
手
に
朝
も
や
を

つ
い
て
集
合
。

ま
だ
、
朝
露
の

つ
い
て
い
る
雑
草

を
黙
々
と
取
っ
て

い
る
姿
を
見
る
と

な
に
や
ら
悲
し
み

が
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
で
し
た
。

c
 、

.

ヽ
‘̂
 ~

 

東
小
学
校
の
石

村
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
五
月
十
七

日
初
め
て
マ
マ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
教
室

か
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
二
十

五
人
の
マ
マ
さ
ん

が
参
加
し
て
”
旅

愁
“
を
歌
い
、
き

れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ

ー
が
講
堂
い
っ
ぱ

い
に
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

今
後
は
毎
月
一

回
練
習
し
、
十
一
月
の
文
化
祭
、

そ
し
て
三
月
の
公
民
館
ま
つ
り

に
発
表
し
よ
う
と
盛
ん
に
ピ
ア

ノ
に
合
わ
せ
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

婦
人
は
家
庭
内
に
お

け
る
火
の
取
り
扱
い
か

多
く
、
婦
人
の
初
期
消

火
は
重
要
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
東
部
地

区
に
は
＂
火
＂

の
勉
強
を
す
る

婦
人
消
防
隊
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

五
月
十
一
日
下
江
黒
に
東

部
地
区
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
中

村
フ
ユ
、
隊
員
七
十
一
名
）

か
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
一
日
に
そ
の
設
立

を
祝
う
と
と
も
に
、
始
め

て
の
訓
練
を
金
剛
院
で
消

火
器
の
取
り
扱
い

方
の
勉
強
を
し
ま

し
た
。

東部地区で初めて婦人消防隊設立
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ヽ

昨
年
稲
作
転
換
の
事
業
と
し
て
、

明
和
農
協
等
が
西
部
地
区
の
農
家
を

中
心
に
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培

を
指
導
し
、
無
事
越
冬
で
き
る
か
ど

う
か
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
声
を
よ
そ
に
‘
い
ま
盛
ん
に

新
し
い
枝
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
栽
培

の
条
件
に
あ
っ
た
何
軒
か
は
、
五
月

下
旬
に
梨
の
花
に
似
た
白
い
花
が
咲

き
栽
培
農
家
で
は
、
こ
の
秋
何
個
か

収
穫
で
き
る
だ
ろ
う
と
温
か
く
見
守

っ
て
お
り
、
本
村
で
初
め
て
キ
ュ
ウ

イ
フ
ル
ー
ツ
が
誕
生
す
る
か
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ

摘
み
に
大
忙
し

健
康
野
菜
を
作
ろ
う
と
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
入
ヶ
谷
農
研
で
は

今
年
か
ら
新
し
く
外
国
の
品
種
で
あ

る
ス
ナ
ッ
ク
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
員
の
一
人
で
あ
る
大
輪
の
野
本

茂
雄
さ
ん
も
五
月
中
旬
頃
か
ら
摘
み

出
し
て
い
ま
す
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
と
ち
か
っ
て
実
を

食
べ
る
の
で
大
き
く
し
て
か
ら
摘
む

の
で
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
よ
り
楽
と
の

こ
と
。
し
か
し
、
ま
だ
ス
ナ
ッ
ク
エ

ン
ド
ウ
の

P
R

、
い
わ
ゆ
る
消
費
拡

大
が
ま
だ
十
分
さ
れ
て
い
な
い
の
で

価
格
の
方
が
心
配
で
す
か
。
と
忙
が

し
く
手
を
動
か
し
な
が
ら
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
花
開
く

オ
ヤ
I
I鯉
の
ぼ
り
か
な

時
な
ら
ぬ
鯉
の
ぼ
り
か

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
白
い

吹
流
し
か
役
場
の
屋
上
に

立
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
、
稲

の
大
敵
で
あ
る
ヒ
メ

ト
ビ
ウ
ン
カ
の
浮
遊

量
を
調
べ
て
、
防
除

の
適
期
を
調
べ
る
「

゜

ネ
ッ
ト
、
ト
ラ
ッ
フ
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

板
倉
、
館
林
、
明
和
、

千
代
田
の
シ
マ
ハ
ガ

レ
病
常
発
地
域
に
病

害
虫
防
除
所
で
設
置

し
た
も
の
で
す
。

カ
メ
―
つ
一一ュ
ー
ス
No.2 

青年会早朝より空カン捨い

明
和
村
青
年
会
（
今
成
登
美
雄
）

で
は
、
道
路
の
あ
ち
こ
ち
に
見
苦
し

＜
捨
て
て
あ
る
空
カ
ン
を
郷
土
か
ら

追
放
し
よ
う
と
、
五
月
十
一
日
朝
五

時
か
ら
会
員
達
は
三
班
に
分
か
れ
て

大
輪
か
ら
斗
合
田
ま
で
の
県
道
を
約

三
時
間
か
け
て
ト
ラ
ッ
ク
ニ
台
分
拾

い
集
め
ま
し
た
。

会
員
達
は
意
外
に
た
く
さ
ん
あ

っ
た
の
に
お
ど
ろ
い
た
様
子
で

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
奉
仕
の

汗
は
気
持
が
い
い
と
み
ん
な
、

は
り
き
っ
て
行
っ
て
い
ま

し
た
。

な
お
、
今
後
も
機

会
を
み
て
拾
う
事
を

誓
い
第
一
回
の
郷

土
美
化
運
動
を

終
え
ま
し
た
。

公
用
並
び
に
公
的
団
体
の
視

察
研
修
用
と
し
て
、
村
で
は
二

十
九
人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
車
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

管
理
規
程
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、

安
全
な
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
よ

り
有
効
的
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

毎
朝

こ
の
ネ
ッ

ト
に
飛
び
こ

ん
だ
虫
を
、
七

月
末
日
ま
で
調
査

し
地
域
の
防
除
適
期
を

よ
り
正
確
に
知
る
た
め
の

も
の
で
す
。
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試 験 日 試験案内

試験名 受付期間 申込書
第 1 次第 2 次 交付開始

上級試験 6 月 2 日（月）
\ 7 月 20 日（日） 9 月中旬 5 月中旬

（選考々査） 6 月 21 日(±)

8 月 18 日（月）
初級試験 I 10 月 12 日（日） 11 月中旬 7 月下旬

9 月 6 日仕）

警察官試験 8 月 11 日（月）
I 10 月 5 日（日） 11 月上旬 7 月下旬

（交通巡視員） 9 月 10 日 (7k)

今
ま
で
、
社
会
教
育
関
係
は
公
民

館
で
、
社
会
体
育
関
係
は
役
場
教
育

委
員
会
で
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
六
月
一
日
よ
り
両
方
と
も
、
公

民
館
で
取
り
扱
い
ま
す
。

社
会
教
育
・
社
会
体
育
関
係
に
ご

用
の
方
は
直
接
公
民
館
に
来
館
し
て

く
だ
さ
い
。

で
'

県
職
員
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

本
年
度
の
群
馬
県
職
員
の
採
用
試

験
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
早
め
に
試
験
の
案

内
を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

公
民
館
で
扱
い
ま
す

社
会
教
育
・
社
会
体
育

会
議
は
何
か
を
決
め
る
た
め

の
話
し
合
い
で
す
か
ら
、
単
な

る
お
し
ゃ
べ
り
の
交
換
と
違
っ

て
、
出
席
者
は
会
議
の
目
的
に

そ
っ
た
発
言
を
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
要
領
の
よ
い
話
し
方

か
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他

人
の
意
見
に
対
し
て
も
良
い
聞

き
手
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
人
で
あ
ま
り
長
々
と
意
見

を
述
べ
る
の
も
問
題
で
す
か
、

人
の
話
を
中
途
で
さ
え
ぎ
っ
た

り
、
ま
ぜ
返
し
た
り
す
る
の
も

感
心
し
ま
せ
ん
。
よ
く
二
人
が

同
時
に
発
言
し
か
か
る
こ
と
か

あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
は

「
失
礼
」
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
な
ど
と
会

釈
す
る
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
す
。

「
私
は
た
だ
今
の
ご
提
案
に

賛
成
で
す
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま

次
回
は
日
常
の
あ
い
さ
つ
で
す

で
の
話
し
方7
 

毎
日
、
ど
こ
か
で
交
通
事
故

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
け
が
の
場

合
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
険
が

あ
る
の
で
国
保
で
治
療
を
受
け

る
必
要
は
な
い
し
、
ま
た
受
け

る
こ
と
か
で
き
な
い
と
思
っ
て

い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

交
通
事
故
に
よ
る
け
か
で
も
、

国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
か

で
き
ま
す
。
本
来
、
交
通
事
故
な
ど

の
第
三
者
・
加
害
者
が
明
ら
か
な
と

き
‘
け
か
や
病
気
は
、
そ
の
加
害
者

の
責
任
で
治
療
を
受
け
る
べ
き
も
の

で
す
。

し
か
し
、
年
々
高
額
に
な
る
交
通

事
故
の
医
療
費
は
、
自
賠
責
保
険
の

保
障
額
百
二
十
万
円
で
は
足
り
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、

す
と
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
結
論

を
先
に
言
っ
て
理
由
を
後
に
述
べ

る
と
分
か
り
や
す
い
話
し
方
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
人
の
意
見
に
反

対
す
る
と
き
は
「
0
0
さ
ん
の
ご

意
見
も
―
つ
の
行
き
方
だ
と
思
い

ま
す
か
、
私
は
少
し
違
っ
た
考
え

を
持
っ
て
い
ま
す
」
「
私
の
理
解

か
間
違
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
二
つ
の
点
で
疑
問
を
感

じ
ま
す
。
そ
れ
は
：
…
」
な
ど
と

柔
ら
か
に
言
え
ば
、
相
手
の
気
持

ち
を
傷
つ
け
な
い
で
済
む
で
し
ょ

゜

、
つ

時
々
「
0
0

さ
ん
が
お
っ
し
ゃ

ら
れ
る
よ
う
に
…
…
」
と
い
う
言

い
方
を
耳
に
し
ま
す
。
「
お
っ
し

ゃ
る
よ
う
に
」
「
言
わ
れ
る
よ
う

に
」
で
よ
い
の
で
す
。

一
時
的
に
多

交
通
事
故
も
国
保
で

治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す

今
回
の
利
率
引
き
あ
げ
に
よ
り
、

お
持
ち
の
定
額
貯
金
の
預
け
替
え
に

つ
い
て
、
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
申

し
出
れ
ば
、
四
月
十
四
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
取
り
扱
っ
た
も
の
と
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
期
日
ま

で
に
は
お
出
か
け
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
定
額
貯
金
を
お
持
ち

の
方
は
預
け
替
え
れ
ば
有
利
に
な
り

ま
す
。

①
昭
和
五
十
年
十
一
月
四
日
か
ら

昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
八
日
ま

で
に
お
預
け
に
な
っ
た
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
お
お
む
ね
一
年
六
ヵ
月

以
上
お
預
け
に
な
る
予
定
の
も
の

②
昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十
九
日

か
ら
昭
和
五
十
五
年
三
月
九
日
ま

で
に
お
預
け
に
な
っ
た
も
の
で
、

こ
れ
か
ら
お
お
む
ね
六
ヵ
月
以
上

お
預
け
に
な
る
予
定
の
も
の
。

③
昭
和
五
十
五
年
三
月
十
日
か
ら

同
年
四
月
十
三
日
ま
で
に
お
預
け

に
な
っ
た
も
の
。

ロ定
額
貯
金
の

預
け
替
え
を

雨
の
日
が
多
く
な
る
時
期
を
迎
え

ま
し
た
。
郵
便
の
ご
利
用
に
際
し
て

は
、
次
の
事
に
ご
注
意
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
あ
て
名
書
き
に
使
用
す
る
筆
記
用

具
に
つ
い
て
郵
便
物
の
あ
て
名
書
き

に
は
雨
で
、
に
じ
ん
だ
り
し
て
、
あ

て
名
が
読
み
に
く
く
な
る
筆
記
用
具

の
使
用
は
な
る
べ
く
避
け
て
く
だ
さ

、
。

し

な
お
、
封
い
ん
は
、
湿
気
で
は
か

れ
や
す
い
シ
ー
ル
や
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー

プ
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
も
な
る
べ

＜
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
雨
に
ぬ
れ

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
郵
便
箱

を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

郵
便
箱
は
大
型
の
郵
便
物
も
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
、
郵
便
局
で
お
す
す

め
し
て
い
る
標
準
規
格
の
も
の
を
お

付
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
郵
便
箱
か
表
札
に
は
、
ご

家
族
全
員
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

つ
ゆ
ど
き
の

郵
便
利
用
に
つ
い
て

郵
便
局
よ
り

お
知
ら
せ

お
願
い

V 

額
な
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
被
害
者
と
加
害
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
国
保
で
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
国

保
で
立
て
替
え
て
病
院
に
支
払
っ
て

お
き
、
あ
と
で
国
保
か
ら
加
害
者
や

自
賠
責
の
保
険
会
社
に
請
求
し
、
返

済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

交
通
事
故
に
あ
わ
ず
に
、
ま
た
、
起

こ
さ
な
い
の
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
不
幸
に
し
て
交
通

事
故
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
至
急
役

場
国
保
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
係
へ
連
絡
せ
ず
に
保
険
で
治

療
を
受
け
、
村
の
調
査
に
よ
り
届
出

書
等
の
提
出
を
指
示
さ
れ
た
場
合
、

支
払
っ
た
治
療
費
の
返
還
な
ど
で
被

害
者
の
方
に
不
利
益
な
こ
と
か
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
の
場
合
に
は

国
保
を
使
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

『
7 午前1000~12 00 南大島集会所 新田二軒・七軒・八軒

時 間 会 場 該当地区 月
3 
日 午後 1 00~3 • 00 II 稲荷山中本郷

6 午前1000~11: 30 東部児童館 上江黒 7 午前10·00~11 30 大輪下公民館 大輪
月 月
30 

午後 1 :00~3 • 00 薬 王 寺斗合田・下江黒
4 

午後 1 :00~3 00 明和農協第一 須賀・川俣日 日

7 午前10:00~11:30 東部児童館 干津井 7 午前10.00~12.00 矢島公民館 矢島・入ヶ谷
月 月
l 

午後 1 :00~3: 00 江口集会所 江口
8 

午後 1 :00~3: 00 II 大佐貫日 日

7 午前1000~11: 30 公 民館 新里 i 午前10·00~11 30 公 民 館 中谷 明和村全域
月
2 

午後 1 :00~3: 00 田島出荷所 田島
, 

午後 1 :00~3 • 00 梅原三島神社 梅原日 日

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
実
施

結
核
定
期
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
を
し
な
か
っ
た

方
で
も
、
当
日
会
場
に
く
れ
ば
受
け

ら
れ
ま
す
。
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（
財
）
県
文
化
事
業
団
で
は
上
州
の

文
化
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
ふ

さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
規
定
●
用
紙
は

B

五
判
白

画
用
紙
、
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙

●
作
品
の
裏
に
氏
名
、
年
令
‘
性

別
、
住
所
、
職
業
、
勤
務
先
、
作

品
の
も
つ
意
味
及
び
作
図
を
明
記

●
彩
色
は
一
色

▼
募
集
期
間
六
月
一
日
か
ら
七
月

三
十
一
日
ま
で

▼
送
り
先
〒
三
七
一
前
橋
市
大
手

町
一
1
-
1

一
（
財
）
群
馬
県
文
化

事
業
団
普
及
課
ま
で
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

県
文
化
事
業
団
|
ー
ー

大
安
、
吉
日
は
祝
電
の
ラ
ッ
シ
ュ

で
す
。

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
の
か
、

割
引
制
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

配
達
日
指
定
（
無
料
）
で
、
ご
希

望
の
日
の
午
前
、
ま
た
は
、
午
後
を

指
定
し
、
配
達
日
の
三
日
以
前
に
う

ち
ま
す
と
、
百
五
十
円
割
引
き
に
な

り
ま
す
。

予
約
を
十
日
前
か
ら
受
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
。

ま
た
、
お
祝
い
や
お
く
や
み
の
電

報
を
う
つ
と
き
の
、
電
報
文
例
を
現

状
に
マ
ッ
チ
し
た
百
十
五
例
文
を
追

加
し
、
電
報
受
付
の
窓
口
や
電
話
で

お
う
ち
に
な
る
際
の
ダ
イ
ヤ
ル
「
一

一
五
番
」
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
報
の
割
引
制
度

。

テ
ン
フ
オ
ン
メ
モ
…

0
1z
 

子ども自然観察会

参加者募集

県では、ふるさとの自然に親しむ運動の一

つとして妙義山において「子ども自然観察会」

を開催します。この子ども自然観察会は、児

童•生徒に、自然の中で自然のしくみを理解

していただき、一人ひとりが自然保護を身を

もって実践する理性と能力を養うことを目的

として行われるものです。

参加希望の方は先箔順に受け付けますので

早めに申し込んでください。

►期日 8 月 3 日（日）～ 4 日（月） 1 泊 2 日

► 対 象 小学校 3 年から中学校 3 年までの

児童•生徒

►定員 60人（先着順）

► 参加費用 3,500円（宿泊費、食費を含みま

す）

はがきに住所、氏名、年齢、学年、

性別、保護者氏名、電話番号、参

加希望の旨を記入し、保護者の承

諾印を押印のうえ、県庁林務部部

長室自然保護対策室(〒371 前橋

市大手町 1 -1 - 1)'へ申し込ん

でくださしヽ。

► 申込み

住
宅
を
新
築
し
た
り
、
中
古

用
住
地
及
び
宅
地
を
取
得
し
た

場
合
、
次
の
要
件
に
該
当
し
、

取
得
の
日
か
ら
六
十
日
以
内
に

「
不
動
産
取
得
税
申
告
書
」
を

役
場
に
提
出
す
れ
ば
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

l
t
l
新
築
住
宅
に
係
る
も
の

次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
を

建
築
し
た
場
合
は
、
一
戸
に
つ

き
価
格
か
ら
三
百
五
十
万
円
か

控
除
さ
れ
ま
す
。

●
床
面
積
が
百
六
十
五
面
以
下

•
一
面
当
た
り
の
価
格
か
八
万

七
千
円
以
下

＊
中
古
住
宅
に
係
る
も
の

個
人
が
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
中
古
住
宅
を
取
得
し

た
時
、
三
百
五
十
万
円
か
控
除

さ
れ
ま
す
。

●
床
面
積
が
四
十
面
以
上
で
百
六
十

五
面
以
下
で
あ
る
こ
と
。

•
一
面
当
た
り
の
価
格
が
七
万
七
千

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

●
取
得
の
日
前
十
年
の
期
間
内
に
新

築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
取
得
の
日
ま
で
引
き
続
き
三
年
以

上
所
有
し
、
か
つ
、
当
該
取
得
の
日

前
二
年
の
期
間
内
に
そ
の
居
住
の
用

に
供
し
た
こ
と
の
あ
る
者
か
ら
取
得

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

●
取
得
者
か
取
得
の
日
前
一
年
の
期

間
内
に
自
己
の
所
有
す
る
住
宅
に
居

住
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

●
取
得
者
が
自
已
の
居
住
の
用
に
供

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

0
住
宅
用
の
土
地
に
係
る
も
の

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合

住
宅
を
新
築
し
た
人

中
古
住
宅
を
買
っ
た
人

宅
地
を
買
っ
た
人

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、

原
則
と
し
て
四
万
五
千
円
ま
で
の
額

が
税
額
か
ら
引
か
れ
ま
す
。

●
土
地
の
取
得
後
二
年
以
内
に
住
宅

を
新
築
し
た
場
合

●
土
地
の
取
得
前
一
年
以
内
に
住
宅

を
新
築
し
て
い
た
場
合

●
土
地
付
き
の
新
築
住
宅
を
取
得
し

た
場
合

●
土
地
の
取
得
後
一
年
以
内
に
既
存

住
宅
を
取
得
し
て
い
た
場
合

●
土
地
の
取
得
前
一
年
以
内
に
既
存

住
宅
を
取
得
し
て
い
た
場
合

※
新
築
住
宅
や
宅
地
の
取
得
に
つ
い

て
は
七
月
一
日
か
ら
（
中
古
住
宅
に

つ
い
て
は
四
月
一
日
）
適
用
さ
れ
ま

す
。
取
得
後
六
十
日
以
内
に
届
出
を

し
な
い
と
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
早
め
に
役
場
税
務
課
に
申

不
動
産
取
得
税
の

軽
減
申
請
を

告
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
告
用
紙
は

役
場
税
務
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

▼
大
佐
貫
の
篠
木
織
三
郎
さ
ん
は
米

寿
記
念
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
の

奉
仕
銀
行
へ
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

▼
新
里
の
関
口
須
美
子
さ
ん
は
中
央

公
民
館
に
花
器
一
基
（
一
万
円
相
当
）

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
南
大
島
の
鈴
木
実
さ
ん
は
中
央
公

民
館
に
き
じ
の
は
く
せ
い
を
一
羽
（

二
万
円
相
当
）
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

―
文
芸
欄
—

背
の
び
す
る
子
の
目
の
高
さ
に
腰
屈

め
気
負
ひ
だ
き
上
ぐ
夕
富
士
見
せ
む

と

柿
沼
ま
つ

ま
ご外

孫
を
待
つ
厨
に
匂
ふ
甘
き
香
は
い

で
湯
の
里
に
求
め
来
し
豆

金
子
あ
き

老
ひ
て
よ
り
絵
筆
を
愛
し
つ
逝
き
し

父
牡
丹
ふ
ふ
め
り
物
思
ふ
な
り

瀬
下
一
江

こ

嫁
ぐ
娘
の
こ
と
に
は
ふ
れ
ず
庭
に
く

と
リ

る
野
鳥
の
こ
と
な
ど
言
ひ
て
夕
飼
す

奈
良
原
キ
ク
ノ

塾
に
来
て
も
病
葉
ち
ぎ
る
花
屋
の
子

い
と
ほ
し
げ
に
見
る
シ
ク
ラ
メ
ン
の

花
を

江
森
佳
世
子

悲
し
み
の
突
き
あ
げ
て
来
ぬ
吹
奏
のレ

¥
j

「
水
漬
＜
屍
」
を
沿
み
て
聞
く
際

（
戦
没
者
慰
霊
祭
）
江
森
政
美

点
滴
も
す
で
に
入
ら
ず
昏
み
ゆ
く
背

戸
に
椿
の
お
ち
花
拾
ふ

坂
上
千
枝
子

読
経
の
深
山
に
こ
だ
ま
す
大
僧
正
紅

の
衣
に
ぽ
つ
く
り
の
音

富
塚
富
江

館
林
浅
草
間
に
村
一
っ
明
和
に
住
み

て
老
ひ
の
安
ら
ぎ

山
形
ト
メ

展
望
の
ベ
ン
チ
に
歌
友
と
並
び
ゐ
て

梵
鐘
余
韻
暫
し
聞
き
ゐ
る

細
田
武
子

裏
戸
開
け
木
洩
れ
陽
匂
ふ
膳
囲
む
郭

公
聞
き
つ
田
植
え
半
ば
を

立
岡
正
夫

し
づ

名
刹
の
寺
の
鎮
も
り
屋
根
越
ゆ
る
広

カ
カ
よ

告
塔
に
時
代
耀
ふ

岡
安
ふ
み

あ
わ
t
ょ
｀

9
9
9
,
 .
.
 

ロ
｀
宍
く
れ
升

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

佐
瀬
美
和
子
和
行
二
女
江
口

4

月

2
2日

須
永
智
久
栄
治
二
男
矢
烏

5

月
3

日

石
田
昌
弘
清
美
三
男
中
谷

5

月
8

日

盛
綾
子
勝
彦
長
女
入
ヶ
谷

5

月

1
8日

川
島
衣
加
常
男
長
女
新
里

5
月
2
5日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
『
[
[
地
区
死
亡
月
日

本
沢
増
蔵

8
5
（
寿
治
）
南
大
島
5

月
5

日

小
久
保
和
美

4
9
弘
治
千
津
井

5

月

1
1日

須
藤
正
雄

3
3
勇
太
郎
矢
島

5

月

2
1日

田
村
特

·
-
7
2

博
千
津
井

5

月

2
9日

役
場
人
事
異
動

役
場
の
人
事
異
動
が
六
月
一
日
付

で
次
の
と
お
り
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

村
誌
編
さ
ん
室
室
長
川
上
幸
次
郎

（
公
民
館
次
長
）

（
）
は
前
職
敬
称
略
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一貪ク
救急車出動回数
●交通事故 4 件
●急病 9 件
●その他 1 件

計 14 件

言
館林邑楽地区 館 林 地 区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田地区
日

6 月 15 日
佐々木医院 大神医院 大塚医院ff 02767(2)0176 岡田医院 竹越医院

曜 ft 0272(62)2623 ff 0276(62)2200 ゆたか医院ff 02767(3)7308 ff 02767(2)3163 ft 027684-3137 

6 月 22 日
落合医院 小倉医院 後藤（愛）医院ff 02767(2)0134 館林医院 ；ェロ医院

当 ff 02767(2)0160 ff 02767(2)0606 上野医院ft 02767(2)3330 ff 02767(4)2112 ff 027686-320 I 

6 月 29 日
根岸医院 後藤康生医院 後藤康生医高ff 02767(2)3975 寺内医院 館林地区が

番 ff 02767(2)3262 ft 02767(2)3975 清河堂医院ff 02767(2)3070 ff 02767(2)3031 担当します

7 月 6 日
古屋（恒）医院 原医院 大島診療所ff 02767(7) 1503 礫川堂医院 小西医院

医 ft 0276(63)6161 ff 02767(2)1936 安楽岡医院ff 02767(2)0572 ff 02767(4)0184 ff 027686-2261 

7 月 13 日
佐々木医院 川田医院 川生医院ft 02767(2)3030 永寿堂医院 竹越医院 ？、
ff 0272(62)2623 ft 02767(2)0754 大石医院ff 02767(4)2362 ff 02767(2)4464 で 027684-3137

あ
な
た
の
年
金

権
は
大
丈
夫
で
す

~力゚

国
民
年
金
の
特

例
納
付
は
、
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
加
入
し

て
い
な
い
人
や
、

保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
た
た
め
に

年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
る

人
の
た
め
に
、
特

別
に
過
去
の
未
納

保
険
料
が
納
め
ら

れ
、
将
来
年
金
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

も
う
一
度
、
納
め
忘
れ
た
保
険
料

か
な
い
か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
で
は
青
年
洋
上
大
学
の
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
青
年
洋
上
大
学
は
郷
土
の
将

来
を
担
う
青
年
達

集
に
規
律
の
あ
る
団

募
[
[
』
い
り
い
]

ク
生
と
も
に
、
国
際
的

視
野
を
広
め
郷
土

ツ
学
の
リ
ー
ダ
ー
の
育

タ
大
口
汀
□
0す

ア
上
ぜ
ひ
、
あ
な
た

も
ア
タ
ッ
ク
し
て

で
洋
は
い
か
が
。

さ
票
ー
募
集
要
項
ー

▼
日
程
九
月

若
＋
四
日
か
ら
十

四
日
間
。
往
路
は

§
§
§
§
§
§
§
土
あ
し
ら
せ
で
＄
魯
を
；
§
上
あ
し
ら
せ
て
§
屯
魯
ゞ
＄
屯
屯

く
わ
し
く
は
、
役
場
住
民
課
に
お
り
で
す
。

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

9

時

パ
パ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

参
加
チ
—
ム
の
募
集

▼
期
日
七
月
八
日
か
ら
実
施

▼
時
間
午
後
六
時
三

0
分
か
ら

試
合
開
始

明
和
中
学
校
及
び
東
小

学
校
校
庭

既
婚
者
で
地
区
単
位
で

編
成
し
た
チ
ー
ム

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

一
試
合
七
回
戦
ま
た
は

一
時
間
二
十
分
以
内
。

一
会
場
で
二
試
合
消
化

六
月
末
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

国民年金の特例納付
令月で締め切り

▼
申
込
先

▼
方

▼
対

▼
会

法 象 場

中
国
船
「
耀
華
号
」
、

復
路
は
中
国
航
空
機

中
国
（
上
海
、
青
島
、

天
津
、
北
京
）

二
百
五
十
人
（
本
村
割
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~
こ
ど
も
の

~
あ
そ
び
か
ら

一
目
を
は
な
さ
ぬ

一
よ
う
に
し
ま
し
ょ

須
賀
、
大
輪
地
先
の
利
根
川
河
川

敷
で
、
一
都
六
県
の
水
防
演
習
が
七

月
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
見
学
は

自
由
で
す
の
で
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

主
な
演
習
と
時
間
は
、
次
の
と
お
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村
で
は
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
の
誕

生
を
願
い
＂
母
親
学
級
“
を
開
催
し

ま
す
。

こ
の
母
親
学
級
は
妊
娠
し
て
い
る

お
母
さ
ん
を
対
象
に
出
産
、
育
児
の

知
識
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

▼
日
時

●
七
月
十
六
日

午
後
一
時
1

四

野
犬
に
よ
る
農
作
物
や
盆
栽
等
の

被
害
を
な
く
そ
う
と
、
野
犬
を
捕
え

役
場
に
連
行
し
た
者
に
報
償
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
親
犬
（
一
頭
当
た
り
）

●
小
犬
（
一
頭
当
た
り
）

ノ
ト
ン
ト
ア
ラ
ー
・
音

ゞ楽
隊
演
奏

1
0時
各
種
演
習
開
始

1
1時
5
5分
県
警
・
日
赤
救
援
救
護

1
2時
1
5分
自
衛
隊
救
援
救
護

1
3時
9

分
閉
会

難
病
相
談
コ
ー
ナ
ー
開
設

県
で
は
、
い
わ
ゆ
る
難
病
に
つ
い

て
、
二
十
一
疾
患
を
対
象
に
医
療
費

の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
か
、
そ
の

ほ
か
前
橋
保
健
所
に
「
難
病
相
談
コ

ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

．
相
談
は
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
で
す
。
相
談
場
所
1
1

前
橋
市
国
領

町
―
-
i
-
―
―

I
-
=―
竺
―
―
七
―
-
|
-
―
―

-
I
七
八
六
七

五
百
円

二
百
円

り
合
て
人
数
二
人
）慶

▼
個
人
負
担
八
万
円

▼
参
加
資
格
十
八
歳
か
ら
二
十
九

歳
ま
で
の
勤
労
者

七
月
五
日
ま
で
に
役
場

教
育
委
員
会
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

時
ま
で

●
七
月
二
十
三
日

四
時
ま
で

●
七
月
三
十
一
日

午
後
三
時
ま
で

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
費
用
無
料

午
後
一
時
ー

各
種
検
診
日

各
種
検
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
娠
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
の
納
め
は
村
（
県
）
民

税
第
一
期
、
国
民
健
康
保
険
税

第
一
期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、

及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

．
集
合
納
入
日
・

二
十
五
日
東
部
児
童
館

I
I

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
六
日
中
央
公
民
館

二
十
七
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
公
民
館

野
犬
の
連
行
者
に

報
償
金
を
支
結

• • 

相談場所 時日 交
は 通: [ 

時 6
1 月事

で ` 17 故す゜ 3 日 相
時ま 午前 ＝畝火
で 10

▼
定

員

▼
申
込
先

午
前
十
時
＼

▼
訪
問
先

• ▼月

畠 日例
時 行

役時 6 形［

悶 1 月―‘
午 16 人
三後日権

誓会口3 篇 -相
で 10 談
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昭和55年 7 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第226号

素. ・クフル遍攀鑢わる
(2) 

衆・参議員選挙地区別投票調※本村分
地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順位

斗合田 292 人 273 人 19 人 93. 49 % 7 位

下江黒 260 247 13 95.00 2 

上江黒 379 339 40 89.45 15 

千津井 435 411 24 94.48 5 

江 ロ 461 419 42 90.89 12 

田 島 413 389 24 94.19 6 

南大島 898 816 82 90.87 13 

新 里 591 535 56 90. 52 14 

中 ベロ 412 358 54 86.89 16 

梅 原 605 553 52 91.40 10 

JI I 俣 288 275 13 95.49 1 

須 省ノ `‘ 322 297 25 92.24 , 
大 輪 620 576 44 92.90 8 

入ヶ谷 98 93 5 94. 90 3 

矢 島 4' 79 436 43 91. 02 11 

大佐貫 400 378 22 94. 50 4 

計 6,953 6,395 558 91. 97 

連
合
時
代
の
初
ま
り
か
、
あ
る
い
は

引
き
続
き
単
独
政
権
か
、
な
ど
を
争
点

に
行
わ
れ
た
史
上
初
の
衆
議
院
、
参
議

院
の
ダ
ブ
ル
選
挙
が
六
月
二
十
二
日
に

投
票
が
行
わ
れ
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
事

や
、
衆
参
同
時
に
行
わ
れ
る
歴
史
的
な

選
挙
と
あ
っ
て
、
全
国
的
に
投
票
率
が

高
く
、
明
和
村
で
も
前
回
の
衆
議
院
選

挙
（
五
十
四
年
）
よ
り
、
四
・
六
五
％

も
上
回
る
成
績
で
し
た
。

み
な
さ
ん
の
選
挙
の
結
果
は
い
か
か

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

今
後
も
一
人
ひ
と
り
が
政
治
に
関
心

を
寄
せ
国
民
の
た
め
の
政
治
を
行
う
よ

う
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
投
票
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

当
日
の
有
権
者
数
六
、
九
五
三
人

投
票
者
数
六
、
三
九
五
人

棄
権
者
数
五
五
八
人

投
票
率
九
一
・
九
七
％

一
衆
議
院
（
群
馬
二
区
）
＿

▼
候
補
者
別
得
票
数
（
敬
称
略
）

中
田
米
蔵
（
共
）
一
五
五
票

（
全
体
の
ニ
・
五
％
）

橋
本
尚
稔
（
無
）
八
六
票

（
全
体
の
一
•
四
％
）

長
谷
川
四
郎
（
自
）
三
―
i
九
票

（
全
体
の
五
O
·
I
%
)

小
川
省
吾
（
社
）
―
二
七
七
票

（
全
体
の
二O
·
七
％
）

中
島
源
太
郎
（
自
）
一
五
四
二
票

（
全
体
の
二
五
·
O
％
)

＿
参
議
院
（
地
方
区
）
＿

▼
候
補
者
別
得
票
数
（
敬
称
略
）

吉
村
金
之
助
（
共
）
一
三
三
票

福
田
宏
一
（
自
）
三

0
0

九
票

山
田
譲
（
社
）
一
四
九
二
票

最
上
進
（
自
）
一
四
ニ
ニ
票

参議院全国区の50票以上
の得票者（得票順）

※本村分

候 補 者 得票数

大河原太一郎 （自） 7 8 1 票

丸茂重貞 （自） 7 4 0 

坂野重信（自） 5 2 3 

つるおか洋（公） 4 2 6 

山東昭子（自） 2 7 1 

あくね登（社） 2 6 6 

長田裕二（自） 2 0 9 

たぶち哲也（民） 1 7 3 

岡田 広（自） 1 6 9 

中山千夏（革） 1 6 4 

青島幸男 （無） 1 4 9 

市川房枝（無） 1 2 5 

岡部三郎（自） 1 2 1 

田沢ともはる （自） 1 0 9 

鈴木和美（社） 9 8 

宮田 輝（自） 9 2 

みのべ亮吉（無） 8 2 

いたかき正（自） 8 1 

田中正己（自） 8 1 

かすや照美（社） 7 9 

内藤 功（共） 7 3 

コロンビア・トップ（無） 7 1 

寺沼さち子（自） 6 0 

山口淑子（自） 5 2 

村上正邦（自） 5 0 

※小数点以下省略

邑楽郡各町村投票結果（衆議院） ※本村分

こ計口者 中田米蔵 橋本尚稔 長谷川四郎 小川省吾 中島源太郎 計 投票率

明和村 155 票 86 槃 3,119 漂 1,277 票 1,542 票 6,179 票 91. 97 ツ/0 

板倉町 178 90 6,048 1,477 2,676 10,469 91.86 

千代田村 183 64 2,387 978 2,652 6,264 85.64 

大泉町 577 279 2,977 ャ 4,613 7,406 15,852 77.26 

邑楽町 412 158 3,586 2,933 5,075 12,164 85.33 

合 計 1,505 677 18, 117 11,278 19,351 50,928 84.59 

（参議院地方区） ※本村分

: 吉 福 山 最
村 田 田 上金
之

本r」→

計
助 ニ甜フLを 進

町

^ ^ ^ ^ 悶 北ノ ‘ 自 杜 自
ヽ ヽ ヽ ヽ

明和村 13『 3,00票9 1,49票2 1,42票2 6,05票6 

板倉町 191 5,805 1,586 2,680 10,262 

千代田村 162 3,048 1,204 1,716 6,130 

大泉町 559 8,135 4,696 2,361 15,751 

邑楽町 432 5,804 3,435 2,242 11,913 

合計 1,477 25,801 12,413 10,421 50,112 

姦
匂 9 吃‘て勺払



(3) 第226号 広 報 め し＼ わ 昭和55年 7 月 10 日

私
は
職
業
が
ら
洋
服
を
扱
っ
て

お
り
、
特
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
輿

味
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
の
子
供
の
頃
と
い
え
ば
‘

両
親
、
祖
父
母
と
も
フ
ァ
ッ
シ
ョこ

｀
、
こ

f
f
 

ン
に
ぜ
ん
ぜ
ん
関
心
な
く
‘

慟
く
ば
か
り
で
し
た
。

と
こ
ろ
か
今
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
み
ん
な
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

関
心
を
持
ち
、
昔
か
ら
思
え
ば
、 ^ 

ー→‘~

んさ

竺
／
ア
ヅ
‘
：
：
竺
―
-
ロ
ロ

吉

（第47 回）

昭
和
五
十
五
年
こ
と
し
の
十
月
＿
日
に
は
、
全
国
い
っ
せ
い
に
国

勢
調
奎
ガ
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
謁
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
可
べ
て
の
方
を
対
象
と
し
だ
、
国

の
叢
も
基
本
的
で
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。
大
正
九
年
、
「
文
明
国
へ
の

仲
閻
入
り
L

を
合
言
葉
に
始
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
と
に
行
わ

れ
、
こ
と
し
の
調
査
は
士
二
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

こ
の
一
大
統
計
胴
査
に
よ
っ
て
、
人
口
や
世
帯
数
は
も
ち
ろ
ん
、
年
齢

詞
配
偶
者
別
・
産
業
別
・
職
業
別
に
み
だ
人
口
構
成
や
也
帯
構
成
な
ど

も
朋
ら
ガ
に
さ
れ
ま
可
。
そ
の
結
果
は
、
都
道
府
国
や
市
町
村
別
に
ま
と

め
ら
れ
、
行
政
を
は
じ
め
広
い
分
野
に
わ
だ
っ
て
活
用
さ
れ
ま
可
。

十
月
一
日
を
選
ん
だ
理
由
は
な
ん

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

気
候
の
よ
い
秋
だ
か
ら
ー
|
こ
い
い

え
、
違
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
事
情
に

つ
い
て
、
大
正
九
年
の
第
一
回
調
査

の
報
告
書
を
見
て
み
る
と
ー
。

十
数
年
位
に
皆
若
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
四
十
ー
五
十
代
の
主
掃
の

人
達
に
‘
色
は
原
色
、
柄
は
大
柄
、

形
は
近
代
的
に
と
、
顕
著
に
表
わ
れ

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
梅
原
の
吉
永
さ
ん
で
す
）

て
い
る
よ
う
で
す
。
若
し
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

以
前
と
は
変
わ
っ
た
物
に
な
っ
て
そ
の
た
め
に
は
、
精
神
は
も
ち

い
る
の
に
、
そ
れ
か
何
の
抵
抗
も
な
ろ
ん
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が

く
着
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
意
外
と
重
要
視
さ
れ
て
く
る
の
で

社
会
の
変
化
、
社
会
の
流
れ
で
は
な
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

—調査にご協力を―

ま
ず
、
年
末
、
年
始
で
す
か
、
こ

の
時
期
は
「
取
引
の
決
算
、
年
賀
の

風
習
か
あ
る
」
し
か
も
地
域
に
よ
っ

て
「
積
雪
か
深
く
不
適
当
」
ま
た
、

夏
は
「
炎
熱
が
激
し
く
」
こ
れ
ま
た

適
さ
な
い
。
残
る
は
春
と
秋
で
す
が

春
は
「
旅
行
・
遊
山
す
る
人
が
多
い
」

「
年
度
の
変
り
目
で
人
口
の
移
動
が

多
い
」
の
で
、
調
査
時
期
と
し
て
は

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
私
達
も
‘
だ
ん
だ
ん

年
を
と
っ
て
行
く
わ
け
で
す
が
、

昔
と
は
違
っ
て
、
今
は
人
生
七
十

年
と
い
う
よ
う
に
、
い
つ
で
も
若

999

•

99

•

99999999999 瓜
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、
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9
9
9
9
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9
9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

国
勢
調
査
は
「
紙
で
勝
負
す
る
」

と
い
わ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
全
国

約
七
十
五
万
人
の
調
査
員
の
ご
苦
労

な
し
に
成
果
は
あ
げ
ら
れ
ま
せ
ん
か
、

四
千
五
百
万
枚
の
調
査
票
は
、
ま
ぎ

れ
も
な
い
「
紙
」
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
回
の
調
査
に
ど
の

く
ら
い
の
紙
を
使
う
の
で
し
ょ
う
か
。

調
査
票
一
枚
の
厚
さ
は

O
·

一
五

三
ミ
リ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
か
、
今
回
全

国
で
使
わ
れ
る
四
千
五
百
万
枚
を
積

み
重
ね
る
と
、
富
士
山
の
約
一
・
八

倍
の
六
千
八
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
に

も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
調
査
票
一
枚
の
大
き
さ
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
人
々
の
職

業
的
活
動
か
盛
ん
で
、
全
人
口
の
大

半
を
占
め
る
農
業
従
事
者
に
と
っ
て

は
、
か
な
ら
ず
し
も
農
繁
期
で
は
な

V

、
ま
た
、
人
口
の
移
動
が
少
な
く

か
つ
一
年
の
四
分
の
三
を
経
過
し
た

十
月
一
日
」
に
決
め
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

タ
テ
三
六
セ
ン
チ
四
ミ
リ
、
ヨ
コ
ニ

五
セ
ン
チ
七
ミ
リ
。
四
千
五
百
万
枚

を
タ
テ
に
一
直
線
に
並
べ
た
と
し
ま

す
と
、
約
一
万
六
千
三
百
八
十
キ
ロ

と
な
り
、
東
京
ー
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
間
の
飛
行
距
離
八
千
四
百
四
十
五

キ
ロ
の
約
二
倍
に
も
な
り
ま
す
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9

口
噂
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「
日
ご
ろ
」
と
か
「
い
つ
も
」
と

い
う
意
味
で
、
わ
た
し
た
ち
は
「
ふ

だ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
い
ま

す
。
「
ふ
だ
ん
よ
く
行
く
店
」
と
か
‘

「
ふ
だ
ん
思
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど

と
い
う
ふ
う
に
|
_
o

と
こ
ろ
で
十
月
一
日
に
行
わ
れ
る

国
勢
調
査
は
「
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る

場
所
」
で
行
う
こ
と
か
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
「
ふ
だ
ん
」

と
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
を
い
う
の

で
し
ょ
う
か
。

大
正
九
年
に
始
ま
っ
た
国
勢
調
査

で
す
か
、
昭
和
二
十
二
年
の
臨
時
調

査
ま
で
は
、
そ
の
人
か
「
＋
月
一
日

午
前
零
時
」
に
い
た
そ
の
場
所
を
現

在
地
と
し
て
調
べ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
だ
と
、
た
ま
た
ま
旅
行
し
て

い
た
り
す
る
場
合
は
、
旅
行
先
や
出

張
先
の
市
な
ら
市
、
町
な
ら
町
の
人

口
と
し
て
数
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
矛
盾
か
ら
、
昭
和
二
十

五
年
の
調
査
の
と
き
か
ら
、
そ
れ
ま

で
の
「
現
在
地
方
式
」
を
改
め
て
、

そ
の
人
が
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所

で
調
査
す
る
「
常
住
地
方
式
」
に
切

り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

ー
さ
て
「
ふ
だ
ん
」
と
は
、
ど
の

く
ら
い
の
期
間
を
い
う
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
す
か
、
国
勢
調
査
の
場
合

は
、
十
月
一
日
現
在
す
で
に
三
ヵ
月

以
上
住
ん
で
い
る
か
、
十
月
一
日
前

後
を
通
じ
て
三
ヵ
月
以
上
に
わ
た
っ

て
住
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
所
を
、

ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
と
決
め
て

い
ま
す
。

ー
お
願
い
―

本
村
で
は
四
十
七
名
の
調
査
員
か

九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

間
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

再
度
調
査
員
か
十
月
一
日
か
ら
五

日
ま
で
に
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
の

で
、
そ
れ
ま
で
に
十
月
一
日
午
前
零

時
現
在
の
状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
安
全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞
に
中
川
さ
ん

明
和
村
と
館
林
市
板
倉
町
の
小
学

六
年
生
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
地
区
別
対
抗
無
事

故
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
か
、
そ
の
結
果
本

村
で
は
次
の
方
々
か
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
最
優
秀
賞
中
川
清
子
（
西
小
）

▼
優
秀
賞
須
藤
真
理
子
（
東
小
）

＂
鈴
木
則
子
（
西
小
）

▼
優
良
賞
横
塚
智
美
（
東
小
）

▼
佳
作
高
沢
幸
江
（
西
小
）

＂
砂
賀
三
千
代
（
東
小
）
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群馬県老人大学大利根学園学習計画表

ご 教養謙座（午前 IO00-12 00) 専門講座（午後 I 00~3 00) 

\ 
合同入学式（県民会館大ホール）

9 月 2 日 記念講演（日本文学における晩年の栄光）

（火） 群馬県立女子大学教授 有川美亀男

9 月 5 日
〔日程説明及び自治会活動〕

〔家庭園芸（ l)〕（草花）

（金） 館林市草花クラプ会長福田 克己

9 月 II 日 〔館林の史話をめぐって〕 〔家庭園芸（2)〕（花木）

（木） 館林地方史研究会々長川島維知 元館林花木振興協議会会長 小林仁一郎

9 月 18 日 〔日本経済の動向と私たちのくらし） 〔高年者と事故防止）

（木） 第一勧業銀行支店長石井誠一 館林警察署長 飯塚小次郎

9 月 30 日
〔自由交流〕 〔映画教室〕

（火）

10 月 3 日 〔老人と法律〕 〔これからの老人クラプ活動〕

（金） 弁護士早川庄一 県老人クラプ連合会活動推進員清水禎作

10 月 9 日 〔郷土（万葉紀行）〕 〔ダンス教室（フォーク）〕

（木） 元館林女子高校校長 緊田太二郎 館林市社会教育指導員 宮田 澄江

10 月 17 日 （最近の社会情緊〕 〔郷土の野鳥をたすねて〕

（金） 上毛新聞社副社長 金井彦三郎 日本野鳥の会市民協力会員 横山 栄一

10 月 23 日 〔宗教と人生〕 〔民謡をたずねて）

（木） 遍照寺住職 古茂田良証 コロンピアレコード専属 杉本京子

10 月 31 日 〔園外学習（ l) 〕 （埼玉古墳と群馬の森）
（金） 指導 川島維知

11 月 8 日 〔南極秘話〕 〔老人健康体操〕

（土） 第 7 次南極越冬隊員 本川 イ呆之 館林市老人クラプ連合会長 橋爪梅三郎

11 月 14 日 〔私の生きがい〕 〔ゲートポールの技法について〕

（金） 太洋航空誅大西勇一 館林ゲートポール協会長北見朝一

11 月 21 日
〔園外学習（2) 〕 ( 県立身体障害者リハピリテーションセンター) 

（金） 県立特別養護老人ホーム菱風園

11 月 27 日 〔自伝の書き方〕 〔田山花袋について）

（木） 大泉保育専門学校教務部長 田嶋 一郎 館林図書館吉羽光国

11 月 28 日
〔卒業式〕 〔自治会行事〕

（金）

逐
年
増
加
す
る
高
齢
者
か
、
社
会

環
境
の
変
化
に
順
応
す
る
能
力
を
再

開
発
し
、
社
会
活
動
へ
の
参
加
に
よ

る
生
き
か
い
の
う
え
に
、
さ
ら
に
充

実
し
た
生
活
の
向
上
を
図
り
、
新
し

い
仲
間
、
新
し
い
教
育
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
‘
今
年
も
昨
年
に
引
き
続

き
‘
"
大
利
根
学
園
“
か
館
林
文
化

会
館
で
開
校
さ
れ
ま
す
。

六
十
歳
以
上
の
お
年
寄
リ
の
方
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
お
年
寄
り
で

あ
る
た
め
に
も
是
非
参
加
し
て
は
‘

▼
開
校
期
間

九
月
二
日
か
ら
十
一
月
二
十
八
日

ま
で
の
三
ヵ
月
間

▼
入
学
資
格

館
林
市
・
邑
楽
郡
内
に
住
む
六
十

歳
以
上
の
方
で
会
場
ま
で
通
学
可
能

者
。
（
群
馬
県
老
人
大
学
卒
業
者
は

除
く
）

▼
大
利
根
学
園
会
場館

林
文
化
会
館

い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

1
1

大
利
根
学
園
I
I再
び
開
校

み
な
さ
ん
の
要
望
に
よ
り

”
し
尿
浄
化
槽
I
Iを

設
置
さ
れ
る
方
へ

▼
募
集
人
員
ま
で

百
十
名
（
応
募
者
か
多
数
の
場
合
▼
申
込
先

は
抽
せ
ん
で
決
定
）
明
和
村
役
場
住
民
課
（
申
込
用
紙

▼
募
集
期
間
は
役
場
住
民
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

六
月
十
九
日
か
ら
七
月
二
十
五
日
す
。
）

一
皇
『
口
鱈
ロ
ロ
『
し
ょ
う

あ
な
た
は
‘
国
民
年
金
の
保
険
料
け
で
は
何
ん
の
年
金
も
支
給
さ
れ
ま

を
納
め
ま
し
た
か
。
ま
だ
、
納
め
て
せ
ん
。

い
な
い
人
は
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま
に
し
年
金
か
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
険

て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
老
齢
年
金
料
は
次
の
表
の
納
期
限
ま
で
に
キ
チ

か
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
か
あ
る
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

は
か
り
か
‘
万
―
‘
不
慮
の
事
故
な
ど

で
障
害
者
や
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と

き
に
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
さ
え

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
あ
リ
ま
す
。

国
民
年
金
は
‘
加
入
し
て
い
る
だ

な
お
、
保
険
料
の
納
付
方
法
な
ど

で
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
あ
り
ま
し
た

ら
、
役
場
住
民
課
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。最

近
急
激
に
”
し
尿
浄
化
槽
“
を

設
置
す
る
家
庭
か
増
え
て
お
り
ま
す

か
‘
維
持
管
理
か
適
正
で
な
い
た
め

に
‘
放
流
先
水
路
に
汚
水
か
流
入
し

て
ト
ラ
ブ
ル
か
生
じ
て
い
ま
す
。

設
置
す
る
場
合
は
必
ず
次
の
専
門

業
者
に
委
託
契
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
既
に
設
置
し
て
あ
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
‘
維
持
管
理
の
委
託

〔
問
〕
幼
稚
園
の
保
育
料
か
所
得

割
の
課
税
額
に
よ
っ
て
減
免
さ
れ

る
制
度
か
あ
る
と
き
き
ま
し
た
か
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
適
要
さ
れ
る

の
で
す
か
。

〔
答
〕
現
在
村
内
の
幼
稚
園
の
保

育
料
は
月
額
三
千
円
、
年
間
三
万

六
千
円
で
す
か
、
だ
れ
で
も
か
幼

稚
園
に
就
園
で
き
る
よ
う
に
と
‘

教
育
委
員
会
で
は
五
十
五
年
四
月

一
日
よ
り
‘
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
制
度
を
設
け
、
村
内
に
在

住
す
る
五
歳
児
で
村
内
の
幼
稚
園

に
通
園
し
て
い
て
、
次
に
該
当
す

る
世
帯
に
対
し
て
は
保
育
料
の
減

免
か
行
わ
れ
ま
す
。

当
該
年
度
に
納
付
す
べ
き
村
民

税
の
所
得
割
額
（
課
税
額
）
か
…
…

①
課
税
額
か
非
課
税
と
な
る
世

帯
に
対
し
て
は
…
…
年
額
二
万

契
約
を
し
て
な
い
方
は
早
急
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
館
林
衛
生
興
業
社
館
林
市
本
町

一
ー
―
―
ー
、
九
(
6
0
-―七
六
七
ー
一
＿
—
-
西
翌
）

◎
大
拙
興
業
館
林
市
朝
日
町
八

1
-

―

（6
=―
-
七
六
七
ー
一
＿
一
ー
四
一
八
六
）

※
設
置
者
は
次
の
事
項
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

い
バ
ッ
キ
式
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）

円
の
減
免
゜

②
課
税
額
か
五
千
円
以
下
と
な

る
世
帯
に
対
し
て
は
•
•
…
・
年
額

一
万
三
干
円
の
減
免
゜

③
課
税
額
か
五
千
円
を
超
え
一

万
円
以
下
と
な
る
世
帯
に
対
し

て
は
…
…
年
額
五
千
円
の
減
免

④
課
税
額
か
一
万
円
を
超
え
る

世
帯
に
対
し
て
は
、
減
免
に
な

り
ま
せ
ん
。

⑲
四
人
家
族
で
父
か
年
収
百
八

十
万
円
で
母
と
子
供
二
人
が
扶
養

と
な
っ
て
い
て
、
社
会
保
険
料
十

万
、
生
命
保
険
料
三
万
五
千
円
を

支
払
っ
て
い
る
世
帯
の
場
合
、
所

得
割
課
税
額
は
五
千
三
百
円
と
な

リ
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
家
庭
は
③

に
該
当
す
る
の
で
五
千
円
の
減
免

と
な
る
わ
け
で
す
。

は
モ
ー
タ
ー
か
つ
い
て
い
ま
す
か
、

こ
の
電
源
は
絶
対
に
切
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

回
便
器
の
掃
除
は
薬
品
顆
を
使
わ
ず

水
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
落
し
紙
は
水
に
溶
け
易
い
軟
か
い

巻
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

口
使
用
後
は
十
分
水
を
流
し
て
く
だ

さ
い
。

国
放
流
先
の
水
路
状
態
に
常
に
注
意

し
、
月
一
回
以
上
必
す
清
掃
し
て
く

だ
さ
い
。

十
二二十八六四 納

十
・め

三一一九七五 る

月月月月月月 月
分分分分分分

++ 納
ニニー九七五

月月月 : : 月 期
末末末 末

限
日日日日日日

幼
稚
園
就
園
奨
励
費補助

金
と
は
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一高血圧と食事一

①
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

く
読
ん
で
か
な
ら
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
お
も
ち
ゃ
花
火
に
は
小
箱

や
袋
ご
と
に
「
注
意
書
」
か
入
っ
て

い
ま
す
。
よ
く
読
ん
で
使
用
方
法
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
ケ
ッ
ト
や
連
発
花
火
か
庭
先
に

落
ち
た
り
‘
枯
草
の
中
に
飛
ん
だ
り

し
て
火
災
に
な
っ
た
例
か
あ
リ
ま
す
。

遊
ぶ
と
き
に
は
筒
先
の
方
向
、
場
所

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
酸
味
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

二
杯
酢
、
三
杯
酢
‘
こ
れ
ら
に

の
り
を
加
え
た
の
り
酢
、
お
ろ
し

大
根
を
加
え
た
み
ぞ
れ
酢
、
ご
ま

を
加
え
た
ご
ま
酢
な
ど
。
酢
味
と

し
て
は
酢
の
は
か
に
ゆ
ず
や
レ
モ

ン
な
ど
の
か
ん
き
つ
類
、
ト
マ
ト

な
ど
か
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
酸

味
と
香
り
は
食
欲
を
増
し
ま
す
。

③
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ど
ん
な
小
さ
な
花
火
で
も
数
本
ま

と
め
て
火
を
つ
け
る
と
熱
か
熱
を
呼

ん
で
燃
焼
か
早
く
危
険
で
す
。

④
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

花
火
遊
び
に
は
大
人
が
積
極
的
に

参
加
し
て
、
花
火
の
正
し
い
扱
い
方
、

火
の
あ
と
し
ま
つ
を
指
導
し
て
く
だ

ヽ
~
〇

さ
し⑤

風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

風
の
強
い
と
き
は
‘
遊
ば
な
い
こ

と
で
す
か
‘
途
中
で
風
か
出
て
き
た

②
新
鮮
な
材
料
を
選
ぶ
こ
と
。

鮮
度
の
よ
い
食
品
は
、
味
つ
け
は

控
え
め
の
は
う
か
お
い
し
い
も
の
て

す
。
こ
れ
は
‘
し
ゅ
ん
の
材
料
に
も

通
す
る
こ
と
。
例
え
は
魚
で
す
か
、

ぴ
ち
ぴ
ち
し
た
生
き
の
よ
い
も
の
な

ら
、
さ
し
み
や
、
ご
く
少
量
の
ふ
り

塩
を
し
た
た
け
の
塩
焼
き
で
食
べ
ら

れ
ま
す
。

③
香
り
の
あ
る
食
品
を
利
用
し
ま
し

ょ
う
。み

つ
ば
、
セ
ロ
リ
、
あ
さ
つ
き
‘

パ
セ
リ
な
ど
の
香
味
野
菜
や
、
ご
ま
‘

の
リ
、
ピ
ー
ナ
ツ
な
ど
の
風
味
を
利

用
す
る
と
‘
薄
味
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

④
塩
分
を
じ
ょ
う
す
に
ふ
り
分
け
て
。

塩
分
を
控
え
て
と
い
っ
て
、
な
ん

で
も
か
ん
で
も
薄
味
に
し
て
は
、
お

こ
れ
だ
け
は
守
っ
て
1
0の
注
意

栄
養
指
導
川
島
徳
子

場
合
に
は
風
下
の
人
に
注
意
し
ま
し

よ
、
つ
。

⑥
水
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ケ
ツ
の
水
は
ふ
た
つ
の
効
果
か

あ
り
ま
す
。
残
火
の
完
全
消
火
と
燃

え
か
す
で
付
近
を
よ
ご
さ
な
い
こ
と

で
す
。

⑦
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ふ
こ
と
は
危

険
で
す
。
絶
対
や
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。花

火
に
使
わ
れ
て
い
る
火
薬
に
は

燃
焼
を
起
す
も
の
、
爆
発
を
目
的
と

す
る
も
の
、
摩
擦
衝
撃
に
よ
っ
て
爆

発
す
る
も
の
等
い
ろ
い
ろ
な
種
類
と

性
能
か
あ
り
、
多
量
に
集
め
た
り
‘

分
解
し
た
り
、
異
種
の
も
の
を
混
ぜ

合
わ
せ
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

⑧
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も

の
花
火
は
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒

を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

筒
も
の
花
火
は
火
花
か
噴
き
だ
し

い
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
献
立
の
う

ち
の
一
品
を
普
通
の
味
に
し
て
、

あ
と
は
薄
味
に
す
る
の
で
す
。
濃

い
味
と
薄
い
味
を
じ
ょ
う
す
に
組

み
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑤
う
ま
味
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

干
し
し
い
た
け
‘
だ
し
こ
ん
ふ
、

カ
ツ
オ
節
の
う
ま
味
を
ス
ー
プ
や

煮
物
の
だ
し
に
使
え
ば
薄
味
で
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

⑥
煮
物
よ
リ
焼
く
料
理
を
多
く
。

同
じ
量
の
塩
分
を
使
う
場
合
、

煮
魚
よ
り
焼
き
魚
‘
芋
の
煮
つ
け

よ
り
焼
き
芋
の
は
う
か
食
べ
や
す

く
お
い
し
い
も
の
で
す
。
ほ
ど
よ

い
焦
げ
目
と
風
味
か
食
欲
を
そ
そ

り
ま
す
。

1
1

発
売
中
I
I

た
り
飛
び
だ
し
た
り
し
ま
す
。
い
っ

た
ん
着
火
し
た
ら
火
が
消
え
た
よ
う

で
も
絶
対
に
筒
先
を
の
ぞ
か
な
い
こ

と
。
ま
た
吹
出
し
も
の
は
筒
の
中
程

よ
り
少
し
下
を
持
つ
と
安
全
で
す
。

打
上
げ
も
の
は
真
直
ぐ
に
立
て
固
定

し
ま
し
ょ
う
。

⑨
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

平
玉
や
巻
玉
な
ど
の
摩
擦
で
発
火

す
る
も
の
、
こ
の
よ
う
な
花
火
は
ポ

こ
と
し
は
‘
固
連
で
採
択
さ
れ
た

＂
平
等
•
発
展
・
平
和
を
め
ざ
す
国

連
婦
人
の
十
年
“
の
中
間
年
に
あ
た

り
ま
す
。
県
で
は
、
こ
れ
を
記
念
し

て
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
論
文
を
募

集
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
県
民

の
み
な
さ
ん
に
‘
婦
人
の
地
位
と
福

祉
の
向
上
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今

後
の
施
策
の
充
実
推
進
等
に
役
立
て

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
応
募
資
格

県
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
（
通
学
）

す
る
十
八
歳
以
上
の
方

▼
論
題

自
由
で
す
か
‘
婦
人
の
地
位
と
侃

祉
の
向
上
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の
も

の
。〔

例
題
〕

0

男
女
平
等
の
た
め
に

0

こ
れ
か
ら
の
帰
人
の
生
き
方
に
つ

い
て

〇
婦
人
と
職
業
に
つ
い
て

〇
婦
人
の
老
後
に
つ
い
て

▼
字
数

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
六
枚
以
内

ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
こ
と
。
ち
ょ
っ

と
し
た
は
ず
み
で
発
火
し
ヤ
ケ
ド
を

す
る
な
ど
事
故
に
つ
な
か
り
ま
す
。

⑰
正
し
い
位
置
に
点
火
し
て
く
だ
さ

、
。

_
し

花
火
事
故
の
ほ
と
ん
ど
は
点
火
の

不
注
意
か
原
因
で
す
。
花
火
に
は
導

火
線
の
つ
い
て
い
る
も
の
と
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
か
取
り
扱
い
の
説
明

を
よ
く
読
ん
で
ロ
ー
ソ
ク
や
線
香
で

点
火
し
ま
し
ょ
う
。

▼
提
出
期
限

七
月
三
十
一
日

▼
提
出
先

本
文
の
は
か
に
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
連
絡
先
、
職
業
を
明
記

し
、
次
の
と
こ
ろ
へ
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。県

庁
婦
人
児
童
課
「
国
連
婦
人
の

十
年
中
間
年
記
念
論
文
」
係

（
〒
―-
P
-前
橋
市
大
手
町
一
I
-
I
-
)

▼
賞一

席
（
一
編
）
1
1

三
万
円

二
席
（
二
編
）
1
1
-万
五
千
円

佳
作
（
二
編
）
1
1
-万
円

詳
し
い
こ
と
は
県
庁
婦
人
児
童
課

(
6
=―
―
七
ニ
ー
―
―
―
―
-
—
ニ
―
-
)
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ポ
宝
く
じ

七
月
十
一
日
か
ら
七
月
十
八
日
ま

で
（
当
日
消
印
有
効
）
『
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く
し
』
（
別
称
・
市
町
村

振
典
宝
く
し
）
の
予
約
申
し
込
み
を

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

国
連
婦
人
の
十
年
中
閻
年

記
念
論
文
募
集

宝
く
じ
の
発
売
予
定
額
は
三
百
億

円
。
賞
金
は
、
一
等
三
千
万
円
、
二

等
一
千
万
円
、
三
等
五
百
万
円
各
百

本
、
四
等
百
万
円
三
千
本
。

こ
の
収
益
金
は
、
豊
か
な
住
み
よ

い
地
域
杜
会
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

申
し
込
み
方
法
は
次
の
通
り
で
す
。

①
申
込
先
〒
一
＝
＝
東
京
中
央
郵
便

局
留
置
第
一
勧
業
銀
行
宝
く
じ
部

②
官
製
往
復
ハ
ガ
キ
を
使
っ
て
、
往

信
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
申
込
先
、
申

込
人
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
、
横
に
「
宝
く
じ
」
と
赤
色

で
書
き
、
四
角
で
囲
む
。
裏
面
に
は

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
だ
け
書
く
。

返
信
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
、
申
込
人

の
郵
便
番
号
、
往
所
、
氏
名
を
記
入
。

③
ハ
ガ
キ
一
枚
で
宝
く
じ
十
枚
ま
で

予
約
で
き
ま
す
。

④
宝
く
じ
の
引
換
え
は
八
月
十
九
日

か
ら
九
月
五
日
午
後
―
二
時
ま
で
、
全

国
宝
く
じ
売
場
で
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

⑤
抽
せ
ん
日
九
月
十
九
日

I
I

わ
が
家
の
夏
休
み
“

作
文
募
集

f
l
わ
か
家
の
夏
休
み
“
と
題
し
た

作
文
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
の
出
来
事
、
感
し
た
事
な

ど
な
ん
で
も
け
っ
こ
う
。

夏
休
み
「
こ
ん
な
事
を
発
見
し
た
」

「
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
こ
ん
な
事

を
し
た
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思

い
ま
す
。

▼
作
文
は
子
供
で
も
大
人
で
も
け
っ

こ
う
で
す
。
▼
原
稿
は
五
百
字
以
内

▼
締
め
切
り
は
八
月
二
十
五
日
で
す
。

▼
あ
て
先
は
役
場
総
務
課
広
報
係
で

す
。
（
電
話
で
連
絡
し
て
く
れ
れ
ば

伺
い
ま
す
。

6
三
―
―
-
)
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一 (3. 9 km) 

●カ 石（江 ロ）

江口の諏訪神社境内に卵形の自然石を利用しだ‘‘力

石’'と師ばれる石ガ 2固あります。

この力石は昔は現在とちがつて作業が全て人の手に
よって行われていだので、常日頃身体を鍛えてあく必
要ガあつだ。まだ、回時に力の涜る者はそれを持ち上
げ誇りにしましだ。

特々、病人ガ出だ時持ち上げられれば全快、上ガら
ない時は貝込みガないといつだ事にも使用されましだ。

●ぎようばん様（新

新里の行鉾上人（ぎようばん様）は、この世の疫病による災

難を救おうと、近隣近在の多くの浄石を拾つてきて、その石に

写経し、正徳3年 5月27日に新里の天神様に埋めましだ。
それ力らという毛のは、近隣に悪病ガ流行しても、決して新

里地区には侵入しな力つだそうで可。

上人は、御證終の折「6·7月は疫病の流行可る時節である

ので我ガ法要はフ月に行うように_jと遺言してこの世を去りま
しだ。

今で屯その遺言を奉じて 7月には盛大に夏祭りと称して‘‘ぎ

ょうばん祭り’'を行いま可。

● 3 義人の供養碑
（中谷）

里）

●富士山供養塔（矢 島） ) 
m
 

k
 
5
 
2
 

( 
ー

の
供
養
碑
ガ
建
つ
て
あ
り
ま
可
。

こ
れ
は
恩
田
佐
吉
言
一
人
の
供
養
碑
で
こ
の
―
―
一
人
は
農

民
達
の
先
頭
に
立
つ
て
農
民
達
に
対
し
て
の
重
税
の
苦
し

み
に
堪
え
力
ね
年
貢
減
免
を
領
主
松
平
清
武
に
強
訴
し
ま

し
だ
。

そ
の
結
果
、
強
訴
し
だ
罪
に
悶
わ
れ
て
享
保
四
年
四
月

十
四
E
l死
刑
に
さ
れ
、
三
名
の
家
で
は
田
、
畑
、
山
林
、

家
財
は
没
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
だ
。

合
力
ら
―
一
塁
ハ
十
＿
年
前
の
出
来
事
で
可
。

c
 

●奈良石
（須賀）

一(I. 6km) 
ガ村前記
思このにこ念狽
ばこ吉私の碑賀
れを田財記ガ地
る訪市を念あ先

一口言畠胄胃呈胃
いる門う利可の

(3. O km) まとのつ根゜中
可吉徳て川 段
゜田を救の に
市だつ大 II 

をだて洪奈
衛えく水 良
用だれで 石
の記だ‘
t専念武村 と
愛碑蔵ガ 暉
ので国全 ば
精可奈滅れ
神゜良汀 る

矢
島
の
1
8瞬
道
わ
き
に
富
士
山
供
養

塔
t
f
あ
り
ま
可
。

こ
の
供
養
塔
は
北
国
の
方
力
ら
冨
土

登
山
を
行
う
一
行
ガ
あ
り
、
そ
の
一
行

よ
り
遅
れ
て
来
だ
老
人
ガ
、
だ
だ
富
士

山
に
お
ま
い
り
し
だ
い
と
い
う
＿
念
で

矢
墨
に
差
し
カ
カ
つ
だ
特
に
、
力
つ
き

て
路
傍
に
う
ち
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
だ
。

無
念
の
あ
ま
り
、
遠
く
冨
士
を
望
ん
だ

と
こ
ろ
、
不
思
儀
に
も
、
そ
の
一
念
t
f

適
じ
だ
の
力
水
田
の
水
面
に
巨
も
鮮
や

力
に
、
冨
土
ガ
写
り
、
有
り
難
く
拝
み

て
、
遂
に
息
絶
え
ま
し
だ
。

現
在
で
も
こ
の
地
を
御
影
田
と
暉
ん

で
い
ま
す
。

^ ` 
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●獅子舞（斗合田）

村内にまつりはだくさんあるガ、斗合田に

は約 3百年力ら受け継ガれている猶子舞（さ

さら）ガありま可。

以前は、斗合田・下江黒・干津井・江口

梱原・大輔の 6 ヵ所あつだガ現在では斗合田

と下江黒し力残っていません。

這合田の獨子舞は 7月23 • 24日の両日、村

中あげて盛大に行われま芍。

時刀本初のヘピを使って祭りの雰囲気を盛
り上げだりしま弓。

報 め し＼ わ

●干津井の渡し船（千津井）

以前本村には 7 ヵ所の渡し場ガあっだガ、今では干津井だけ

となってしまいましだ。

干津井渡船は昭和29年までサオ用で料金を取って運営してい
だガ、その年を境に暇営となり、岡時にサオ舟力らボンボン船
になり、料金は無料となりましだ。

渡船は圏の出力ら陽の入りまで 1 年中休みなしで行っており
ま可。

ぅ
• もうすぐ楽しい夏休みが始まりますね。 • 

●夏休みは親と子が一緒になって、豊かな経験をさせるよ●
●い機会です。 • 

• そこで夏休みを有意義に過ごすために、村内の史跡な●

●どを探索して本村の歴史を勉強してはいかがでしょうか。●

` 

斗合田の橋本政雄さん宅前

に追しるベガありま可。
平野団では、遵路の貝適し

も戻く、幹線道路ガ発達し、
まだ、田畑の開発、開墾によ
り障害となるだめ、除去さ机
る事ガ多いので、平野部では
多くありません。

斗合田の道しるべは馬頭観
也音と一緒になっておりま可。

南大島の稲荷山に入死様と暉ばれる小さな祠
ガありま可。
これはこの附近一帯に疫病ガ流行しだとき
これを静めるのは私し力いないといって、若い
砦は自ら即身1ムとなり疫病を静めだところで、
現在その即身仏となつだその上に祠を建てi曽を
祭りましだ。
なんでも願い事ガカなうとあって、合でも色

々な願い事を可る人ガ後を断だないそうで可。
今力ら約 3百年前の事です。

昔力ら阪東太郎といわれだ利根川沿いの
住民は、だひたび洪水になやまされ多くの
苦労を重ねて合日にいだりましだ。
南大島稲荷山の庭先に水害の様子を記録
しだ碑文ガありま可。
これによると、住民は食うに食なく、住

むに家なく、着るに衣類なく、住みなれだ
故郷をはなれて他村に移り住む者も出る程
であると悲惨な状況ガ刻まれてありま弓。
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ド
ラ
エ
モ
ン
で
虫
歯
予
防

カ
メ
―
つ

―
―
ュ
ー
ス

村
誌
編
さ
ん

委
員
会
開
か
れ
る

西
小
学
校
の
児
童
達
で
組
織

し
て
い
る
保
健
委
員
会
で
は
六

月
五
日
ド
ラ
エ
モ
ン
を
使
っ
た

虫
歯
予
防
の
P
R

を
行
い
ま
し

こ
。f
 児

童
達
に
人
気
の
あ
る
ド
ラ

エ
モ
ン
が
虫
歯
の
出
来
る
理
由
、

や
虫
歯
の
予
防
を
。
フ
ラ
カ
ー
ド

な
ど
を
使
っ
て
説
明
し
た
の
で
、

み
ん
な
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

養
護
の
鈴
木
先
生
は
「
西
小

で
は
九
五
％
の
児
童
に
虫
歯
か

あ
り
、
一
人
平
均
五
ー
六
本
も

あ
る
の
で
、
予
防
も
大
切
で
す

が
、
早
く
治
療
を
し
て
も
ら
い

た
い
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

六
月
中
旬
、
利
根
川
で
投

網
を
し
て
い
た
人
が
、
今
ま

で
見
た
事
の
な
い
魚
か
獲
れ

て
な
ん
だ
ろ
う
と
調
べ
た
と

こ
ろ
鱒
と
い
う
事
が
わ
か
り

利
根
川
に
鱒
か
戻
っ
て
来
た

と
、
太
公
望
を
喜
ば
せ
て
い

ま
す
。

鱒
は
四
ー
五
月
頃
産
卵
の

た
め
、
海
か
ら
登
り
、
八
＼

九
月
頃
産
卵
し
、
生
後
三
年

目
に
な
る
と
生
ま
れ
た
川
に

戻
る
の
で
今
後
も
鱒
が
来
る

だ
ろ
う
と
関
係
者
が
期
待
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
な
ん
だ
か
わ
か
り

ま
す
。
ち
ょ
う
ど
っ
ぱ
を

逆
に
し
た
形
。
正
解
は
ハ

第
一
回
村
誌
編
さ
ん
委

員
会
か
六
月
六
日
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
編
さ
ん
委
員

に
委
嘱
さ
れ
た
四
十
人
の

委
員
た
ち
は
、
昭
和
六
十

年
を
完
成
目
標
に
し
よ
う
。

そ
し
て
ペ
ー
ジ
数
は
千
三

百
ペ
ー
ジ
‘
函
入
り
に
す

る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
村

誌
の
概
略
を
決
め
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
は
各
分
野

の
専
門
家
に
執
筆
を
依
頼

し
て
本
格
的
な
作
業
に
入

り
ま
す
。

チ
の
巣
で
す
。
田
島
の
共
同
作

業
場
の
軒
下
に
作
っ
て
あ
り
ま

し
た
。

こ
れ
な
ん
だ
か
わ
か
り
ま
す
か

貯
蓄
標
語
の
募
集

促
応
ゞ
た
よ
ー
）

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

｝
合
月
号
よ
り
、

I
I

健
唄
だ
よ
~

~
り

I
Iと
題
し
こ
田
月
シ
リ
ー
~

一
ズ
で
健
康
に
つ
い
て
を
保
健
｛

｛
婦
の
島
瀕
さ
ん
に
執
筆
し
て
｛

~
も
ら
い
ま
可
。

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

、

村
民
の
皆
さ
ん
”
健
康
と
は
ど

う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ご

存
知
で
す
か
。

世
界
保
健
機
関

(
W
H
o
)
で

一
九
四
六
年
に
定
め
ら
れ
た
保
健

大
憲
章
の
中
に
「
健
康
と
は
身
体

的
、
精
神
的
、
社
会
的
に
完
全
な

ア
ン
ネ
イ

安
寧
を
保
っ
て
い
る
状
態
を
い
う

の
で
単
に
病
気
や
虚
弱
で
な
い
事

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と

定
義
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な

゜

わ
ち
…
…

▼
身
体
的
面

体
の
機
能
か
生
理
的
に
順
調
に

慟
き
、
そ
の
能
力
か
十
分
に
発
揮

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代
、

生
活
を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
が
強

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
か
、
こ
う
し
た

気
運
を
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
次
の

と
お
り
標
語
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
日
常
生
活
に
お
い
て
「
量
」

よ
り
も
「
質
」
を
重
視
す
る
な
ど
、
く

ら
し
の
考
え
方
の
切
換
え
を
訴
え
る

も
の
。
●
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
き
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

▼
精
神
的
面

私
達
の
行
動
は
常
に
感
情
と
理

性
と
の
調
和
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
調
和
が
保
た
れ

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

▼
社
会
的
面

私
達
は
集
団
の
中
の
一
員
と
し

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
集
団

生
活
の
中
で
良
い
人
間
関
係
を
保

ち
、
共
同
生
活
に
適
応
し
て
い
る

事
が
社
会
的
に
健
康
で
あ
る
と
い

え
、
適
応
で
き
な
い
状
態
が
健
康
障

害
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
身
体
的
、

精
神
的
両
面
と
も
密
接
な
関
連
を

も
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
‘
健
康
と
は
も

は
や
単
に
病
気
で
は
な
い
と
い
う

単
純
な
考
え
方
で
は
通
用
し
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
、
健
康
の
意
味
を
正

し
く
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

の
工
夫
に
よ
る
家
計
の
合
理
化
を
呼

び
か
け
る
も
の
。
●
お
金
や
物
を
大

切
に
す
る
生
活
態
度
の
確
立
を
す
す

め
る
も
の
。
●
こ
れ
か
ら
の
時
代
の

貯
蓄
の
必
要
性
と
そ
の
意
義
を
強
調

す
る
も
の
。
▼
応
募
方
法
官

製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
標
語
一
点
と
応
募

者
の
氏
名
、
住
所
、
職
業
、
年
齢
を
記

入
し
て
七
月
末
日
ま
で
に
〒
一

0
三

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
石
町
ニ
ー

ニ
ー
一
日
本
銀
行
内
貯
蓄
増
強
中

央
委
員
会
へ
お
送
り
下
さ
い
。

第 1 回
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毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら

自
分
の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学

生
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
大
学
生
、
短
大
生
、

専
門
・
各
種
学
校
生
、
予
備
校
生
に

そ
れ
ぞ
れ
各
コ
ー
ス
の
奨
学
生
制
度

を
適
用
し
、
必
要
な
学
費
の
貸
与
、

返
済
不
要
の
奨
学
金
支
給
の
ほ
か
、

生
活
の
一
切
を
保
証
す
る
も
の
で
す
。

現
在
、
来
年
度
の
奨
学
生
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で

お
送
り
し
ま
す
の
で
次
の
事
務
局
ま

で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
一
六
0

東
京
都
新
宿
区
大
久
保

三
ー
一
四
ー
四
毎
日
新
聞
社
早
稲

田
別
館
内
毎
日
育
英
会

K

係
゜

毎
日
奨
学
生
制
度
を

ご
利
用
し
て
は

館
林
ー
ニ
ー
0
0
0
0

番
を
ダ
イ

ャ
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

山
田
康
雄
、
岡
田
奈
々
の
コ
ン
ビ

で
ダ
イ
ヤ
ル
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
楽
し

い
話
題
を
提
供
し
な
か
ら
親
切
に
案

内
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
プ
を
聞
き
な
が
ら
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
あ
な
た
の
応
対
マ

ナ
ー
が
身
に
つ
き
ま
す
。

な
お
、
通
話
料
は
無
料
で
す
。

ご
存
知
で
す
か

0
番
サ
—
ビ
ス

/ 

テ
し
フ
オ
ン
メ
モ
…
…

0
1z
 

わ
た
し
た
ち
は
、
日
常
、
い

ろ
い
ろ
な
人
に
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

親
し
み
や
敬
意
を
こ
め
た
あ

い
さ
つ
言
葉
は
、
円
満
な
人
間

関
係
を
作
り
出
す
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。
「
お
暑
う
ご

ざ
い
ま
す
」
「
暑
い
で
す
ね
」

「
よ
く
降
り
ま
す
ね
」

こ
ん
な
何
で
も
な
い
時
候
の

あ
い
さ
つ
が
、
お
互
い
の
心
の

隔
て
を
取
り
除
い
て
く
れ
ま
す
。

「
矢
礼
で
す
か
：
」
「
恐
れ
入

り
ま
す
か
：
」

知
ら
な
い
人
に
話
し
か

け
た
り
何
か
尋
ね
た
り
す
る
と

き
に
は
、
こ
う
い
う
言
葉
か
ク

ッ
シ
ョ
ン
の
役
目
を
し
ま
す
。

親
し
い
間
柄
で
は
「
じ
ゃ
あ

ね
」
式
の
く
だ
け
た
あ
い
さ
つ

も
い
い
で
し
ょ
う
か
、
目
上
の

人
や
、
さ
ほ
ど
親
し

9
な
い
人

に
対
し
て
は
き
ち
ん
と
し
た
丁

（
次
回
は
家
庭
で
の
言
葉
遣
い
で

す
）

寧
な
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
か
あ
い
さ
つ
敬
語
の
基
本
で
す
。

「
ど
う
も
」
で
す
ま
さ
な
い
で
「

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
折
り
目
正
し
く
い
う
べ
き

で
す
。

ま
た
、
相
手
の
あ
い
さ
つ
に
対

し
て
は
、
は
っ
き
り
と
言
葉
に
出

し
て
答
え
る
こ
と
か
大
切
で
す
。

た
だ
、
う
な
ず
く
だ
け
、
笑
顔
で

こ
た
え
る
だ
け
で
は
、
相
手
の
人

は
物
足
り
な
い
気
持
ち
が
す
る
も

の
で
す
。

そ
の
は
か
、
ど
ん
な
あ
り
ふ
れ

た
あ
い
さ
つ
で
も
、
言
葉
の
調
子

や
表
情
で
相
手
に
与
え
る
印
象
が

違
っ
て
き
ま
す
。
い
つ
も
明
る
い
、

生
き
生
き
と
し
た
あ
い
さ
つ
を
す

る
よ
う
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

で
済
ま
さ
な
い
よ
う
に

8
 

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
空
気
の

一
・
五
倍
の
重
さ
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
も
れ
す
る
と
低
い
と
こ
ろ

に
た
ま
り
ま
す
。

換
気
が
わ
る
い
と
、
不
完
全

燃
焼
と
な
り
一
酸
化
炭
素
中
毒

●
使
用
後
は
器
具
栓
、
元
栓
を
必
ら

ず
閉
め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
ホ
ー
ス
は
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
で
し
っ

0
安
全
に
使
う
た
め
に

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
十
日
は
L
P

ガ
ス

消
費
者
保
安
デ
ー

か
り
と
め
ま
し
ょ
う
。

●
煮
こ
ぱ
れ
や
風
で
立
ち
消
え
す
る

と
ガ
ス
も
れ
と
な
り
ま
す
。

●
浴
室
の
風
呂
ガ
マ
や
大
型
ガ
ス
器

具
、
湯
沸
器
に
は
排
気
筒
か
必
要

で
す
。

●
ボ
ン
ベ
は
屋
外
の
直
射
日
光
の
あ

た
ら
な
い
通
風
の
良
い
と
こ
ろ
へ

置
き
倒
れ
な
い
よ
う
に
鎖
で
固
定

し
ま
し
ょ
う
。

〇
も
し
も
の
時
は

●
ガ
ス
も
れ
に
気
付
い
た
ら
、
元
栓
‘

器
具
栓
を
閉
め
一
切
の
火
を
消
し

ま
し
ょ
う
。

●
扉
や
窓
を
全
開
に
し
て
風
通
し
を

良
く
す
る
。

●
扇
風
機
や
換
気
扇
を
使
う
と
火
花

が
出
る
の
で
危
険
で
す
。

※
ガ
ス
も
れ
警
報
器
は
検
定
に
合
格

し
た
グ
リ
ー
ン
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

、
音
た
ぶ

く
と
ま
と

紺
ッ
て
が

が
一
立
炎

炎
ゴ
を
は

x

＼
凸

) 芦

焼
（

で
勢
色
と
。

赤
ら
い

黄
ゆ
な

が
ら
が
）

炎
ゆ
ぃ
足

＼

□
豆

ス

し
ガ

こ
、糾
て
色
の

外
し
青
前

で
接
い
るパ

:
[
-

明

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

川
烏
秀
樹
龍
司
二
男
須
賀

5

月

2
6日

島
田
久
永
俊
夫
二
男
大
輪

5

月

2
7日

島
田
真
至
哲
夫
二
男
南
大
馬

5

月

2
9日

奈
良
広
美
昭
一
長
女
千
津
井

5

月

2
9日

小
久
保
貴
史
勇
長
男
南
大
島

6

月
1

日

多
田
美
沙
子
利
康
長
女
須
賀

6

月
1

日

秋
山
達
子
明
弘
二
女
須
賀

6

月
2

日

山
田
美
奈
微
夫
二
女
新
里

6

月
3

日

` 
ロ
、
太
く
れ
升

あ
わ
t
ズ

安
見
あ
っ
子

涼
み
台
時
事
放
談
に
花
か
咲
く

香
水
や
ど
こ
か
気
品
の
あ
る
紳
士

船
頭
小
屋
囲
め
る
芦
の
戦
ぎ
か
な

北
烏
若
水

林
倫
常

俄
か
照
り
紫
陽
花
に
蛇
の
目
傘
を
借

し 障
子
あ
け
病
床
に
す
わ
り
洗
い
鮒

大
夕
焼
浅
間
も
吾
も
朱
に
染
り

清
山
子

< 

鳩
放
ち
涙
に
じ
み
来
原
爆
忌岡

安
福
一

夏
近
し
遠
野
の
果
に
子
等
遊
ぶ

か
た
つ
む
り
足
跡
し
る
し
孤
り
行
く

林
秀
峰

花
好
き
に
分
け
る
と
約
す
花
菖
蒲

名
も
財
も
成
さ
ず
老
い
け
り
薔
薇
に

明
け

恵
ま
れ
な
い
児
等
を
招
待

ー
関
根
大
サ
ー
カ
ス
ー

砂
賀
都
維
新
―
二
男
斗
合
田

6

月

1
1日

新
井
奈
津
代
芳
雄
二
女
江
口

6

月

1
2日

村
田
利
恵
行
利
長
女
大
輪

6

月

1
7日

上
野
浩
一
正
博
長
男
上
江
黒

6

月

1
7日

田
中
秀
和
義
雄
長
男
南
大
島

6

月

1
7日

田
子
真
二
仁
―
二
男
江
口

6

月

1
9日

0

0

 

※
先
月
号
の
出
生
者
で
須
永
智
久
と

あ
り
ま
し
た
か
知
久
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

ー
死
亡
ー

氏
名
年
令

栗
原
三
郎

5
2

松
本
い
ね

6
0

島
田
松
雄

7
3

新
井
八
千
代

6
8
郷降秀蔽：：：：：世

次枝は帯
市雄郎一新主

江大大矢地

ロ賃輪島区：
6 6 6 6 死略
月月月月亡一
26 21 15 14 月
日日日日日

七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
分
福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
関

根
サ
ー
カ
ス
が
興
行
さ
れ
ま
す
か
、

こ
の
サ
ー
カ
ス
は
社
会
福
祉
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
も
兼
ね
て
お
り
、
村
内
の
母

子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
交
通
遺
児
家

庭
な
ど
約
九
十
名
が
招
待
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
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6 月の

貪一覧
一賣ク

救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 10 件
●その他 3 件

計 18 件

コ
館林邑楽地区 館 林 地 」区 明和 科• 耳秘 祝• B 
産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田地区

日

7 月 20 日
真中医院 後藤康生医院 岡田医院合 02767(2)3163 海宝医院 館林地区が

曜 ff 02767(2) 1630 合 02767(2)3975 合 02767(2)3155 担当します

7 月 27 日
横田医院 小倉医院 増田医院合 02767(2)1387 津久井医院 江口医院

当 合 02767(2)0255 合 02767(2)0606 阿久津医院合 02767(2)3315 合 02767(2)3316 云 027686-320I 

8 月 3 日
浜野医院 大神医院 田内医院合 02767(2)3855 岡田医院 館林地区が

番 合 02768(8)5678 合 0276(62)2200 須田医院合 02767(2)0862 合 02767(2)3163 担当します

8 月 10 日
白沢医院 原医院 多々良診療所合 02767(2)3060 館林医院 小西医院

医 云 02767(2)1600 合 02767(2)1936 大塚医院ff 02767(2)0176 云 02767(4)2112 ff 027686-2261 

8 月 17 日
落合医院 川田医院 後門こ（愛）医院云 02767(2)0134 寺内医院 竹越医院 ?. 
合 02767(2)0160 合 02767(2)0754 ゆ か医院合 02767(3)7308 合 02767(2)3031 ff 027684-31'.>7 

厚
生
省
援
護
局
で
は
、
か
つ
て
陸

海
軍
の
病
院
な
ど
に
所
属
し
て
陸
海

軍
看
護
婦
と
し
て
勤
務
さ
れ
た
方
々

に
つ
い
て
、
勤
務

さ
れ
て
い
た
間
の

ヘ
職
歴
な
ど
そ
の
実

方
汀
t
[
]
ニ

の
と
に
な
り
ま
し
た
。

の
婦
い
』
L
`

軍
護
―
部
の
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
方

洒
看
に
つ
い
て
は
直
接

陸
[
口
ロ
]
t
J
い
『

日
が
、
従
事
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら

_
 

ず
調
査
票
が
届
か

魯
を
…
§
§
魯
立
お
し
ら
せ
了
＄
屯
＄
魯
魯
愈
上
あ
し
ら
せ
了
心
魯
魯
泣
§
屯
§

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'

＇
：
施
さ
れ
ま
す
。
後
日
申
込
用
紙
が
回

わ
ず
か
な
ス
キ
か
ら
~
覧
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
申
込

こ
ど
も
の
事
故
が
~
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
。
一
申
し
込
み
を
忘
れ
た
方
で
も
、
当

汀
[
“
[
／
口
会
場
に
く
れ
ば
受
診
で
き
ま
す
。

4

]

[

:

f

t

[

]

]

]

[

/

 

9

9

9

9

9

9

9

,

'

 

働
く
人
々
の
賃

金
を
は
じ
め
、
労

働
時
間
な
ど
、
雇

用
の
実
態
に
関
す

る
調
査
に
、
労
働

省
が
毎
月
行
う
「

毎
月
勤
労
統
計
調

査
」
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の

毎
月
の
調
査
で
す

と
、
全
国
ベ
ー
ス

で
は
常
用
労
働
者

-
1
四
人
の
事
業

所
が
、
ま
た
都
道

府
県
別
で
は
一
ー

二
十
九
人
の
事
業

所
が
そ
れ
ぞ
れ
集
計
の
対
象
外
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
小
規
模
事
業
所

岳月勤労統計調査
一特別調査の実施一

な
い
方
は
役
場
住
民
課
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
調
査
票
が
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

▼
調
査
の
対
象
者

こ
の
調
査
は
、
か
つ
て
陸
海
軍
看

護
婦
（
看
護
婦
長
、
看
護
婦
生
徒
を

含
み
ま
す
）
と
し
て
陸
海
軍
の
病
院

な
ど
に
勤
務
さ
れ
た
方
全
員
。
た
だ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

l

:

N

'

 

ロ
り
'
/
]
リ

ロ
ロ
狙
わ
れ
や
す
~

し

l

ｭ

r
;
 

{`( 

`\ 

―
ひ
っ
た
く
り
に

ご
用
心

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

の
勤
労
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
‘

年
一
回
、
七
月
三
十
一
日
現
在
で
、

「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
は
、
企
業
内
で
の

労
働
条
件
に
関
す
る
資
料
と
な
る
ほ

か
、
行
政
機
関
で
は
各
種
の
施
策
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
礎

資
料
に
使
わ
れ
る
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
調
査
の
対
象

農
林
水
産
業
以
外
の
産
業
で
、
七

月
三
十
一
日
現
在
、
一
ー
ニ
十
九
人

の
常
用
労
働
者
を
雇
用
す
る
全
国
事

業
所
の
う
ち
約
十
二
万
の
事
業
所
。

▽
調
査
事
項

事
業
所
の
規
模
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
事
業
内
容
、
常
用
労
働
者
数
、

賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
。

し
、
日
本
赤
十
字
杜
の
救
護
看
護
婦

と
し
て
の
勤
務
期
間
だ
け
で
あ
っ
た

方
及
び
す
で
に
死
亡
さ
れ
た
方
は
除

き
ま
す
。

▼
調
査
す
る
事
項

旧
陸
海
軍
看
護
蜻
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
間
の
職
歴
、
個
人
で
持
っ
て

お
ら
れ
る
在
職
に
関
す
る
資
料
、
看

護
婦
免
許
の
こ
と
な
ど
。

▼
調
査
の
期
間

五
十
五
年
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の

三
ヵ
月
間
。

＿
消
費
者
講
座
の
開
催
一

次
の
と
お
り
消
費
者
講
座
か
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
七
月
二
十
五
日

一
時
三

▽
調
査
実
施
期
間

八
月
十
ナ
日
か
ら
九
月
十
日
ま
で

＿
胃
の
集
団
検
診
実
施
一

胃
の
集
団
検
診
か
次
の
と
お
り
実

十
分
よ
り
中
央
公
民
館
で
開
催

▼
テ
ー
マ
か
し
こ
い
消
費
者
に
な

る
た
め
に

▼
講
師
東
京
家
政
学
院
大
学
教
授

三
東
純
子
先
生

▼
対
象
者
一
般
婦
人

＿
村
民
野
球
大
会
の
開
催
一

第
二
十
三
回
村
民
野
球
大
会
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
日
八
月
十
日
・
十
七
日
・
ニ

十
四
日

▼
対
象
村
民
ま
た
は
村
内
の
企
業

単
独
で
編
成
し
た
チ
ー
ム

▼
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

七
回
戦

▼
申
込
み
七
月
末
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
事
務
局
へ

農
作
物
全
般
の
病
害
虫
予
察
を
速

や
か
に
伝
達
す
る
た
め
七
月
二
日
よ

り
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ム
シ
ム
シ

6
0
-―
七
ニ
ー
究
ー
六
四
六
四
情
報
内

容
の
変
更
日
一
日
・
土
日
・
―
―
十
一
日

及第
今II++  II+  び二今月

九八五 ; ; 期‘の日日 日 月
国納

矢明 虞 ょ 東入 贋: 仁の島和 : 日公農公田 で固納
民協民薬

す0 呵―‘定産税資 め館第館王
寺

各
種
検
診
日

村
で
は
毎
月
次
の
日
程
で
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

適談 • • 

切員相 胃 日父,I : 
なか談 時 通助皆は、

冨<さ 胃 [ 時 7 事ん 1 月: : ; 1] 故
み専 3 相

し‘ご門 時 午月9 9 lj 
主 とのま 談
に相で 10

• ▼月

讐 昌例
1ク丁ー

役時 7 砧［

鷹 1 月 .......... 

三 午後 1日5 権人

議会時3 ; `相`•一
室ま 吾巫火
で 1
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台
風
か
明
和
村
を
直

撃
し
、
利
根
川
が
異
常

に
増
水
し
た
と
の
想
定

で
、
七
月
十
二
日
須
賀

地
先
の
河
川
敷
で
関
東

一
都
六
県
の
大
規
模
な

水
防
演
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
、
水
防
団
員

は
本
部
か
ら
台
風
情
報

に
あ
わ
せ
、
竹
尖
げ
、

木
流
し
、
五
徳
縫
い
な

ど
の
水
防
工
法
を
行
い
、

最
後
に
県
警
機
動
隊
や

自
衛
隊
が
ヘ
リ
コ
。
フ
タ

］
や
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使

っ
て
、
負
傷
者
の
救
助

方
法
や
被
災
者
の
救
出

方
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

'80 
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昭和55年 8 月 10 日 広 蔀 め し＼ わ 第227号 (2) 

県知事選挙地区別投票調

地区名 有権者 投票者 投票率 順位 前(51回年投7漂月率) 
人 人

85.27 % 
位
91 47 努斗合田 292 249 7 

下江黒 261 242 92 72 2 初． 68

上江黒 379 300 79.16 13 82.68 

千津井 434 374 86 18 5 93 29 

江口 460 369 80 22 12 89 03 

田島 414 342 82.61 10 92.91 

南大島 897 707 78.82 14 88.01 

新里 593 464 78 25 15 85.92 

中 欠ロ 411 294 71. 53 16 77.43 

梅原 605 497 82 15 11 87 46 

川俣 288 259 89.93 3 91 39 

須賀 322 272 84 47 , 91.40 
大輪 617 538 87 20 4 92.81 

入ヶ谷 97 90 92.78 1 96 84 

矢島 476 405 85.08 8 91.13 

大佐貫 401 344 85 79 6 90.10 

計 6,947 5,746 82.71 89 37 

忍
忍
忍
魯
代

8

忍
3

ょ
〗
票
[
—

胃
盲
乞

奏
恣
る
璽
・
唸

認
霧
認

霧
認
唸

唸
嚢
唸

捻
唸
塁

認
嚢
羹

嚢
唸
尊

唸
踪
唸

讐
◎
唸

認
唸
認

魯
唸
謡

唸
謬
唸

謬
尊
唸

繹
嚢
唸

呑
唸
饂

唸
踪
綜

讐
唸
唸

霧
喜
唸

繹
唸
塁

唸
尊
認

邑楽郡各町村投票率

明和村 82 71% 

板倉町 79. 71 

千代田村 72.80 

大泉町 52.34 

邑楽町 67.25 

郡平均 66.99 

県平均 52.27 

任
期
満

了
に
伴
う

県
知
事
選

挙
の
投
票

が
七
月
六

日
、
村
内

七
ヵ
所
の

投
票
所
で

午
前
七
時

か
ら
一
斉

に
行
わ
れ
、

午
後
六
時

の
締
め
切

り
ま
で
に
‘

石
千
七
百
四
十
六
人
か
投
票
を
済
ま

せ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
衆
・
参
議
院
の
選

挙
を
行
っ
た
直
後
だ
け
に
、
関
心
が

低
く
、
投
票
率
は
前
回
の
知
事
選
よ

り
、
六
•
六
六
％
も
下
回
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
村
だ
け
の
開
票
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
有
効
投
票
五
六
―
―
-
―
票

▼
無
効
投
票
―
一
五
票

◎
候
補
者
別
得
票
数

▼
清
水
一
郎
（
無
）
五
0
六
七
票

▼
小
野
寺
け
い
ご
（
共
）
五
六
四
票

新
里
の
山
形
ト
メ
さ
ん
の
”
戦
友

か
川
の
畔
に
埋
め
し
と
ふ
遺
骨
は
祖

国
に
遠
く
か
へ
ら
ず
“
の
歌
が
、
み

ご
と
入
選
（
預
選
）
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
献
詠
歌
は
毎
年
靖
国
神
社
が

永
遠
の
平
和
と
繁
栄
を
顆
う
と
と
も

に
、
日
本
民
族
を
守
る
為
、
尊
い
生

命
を
捧
げ
ら
れ
た
「
み
た
ま
」
を
慰

め
る
だ
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
題
「
川
」
（
か
わ
）
を
と

り
入
れ
た
歌
か
、
全
国
か
ら
千
三
百

三
十
二
首
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
な
か
の

二
十
首
か
入
選
さ
れ
た
も
の
で
す
。

山
形
さ
ん
の
夫
は
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
の
セ
ビ
ッ
ク
川
の
は
と
り
で
空
爆

山形ドメさん

昭
和
五
十
四
年
度
の
県
民
税
完
納

表
彰
式
か
七
月
十
八
日
に
行
わ
れ
、

明
和
村
は
二
十
二
年
連
続
完
納
で
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
蝉
か
し
い
表
彰
を
受

け
た
の
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
協

カ
の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
記
録
を
さ
ら
に
延
ば
す

た
め
に
も
村
民
の
皆
様
の
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
こ
の
席
上
で
明
和
村
商
工

会
納
税
貯
蓄
組
合
が
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

昭
和
五
十
四
年
度
村
税
完
納
表
彰

式
か
七
月
二
日
各
納
税
組
合
長
や
館

林
財
務
事
務
所
長
な
ど
多
数
の
来
賓

の
方
々
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 こ

と
し
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
全

村
税
完
納
表
彰
式

行
わ
れ
る

明
和
村
連
続

2
2年

県
税
完
納
で
表
彰

靖
国
神
社
の
献
詠
歌
に
入
選

戦
友
が
川
の
畔
に
埋
め
し
と
ふ

遺
骨
は
祖
国
に
遠
く
か
へ
ら
ず

に
あ
い
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
題

か
「
川
」
と
い
う
事
で
ぜ
ひ
歌
に
詠

ん
で
み
よ
う
と
思
い
た
っ
た
そ
う
で

す
。山

形
さ
ん
は
、
入
選
の
知
ら
せ
を

受
け
取
っ
た
と
き
、
こ
れ
も
亡
夫
の
導

き
だ
ろ
う
と
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

氏
名
住
所

江
森
久
雄
梅
原

〔
問
〕
私
は
六
月
に
明
和
村
を

転
出
し
ま
し
た
か
、
転
出
先
で
七

月
七
日
に
交
通
に
よ
る
ケ
ガ
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
は
交
通
共
済
に
加
入
し
て
い

ま
す
か
、
転
出
し
て
も
一
日
一
円

の
交
通
共
済
保
険
は
受
け
ら
れ
ま

す
か
。〔

答
〕
館
林
邑
楽
交
通
災
害
共

済
市
町
村
組
合
に
加
入
な
さ
っ
た

方
は
、
館
林
・
邑
楽
郡
以
外
の
地

域
に
提
出
し
た
場
合
で
も
、
共
済

期
間
中
で
あ
れ
ば
（
昭
和
五
十
五

年
四
月
一
日
1

昭
和
五
十
六
年
三

月
三
十
一
日
）
に
起
き
た
交
通
事

故
に
よ
る
ケ
ガ
の
場
合
は
、
共
済

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き
ま

地
区
か
完
納
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

梅
原
地
区
で
は
‘
連
続
完
納
二
十
四

年
と
い
う
お
ど
ろ
く
べ
き
成
績
を
続

け
て
い
ま
す
。

本
年
も
昨
年
同
様
全
地
区
完
納
を

目
標
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
頓
い
し
ま
す
。

村
誌
作
成
の
専
門
委
員
の
方
々
か

八
月
二
日
村
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し

こ
。t
 担

当

▼
気
象 村

誌
専
門
委
員
決
ま
る

す
。見

舞
金
の
請
求
を
受
け
る
に
は
、

役
場
に
備
え
付
け
の
交
通
事
故
届

ま
た
は
交
通
事
故
証
明
書
、
及
び
、

見
舞
金
請
求
用
診
断
書
、
印
鑑
、

会
員
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

診
断
書
の
場
合
は
、
役
場
に
備

え
付
け
の
用
紙
に
病
院
で
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
の
請
求
は
事
故
発
生
日

よ
り
一
年
間
有
効
で
す
の
で
、
あ

な
た
の
場
合
は
翌
年
七
月
六
日
ま

で
に
必
要
な
書
類
を
そ
ろ
え
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

一
年
経
過
し
て
請
求
さ
れ
た
場

合
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
気
象
阿
部
主

▼
植
物
早
川
久
美

1
1

松
沢
篤
郎

▼
動
物
関
根
和
伯

1
1

富
岡
克
寛

▼
地
誌
前
沢
義
雄

▼
原
始
古
代
川
島
正
一

▼
中
世
奈
良
種
介

▼
近
世
川
島
維
知

▼
”
落
合
敏
男

▼
教
育
文
化
鯉
沼
実

▼
神
社
吉
永
吉
治

▼
寺
院
安
見
智
尋

▼
人
物
森
尻
重
作

▼
民
俗
飯
島
茂
雄

村
外
に
転
出
し
た
が

交
通
共
済
保
険
は

館
林
市

大
輪

館
林
市

邑
楽
町

太
田
市

館
林
市

” 田
島

館
林
市

” 川
俣
梅
原

新
里

南
大
島

斗
合
田

l 
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(3) 第227号 広 報 め し＼ わ 昭和55年 8 月 10 日

行政区別無事故・無違反
コンクールの中間報告（第 5 回）

1 位は入ヶ谷、最下位は南大島

交通事故防止を目的に、昨年 9 月 21 日から実施している無事

故無違反コンクール (7 月 15 日現在）の状況は下表のとおりで

す。この期間中交通事故63件、 （人身事故27件、物損事故36件）

と交通違反39件（酒気帯び運転10件、速度違反 16件、無免許運

転13件）があり合わせて 102 件の事故及び違反かありました。

持 9占,., 事故違反件数（減点数） 減点数 事故述）又内容

行政区 事故率

（世帯数 X 5 点） 事 故違 反合 計 可 事故 違反

斗合田 410 5 1 170 0 41 13 
人 2 閾無 1 物 3

下江黒 400 1 1 80 0 20 4 
人 1 ! 1 
物

上江黒 605 4 2 240 0 40 11 
人 1 閾無 1 1 物 3

千津井 660 4 4 340 0 52 14 
人 1 速無酒 2 1 1 
物 3

江口 690 3 2 170 0 25 7 
人 1 閾無 1 1 物 2

田島 660 1 3 270 0 41 12 
人 速無酒 1 2 
物 1

南大島 1,435 15 7 760 0 53 16 
人 6 速酒無 1 3 3 
物，

新里 1,155 5 3 280 0 24 5 
人 3 速ロ 3 
物 2

中谷 855 4 1 210 0 25 6 
人 3 ! 1 物 1

梅原 990 6 5 520 0 53 15 
人 3 速無酒 2 2 1 
物 3

川俣 510 1 2 130 0 25 8 
人 1 閾無 1 1 物

須賀 570 3 80 0 14 2 
人 2 息物 1

大輪 970 5 4 380 0 39 10 
人 1 速i: 2 i 物 4

入ヶ谷 145 1 20 0 14 1 
人 1 ] 物 1

矢島 770 2 2 150 0 19 3 
!¥ 閾細‘’ ‘ ̀  1 1 物 1

大佐貫 680 3 2 220 0 32 , 人 1 速誓 1 1 
物 2

人 27 ] 
16 

合計 11,505 63 39 4,020 0 35 
物 36 礼

※人＝人身事故物＝物捐事故 速＝速度違反 酒＝酒酔い酒気幣び運転無＝無免許運転

Y
 

イ
で
面
I
I．
小
手I
I・
胴I
I
.

原
日
兄
弟
国
際
少
年

剣
道
大
会
に
出
場

そ
し
て
、
少
年
達
の
国
際
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も

の
で
今
年
で
三
回
目
。

各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
二
百

二
名
か
、
い
ま
剣
道
が
盛
ん
に
な
り

つ
つ
あ
る
ハ
ワ
イ
で
試
合
を
し
て
く

る
も
の
で
す
。

原
口
兄
弟
は
「
む
こ
う
の
人
は
体

が
大
き
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
み
っ

と
も
な
い
試
合
だ
け
は
し
た
く
な
い
。

絶
対
に
勝
っ
て
見
せ
る
」
と
出
発
前

決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

八
月
七
日
か
ら
十
四

日
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ

イ
で
行
わ
れ
る
国
際
少

年
剣
道
大
会
（
国
際
オ

ー
プ
ン
少
年
剣
士
選
手

権
試
合
）
に
新
里
の
原

口
由
美
さ
ん
（
高
校
二

年
）
、
浩
く
ん
（
中
学

一
年
）
の
兄
弟
か
代
表

と
し
て
ハ
ワ
イ
ヘ
行
く

事
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
（
財
）
全
日
本

剣
道
連
盟
が
、
剣
道
を

国
際
的
に
普
及
さ
せ
、

新
里
ラ
ー
ク
ス

田
島
S
B
C

明
和
イ
ー
グ
ル
ス

下
昭
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

斗
合
田
T
O

) 

大
輪
ソ
フ
ト
愛
好
会
東._. 

新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

須
賀
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

中
谷

斗
合
田
T
A

江
ロ
ソ
フ
ト
愛
好
会

二
昭
友
の
会

稲
荷
山
イ
ー
グ
ル
ス

) 

上
江
黒
昭
和
会
S
( ‘‘,’ 

上
江
黒
昭
和
会
K
( 

矢
島
ソ
フ
ト
ク
ラ
プ

須
賀
団
地

リ
カ
ー
ズ

梅
原

千
津
井
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ズ

大
輪
ソ
フ
ト
愛
好
会
西
,
9
.
 

千
津
井

ー

'
.
9
4
9
I
9
9
9
9
4

遷
r
こ
'
i

第 4 回パパさんソフトボール大会結果
9 I 

私
た
ち
の
学
校
は
、
国
道
―
二

二
号
線
に
面
し
て
い
て
、
交
通
量

か
激
し
く
、
特
に
、
大
き
な
ダ
ン

プ
カ
ー
か
通
る
の
で
、
こ
わ
い
と

思
つ
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私

た
ち
は
、
何
年
か
前
か
ら
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
登
下
校
し
て

い
る
の
で
す
。
夏
な
ど
は
暑
く
て

暑
く
て
も
う
か
ぶ
る
の
は
や
め
よ

う
か
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
け
れ

ど
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
私
た
ち
を
守

っ
て
く
れ
る
ん
だ
、
と
思
い
直
し

て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
か
ら
も
、
身
近
な
防
具
と
し

て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
大
事
に
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
学
校
帰
り
に
、
塾

と
か
遊
び
な
ど
で
、
ー
よ
っ
ち
ゅ

う
出
か
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
行

き
掃
り
の
時
に
交
通
事
故
か
起
こ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。

友
達
と
無
中
に
な
っ
て
‘
話
し
て

い
る
時
、
注
意
力
を
失
な
っ
て
衝

突
、
と
い
う
場
合
も
あ
る
し
、
陽

気
が
良
く
て
、
つ
い
ボ
ン
ヤ
リ
し

1111111111111111111111111 

西小 6 年

中川清子

今
月
か
ら
”
子
供
の
目
か
ら
み
た
交
通
安
全
対
策
“
と
題

し
て
六
回
に
わ
た
り
連
載
し
ま
す
。

こ
れ
は
小
学
六
年
生
を
対
象
に
し
て
行
わ
れ
た
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
入
選
者
の
作
文
で
す
。

て
い
る
時
に
車
が
来
て
衝
突
、
と

い
う
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で

も
、
こ
れ
ら
の
事
が
ら
は
私
た
ち

の
心
か
け
し
だ
い
で
防
げ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
つ
も
心

を
し
っ
か
り
し
て
、
き
ち
ん
と
し

て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
事
な
ど
は
起

き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
交
通
事
故
な
ど
見
た
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
ぜ
っ
た

い
に
交
通
事
故
な
ど
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
気
を
付
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
お
そ
ろ
し
さ
は
、

周
り
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。
標

識
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
な
ど
み
ん

な
交
通
事
故
か
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
、
も
し
起
き
て
も
軽
い
傷
で
す

む
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
で
、
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え

る
か
ら
で
す
。

交
通
事
故
は
、
み
ん
な
か
気
を

付
け
れ
ば
、
ぜ
っ
た
い
に
起
こ
ら

な
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
み
ん

な
さ
え
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
交
通

事
故
な
ど
起
き
な
い
は
ず
で
す
。

交
通
事
故
の
せ
い
で
、
一
生
を
む
、

だ
に
し
た
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
ん
な
人
達
に
は
ぜ
っ
た
い
な
ら

な
い
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、
し
っ

か
り
と
生
き
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

子
供
の
目
か
ら
み
た
交
通
対
策

第 1 回
1111111111111111111111111 



昭和55年 8 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第227号 (4) 

富塚つや子さん
（田島）

親
ら
閂
ゞ
t
注
匹
み

「
こ
こ
ん
ち
の
子
供
は
、

ん
と
に
仲
か
い
い
ね
え
ー
」

「
そ
り
ゃ
ー
そ
う
よ
。
親
を
み

れ
ば
わ
か
る
で
し
ょ
う
。
」

「
ん
．
o

」

i
ー

時
々
我
が
家
を
訪
れ
て
来
る
人

達
と
の
会
話
で
あ
る
。
現
在
、
我

か
家
は
夫
婦
と
小
学
二
年
の
息
子
、

そ
し
て
幼
稚
園
の
娘
の
四
入
ぐ
ら

し
で
あ
る
。

中
国
の
桃
さ
ん
・
陳
さ
ん
三
明
精
密
で

今
、
中
国
で
は

先
進
国
に
追
い
つ

け
‘
追
い
越
せ
と

盛
ん
に
先
進
国
の

各
種
技
術
の
首
与
入

を
図
り
、
国
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま

す
か
、
こ
の
ほ
ど

日
中
青
年
研
修
協

会
に
よ
る
研
修
生

か
八
十
五
名
来
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ョ
ウ
チ
ン

5
の
二
人
、
眺
金

録
さ
ん

(
4
1歳）

「
子
供
の
笑
顔
は
両
親
の
笑
顔
、

両
親
の
笑
顔
は
子
供
の
笑
顔
。
そ
し

て
明
る
い
家
庭
の
源
。

子
供
達
よ
‘
い
つ
ま
で
も
笑
顔
を

忘
れ
な
い
で
お
く
れ
。
お
母
さ
ん
も

チ
ン
ロ
ン
シ
ェ
ン

と
陳
隆
生
さ
ん

(
3
6歳）
か
七
月
二

日
か
ら
一
週
間
の
予
定
で
千
津
井
の

三
明
精
密
閥
（
社
長
・
奈
良
原
勝
治
）

に
技
術
研
修
に
来
て
い
ま
す
。

こ
の
眺
さ
ん
と
陳
さ
ん
は
、
中
国

で
は
、
従
業
員
二
万
六
千
人
も
の
会

社
の
管
理
者
と
五
百
も
あ
る
会
社
を

管
理
し
て
い
る
副
所
長
と
い
っ
た
、

肩
書
き
を
持
つ
人
。

三
明
精
密
は
主
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
の
部
品
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
自

動
旋
盤
や
加
工
技
術
が
特
に
優
れ
て

い
る
の
で
二
名
派
遣
さ
れ
た
も
の
で

す
。

あ
り
え
な
い
と
思
う
。

音
楽
を
愛
し
、
花
を
愛
し
、
す

べ
て
の
生
き
物
を
愛
し
続
け
る
明

る
＜
優
し
い
子
供
達
に
育
っ
て
く

れ
る
事
を
顧
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

―
―
;
'
庁

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
富
塚
さ
ん
で
す
）

決
し
て
笑
顔
を
忘
れ
な
い
と
、
誓
お
い
私
で
す
。

う
じ
ゃ
な
い
の
。
」
こ
れ
は
、
私
か
常
や
が
て
、
お
前
達
か
成
長
し
、

日
頃
思
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
杜
会
の
一
員
と
し
て
大
き
く
な
っ

笑
顔
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
親
子
の
た
時
、
親
の
愚
痴
の
―
つ
も
聞
い

会
話
か
続
く
限
り
、
親
子
の
断
絶
は
て
お
く
れ
。

（第48 回）

の
研
修
生
ガ
ン
バ
ル

会
杜
内
で
は
三
明
精
密
の
オ
レ
ン

ジ
の
正
服
を
着
こ
な
し
‘
時
に
は
、

油
に
ま
ぎ
れ
な
か
ら
勉
強
し
て
い
ま

す
。杜

長
の
奈
良
原
さ
ん
は
、
あ
ま
り

の
研
究
熟
心
な
仕
事
ぶ
り
に
お
ど
ろ

く
と
同
時
に
‘
な
ん
で
も
吸
収
し
て

や
ろ
う
と
い
う
意
氣
込
み
か
す
ご
く

た
の
も
し
い
で
す
ね
。
時
に
は
、
鋭

い
質
問
を
す
る
の
で
困
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
た
び
た
び
あ
る
と
か
。

今
度
二
人
は
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
関
係
の
仕
事
を
中
心
に
東
京
、
栃

木
県
で
技
術
の
修
得
を
重
ね
て
‘
来

年
五
月
に
帰
国
し
て
中
国
の
国
づ
く

り
に
努
め
る
そ
う
で
す
。

ー
贈
与
と
税
金
1

土
地
や
住
宅
な
ど
を
買
っ
た
時
、

何
気
な
く
奥
さ
ん
と
か
子
供
さ
ん
の

名
義
で
登
記
し
た
り
、
子
供
さ
ん
名

義
の
マ
ル
優
預
金
を
資
金
と
し
た
リ

す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。
で
も
、
ち

よ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

同
じ
家
族
だ
か
ら
と
い
う
軽
い
気

持
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
、
こ
主

人
の
所
得
の
中
か
ら
買
っ
た
の
で
あ

れ
ば
名
義
人
と
な
っ
た
方
は
、
ご
主

人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
子
供
さ
ん
名
義
の

預
金
を
資
金
と
し
た
場
合
に
は
、
ご

主
人
か
財
産
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

つ
い
つ
っ
か
り
、
名
義
を
変
え
て

し
ま
っ
た
場
合
は
贈
与
税
の
課
税
を

受
け
る
前
に
、
そ
の
名
義
を
本
来
の

所
有
者
に
も
ど
せ
ば
贈
与
は
な
か
っ

た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

名
義
に
は
気
を
つ
け
て

と
り
つ
ぎ
は

要
点
を
伝
え
て
2
 

テ
し
フ
ォ
ン
メ
モ
…
…

0
1z
 

I
l

乳
ガ
ン
”

促
応
ぐ
た
よ
ー
）

両
手
を
下
げ
、
そ

乳
か
ん
は
近
年
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
”
乳
か
ん
＂
は
自
分

で
発
見
で
き
る
唯
一
の
か
ん
で
す
。

三
十
歳
に
な
っ
た
ら
毎
月
一
回
自

己
検
査
を
”
~

乳
か
ん
は
、
自
分
で
気
を
つ
け

て
い
れ
ば
ご
く
わ
か
り
や
す
い
症

状
、
つ
ま
り
乳
房
の
中
に
小
さ
い
、

堅
い
、
痛
み
の
な
い
し
こ
り
か
み

つ
か
り
ま
す
。
毎
月
生
理
か
終
わ

っ
て
四
ー
五
日
目
に
、
閉
経
し
た

人
は
日
を
決
め
て
し
こ
り
の
有
無

を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

〈
方
法
〉

①
鏡
の
前
で
、

な
お
、
税
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

と
か
‘
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
館
林
税
務
署
（
~
o
二
七
六
七

ー
四
ー
五
五
五
三
）
へ
ど
う
ぞ
。

の
自
己
発
見

し
て
上
げ
ま
す
。
大
き
さ
、
形
、

く
ぱ
み
か
あ
る
か
、
乳
房
の
位
置
、

形
、
た
だ
れ
か
あ
る
か
調
べ
ま
す
。

②
次
に
あ
お
む
け
に
寝
て
、
中
心

か
ら
周
辺
へ
、
検
査
を
す
る
反
対

側
の
手
で
、
指
を
そ
ろ
え
て
、
静

か
に
軽
く
圧
迫
し
な
か
ら
触
れ
て

い
き
ま
す
。
片
方
ず
つ
、
ま
ん
べ

ん
な
く
、
検
査
を
す
る
側
の
肩
に

座
ぶ
と
ん
な
ど
を
入
れ
て
、
少
し

高
く
し
‘
乳
房
か
平
均
し
た
厚
さ

に
な
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。
こ

の
時
、
つ
ま
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

つ
ま
ん
で
感
じ
る
「
し
こ
り
」
は

正
常
の
乳
腺
で
あ
る
こ
と
が
多
い

か
ら
で
す
。

③
次
に
‘
わ
き
の
下
に
深
く
指
先

を
入
れ
グ
リ
グ
リ
が
な
い
か
調
べ

ま
す
。

④
最
後
に
乳
首
を
軽
く
つ
ま
み
、

血
性
の
分
泌
が
出
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
終
わ
り
で
す
。

（
保
健
婦
高
瀬
静
子
記
）

と
り
つ
ぎ
は
要
点
を
伝
え
て
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

電
話
を
人
に
と
り
つ
ぎ
時
は
、
相

手
方
の
名
前
や
用
件
を
伺
い
、
そ
れ

を
代
わ
る
人
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

と
り
つ
ぎ
を
受
け
た
人
も
、
「
話
．

し
は
大
体
承
り
ま
し
た
…
·
:
」
と
い

っ
て
同
じ
こ
と
を
何
度
も
い
わ
せ
な

い
よ
う
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

第 2 回
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昔
の
＂
行
ば
ん
様
“
の
祭
り
私
か
子
供

を
思
い
出
し
て
見
る
と
‘
芝
居
：
く
な
｀
”
の
時
に
味
わ
っ

と
八
木
節
か
中
心
。
そ
し
て
新
に
よ
冨
ク
、
た
祭
り
の
味
を
子
ん
‘

里
の
村
民
か
あ
げ
た
ダ
ン
ゴ
が
へ
笏
供
達
に
味
あ
わ
せ
て

ク
'

ご
利
益
か
あ
る
と
し
て
、
飛
ぶ
｀
や
ろ
う
と
戦
後
二
回
目

よ
う
に
売
れ
‘
露
店
商
も
商
工
の
粟
島
納
涼
祭
り
を
行
っ

会
の
ほ
う
ま
で
店
を
連
ね
、
お

7
と
こ
ろ
、
子
供
達
は
も
ち

と
づ
れ
る
人
も
羽
生
や
加
須
の
ん
の
こ
と
多
く
の
人
か
来
て

人
か
多
く
臨
時
電
車
も
止
ま
る
←
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

は
ど
。
参
道
に
二
十
個
の
燈
籠
を
と

こ
の
よ
う
に
‘
行
ば
ん
様
は
こ
こ
ろ
一
層
祭
り
の
雰
囲
気

私
は
獅
子
あ
っ
た
か
‘
祭
リ
の
た
め
と
あ
ら
ば
‘
こ
呵
新
里
の
お
祭
リ
て
な
く
こ
の
界
仲
楽
殿
に
お
い
て
、
民
謡
や

雄

舞
の
師
匠
を
れ
も
し
ょ
う
か
な
い
で
す
よ
。

1
1
1

．
云
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
飛
び

□
口
ロ
ー
ロ
[
/
□

(
\
#
J
T
J
]
只
□

よ
／

十
四
日
の
祭
り
の
日
に
は
朝
七
時
頃
か
ら
題
は
な
い
か
‘
笛
を
吹
く
人
か
だ
ん
だ
ん
圃
も
、
祭
り
の
雰
囲
気
は
い
つ

祭
り
の
終
わ
る
午
前

0

時
叩
ま
で
、
祭
り
少
な
く
な
っ
て
行
く
の
で
心
配
で
す
か
、
·
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
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=
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=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
-
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
―
~
広
え
る
よ
う
に
し
た
い
も
の

を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
祭
り
こ
れ
も
早
急
に
な
ん
と
か
し
よ
う
と
み
ん
[
々
合
地
g
(
ツ
-
、

“
9
’
'
旧W
\`

で
す
ねo

□L
:《
t
L
[
：
ロ
ロ

□I□
□
[な
て
考
え
て
い
る
ん
て
す
よ
。
〖
百
三
奴
示
＂
＂
‘
+
を

4
←
1
9わ
位
ヤ
」
圃
ー
に

u
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下
江
黒
も
ず
う
っ
と

昔
か
ら
斗
合
田
と
同
じ

よ
う
に
獅
子
舞
を
行
っ
か

て
い
る
か
、
最
近
後
継
な

ぎ
を
す
る
人
が
い
な
く
ば

て
困
っ
て
い
ま
す
。
今
い

獅
子
を
舞
う
人
で
一
番
い

若
い
の
は
一
二
十
八
歳
。

そ
の
後
の
人
か
い
な
く
て

て
ね
。
て

獅
子
舞
は
絶
対
に
絶
ワ

や
す
こ
と
は
な
ら
な
い
ね

の
で
、
早
急
に
ど
う
に
高

叶つしも．
ー
、

私
の
子

供
の
頃
、

ィ

大
輪
の
八

サ
坂
祭
と
い

原
え
ば
、
そ

江

れ
は
も
う
に
ぎ
や
か
で
し
た
。
大
き

な
山
車
が
出
て
、
私
は
と
っ
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
も
の
で
し
た
。

今
は
山
車
も
こ
わ
れ
、
練
り
歩
け

な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
い
つ
か
は

修
理
し
て
よ
み
か
え
ら
せ
た
い
で
す

ね
。み

ん
な
簡
素
化
、
簡
略
化
と
い
っ

て
い
ま
す
が
、
祭
り
に
は
簡
素
化
は

ぬ
き
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

今
年
は
山
車
の
か
わ
り
に
舞
台
を

作
っ
て
、
地
区
総
参
加
で
色
々
な
こ

と
を
し
ま
し
た
が
と
っ
て
も
楽
し
い

一
夜
を
過
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

藍内福太郎

斗合田の獅子舞
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昨
年
六
月
稲
作
転
換
の
事
業
と
し

て
、
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
苗
木
左

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
農
協
が
取

り
入
れ
、
各
農
家
に
斡
旋
し
ま
し
た

が
早
く
も
一
年
後
の
七
月
に
、
田

鳥
の
奈
良
健
一
さ
ん
宅
の
木
に
は
、

子
供
の
こ
ぶ
し
ほ
ど
の
キ
ュ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
が
つ
き
ま
し
た
。

稲
荷
山
地
区
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会

稲
荷
山
地
区
で
は
七
月
二
十
日
、

夏
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
実
施
し
ま
し
t
 

`

l

`

7i た
。

こ
れ
は
、
稲
荷
山
地
区
の
体
力
の

向
上
、
そ
し
て
融
和
を
図
る
た

め
に
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。こ

の
日
、
五
十
九
歳
を
最
高

に
中
学
生
以
上
の
人
が
二
十
八

人
（
男
二
十
一
人
、
女
七
人
）

稲
荷
山
地
区
を
一
週
し
ま
し
た
。

夏
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
だ
け
に
‘

氷
を
か
じ
り
な
が
ら
走
る
人
、

顔
に
当
て
な
が
ら
走
る
人
か
目

立
ち
、
中
に
は
家
族
で
仲
良
く

走
る
人
、
モ
ン
ペ
姿
で
走
る
主

婦
と
、
さ
ま
ざ
ま
。

こ
の
よ
う
な
熱
の
入
れ
よ
う

だ
と
村
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は

稲
荷
山
地
区
に
上
位
を
独
占
さ

れ
そ
う
で
す
ね
。

キ
ュ
ウ
イ
の
実
が
な
る

カ
メ

公
民
館
事
業
の
一
っ
と
し
て
、
三
歳
児
を

持
つ
親
を
対
象
に
し
た
「
わ
た
し
は
二
歳
」

と
い
う
放
送
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

子
を
持
つ
親
が
対
象
な
だ
け
に
、
学
習
し

た
く
て
も
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
学
習

で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、
子
を

r炉
連
れ
て
来
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
保

育
室
を
設
け
た
の
で
お
母
さ
ん
方
か

、
｀
ょ
i
l
(—
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

‘‘‘r

ih 

“j•— 

一
第
一
回
目
の
放
送
教
室
か
七
月
十

．
七
日
行
わ
れ
、
こ
の
日
梅
原
の
柿
沼

L
 
.
.
 b

}

 

·
さ
ん
と
矢
島
の
石
崎
さ
ん
が
学
習
の

一
終
わ
る
ま
で
保
育
し
て
く
れ
ま
し
た
。

、

L

二
名
は
「
私
達
は
も
う
子
育
て
は
終

わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
す
る

お
母
さ
ん
に
少
し
で
も
役
に
立
て
ば
：
·
。
」
と

でス）

熱
心
に
幼
稚
園
か
ら
借
り
て
来
た
遊
具
で
保
育

し
て
い
ま
し
た
。

ラ
立—— 
ュ
ー
ス

奈
良
さ
ん
は
、
別
に
こ
れ

と
い
っ
た
事
は
し
て
い
な
い

の
で
、
な
ぜ
、
私
の
家
だ
け

か
早
い
の
だ
ろ
う
と
首
を
か

し
げ
て
い
ま
す
か
、
植
え
る

前
に
偶
然
、
砂
や
砂
利
の
混

じ
っ
て
い
る
赤
土
を
入
れ
た

の
か
よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、

と
の
話
。

キ
ュ
ウ
イ
の
実
か
七
個
‘

そ
し
て
私
の
家
は
七
人
家
族

で
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
。
一
個

づ
つ
食
べ
る
よ
う
に
と
、
キ

ュ
ウ
イ
か
気
を
き
か
し
、
七

個
つ
い
た
の
だ
ろ
う
と
明
和

村
第
一
号
の
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
の
誕
生
を
喜
ん
で
い
ま

す
。

新
里
の
婦
人
消
防
隊

（
隊
長
江
森
佳
世
子
）

は
、
子
供
達
が
夏
休
み

に
入
っ
た
初
日
、
人
口

呼
吸
法
の
仕
方
を
習
い

ま
し
た
。

こ
れ
は
‘
こ
れ
か
ら

子
供
達
か
。
フ
ー
ル
や
川
、

そ
し
て
海
な
ど
で
、
い

つ
溺
れ
人
口
呼
吸
か
必

要
に
な
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
、
こ
の
日
専
門

家
を
迎
え
て
習
っ
た
も

の
で
す
。

人
日
呼
吸
は

い
つ
で
も
0
k

l—-----
I 
I 
古
老
か
ら
話
を
聞
く
調
査
員

明
和
村
誌
を
作
成
す
る
た
め
、
六

月
に
村
誌
絹
さ
ん
室
が
新
た
に
設
置

さ
れ
、
現
在
、
そ
の
内
容
、
構
成
な

ど
、
ど
の
よ
う
に
す
る
か
と
、
取
り

組
ん
で
い
ま
す
か
、
七
月
二
十
日
に

行
わ
れ
た
下
江
黒
の
獅
子
舞
、
同
じ

く
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
斗
合
田
の

獅
子
舞
に
つ
い
て
第
一
回
目
の
本
格

的
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
両
獅
子
舞
に
つ
い
て
、

村
誌
の
一
ペ
ー
ジ
に
加
え
よ
う
と
、

文
化
財
調
査
員
と
協
力
し
て
、
古
老

か
ら
舞
の
説
明
や
、
歴
史
的
過
程
、

さ
ら
に
カ
メ
ラ
撮
影
と
各
方
面
に
わ

た
っ
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

村
誌
編
さ
ん
室

獅
子
舞
を
調
杢
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八
月
の
支
払
い
受
け
た
ら

福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を

夏
の
交
通
安
全
運
動
か
始
ま
っ
た

七
月
十
一
日
、
館
林
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
ク
ラ
ブ
の
人
達
が
、
交
通
安
全
マ

ネ
キ
ン
を
運
動
期
間
中
役
場
に
設
置

し
て
下
さ
い
と
持
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
マ
ネ
キ
ン
は
交
通
安
全
運
動

一

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
置
か
れ
た

も
の
で
I
t
交
通
安
全
“
と
書
か
れ

た
タ
ス
キ
を
か
け
て
、
役
場
を
訪

ず
れ
る
人
達
に
美
し
い
笑
顔
で
無

言
の
交
通
安
全
を
訴
え
て
い
ま
す
。

福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆
さ

ん
、
八
月
は
福
祉
年
金
証
書
を
提
出

す
る
月
で
す
。

福
祉
年
金
の
受
給
者
は
、
な
る
べ

く
早
く
輻
祉
年
全
証
書
と
譲
渡
所
得

や
公
的
年
金
受
給
の
有
無
を
確
認
す

る
た
め
の
申
立
書
を
各
地
区
の
老
人

会
長
さ
ん
へ
八
月
二
十
日
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

C

こ
れ
は
、
福
祉
年
金
受
給
者
が
今

後
引
き
続
い
て
年
金
か
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
と
と
も
に
‘

年
金
証
書
に
今
後
一
年
間
の
支
払
い

額
を
記
入
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

マ
ネ
キ
ン
で
交
通
安
全
を
P
R

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

一
日
中
図
書
室
オ
ー
プ
ン

も
し
、
福
祉
年
金
証
書
お
よ
び
申
立

書
を
提
出
し
ま
せ
ん
と
、
十
二
月
期

の
支
払
い
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
八
月
期
の
年
金

を
受
け
取
っ
た
ら
必
ず
、
証
書
と
申

立
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

] 0- — ◇＿ーバ行毎：

引鶯配応；心i
ス楽月i

省エネ・行楽客 虐ナ畜工は 9
っ 0 { ｧ • C 1史； }] : 

雰□
ｷ--------------------------------ｷｷ-------------ｷ----

家庭の夏の省エネルギー対策
いま、国をあげて 7 ％の石油節約を進めていることは、みな

さんよ〈ご存知の通りです。猛暑の夏は、クーラーの使用が増

えるなど、電気をはじめとするエネルギーの消費が増大します。

ご家庭におかれては、ことしの夏は次のような工夫をされて、

省エネルギーに協力いたしましょう。

今
ま
で
公
民
館
の
図
書
室
は

午
後
だ
け
し
か
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
公
民
館

で
は
二
十
二
日
か
ら
子
供
達
の

夏
休
み
の
期
間
中
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
得
て
一
日
中
開

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
供
達
が
夏
休
み

に
入
る
と
一
日
中
利
用
す
る
人

が
多
い
の
で
、
公
民
館
に
登
録

さ
れ
て
い
る
四
十
八
名
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
、
二
人
一
組

に
な
っ
て
子
供
達
の
本
の
貸
し

出
し
を
行
い
、
子
供
達
の
学
習

に
協
力
す
る
と
と
も
に
”
み
ん

な
で
つ
く
る
公
民
館
“
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

夏
の
県
交
通
安
全
運
動

始
ま
っ
た
七
月
十
一
日
か

ら
月
・
水
・
金
曜
日
の
午

後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
交

通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
交
対
協
や
安

協
の
婦
人
部
な
ど
が
県
道

を
中
心
に
、
村
内
五
ヵ
所
、

合
計
九
回
通
過
す
る
全
車

両
を
対
象
に
交
通
安
全
の

。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配

り
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
交
通
安
全

運
動
の
期
間
中
だ
け
で
な

V

、
い
つ
で
も
安
全
運
転

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

夏
ふ
各
．
＂
苫
＇
芯
さ
き
ぶ
逗
籾

交
逍
指
尋
｛

示
り
や
村
文

①
冷
房
温
度
は
2
8
度
に
調
節
を

②
日
よ
け
、
カ
ー
テ
ン
の
上
手
な
利

用
を

③
冷
蔵
庵
の
上
手
な
利
用
を

④
お
風
呂
は
、
沸
か
し
方
に
工
夫
を

⑤
テ
レ
ビ
は
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し

な
い
よ
う
ご
注
意
を

⑥
洗
た
く
は
、
上
手
に
工
夫
を

⑦
電
灯
は
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な

い
よ
う
ご
注
意
を

⑧
ク
ー
ラ
ー
や
照
明
器
具
の
お
手
入

れ
を

⑨
レ
ジ
ャ
ー
は
、
鉄
道
、
バ
ス
の
ご

利
用
を

⑪
住
宅
に
は
断
熱
材
の
使
用
を

※
「
家
庭
の
夏
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
・
十
の
提
案
」
は
昭
和
五
十
五
年

六
月
五
日
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
対
策
推
進
会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
り

交
通
安
全
を
訴
え
る
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一般ソフトボール大会
参加チーム募集

第 3 回ソフトボール大会が次

のとおり行われます。

チームを編成して参加してく

ださしヽ。

期日

会
対

9 月 1 日より午後 7 時

からナイターで行われ

ます。

東西小・中学校校庭。

村民または村内の企業

で編成したチーム。

申し込み 8 月 20 日までに公民

館事務局へ申し込ん

でください。

場
象

^? 少年サッカー教室
参加者募集
教育委員会では小学生 4 • 5 • 

6 年生を対象に 9 月～ 11 月まで

の 3 ヵ月間‘‘少年サッカー教室”

を次の日程で行いますので参加

をお待ちしています。

► 日時毎週土曜日 午後 2 時

から 4 時まで

►会場 東・西小学校校庭

►費用 340円（保険代）

► 申し込み 8 月末日までに中

央公民館事務局に

申し込んでくださ

しヽ。

＾ペ庭球大会の
参加者募集

第 6 回村民庭球大会が行われ

ますので参加をお待ちしていま

す。

日時

会
対
方

9 月 21 日

合開始

明和中テニスコート

中学生及び一般

ダブルストーナメント

方式（軟式）

申し込み 9 月 10 日までに公民

館事務局へ申し込ん

でくださし ‘o

場
象
法

各
家
庭
に
お
い
て
交
通
安
全
に

関
す
る
話
合
い
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
国
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安

全
意
識
の
一
層
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
総
理
府
で
は

午前 9 時試

社
会
福
祉
の
作
文

ポ
ス
タ
ー
コ

社
会
福
祉
の
推
進
は
、
国
民
的

課
題
と
し
て
各
方
面
か
ら
そ
の
充

実
強
化
が
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
基
盤
と
な
る
幅
祉
教
育
を
推

進
す
る
た
め
、
小
・
中
学
生
を
対

象
と
し
た
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
県
内
の
小
・
中
学

校
に
在
学
中
の
児
童
、
生
徒

▼
応
募
要
領

0

作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、

一
人
一
点

0

作
文
は
、
四
百
字
詰
原
稿
用

紙
五
枚
以
内

ン
ク
ー
ル

▼
題
材
題
材
は
自
由
で
す
か
、

老
人
、
身
体
障
害
‘
母
子
、
精
神

薄
弱
者
、
児
童
等
の
福
祉
に
つ
い

て
、
日
ご
ろ
見
た
り
、
聞
い
た
り
‘

考
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
え
か

い
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
「
社
会

福
祉
に
つ
い
て
」
「
私
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
「
か
ら
だ
の
不
自
由
な

人
」
「
私
の
し
た
小
さ
な
親
切
」

な
ど
。

▼
応
募
方
法
九
月
十
日
ま
で
に

役
場
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

「
交
通
安
全
家
族
会
議
」
の

作
文
募
集

交
通
安
全
家
族
会
議
に
関
す
る
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

▼
主
題
「
我
か
家
の
交
通
安
全
」

各
家
庭
に
お
け
る
交
通
安
全
に
関

す
る
話
合
い
の
内
容
。
方
法
な
ど
。

▼
募
集
期
間
昭
和
五
十
五
年
七
月

一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で

▼
募
集
の
区
分

①
小
・
中
学
生
の
部

②
母
親
の
部

第
3

部

行
政
管
理
庁
で
は
「
統
計
」
を

よ
り
身
近
で
、
親
し
み
の
あ
る
も

の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
毎
年
「
統
計
グ
ラ
フ
全
固

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
そ
の
二
十
八
回
目
に
な

り
ま
す
か
、
こ
の
は
ど
応
募
要
領

が
決
ま
り
ま
し
た
。
小
学
生
以
上

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

第
1

部
小
学
校
一
年
生
以
上

三
年
生
以
下
の
児
童

小
学
校
四
年
生
以
上

六
年
生
以
下
の
児
童

中
学
校
の
生
徒

第
2

部

高
校
以
上
の
学
生
、

生
徒

第
5

部
一
般

▼
課
題
自
由

▼
作
品
の
規
格
等

①
仕
上
寸
法

第
1

部
1

第
3

部

B
2

判

第
4

部
1

第
5

部

B
1

判

②
紙
質
・
色
彩

自
由
。
た
だ
し
裏
面
の
板
北

り
、
表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
・
カ

バ
ー
等
は
認
め
な
い
。

▼
締
め
切
り
日
I
t
提
出
先

昭
和
五
十
五
年
九
月
四
日
ま
で

に
〒
三
七
一
前
橋
市
大
手
町
一

ー
一
＼
一
群
馬
県
庁
統
計
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
一
般
の
部

▼
作
品
の
送
付
先
〒
一

0
0

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
一
ー

六
ー
一
総
理
府
交
通
安
全
対

策
室

I
I私
と
ス
下
ー
ツ
I
I

群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

で
は
「
私
と
ス
ポ
ー
ツ
」
の
作
文

募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
の

た
め
に
、
日
頃
み
な
さ
ん
か
家
庭

や
学
校
‘
職
場
等
で
、
ま
た
個
人

や
グ
ル
ー
。
フ
、
親
子
や
家
族
ぐ
る

み
で
‘
健
康
づ
く
り
の
ス
ポ
ー
ツ

を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
を
具
体

的
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格
県
内
に
在
住
、
在

学
、
在
勤
の
者

▼
応
募
方
法

①
応
募
は
一
人
一
点

②
作
品
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙

四
枚
以
内

③
作
品
は
タ
テ
書
き
と
し
、
で

き
る
だ
け
万
年
箪
、
ボ
ー
ル

ペ
ン
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

④
住
所
‘
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
、
職
業
及
び
勤
務
先
（
在

学
中
の
者
は
学
校
名
と
学
年
）

を
作
品
の
頭
書
に
書
い
て
下

さ
い
。

▼
締
切
期
日
昭
和
五
十
五
年
九

月
一
二
十
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
作
品
送
付
先
〒
―
―
―
七
一
前
橋
市

大
手
町
一
I
-
I
一
（
県
庁
内
）

（
財
）
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
団
「
私
と
ス
ポ
ー
ツ
」
係
あ
て

な
お
、
詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
似

興
事
業
団
（
~
o
二
七
ニ
ー
ニ

―
ニ
ー0
四
七
六
）
で
お
た
す
ね

く
だ
さ
い
。

の
作
文
募
集

第
4

部

成
人
式
が

行
わ
れ
ま
す

第
3
3回
明
和
村
成
人
式
が
次
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場

該
当
者

第
2
8回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

日
時

9

月

2
3日
（
秋
分
の
日
）

9

時
よ
り
開
始

明
和
村
中
央
公
民
館

昭
和
3
5年
4

月
2

日
か

ら
昭
和

3
6年
4

月
1

日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。



(9) 第 227号 広 報 め し＼ わ 昭和55年 8 月 10 日

中
小
企
業
者
の
中
に
は
、
豊
か

な
滸
想
と
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
持

ち
な
が
ら
、
技
術
力
の
不
足
か
ら

こ
れ
を
新
製
品
・
新
技
術
に
結
び

つ
け
る
こ
と
か
で
き
な
い
と
こ
ろ

が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
技
術
に
関

す
る
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
す

る
人
材
を
こ
れ
ら
の
企
業
に
派
遣

し
、
適
切
な
技
術
指
導
を
行
う
制

度
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
中
小
企
業
の
技
術
向
上
お

よ
び
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
を

促
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
企
業
か
ら
の
求
め

に
応
じ
て
、
県
が
指
導
者
を
派
遣

す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
関
す
る
費

用
は
県
か
負
担
し
ま
す
。

こ
の
指
導
を
希
望
す
る
企
業
者

の
方
は
、
次
の
と
お
り
申
し
込
み

、
。

く
だ
さ
し

▼
指
導
日
数

一
企
業
当
た
り
約

五
日
間

▼
募
集
企
業
数
全
体
で
二
百
七

十
企
業

▼
受
付
場
所

0

県
工
業
試
験
場
（
前
橋
市
鳥

羽
町
一
九
o

~
o
二
七
ニ
ー

五
一
ー
四
二
六
一
）

0

県
繊
維
工
業
試
験
場
（
桐
生

市
相
生
町
五
ー
四
六

I
-
6
0

二
七
七
ー
五
ニ
ー
九
九
五

0
)

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
県
庁
繊

維
工
鉱
課
（
€
JO
二
七
ニ
ー
ニ
三

|
-
―
―
一
内
線
五
―
-
)
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

: ：：ー：

家
庭
で
の
言
葉
遣
い

県
環
境
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
で

は
、
環
境
衛
生
営
業
（
理
・
美
容
、

氷
雪
販
売
、
食
肉
販
売
、
喫
茶
店
、

め
ん
類
業
な
ど
）
を
経
営
す
る
方
々

の
た
め
に
、
経
営
相
談
室
を
設
け
て

環
境
衛
生
金
融
公
唐
の
融
資
を
中
心

に
経
営
、
労
務
等
の
相
談
に
応
じ
て

「
他
人
行
儀
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
‘
敬
語
は
、
あ
る
意

味
で
自
分
と
相
手
と
の
間
に
へ
だ

て
、
距
離
を
置
く
表
現
で
も
あ
り

ま
す
。

そ
の
点
、
お
互
い
に
く
つ
ろ
ぎ
、

心
を
許
し
合
う
家
庭
で
は
‘
敬
語

に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な

会
話
が
は
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
と

い
っ
て
も
、
世
代
や
家
族
構
成
‘

そ
れ
に
家
風
な
ど
の
違
い
か
ら
一

概
に
は
い
え
ま
せ
ん
。

家
庭
で
の
言
葉
遣
い
要
は
‘

親
し
さ
の
中
に
も
節
度
か
あ
っ
て
、

他
人
に
聞
か
れ
て
も
恥
ず
か
し
く

な
い
よ
う
な
話
し
方
か
‘
望
ま
し

い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
子
供
に
と
っ
て
は
、
家

庭
で
の
言
葉
遣
い
、
と
く
に
母
親

か
ら
受
け
る
言
葉
の
し
つ
け
が
大

き
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

8
 

-
9一ぃ
．
土
詞
雪
誕
讐
唄

い
ま
す
。

現
在
営
業
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
の
れ
ん
分
け
さ
れ
る
方
、
こ

れ
か
ら
新
規
開
業
さ
れ
よ
う
と
す
る

方
も
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
室
は
、
県
環
境
衛
生
同
業
組

合
連
合
会
（
前
橋
市
大
手
町
群
馬
会

「
は
い
」
「
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

（
行
っ
て
き
ま
す
）
」
「
た
だ
い
ま
」

「
お
や
す
み
な
さ
い
」
な
ど
、
日

常
の
あ
い
さ
つ
か
で
き
、
同
時
に

他
人
に
対
し
て
ハ
キ
ハ
キ
と
し
た

応
対
か
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
も
、

幼
児
期
か
ら
の
生
活
習
慣
が
大
き

く
も
の
を
い
い
ま
す
。
子
供
は
家

庭
で
の
会
話
を
耳
に
し
な
か
ら
無

意
識
の
う
ち
に
”
自
分
の
言
葉
I
J

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
か
ら
、

親
の
責
任
は
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

子
供
も
中
学
・
高
校
生
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
家
族
に
つ

い
て
「
お
父
さ
ん
が
：
·
·
:
」
で
は

な
く
「
父
が
：
·
·
:
」
と
い
う
よ
う

に
教
え
る
こ
と
、
こ
れ
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

（
次
回
も
同
じ
く
家
庭
で
の
言
葉

遣
い
で
す
）

環
境
衛
生
営
業

経
営
室
の
ご
利
用
を

` 
〖
、
4

、
太
く
れ
升

あ
わ
t
ォ

館
内
6
0
-―
竺
一
・
―
―
―
―
-
•
二
ニ
）
内
に
あ
り
‘

経
営
指
導
員
二
人
が
常
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
、
面
接
、
電

話
、
手
紙
等
い
ず
れ
で
も
結
構
で
す
。

な
お
、
相
談
室
で
は
利
用
者
の
便

宜
を
図
る
た
め
‘
八
月
二
十
六
日
に

館
林
（
館
林
保
健
所
応
接
室
）
を
開

催
し
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う

▼
公
民
館
を
利
用
し
て
勉
強
し
て
い

る
短
歌
の
会
（
こ
ほ
ろ
ぎ
、
か
ほ
が

や
、
田
芝
）
の
三
グ
ル
ー
プ
は
公
民

館
に
マ
ホ
ー
ビ
ン
〈
（
一
・
九
Q
)
­

個
三
千
円
相
当
〉
二
個
、
茶
托
二
組

（
一
組
千
円
相
当
）
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。f
 

ー
出
生
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

福
田
和
之
登
志
雄
長
男
川
俣

6

月

2
5日

田
口
久
代
禎
孝
二
女
大
輪

6

月

3
0日

中
田
政
宏
国
雄
長
男
中
谷

7

月
4

日

森
尻
伯
親
登
長
男
南
大
島

7

月
7

日

篠
木
健
i
潔
長
男
大
輪

7

月

2
1日

大
津
知
子
歳
雄
長
女
矢
島

7

月

2
9日

ー
死
亡
ー

氏
名
年
令

関
ロ
マ
ッ

7
3

-— 
『
一

（
敬
称
略
）

世
帯
主
地
区
死
亡
月
日

（
）
は
新

は
な
子
新
里

7

月
4

日

立
川
文
子

興
四
郎
入
ヶ
谷
7

月
5

日

東
助
田
島

7

月

1
9日

（
チ
ェ
）
南
大
島
7

月

1
9日

く
わ
江
口

7

月

2
4日

（
ト
ク
）
新
里

7

月

2
8日

（
健
）
中
谷

7

月

2
9日

心
あ
ら
ば
語
ら
ま
は
し
き
捨
小
舟
華

や
ぎ
し
頃
し
の
び
つ
眠
る
か

石
崎
い
く
子

渡
し
場
に
群
れ
咲
く
白
き
ヒ
メ
ジ
ョ

ン
息
か
教
え
く
れ
し
幼
な
か
り
し
に

石
村
艶
子

産
卵
に
命
を
か
け
て
上
り
し
か
朽
木

の
か
げ
に
う
ぐ
い
の
虹

江
森
征
子

お
だ
や
か
に
流
れ
る
跛
波
目
で
お
い

つ
小
泡
も
共
に
い
づ
こ
ま
で
行
く

始
沢
良
子

雨
続
き
て
土
手
の
勾
配
危
ぶ
み
て
水

害
の
惨
語
る
存
り
ひ
の
父
は篠木

よ
し

平
ら
か
な
水
の
面
に
映
ゆ
る
橋
脚
と

ま
ご
ふ
樹
骸
の
ひ
と
つ
ゆ
ら
め
く

砂
賀
久
美
子

ス
カ
ン
ポ
の
赤
ら
む
利
根
の
五
月
空

霞
む
水
辺
は
紅
葉
を
映
す

薗
部
き
よ
子

白
絣
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
若
人
の
集
ひ

く
わ

し
利
根
の
月
美
し
か
り
に
き立

川
ツ
ヤ
子

露
に
ぬ
れ
朝
草
刈
り
た
り
し
こ
の
土

手
に
あ
ざ
み
の
紫
今
も
変
ら
ず

立
川
ふ
さ

聞
く
身
に
は
「
オ
ー
イ
・
オ
ー
イ
」

と
対
岸
の
船
呼
ぶ
声
も
の
ど
か
な
り

け
り

小久松小奈辿
林保田野良見
庭

菊吉み高か幸
二三ち雄つ蔵

71 75 83 82 55 76 

ヽ

明和分署長

石橋恒男

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

碩
川
千
秋

川
底
に
眠
る
歴
史
は
語
ら
ね
ど
蒼
き

流
れ
に
利
根
の
深
く
見
ゆ

奈
良
原
宜
子

幾
度
か
人
の
う
ら
み
を
水
底
に
秘
め

け
む
に
へ
う
へ
う
と
利
根
は
お
だ
し

き

野
ロ
タ
カ

み
ぎ
わ

何
年
か
水
際
に
埋
れ
し
廃
船
は
造
り

し
男
の
お
も
か
げ
持
た
ず

野
村
初
枝

緑
映
し
流
れ
お
だ
し
き
利
根
の
瀬
に

つ
ぶ
ら
な
青
き
し
じ
み
貝
拾
ふ

橋
本
悦
子

利
根
川
に
友
ら
と
来
て
は
遊
び
を
り

吾
子
ら
は
今
日
も
足
跡
つ
く
る

横
塚
純
江

か
ん
高
き
声
に
ぎ
わ
せ
て
梅
雨
晴
の

土
手
駆
け
行
け
り
色
シ
ャ
ツ
の
子
等

ょ

明
和
村
の
皆
さ
ん
大
変
御
世

話
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
般
、
署
内
の
人
事
異
動
に

伴
な
い
板
倉
分
署
に
勤
務
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。

四
年
一
ヵ
月
の
長
い
間
、
村

民
の
皆
様
の
ご
援
助
に
よ
り
、

大
過
な
く
大
任
を
務
め
さ
せ
て

頂
い
た
事
に
対
し
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
明
和
村

の
益
々
の
発
展
と
各
位
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
在
任

中
の
お
礼
と
致
し
ま
す
。
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恥
匹
心

7

-

，．責ク

救急車出動回数
●交通事故 0 件

●急病 7 件
●その他 2 件

計 9 件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和 科• 耳鼻 祝• B 
産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田地区

日

8 月 17 日
落合医院 川田医院 後藤（愛）医院ft 02767(2)0134 寺内医院 館林地区が

曜 ff 02767(2)0160 ft 02767(2)0754 ゆたか医院ff 02767(3)7308 合 02767(2)3031 担当します

8 月 24 日
根岸医院 後藤康生医院 上野医院ff 02767(2)3330 礫川堂医院 竹越医院

当 ff 02767 (2) 3262 ff 02767(2)3975 後藤康生医院ft 02767(2)3975 ff 02767(4)0184 ff 027684-3137 

8 月 31 日
古屋（恒）医院 小倉医院 安楽岡医院ff 02767(2)0572 永寿堂医院 江口医院

番 ff 0276(63)6161 ff 02767(2)0606 清河堂医院合 02767(2)3070 合 02767(2)4464 云 027686-320I 

9 月 7 日
佐々木医院 大神医院 大島診療所合 02767(7)1503 海宝医院 館林地区が

医 合 0272(62)2623 ff 0276(62)2200 川生医院合 02767(2)3030 合 02767(2)3155 担当します

9 月 14 日
浜野医院 原医院 大石医院合 02767(4)2362 津久井医院 小西医院 ？、
合 02768(8)5678 ff 02767(2)1936 堀越医院合 02767(3)4151 合 02767(2)3316 云 027686-2261

納
涼
祭
が
次
の
日
時
で
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
夏

の
ひ
と
と
き
を
、
す
ご
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▼
日
時
八
月
十
六
日

百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
の
混
合
予
防
接
種
か
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
該
当
児
に
、
必
ず
受
け
さ
せ

て
く
だ
さ
し

佑
3
▼
対
象
者

+
n
～
昭
和

5
2年
9

月

1

実
日
か
ら
昭
和

5
3年

,
8

月

3
1日
ま
で
に

防
の
生
ま
れ
た
出
生
者
。

予
種
[
[
コ
[

合
接
▼
受
付
時
間

午
後
1

時
3
0分
か

昆
ら

2
時
ま
で
で
す
。

種
[
直
ロ

9月

3
4

日

0

二
回
目

0

月
3

日

0

三

回
目

1
0月
3
0日

§
§
§
息
§
§
；

□
．
＇
§
心
§
§
屯
；
口
．
＇
屯
愈
愈
愈
§
屯
愈

現
在
、
県
の
仕
め
た
も
の
で
す
。

事
は
そ
の
内
容
も
相
談
を
受
け
る
窓
口
‘
施
設
の
案

J
す
し
く
み
も
複
雑
に
内
、
各
種
の
制
度
、
手
続
き
の
し
か

帳
ま
な
っ
て
い
ま
す
。
た
な
ど
多
く
の
項
目
を
取
り
上
げ
て

こ
の
た
め
、
県
民
あ
り
ま
す
。

利
し
の
み
な
さ
ん
に
は
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
は
、
県
内

理
解
し
に
く
い
面
の
各
財
務
事
務
所
で
無
料
で
お
分
け

便
け
も
多
い
と
思
わ
れ
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は
最

の
分
ま
す
。
寄
り
の
事
務
所
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
、
県
で
（
県
広
報
課
）

し
お
は
「
く
ら
し
の
便

利
帳
」
を
作
成
し

ら
ま
し
た
。
こ
の
冊

子
は
、
み
な
さ
ん

か
日
常
の
生
活
の

中
で
、
県
政
と
の

か
か
わ
り
あ
い
を
生
じ
た
場
合
に
‘

い
つ
、
ど
こ
へ
照
会
す
れ
ば
よ
い
か

と
い
う
こ
と
を
部
門
別
に
取
り
ま
と

午
後
七
時

▼
会
場

半
か
ら
十
時
ま
で

（
雨
天
順
延
）

明
和
中
学
校
校
庭

県
職
員
初
級
採
用

試
験
が
行
わ
れ
ま
す

:----------------------------------------------------------: 

] —こ他危 : 
: 言と人い
, 注向のこ
: 意てと ] 

{ 左も は山゜ ] 

: : 
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8 月 28 日 8 月 27 日
期
日

1: 1 午月9 9 IJ 

\ ` 麟 時

3 1 1210 3 1 3010 

時時 時時 時時 分時\ 間

中 雷 第明
会央 ー和

公

i ；亙貸 場

今

月
の
納
め

適談 • • 

切員相 悶 日父,I : 
なが談 時 通
助皆は

言さ 胃 [ 時 8 事ん 1 月

[ ので午 14 故
悩‘ 後日
み専所 3 相

し‘ご門 時 午月｀＇lj 
]0 とのま 談
に相で 10

三
種
混
合
は
三
回
接
種
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
、
問
診

票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

三
歳
児
検
診
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

会
場
で
お
子
さ
ん
の
発
育
状
態
や

問
題
点
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
＜

事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
児
の

様
子
を
知
っ
て
い
る
人
か
母
子
手
帳

を
持
参
し
て
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ

、
。

し▼
日
時
九
月
十
六
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
ま
で
受

付
を
行
い
ま
す
。

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
該
当
児
下
半
期
実
施
者
は
五
十

二
年
三
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
か
対
象

で
す
。

-------------------------------------------------------------
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第
二
回
目
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
か
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
七
月
の
第
一
回
レ

ン
ト
ゲ
ン
健
康
診
断
に
都
合
が
悪
く

て
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
対
象
で

す
。今

回
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
群
馬
県
職
員

採
用
初
級
試
験
か
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間
八
月
十
八
日
か
ら
九

月
六
日
ま
で

▼
受
験
資
格
昭
和
五
十
六
年
四
月

一
日
現
在
で
十
八
歳
か
ら
二
十
五

歳
の
男
女

▼
試
験
日
十
月
十
二
日
前
橋
市

の
各
高
等
学
校
で

▼
願
書
申
込
館
林
財
務
事
務
所

な
お
、
詳
し
く
は
群
馬
県
人
事
委

員
会
（
~
o
二
七
ニ
ー
ニ
三
ー
一
―

―
一
内
線
七
一
六
）
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

村
で
は
毎
月
次
の
日
程
で
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め
は
村
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
個
人
事
業

税
、
利
根
加
用
水
組
合
費
及
び

水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
六
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
七
日
中
央
公
民
館

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

嘉 て 月
い今例

どた月
おだは 千ヽ一T 

りき 誓 政

実 ] ^ 長 に人、
゜よ

] 来り 権ヽ
月休 木目
゜はま

‘ せ ＝恥火



'80 

発行所
編集

, 
10 日発行

印

第228号

明和村役場
総務課
広報係

ゞ

フレーン刷

も
う
公
民
館
て
み
な
さ
ん

と
仰
良
く
十
五
回
程
料
理
教

室
に
参
加
し
ま
し
だ
ガ
、
時

に
は
「
あ
ー
こ
ん
な
工
夫
を

可
れ
ば
あ
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
の
だ
な
ー
L

と
感
心
弓
る

こ
と
も
。

そ
ん
な
時
に
限
っ
て
、
家

で
岡
じ
よ
う
に
作
り
、
家
族

み
ん
な
ガ
よ
ろ
こ
ん
で
食
べ

て
く
れ
る
と
き
は
本
当
に
う

れ
し
い
。
つ
い
鼻
高
刀
に
な

つ
て
し
ま
う
。
料
理
方
法
を

忘
れ
だ
頃
に
、
ま
だ
あ
の
料

理
を
作
っ
て
な
ど
と
せ
ガ
ま

れ
る
と
、
う
れ
し
い
や
ら
困

る
や
ら
。

し
力
し
、
そ
ん
な
好
評
な

料
理
は
そ
ん
な
に
多
く
な
い
。

原
因
は
我
ガ
家
の
昧
と
昧
付

け
ガ
ち
ガ
う
の
だ
。
全
く
評

判
ガ
悪
く
閉
□
し
だ
こ
と
も

し
ば
し
ば
。

結
局
は
習
つ
て
き
だ
も
の

を
そ
の
ま
ま
で
な
く
、
我
ガ

家
の
昧
に
国
し
、
村
料
ガ
そ

ろ
わ
な
く
て
も
う
ま
く
工
夫

を
可
る
事
ガ
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
t
Jo料

理
教
室
参
加
者

（
和
田
政
江
記
）

公民館での

料理教室

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

む
頃

、
親
し

灯
火

灯
火
親
し
む
秋
も
間
近
で
す
。
イ

ン
テ
リ
ア
の
主
役
の
一
っ
に
照
明
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
住
ま
い
が
I
J
ウ

サ
ギ
小
屋
I
J
と
外
国
人
に
見
え
る
の

は
照
明
の
使
い
方
が
貪
し
い
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

人
た
ち
は
、
昼
が
短
く
電
灯
の
下
で

長
い
時
間
を
過
ご
す
せ
い
か
、
照
明

を
大
変
上
手
に
演
出
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
―
つ
の
部
屋
に
何
種

類
も
の
照
明
器
具
を
備
え
る
の
が
普

通
で
大
勢
で
に
ぎ
や
か
に
だ
ん
ら
ん

す
る
と
き
は
、
メ
イ
ン
の
一
番
明
る

い
ペ
ン
ダ
ン
ト
か
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を

つ
け
、
晩
さ
ん
の
食
事
は
燭
台
に
ロ

ー
ソ
ク
を
と
も
し
た
り
し
ま
す
。

音
楽
を
聴
く
と
き
は
薄
明
か
り
の

照
明
に
し
、
読
書
の
と
き
は
フ
ロ
ア

ラ
ン
プ
か
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
小
さ

な
読
書
灯
を
つ
け
る
…
…
と
い
う
こ

と
で
す
。

日
本
の
家
庭
で
も
二
至
多
灯
を
志

向
し
て
み
た
ら
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
は
け
い
光
灯
が
主
力
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
せ
め
て
居
間
や
ダ
イ
ニ

ン
グ
は
温
か
い
感
じ
の
白
熱
灯
を
入

れ
て
み
る
の
も
感
じ
が
か
わ
る
も
の

で
す
。
例
え
ば
メ
イ
ン
は
け
い
光
灯

で
あ
っ
て
も
、
食
卓
の
上
だ
け
は
白

熱
灯
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
し
、
低
め
に

つ
け
れ
ば
、
料
理
が
お
い
し
く
見
え

る
し
、
だ
ん
ら
ん
の
顔
の
色
も
美
し

く
見
え
ま
す
。
居
間
も
た
だ
明
る
け

れ
ば
よ
い
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
‘

壁
面
に
取
り
付
け
た
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

照
明
を
利
用
す
れ
ば
ガ
ラ
リ
と
ふ
ん

囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。
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9 月 15 日は敬老の日

l

o

 
村
で
は
十
日
に
村
長
、
助
役
ら

が
二
班
に
分
か
れ
て
八
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者
七
十
二
人
全
員
を
慰
問
し
、

長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
事
に
敬

意
を
表
し
、
あ
わ
せ
て
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
す
。

村
と
し
て
の
お
祝
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
七
十
五
歳
か
ら
七
十
九
歳
の
方
に

は
、
記
念
品
と
敬
老
年
金
三
千
円
を

支
給
し
ま
す
。

▼
八
十
歳
以
上
の
方
に
は
記
念
品
と

敬
老
年
金
五
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼
八
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
記
念
品

と
敬
老
年
金
五
千
円
の
外
に
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
慰
問
品
を
届
け
ま
す
。

ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
方
に
は
、
さ

ら
に
県
か
ら
も
記
念
品
が
届
け
ら
れ

ま
す
。 高

齢
者
に

村
か
ら
お
祝
が
届
き
ま
す

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
こ

の
日
か
ら
一
週
間
は
老
人
福
祉
週
間

で
す
。
敬
老
の
日
は
、
昭
和
二
十
六

年
以
来
広
く
国
民
的
行
事
と
し
て
親

し
ま
れ
、
こ
と
し
で
三
十
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
老
人
福
祉
週
間
の
目
的

は
、
長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
き
た

お
年
寄
り
の
方
々
の
長
寿
を
祝
い
、

広
く
敬
老
の
思
想
を
普
及
す
る
こ
と

で
す
。

ま
た
、
こ
の
週
間
を
機
会
に
、
老

後
・
老
人
問
題
を
国
民
す
べ
て
が
自

ら
の
問
題
と
し
て
考
え
、
老
人
自
身

に
も
時
代
と
と
も
に
生
き
る
意
欲
を

一
層
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

各市町村65歳以上の人数 ）は昨年の割合

市町村名 65歳以上 総人口 総人口に対する割合

明 和 村 1,114 人 9,638 人 11.56 (11.22) % 

板 ^ 居 町 1,900 15,891 11. 96 (11. 74) 

千代田村 1,047 10,539 9.93 (10.08) 

大 泉 町 2,218 31,231 7.10 (6.73) 

邑 ンフ白く 町 1,832 21,503 8.52 (8.41) 

館 林 市 6,306 69,851 9.03 (8.70) 

計 14,417 158,653 9.09 (8.86) 

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の

受
給
者
が
い
な
く
な
っ
た
戦
没
者
の

遺
族
に
支
給
さ
れ
る
特
別
弔
慰
金
は

現
在
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

未
請
求
の
方
は
至
急
役
場
へ
申
し

出
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和

五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
死
亡
等
に
よ
り
公
務
扶
助
料
、
遺

族
年
金
等
の
受
給
者
か
い
な
く
な
っ

た
遺
族
に
対
し
て
は
十
二
万
円
の
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
請
求

で
き
る
方
は
遺
族
の
中
の
一
定
の
者

（
概
ね
、
妻
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
そ

の
他
生
計
関
係
か
あ
っ
た
三
親
等
内

の
者
の
順
序
）
で
請
求
期
限
は
昭
和

五
十
七
年
五
月
七
日
で
す
。

な
お
、
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か

ら
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
の
間
に

は
じ
め
て
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
該
当
し
た
遺
族
‘
又
は
文

官
の
遺
族
に
つ
い
て
も
昭
和
五
十
四

年
四
月
一
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
な

ど
の
受
給
者
が
い
な
い
場
合
は
同
じ

よ
う
に
前
記
の
特
別
弔
慰
金
か
支
給

さ
れ
ま
す
。

②
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
、
す

で
に
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の

受
給
者
か
い
な
か
っ
た
遺
族
の
う
ち

戦
没
者
か
、
満
州
事
変
以
後
日
華
事

変
前
の
死
亡
者
で
あ
る
遺
族
、
又
は

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
現
在
す
で
に

伯
叔
父
母
、
甥
、
姪
、
兄
の
妻
な
ど

（
三
親
等
内
の
者
で
、
戦
没
者
と
戦

没
当
時
引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
関

係
が
あ
っ
た
も
の
）
し
か
い
な
か
っ

で
き
る
だ
け
早
く
申
請
を

特
別
弔
慰
金
の
未
請
求
の
方
へ

※ 8 月 31 日現在

明治25年生まれまでの
お年寄りは33人います

（敬称略）

順位 氏 名 性別 生年月日 年令 住所 世帯主

1 村田かん 女 12. 8 22 101 大輪 達男

2 菌田みつ 女 18. 6 21 95 大佐貫 邦松

3 機村ゐう 女 20 8 5 93 斗合田 昭一—

4 金子丈吉 男 20. 9.20 92 入ヶ谷 利一

5 市川たか 女 21 7.27 92 新里 弘

6 田口ちい 女 21 12. 2 91 大輪 文也

7 長島ゑい 女 22. 3 1 91 田島 博

8 野本いせ 女 22. 4 10 91 干津井 長松, 風間ひさ 女 22. 4 21 91 梅原 金二

10 岡安ちょ 女 22 8 2 91 南大島 利清次

11 島田三郎次 男 22. 8 16 91 II 彦一
12 清水よっ 女 22. 9 9 90 梅原 泰一

13 神田しう 女 22. 9.26 90 大佐貫 唾甲 逗`止

14 中村みよ 女 22.11 9 90 下江黒 俊雄

15 森尻つね 女 23. 1.25 90 南大島 正巳

16 田端もん 女 23. 3 18 90 田島 武之承

17 島田わき 女 23.5.25 90 南大島 末次郎

18 恩田万吉 男 23. 6 16 90 梅原 万吉

19 片島茂喜 男 23. 8 2 90 新里 H名子雄三

20 吉永はな 女 24 5 4 89 梅原 年雄

21 小菅ゑい 女 24. 5 18 89 田島 守夫

22 滝口勘司 男 24. 9.28 88 上江黒 伸吉

23 藤野ひゃく 女 25. 1 15 88 川俣 芳太郎

24 藤野しま 女 25. 3.26 88 千津井

25 奥沢つや 女 25.3.28 88 江口 冗- = ロ

26 木村すい 女 25. 7 14 88 梅原 すい

27 田中幾太郎 男 25. 7 16 88 矢島 幾太郎

28 小林〈ま 女 25. 7.30 88 下江黒 幸一

29 奈良つね 女 25. 8 14 88 田島 和男

30 立川精丸 男 25. 9 11 87 梅原 精丸

31 早川水門 男 25.10.18 87 大輪 水門

32 早川たっ 女 25 10 25 87 大輪 ミ ヨ

33 今成たつ 女 25 11 7 87 須賀 ミヨ子

た
遺
族
に
対
し
て
は
、
昭
和
五
十
二

年
十
月
一
日
か
ら
二
十
万
円
の
特
別

弔
慰
金
か
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

請
求
は
本
年
九
月
三
十
日
を
も
っ
て

時
効
に
な
り
ま
す
の
で
請
求
も
れ
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
と
し
よ
り
の
た
め
の
＂
老
人
電

話
相
談
I
J
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

お
と
し
よ
り
ご
本
人
、
ご
家
族
、

あ
る
い
は
ご
近
所
の
人
々
か
ら
の
悩

み
ご
と
な
ど
、
な
ん
で
も
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
番
号
＝
―
-
七
―
-
|
-
―
―
四
ー
登
六
六

▼
相
談
時
間

九
時
1

十
六
時
（
月
1

金
曜
日
）

九
時
1

十
二
時
（
毎
週
土
曜
日
）

電
話
の

老人にいだわりを・・
みん店で圏い手をさしのぺよう
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｀如均おじいちゃん•おばあちゃん］

®機村ゐうさん 93歳 ®菌田みつさん 95歳 〇村田かんさん IO I 歳

合
年
新
だ
に
九
十
歳
に
な
り
、
広

報
紙
に
写
真
ガ
掲
載
さ
れ
だ
方
万
八

人
あ
り
ま
弓
。
肝
年
は
九
十
歳
以
上

万
十
五
人
だ
っ
だ
の
ガ
合
年
は
十
九

入
。
四
人
培
え
ま
し
だ
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
屯
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

ね
。
お
願
い
し
ま
可
。

〇長島ゑいさん 91 歳 ®田口 ちいさん 91 歳 ◎市川たかさん 92歳 〇金子丈吉さん 92歳

.... 

` 
... 
•[" 

®島田三郎次さん 91 歳 ⑪岡安ちよさん 91 歳 ®風間ひささん 91 歳 ®野本いせさん 91 歳

®森尻つねさん 90歳 ®中村みよさん 90歳 ®神田しうさん 90歳 ®清水よつさん 90歳

®片島茂喜さん 90歳 ®恩田万吉さん 90歳 ®島田わきさん 90歳 ®田端もんさん 90歳



昭和55年 9 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第228号 (4) 

群馬犀の入口はどのくらし＼

県の人日予想クイズ

10 月 1 日は、全国一斉に国勢調査か行われま

す。

この調査は、わか国全体の人口の大きさだけ

でなく、都道府県や市町村ごとの人口の大きさ

や、男女別・年齢別・職業別などの構成、世帯

数およびその構成を明らかにして、行政に直接

役立つ資料を得るために行われるものです。

そこで、県および県統計協会では、国勢調査

に対する県民の協力を得るため、群馬県の人口

予想懸賞を募集します。

応募要領は次のとおりですので奮ってご応募

ください。

► 人口

国勢調査の結果得られた群馬県の総人口概数

►応募期間

9 月 1 日～ 30 日

► 懸賞

人口概数に一致したもの、または最も近いも

のから等級を定め、予想数字に同一のものか

あった場合には抽選で決定し、賞金をお送り

します。

パ
パ
イ
ヤ
を
手
に
す
る
金
子
さ
ん

, 

r

[

 

/. 

9

v

 

‘,` 

入
ヶ
谷
の
金
子
利
一
さ
ん
宅
の
庭

先
に
は
、
今
何
種
類
も
の
熱
帯
植
物

の
花
が
一
斉
に
咲
き
乱
れ
、
そ
し
て

温
室
に
は
パ
パ
イ
ヤ
の
実
が
約
二
十

個
、
パ
イ
ナ
ッ
。
フ
ル
か
四
個
熟
帯
の

果
物
が
な
り
、
近
所
で
評
判
に
な
っ

熱
帯
の
香
り
が
い
つ
ば
い

）
）
イ
や
も
店
つ
て
ま
弓

口口

群
烏
県
企
画
部

mｭ

きが

m

は
国

便

口
郵

統

計

課

前
橋
市
大
手
町
一
‘
|
-
1

悶
ハガキの表の記入例

住

人
職氏

名
男
女
の
別

年
齢

所業
（
学
生
‘
生
徒
‘
児
童
は
‘

学
校
名
及
び
学
年
）

ハガキの裏の記入例

〇参考

45年国調の県人口 1,658,909 人

50年国調の県）＼口 1,756,480 人

※ 55年 7 月 1 日の県）＼口 1,840,118 人

こ
れ
か
ら
ど
ん
な

て
い
ま
す
。

金
子
さ
ん
は
二
年
前
、
長
い
教
員

生
活
を
無
事
終
え
た
の
を
記
念
し
て

ハ
ワ
イ
旅
行
を
し
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
小
さ
い
時
か
ら
植
物
か
好
き
だ

っ
た
か
、
日
本
の
植
物
で
は
だ
ん
だ

ん
も
の
た
り
な
く
な
っ
て
、
変
化
に

冨
ん
だ
熟
幣
の
植
物
を
と
り
そ
ろ
え

よ
う
と
、
自
宅
に
温
室
を
作
り
、
パ

パ
イ
ヤ
、
パ
イ
ナ
ゾ
。
フ
ル
、
マ
ン
ゴ
、

ピ
ン
ク
シ
ャ
ワ
ー
と
い
っ
た
も
の
を

自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
出
弘
の
多

い
商
杜
員
の
久
雄
さ
ん
（
二
男
）
と

協
力
し
て
集
め
、
今
で
は
約
十
種
類
。

特
に
パ
パ
イ
ヤ
は
昨
年
五
月
に
種

子
を
播
き
育
て
、
今
で
は
五
本
の
樹

は
直
径
十
五
e
m
。
七
月
に
は
実
か
な

る
な
ど
、
そ
の
成
長
の
早
さ
に
お
ど

ろ
く
と
同
時
に
、
食
べ
る
の
は
も
ち

ろ
ん
‘
色
々
と
百
科
辞
典
で
熱
帯
の

植
物
を
調
べ
る
の
も
楽
し
み
の
一
っ

、
。

と
カ金

子
さ
ん
は
、

県
青
年
海
外
派
遣
「
第
八
回
群
馬

県
青
年
洋
上
大
学
」
の
派
遣
団
員
に

江
口
の
奥
沢
一
郎
く
ん
か
選
ば
れ
ま

し
た
。こ

の
青
年
洋
上
大
学
は
郷
土
の
将

来
を
担
う
青
少
年
を
中
華
人
民
共
和

国
（
中
国
）
に
派
遣
し
て
、
大
い
に

国
際
的
視
野
を
広
め
て
来
て
も
ら
い
‘

郷
土
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
も
ら
う

た
め
の
も
の
で
、
九
月
十
四
日
か
ら
十

四
日
間
中
国
へ
行
っ
て
き
ま
す
。 奥沢一郎

（江口）

県
洋
上
大
学
に

奥
沢
く
ん

も
の
を
集
め
よ
う
か
と
、
百
科
辞
典

と
に
ら
め
っ
こ
の
毎
日
で
す
。

こ
の
作
文
は
、
小
学
六
年
生
を
対
象
に

し
て
行
わ
れ
た
交
通
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
選
作
品
で
す
。

最
近
‘
交
通
事
故
か
と
っ
て
も

多
い
。
新
聞
を
見
て
も
交
通
事
故

か
よ
く
め
だ
っ
て
い
る
か
、
事
故

の
原
因
は
、
な
ん
だ
ろ
う
か
。
原

因
は
、
小
さ
な
子
供
か
と
び
だ
し

を
し
た
り
、
車
の
運
転
手
か
お
酒

を
飲
ん
で
い
た
り
、
前
を
よ
く
注

意
し
て
い
な
か
っ
た
り
で
そ
う
い

う
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
も
と

で
大
き
な
事
故
に
つ
な
か
る
な
ん

て
お
そ
ろ
し
い
な
あ
と
思
っ
た
。

私
の
学
校
で
も
事
故
に
あ
っ
た
人

は
、
何
人
か
い
る
か
、
み
ん
な
そ

う
大
き
な
事
故
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
人
た
ち
は
、
と
び
だ
し

を
し
て
事
故
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
れ
く
ら
い
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
ろ

う
と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
が
、
事

故
に
つ
な
か
る
の
だ
か
ら
、
私
も

注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
ビ
。7
 

事
故
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
歩
行
者
か
と
び
だ
し
な
ど
を

し
な
い
で
、
き
ち
ん
と
歩
道
を
あ 西小 6 年

鈴木則子

る
き
、
自
動
車
の
運
転
手
は
、
よ

そ
み
を
し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
だ

り
し
な
い
で
、
安
全
に
運
転
す
れ

ば
交
通
事
故
も
少
し
は
ふ
せ
げ
る

と
思
っ
゜

私
も
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
心
か
け
た
い
と
思
っ
た
。

私
は
、
事
故
に
あ
っ
た
こ
と
か

な
い
の
で
交
通
事
故
の
は
ん
と
う

の
お
そ
ろ
し
さ
を
し
ら
な
い
け
れ

ど
、
事
故
に
あ
っ
た
人
は
、
お
そ

ろ
し
さ
か
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
と

思
っ
。
だ
か
ら
、
事
故
に
あ
っ
た

こ
と
の
な
い
人
は
、
ど
う
し
て
も
、

ゆ
だ
ん
を
し
か
ち
な
の
で
、
と
び

だ
し
を
し
た
り
、
一
時
て
い
し
を

し
な
か
っ
た
り
し
て
、
事
故
に
あ

う
ん
だ
な
と
思
っ
た
。
で
も
歩
行

者
や
自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
人
か
、

い
く
ら
注
意
を
し
て
い
て
も
、
自

動
車
の
人
が
注
意
し
て
い
な
け
れ

ば
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。

だ
か
ら
、
自
動
車
の
運
転
手
も
、

歩
行
者
も
、
自
転
車
に
乗
る
人
も
、

道
路
標
識
や
信
号
な
ど
に
よ
く
注

意
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

私
も
‘
家
族
が
で
か
け
る
と
き

な
ど
は
、
「
気
を
つ
け
て
。
」
と
言
っ

て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
と

く
に
妹
に
は
、
よ
く
教
え
て
あ
げ

よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

11111111111111 

11111111111111 

子
供
の
目
か
ら
み
た
交
通
対
策

第 2 回



(5) 第228号 広 報

し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
母
親
に
か

わ
っ
て
保
育
す
る
も
の
で
、
言
葉

も
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い
幼
児
で

泣
い
た
り
、
い
や
か
っ
た
り
で
最

初
は
お
ろ
／
＼
す
る
ば
か
り
で
し 石崎シズさん

（矢島）

ク

；
保
ぷ
り
社
も
、
行

（第49 回）

私
と
梅
原
の
柿
沼
さ
ん
で
七
月

十
七
日
公
民
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
第
一
号
と
し
て
二
日
保

育
＂
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
一
日
保
育
は
母
親
か
安
心

書 方 図

職

業

め し‘

明
和
中
は
テ
ニ
ス
が
大

変
強
く
、
そ
の
名
を
県
下

に
知
ら
れ
て
い
ま
す
か
、

県
大
会
で
も
男
子
団
体
戦

こ
。

キ
7
'

や
っ
と
自
分
も
、
幼
児
も
落
ち
つ

き
坊
や
達
も
憤
れ
、
私
も
柿
沼
さ
ん

も
我
か
家
の
孫
の
よ
う
な
気
持
で
保

育
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

大の退子
会相しは
も手ま二
優かし回
勝関た戦
し東゜‘

た大特女 —-------. ~ 
こ‘女は
と会に子 l --’'叫りとこととこ薗田よと旦忌
ろそ子三 し初東行県ぞり変入べ子で
「しは回結まめ大わ川れでなるス個二
扱て □ 戦果して会れ崎神‘活な卜入位
戦全回ではた出にた市奈そ躍ど 8 戦‘
で国戦敗男゜場‘関で川れぶ大にも女

こ
に
も
行
か
な
い
よ
。
行
か
な
い

か
ら
ね
」
と
言
い
、
思
わ
ず
強
く

抱
き
し
め
ま
し
た
。

や
っ
と
の
こ
と
で
‘
な
だ
め
て

別
れ
ま
し
た
か
、
真
心
を
持
っ
て

（
写
真
・
文
・
題
字
と
も
石
崎
さ
ん
で
す
）

母
親
達
の
学
習
も
終
わ
り
、
私
は
接
す
れ
ば
、
わ
ず
か
な
時
間
で
も

母
親
さ
ん
達
に
挨
拶
し
て
帰
ろ
う
と
子
供
達
は
わ
か
る
ん
だ
な
ー
と
つ

し
た
時
、
突
然
一
人
の
坊
や
か
泣
き
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。
い
つ
か
ど

出
し
私
の
後
を
追
う
の
で
す
。
私
は
こ
か
で
ま
た
あ
え
る
こ
と
を
楽
し

引
き
返
し
て
坊
や
を
抱
き
上
げ
「
ど
み
に
し
て
い
る
近
類
て
す
。

わ

昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
の
お
題
は

「
音
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
と

の
ほ
か
に
お
ん
‘
ね
、
響
き
な
ど
と

詠
ん
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
，

▼
詠
進
要
領

0

詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
て
一
人
i

首
と
し
‘
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

0

用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
）
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詠
進
の
期
間

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
i
日
ま
で
。

▼
送
り
先

〒
i
0
0

東
京
都
千
代
田
区
一

＼
二
呂
内
庁
へ
。
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

チン

郵
使
詞
目
国
所
｀

ふ
り
か
な
約

氏
名
年
月
日
生

歌
会
始
の
お
題
は
「
音
」

川
村
ゆ
か
リ
・
薗

（
敬
称
略
）

昭和55年 9 月 10 日

明
中
テ
ニ
ス
部

関
東
大
会
へ
出
場

敗
け
た
の
で
、
も
う
少
し
の
と
こ
ろ

で
と
関
係
者
を
か
っ
か
り
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

▼
関
東
大
会
出
場
選
手
名

男
子
団
体
戦
高
木
義
明
・
松
本

誠
•
新
井
和
彦
・
藤
倉
忠
・
黒
沢
政

彦
・
村
田
蝉
彦
・
奈
良
和
広
・
塩
谷

敏
彦女

子
個
人
戦

田
博
子

あなたが欠けても
困ります

10 月 1 日国勢調査

9 月 25 日から 30 日の間に調査

員が国勢調査の用紙をあなたの

家に配布しますが、届かない場

合は至急役場経済課へ連絡して

くださしヽ。

今
月
は
敬
老
の
日
に
ち
な
ん
で
、

お
年
寄
り
の
健
康
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
食

事
六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。

①
食
べ
や
す
く
、
消
化
の
よ
い
も

の
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

歯
か
わ
る
く
な
リ
、
消
化
器
の

働
き
も
お
と
ろ
え
て
い
る
こ
と
を

助
に
お
い
て
食
品
を
選
ひ
調
理
し

ま
し
ょ
う
。

②
脂
肪
を
減
ら
し
て
‘
た
ん
白
質

を
十
分
に
と
リ
ま
し
ょ
う
。

た
ん
白
質
は
年
を
と
っ
て
も
荘

年
期
と
同
じ
に
必
要
な
栄
養
で
す
。

動
物
t
i
脂
肪
は
さ
け
て
、
あ
ぶ
ら

身
の
少
な
い
と
り
肉
や
魚
‘
卵
‘

豆
腐
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
な
ど
を
使

っ
た
料
理
を
。

③
分
量
は
ひ
か
え
め
に
‘
夕
食
は

軒
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

④
新
鮮
な
緑
黄
野
菜
を
多
く
と
り

ま
し
ょ
う
。

保
健
婦

ぶ
言
心
ぬ
賃
魯
桑
亨
勾
｀
苓

•
]
窯
麿
嚢
撃
羹
誓
嚢
姦
[

パ
も
た
卜
よ
り
‘
ダ
心
，
j
＂

｀
賃
望
謬
心
｛
忍
魯
嚢
＾
心

、
さ‘
(
v
:
:
1
:
5
5

咬
認
唸
言
翌
霧
冷
言
．

お
年
寄
り
の
健
康

野
菜
類
は
腸
の
働
き
を
う
な
か

し
て
便
秘
を
防
く
働
き
か
あ
り
ま

す
。

⑤
塩
か
ら
い
も
の
は
さ
け
ま
し
ょ

゜

、
つ

食
塩
は
血
圧
に
よ
く
な
い
と
と

も
に
腎
臓
な
ど
に
も
負
担
を
か
け

ま
す
。
塩
け
は
、
薄
く
て
も
食
べ

す
ぎ
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑥
酒
、
タ
バ
コ
は
飲
み
す
ぎ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

晩
酌
は
日
本
酒
な
ら
二
合
、
ビ

ー
ル
な
ら
中
び
ん
一
本
位
ま
で
と

し
、
何
か
つ
ま
み
な
か
ら
に
し
ま

し
ょ
う
。

一
度
に
ご
ち
そ
う
を
た
く
さ
ん

食
べ
る
の
で
は
な
く
‘
一
二
食
に
分

散
し
て
、
平
均
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

消
化
不
良
を
防
ぎ
、
た
ん
白
質
の

利
用
率
を
高
め
ま
す
。

※
次
回
は
応
急
手
当
の
し
か
た
で

す
。

高
瀬
記
）

第 3 回



昭和55年 9 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第228号

減は減ま六
ら味らすg私
す覚し゜前た
ののたで後ち
は基いきの日
か本もれ食本
なだのば塩人
りけでこをは
大にすれと一
変‘がをつ日
と一‘半て平一高血圧と食事一
い挙塩分お均
えに味にり十

中央幼稚園の設計図できる
人工芝もステージもあります

(6) 

z
、

4
l

遊戯翌

tr叫

設
計
の
特
徴
は
中
庭
を

も
う
け
、
そ
こ
に
は
人
工

芝
を
う
え
、
将
来
学
級
増

の
と
き
、
こ
こ
に
保
育
室

を
増
設
し
ま
す
。
ま
た
遊

戯
の
発
表
の
場
と
し
て
ス

テ
ー
ジ
を
備
え
た
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
‘
廊
下
を
ス

ム
ー
ズ
に
歩
行
で
き
る
よ

う
に
、
手
洗
い
を
廊
下
の

北
側
に
張
リ
出
し
た
こ
と

な
ど
で
す
。

な
お
、
今
後
の
建
設
予

定
は
、
今
月
に
競
争
入
札
、

滸
工
し
‘
来
年
二
月
二
十

八
日
の
完
成
の
予
定
で
す
。

ま
す
。
し
か
し
、
塩
味
は
調
理
に
よ

っ
て
か
な
り
加
減
で
き
ま
す
。

献
立
の
工
夫
で
現
状
の
半
分
の
一

日
八
g
を
目
標
に
し
て
み
て
く
だ
さ

、
。

し

〈
う
す
味
の
一
品
料
理
〉

◎
鶏
肉
の
か
ら
揚
げ
薬
味
ソ
ー
ス

（
材
料
四
人
分
）

鶏
骨
つ
き
も
も
ぶ
つ
切
り
四
百
五
十

g
に
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
一
強
、
酒
大

さ
じ
一
、
し
ょ
う
か
汁
少
々
、
ね
ぎ

の
み
じ
ん
切
り
を
合
わ
せ
て
、
二
十

分
お
き
下
味
を
つ
け
ま
す
。

じ
ゃ
か
芋
二
百
g
を
厚
さ
五
ー
六

ミ
リ
の
い
ち
ょ
う
形
に
切
っ
て
水

に
さ
ら
し
、
水
け
を
ふ
き
‘
百
七

十
度
の
油
で
き
つ
ね
色
に
揚
げ
ま

す
。じ

ゃ
か
芋
が
揚
か
っ
た
あ
と
に
、

水
け
を
ふ
い
た
鶏
肉
を
入
れ
四
ー

五
分
揚
げ
ま
す
。
じ
ゃ
が
芋
と
鶏

肉
を
盛
り
合
わ
せ
て
、
薬
味
ソ
ー

ス
（
ね
ぎ
1
/
2
本
と
に
ん
に
く
、

し
ょ
う
が
一
か
け
の
み
じ
ん
切
り

に
酢
、
砂
糖
、
ご
ま
油
大
さ
じ
一
、

し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
二
）
を
上
か
ら

か
け
ま
す
。

（
こ
の
料
理
は
食
塩0
・
八
g
で
す
）

保存室

ビ40二，20」30OL800→「8

須
賀
の
田
口
博
文
（
高
校
一
年
）
．

学
（
小
学
五
年
）
く
ん
の
兄
弟
が
そ

ろ
っ
て
全
国
囲
碁
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。

兄
の
博
文
く
ん
は
群
馬
県
高
等
学

校
囲
碁
大
会
で
一
年
生
な
が
ら
優
勝

し
全
国
大
会
へ
。
そ
し
て
、
弟
の
学

く
ん
は
群
馬
県
少
年
囲
碁
大
会
で
、

こ
れ
ま
た
優
勝
し
て
、
兄
弟
そ
ろ
っ

て
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ
出
場

し
ま
し
た
か
、
全
国
大
会
で
は
二
人

と
も
、
善
戦
む
な
し
く
一
回
戦
で
敗

兄
弟
そ
ろ
つ
て

全
国
大
会
出
場

ュrヱ-‘一• 名 面 積

遊戯室 80. 96m' 

ステージ 35.2 

通 路 8.8 

ヘ居 唐 21.0 

保育室 112.0 

事務室 41 4 

保健室 8.25 

湯沸室 3.75 

更衣室 4.5 

職員便所 4.5 

玄 関 22.7 

廊 下 48.6 

手洗場 12.0 

便 所 20.0 

合 計 423.66 

第
一
＿
・
第
三
分
団
が
優
勝

ー
第
一
回
ポ
ン
プ
操
法
大
会
—

退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

田
口
兄
弟
は
「
全
国
の
レ
ベ
ル
は

思
っ
た
よ
り
高
い
。
ま
だ
ま
だ
勉
強

し
な
く
て
は
、
そ
し
て
今
度
こ
そ
は

二
回
戦
へ
勝
ち
進
ん
で
み
せ
る
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

正
確
で
迅
速
な
消
防
活
動
を
競
う

明
和
村
消
防
団
の
「
第
二
回
ポ
ン
プ

操
法
大
会
」
か
八
月
十
日
中
学
校
校

庭
で
各
分
団
か
、
そ
れ
ぞ
れ
自
動
車

ポ
ン
。
フ
、
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
の
部
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
自
動
車
ポ
ン
。
フ
の
部
で
第
二
分

団
（
栗
原
孝
夫
、
本
沢
康
光
、
栗
原

作
夫
、
関
本
忠
、
森
尻
登
）
が
、
小

型
動
カ
ポ
ン
プ
の
部
で
第
三
分
団
（

神
田
静
一
、
岩
崎
弥
太
郎
、
富
塚
勝
、

荻
野
一
美
）
か
優
勝
し
ま
し
た
C

な
お
、
個
人
賞
と
し
て
自
動
車
ポ

ン
プ
の
部
で
は
、
内
田
初
雄
、
本
沢

康
光
、
栗
原
作
夫
、
関
本
忠
、
多
田

正
一
、
小
型
動
カ
ポ
ン
。
フ
の
部
で
は

神
田
静
一
、
岩
崎
弥
太
郎
、
富
塚
勝
、

秋
山
茂
好
か
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
を

秋の全国交通安全運動

9 月 21 日から 30 日まで

55年秋の全国交通安全運動は、 9 月 21 日から 30 日まで

の 10 日間全国一斉に実施されます。

本年は、ピーク時の交通事故死者半減をめざした第二

次交通安全基本計画の最終年に当たりますが、今年に入

ってから、減り続けていた交通死亡事故が逆に増加に転

じ憂慮すべき状況となっていますので、どなたも事故防

止に一層のご協力をお願いします。

得
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
操
法
で
優
勝
し
た
第
二
分

団
と
第
三
分
団
は
八
月
二
十
四
日
、

館
林
市
で
県
大
会
出
場
を
か
け
た
支

団
対
抗
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
が
二

位
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
か
三
位
に
な

リ
、
県
大
会
へ
は
出
場
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

第23回村民野球大会結果
I o 

矢
島

新
里

梅
原

中
谷
大
佐
貫

川
俣
須
賀

大
輪

第 11回少年少女野球ソフト大会結果

筐宣1
8特
殊
電
装

1
7ノ
ン
ペ
ー
ズ

1
6梅
原

1
5フ
ラ
イ
ヤ
ー
ズ

1
4カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ

1
3モ
ッ
プ
ス

1
2東
武
職
員
会

1
1
フ
レ
ン
ズ

1
0明
和
ス
ワ
ロ
ー
ズ

9

ク
ル
ー
ス

8

下
昭
ク
ラ
プ

7

持
田
商
工

6

橋
本
産
業

5

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

4

キ
ャ
ッ
ツ

3

新
里

2

役
場

ー
矢
島

5 _ 7 ロ
千
津
井

田
島

下
江
黒

斗
合
田

上
江
黒

南
大
島

江
ロ



(7) 第 228号 広報めいわ 昭和55年 9 月 10 日

村罠●養大学か圃置されます

＊＊＊聴講券は 10 月 14 日から販売＊＊＊
この村民教養大学は村民の学習要求に対応するだめ、中央から一流の講師を招いて、

村民の芸術文化、政治経済、国際理解等の広い見識と豊かな教養を身につけるだめに
実施されるものです。
講師は次の四氏ですので多数の参加をお1寺ちしています。なお、聴講券の申し込み

は、次のとおりです。 ・
►販売期間•••………… |0 月 14 日～ 19 日まで公民館で販売（売り切れ次第メ切）
►聴 講 券・・・・・・・・・・・・・・ •500 円 (4 講座セット）

►購入方法…………•••公民館の申込書に現金500 円を添えて住所・氏名を記入
►販 売 枚 数・・・・・・・・・・・・・.. 450枚

►教養大学会場・…………••中央公民館講堂

11 月 7 日（金）
午後 7 時～ 8 時30分

筑波大学講師

小野清子
演題

「心づくり体づくり」

秋田県秋田市生まれ。東京教育大学体育学部卒。体操選

手として、ローマオリンピック、東京オリンピック大会に

参加、その後慶応義塾大学スポーツ研究所専任講師、東京

教育大学体育学部非常勤講師を歴任し、現在、財団法人ス

ポーツクラブ協会常務理事などをしている。

11 月 29 日（土）
午後 7 時～ 8 時30分

作家

山本茂実

演題

「野麦峠を越えた
娘たちは 12だった」

大正 6 年生まれ。早稲田大学卒。著書に「あ＞野麦

峠」 「松本連隊の最後」 「根性教育の実践」などかあ

る。 「あ、野麦峠」は、中学や高校の教科書に使われ

ている。昭和53年には、皇太子、妃御前講演を東京御

所で行う。

11 月 15 日（土）
午後 7 時～ 8 時30分

群馬県史編さん委員

萩原進
演題

「群馬県の風土と人」
ー特に邑楽地方との対比ー

大正 2 年吾妻郡長野原町生まれ。群馬師範本科および専

攻科卒。群馬県史蹟主事、国民学校教頭、県議会図書室長

前橋図書館長などを歴任。文化庁長官、文部大臣などより

教育文化の功労で表彰を受ける。

著書に「上朴I—風土と人」「群馬県］＼」「上ナト1 人」などがある。

12月 6 日（土）
午後 7 時～ 8 時30分

NHKチーフアナウンサー

酒井広

演題

「婦人の生き方」

東京都生まれ。法政大学法学部卒。昭和25年NHK

に入局し、新潟、福岡等をへて、 36年東京勤務となる。

ラジオ「話しの泉」、テレビ「生活の知恵」「こんにちは

奥さん」等をへて、現在、教育テレビの「お達者くら

ぶ」の司会で活躍。
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人
形
劇
に
大
喜
び

言嘉を｀”とミア 5沿「月塁夏
まら上ネ圧1 人十の休
し盛演茶ゃ” • 形七ーみ
たんしかん赤 た役のか団荒る劇日環子
゜に‘ま“づこ゜買学子員井ヒ団公とど
拍子“やきの い習ど―I―重＾ →民しも
手どな II ん日 まにも四信代あ館て学
をもど分ちは し一達人‘表ひで八習

西
小
学
校
増
築
工
事
の
起
工

式
か
八
月
二
十
七
日
工
事
施
工

主
の
西
小
増
築
工
事
共
同
企
業

体
（
代
表
大
成
建
設
）
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
視
聴
覚
室
や
。
フ

レ
ー
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
た
リ

っ
ぱ
な
校
舎
か
出
来
あ
か
る
の

も
間
近
で
す
。

詰
負
金
額
は
二
億
二
千
万
円

で
、
完
成
は
来
年
二
月
二
十
八

日
の
予
定
で
す
。

な
お
、
今
後
工
事
用
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
出
入
り
か
激
し
く
な

り
ま
す
か
、
児
童
達
は
建
設
場

所
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、
家

庭
で
十
分
話
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
メ
―
つ
立

中
学
校
体
育
館
で
八
月
j
日
中
学

生
の
男
子
全
員
を
対
象
に
レ
ス
リ
ン

グ
の
巡
回
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
風
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
昭
和
五
十

八
年
に
群
馬
県
で
国
民
体
育
大
会
か

開
催
さ
れ
ま
す
。
特
に
館
林
市
で
は

レ
ス
リ
ン
グ
会
場
と
な
る
た
め
、
三

年
後
に
高
校
生
と
な
る
中
学
生
を
一

人
で
も
多
く
レ
ス
リ
ン
グ
を
体
験
さ

せ
、
一
人
で
も
多
く
入
部
さ
せ
、
有

望
な
選
手
を
育
て
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
こ
の
日
館
高
レ
ス
リ
ン
グ
部
九

人
、
そ
し
て
コ
ー
チ
の
森
田
、
金
子

さ
ん
か
来
て
、
中
学
生
に
手
と
り
足

と
り
の
技
術
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

巡
回
レ
ス
リ
ン
グ

教
室
が
行
わ
れ
る

—— 

一
ー
ス

西
小
学
校
増
築
の

起
工
式
行
わ
れ
る

巨
峰
の
出
荷
始
ま
る

今
年
の
夏
は
異
常
と
い
う
べ

き
冷
夏
に
み
ま
わ
れ
、
ブ
ド
ウ

の
産
地
で
あ
る
大
輪
の
人
達
は

毎
日
か
心
配
の
連
続
で
し
た
が
、

八
月
十
八
日
東
京
に
初
出
荷
し

た
と
こ
ろ
、
酸
味
の
抜
け
る
の

か
ち
ょ
っ
と
遅
い
く
ら
い
で
い

つ
も
の
年
と
同
じ
と
い
う
事
で
、

ひ
と
安
心
。
＂
明
和
の
巨
峰
“
と

し
て
有
名
に
な
り
、
味
覚
の
秋

の
収
穫
に
栽
培
農
家
の
人
も
お

も
わ
ず
に
っ
こ
り
。

南
大
島
の
本
郷
地
区
で
は
毎
年
八

月
十
日
に
な
る
と
決
ま
っ
て
観
音
様

を
供
養
し
ま
す
。

こ
の
観
音
様
は
谷
田
川
に
か
か
る

本
郷
橋
の
た
も
と
に
あ
り
、
こ
の
観

音
様
を
供
養
す
る
と
決
し
て
、
水
難

事
故
に
邁
わ
な
い
と
言
わ
れ
、
本
郷

で
は
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

か
い
あ
っ
て
か
、
本
郷
で
は
、
い
ま

だ
か
つ
て
水
難
で
亡
く
な
る
人
か
な

V

、
大
変
ご
利
益
か
あ
る
と
喜
ば
れ

て
、
こ
の
日
も
僧
侶
が
供
養
し
た
あ

と
、
本
郷
の
人
は
一
人
ひ
と
り
お
線

香
を
あ
げ
今
年
の
水
難
事
故
の
な
い

こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

観
音
様
に

水
難
事
故
防
止
を
願
う
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台
風
や
病
虫
害
に
備
え

園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
は

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

園
芸
施
設
共
済
制
度
の
本
格
実
施
は

加
入
農
家
の
好
評
の
う
ち
に
二
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
は
、
十
月
の
二
度
の
台
風
と

そ
の
他
病
虫
害
等
に
よ
り
、
農
家
負

担
掛
金
の
お
よ
そ
四
・
ニ
倍
に
当
る

五
百
四
十
万
円
余
の
共
済
金
を
支
払

い
、
農
家
の
再
生
産
意
欲
に
役
立
て

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済
は
、
五
ア
ー
ル
以

上
の
設
置
面
積
か
あ
り
、
人
が
入
っ

て
作
業
で
き
る
よ
う
な
施
設
で
あ
れ

ば
加
入
で
き
ま
す
。

, 

ー祝
い
の
言
葉
・
悔
や
み
の
言
葉

れ
た
り
、
同
僚
の
お
子
さ
ん
の
入

学
、
卒
業
‘
就
職
、
結
婚
、
あ
る

い
は
新
築
や
開
店
な
ど
折
々
に
つ

け
て
お
祝
い
の
言
葉
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

祝
福
の
あ
い
さ
つ
は
心
の
こ
も

っ
た
、
明
る
い
に
こ
や
か
な
言
葉

こ
そ
、
気
持
ち
の
よ
い
も
の
で
す
。

改
ま
っ
て
い
う
場
合
の
一
番
簡

単
な
型
は
「
口
口
の
御

0
0
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
で
、
ロ
ロ

に
は
「
お
嬢
さ
ま
」
や
「
御
長
男
」

0
0

に
は
「
卒
業
」
「
結
婚
」
な

ど
か
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

え
ん
ぎ
を
か
つ
ぐ
人
も
い
ま
す

の
で
、
婚
礼
に
「
切
れ
る
」
「
は

な
れ
る
」
、
新
築
祝
い
に
「
焼
け

る
」
「
倒
れ
る
」
な
ど
は
”
忌
み

言
葉
」
と
し
て
避
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

喜
び
事
の
場
合
に
ひ
き
か
え
、

悔
や
み
の
あ
い
さ
つ
は
言
い
に
く

い
も
の
で
す
。

「
こ
の
た
び
は
ど
う
も
（
ご
愁

傷
さ
ま
で
）

...... 

」
〈
と
深
く
頭

を
下
け
る
〉
と
か
「
急
な
こ
と
で

驚
き
ま
し
た
。
さ
ぞ
お
力
落
と
し

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
ょ
う
」

「
お
悪
い
と
伺
っ
て
お
り
ま
し

た
か
、
本
当
に
残
念
な
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
」

な
ど
、
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
型

か
あ
り
ま
す
が
、
亡
く
な
っ
た
人

を
惜
し
む
気
持
ち
と
遺
族
へ
の
慰

め
を
、
真
心
を
こ
め
て
丁
重
に
、

し
め
や
か
に
述
べ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

あ
ま
り
親
し
い
関
係
で
な
い
場

合
は
、
言
葉
数
を
少
な
く
し
て
、

む
し
ろ
表
情
・
ロ
調
や
物
腰
で
十

分
な
弔
意
を
表
す
よ
う
に
す
る
方

か
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
次
回
は
誤
解
を
招
か
な
い
言
葉

遣
い
で
す
）

寄
付
あ
り
が
と
う

ま
た
、
施
設
内
の
農
作
物
や
機
械

器
具
等
も
併
せ
て
加
入
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

加
入
手
続
き
、
掛
金
等
の
く
わ
し

い
こ
と
は
、
役
場
農
業
共
済
課
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

新
た
に
田
島
弘
さ
ん
を

村
誌
専
門
委
員
に
委
嘱

村
誌
作
成
の
専
門
委
員
に
南
大
島

の
田
島
弘
さ
ん
を
新
た
に
委
嘱
し
ま

し
た
。
田
島
さ
ん
に
は
、
教
育
・
文

化
を
担
当
し
て
も
ら
い
ま
す
。

同
じ
だ
け

▼
中
谷
の
内
山
利
子
さ
ん
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
六
千
円
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
日
本
社
会
党
明
和
支
部
（
支
部
長

岡
安
利
一
）
は
福
祉
事
業
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
と
二
千
円
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。

• 
▼
新
里
の
佐
藤
京
子
さ
ん
は
生
前
の

亡
夫
に
対
す
る
ご
厚
情
に
対
し
て
、

社
会
幅
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
へ
十

万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

文
芸
欄

花
火
上
か
る
雷
電
神
杜
の
祭
典
に
物

な
き
遠
足
の
杏
か
り
し
か
な瀬

下
一
江

ま
昼
間
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
の
如
塀
角

に
の
う
ぜ
ん
か
づ
ら
の
花
は
彩
な
す

奈
良
原
キ
ク
ノ

高
校
の
入
試
の
朝
の
青
空
に
祈
る
塾

長
吾
の
最
後
の
つ
と
め

江
森
佳
世
子

「
バ
ア
チ
ャ
ン
に
も
」
と

一
坂
上
千
枝
子

長
谷
寺
の
大
僧
正
は
九
十
オ
か
く
し

や
く
と
経
上
ぐ
朗
々
と
し
て富

塚
富
江

三
条
の
滝
に
う
た
れ
し
濡
地
蔵
願
ひ

こ
も
ご
も
若
き
も
列
な
す

山
形
ト
メ

楷
の
樹
の
標
識
に
由
来
こ
ま
ご
ま
と

中
国
産
と
ふ
花
の
燿
よ
ひ

細
田
武
子

老
ぃ
母
は
未
だ
ガ
ラ
ス
に
な
ぢ
め
ぬ

か
障
子
六
本
固
執
し
ゅ
づ
ら
ず

立
岡
正
夫

無
仏
の
墓
地
に
し
み
じ
み
朝
を
涼
し

安
居
の
地
と
思
ひ
徐
に
草
ぬ
く

吉
永
民
子

し
た
た
か
に
空
切
り
て
伸
ぶ
柿
若
葉

母
の
忌
近
し
そ
の
性
を
恋
ふ

岡
安

郵
政
省
で
は
、
十
年
間
利
用
か
全

く
な
い
郵
便
貯
金
の
預
金
者
に
‘
そ

の
貯
金
を
継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ

く
か
又
は
払
戻
し
を
し
て
い
た
だ
＜

よ
う
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

通
知
後
ニ
ヵ
月
た
っ
て
も
、
な
お

利
用
か
な
い
と
き
は
、
そ
の
貯
金
の

権
利
は
消
滅
し
ま
す
。

通
知
か
届
き
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
通

忘
れ
ら
れ
た
郵
便

通
帳
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ふ
み

江
森
政
美

野
麦
峠
消
の
エ
女
の
C
M

に
は
な
や

ぐ
車
い
き
ど
は
り
に
満
つ

柿
沼
ま
つ

興
亡
流
転
の
哀
史
も
淀
む
う
つ
そ
み

の
水
の
面
を
時
折
り
散
れ
り
は
な
び

ら
（
鶴
ヶ
城
）

分
く
る
子
の
一
オ
半
の
頬
に
え
く
ぱ

の

公民館では20歳から28歳までの青年

男女を対象にした教室を開きますの

で奮って参加してください。

ヤングタウンセミナー
受講生募集
●内 容話し方講習会・交流会・

レクリエーション等

男女各20名（先滸順）

9 月 15 日～ 20 日まで

9 月 26 日から

午後 7 : 30~9 : 30 

（年25 回開催）

/‘～し～‘～‘~‘~‘~‘~‘~‘~~‘~‘~‘~‘~‘~‘へ

ダンス教室生徒募集
●期 間 9 月下旬から 12月上旬

●時 間午後 7 : 30から

9 : 30 まで

男女各25名（先着順）

9 月 15 日～ 20 日まで

●募集人員

●募集期間

●期間

●時間

●募集人員

●募集期間

新
し
い
料
金
制
度

1
0
六
は
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル

帳
や
証
書
を
近
く
の
郵
便
局
へ
提
出

し
て
い
た
だ
く
か
、
通
板
等
か
な
い

場
合
に
は
再
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
古
い
通
帳

等
か
机
の
引
き
出
し
な
ど
に
し
ま
い

こ
ま
れ
た
ま
ま
で
忘
れ
ら
れ
て
い
な

い
か
、
お
調
べ
に
な
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
郵
政
省

こ
の
た
び
料
金
滸
信
人
払
通
話
（

コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
）
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
の
申
込
通
話
は
、
発
信
し
た

お
客
さ
ま
に
、
そ
の
料
金
を
支
払
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
コ
レ
ク
ト
コ

ー
ル
は
発
信
す
る
お
客
さ
ま
の
希
望

に
よ
り
、
着
信
側
の
お
客
さ
ま
に
通

話
料
金
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く
新
し

い
申
込
通
話
で
す
。

コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
を
利
用
す
る
場

合
は
、
一
〇
六
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
。
電
話
料
金
は
後
日
‘
滸

信
者
に
請
求
か
い
き
ま
す
の
で
了
解

が
必
要
で
す
。
（
館
林
電
報
電
話
局
）
飯島佐 1 山増木小恩~吉黒本須秋篠様野秋泉田田藤氏死田累村林門永沢沢巴山木嬰本野田氏国
チ寅兵名亡裕阿和路と恋悠良奈浩 美裕峰真名生；
ヨ吉吉 樹希彦代み明紀美津美清枝美子澄 I 

I 
58 90 56 年 ー政三喜 信 義茂経 嘉秀恋保

令 久明昇 進 護
成則郎一 幸 治好三 章嘉一者

戸高賢：：：：：：：世
二 は帯 長長長二長長長三ニニ長長長長長続
=男平新主 男女男女女男女女女女男女女女女柄

江中新地 矢田田下梅梅梅奥江江大南千南矢地
区一 江 佐大津大区一

口谷里 敬烏島島黒原原原烏口口貫烏井島島 敬
称杯

8 8 8 死略 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 7 7 7 7 7 略
月月月亡一月月月月月月月月月月月月月月月誕—
27 12 8 月 22 22 16 15 12 12 11 10 9 8 29 29 28 25 24 胄
日日日日 日日日日日日日日日日日日日日日

あ
わ
t
ふ
]

ロ
｀
も
く
れ
升
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―`ク
救急車出動回数
●交通事故 0 件
●急病 4 件

●その他 2 件

計 6 件

言
館林邑楽地区 館 林 地 区 明和 科• 耳鼻 祝• 8 
産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田地区

日

9 月 14 日
浜野医院 原医院 大石医院合 02767(4)2362 津久井医院 小西医院

曜
ff 02768(8)5678 ff 02767(2) 1936 堀越医院合 02767(3)4151 合 02767(2)3316 合 027686-2261

9 月 21 日
横田医院 川田医院 岡田医院ff 02767(2)3163 岡田医院 館林地区が

当 ff 02767(2)0255 合 02767(2)0754 増田医院合 02767(2) 1387 合 02767(2)3163 担当します

9 月 28 日
落合医院 後藤康生医院 阿久津医院合 02767(2)3315 館林医院 竹越医院

番 合 02767(2)0160 合 02767(2)3975 田内医院云 02767(2)3855 云 02767(4)2112 云 027684-3137

10 月 5 日
白沢医院 大神医院 須田医院ff 02767(2)0862 礫川堂医院 江口医院

医 合 02767(2)1600 合 0276(62)2200 多々良診療所合 02767(2)3060 ff 02767(4)0184 云 027686-3201

10 月 12 日
落合医院 小倉医院 大塚医院云 02767(2)0176 寺内医院 小西医院 ?. 合 02767(2)0160 合 02767(2)0606 ゆたか医院ff 02767(3)7308 合 02767(2)3031 ff 027686-2261 

県
立
図
書
館
で

は
「
朗
読
奉
仕
貝

養
成
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、

朗
読
奉
仕
を
希
望

す
る
方
に
、
朗
読

の
技
術
·
録
音
方

法
な
ど
を
指
導
し
、

県
立
点
字
図
書
館

の
録
音
図
書
製
作

奉
仕
活
動
を
通
じ

て
、
視
覚
障
害
者

の
福
祉
の
増
進
に

寄
与
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

▼
会
場
県
立
福
祉
会
館

▼
日
時
十
月
七
日
こ
八
日
・
十
四

日
・
十
五
日
・
ニ
十
一
日
・
ニ
十

危
険
物
取
扱
者

試
験
の
実
施

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
連
絡

先
、
職
業
を
記
入
。

応
募
の
締
め
切
り
は
十
月
三
十
一

日
で
‘
送
り
先
は
前
橋
市
大
手
町
一

I
-
1

一
県
庁
内
国
体
事
務
局
。

最
優
秀
作
一
点
に
賞
状
と
賞
金
十

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
,

~
こ
と
も
部
屋
を/

.
9
/
'
/
1

ヽ

‘
/
9
亨
象
＂

一
密
室
に

＿
し
な
い
よ
う
＼
ゲ

0
0
0
 

[
]
[
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疇
g

今
＂

i
・
ジ
、
に
一

./Hu~

• 

ー
ニ
翁
事
、
‘
/
o

◎
―

呑
らロ

っ
口
言

／
／
こ
乙
｀

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
,

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
か
十
一
月

二
十
三
日
太
田
市
に
あ
る
関
東
学
園

村
で
は
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

万
円
。
佳
作
三
点
に
賞
状
と
賞
金
三

万
円
か
贈
ら
れ
ま
す
。

ー
ア
ル
コ
ー
ル
中
琶
相
談
一

館
林
保
健
所
で
は
、
精
神
障
害
者
・

ァ
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
の
家
族
等
を
対

象
と
し
て
精
神
衛
生
相
談
を
始
め
ま

し
た
。

▼
実
施
日

毎
月
第
一
、
第
三
火
曜

日
、
午
後
二
時
か
ら

▼
場
所
館
林
保
健
所

な
お
、
く
わ
し
く
は
役
場
保
健
課

で
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＿
狂
犬
病
予
防
注
射
一

県
国
体
準
備
委
員
会
は
、
あ
か
ぎ

国
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め

1
1

音
頭
＂

の
歌
詞
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
音
頭

は
国
体
の
開
会
式

や
閉
会
式
、
関
連

集
事
業
な
ど
の
際
に

歌
詞
の
内
容
は

募
使
う
も
の
で
す
。

で
詞
本
県
の
特
色
を
盛

体
歌

1
]
]夏t
J
[
i
t

後
も
県
民
に
親
し

国
の
る
と
と
も
に
終
了

ぎ
頭
ま
れ
る
も
の
。

か
音
い
口
』m□
[

ぁ
は
じ
め
に
名
字
を

記
入
、
た
て
書
き

に
し
て
、
末
尾
に

§
§
§
§
§
；

□
．
＇
§
§
§
§
屯
；
一
[
.
'
§
屯
屯
§
§
魯

二
日
の
六
日
間
、
午
後
一
時
か
ら
な
お
、
こ
の
試
験
に
先
立
っ
て
準

四
時
ま
で
。
備
講
習
会
が
九
月
二
十
六
日
館
林
市

▼
申
込
方
法
申
込
用
紙
は
県
立
点
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。
受
講
料
は

字
図
書
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
四
千
五
百
円
で
す
。

の
で
五
十
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
詳
し
く
は
明
和
分
署
（

6
三
一
三

先
明
記
の
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
一
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

同
図
書
館
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

（
〒
―-
P
-前
橋
市
国
領
町
一
了
―
―
―
\
―
―
―
ご
＿
不
用
の
オ
モ
チ
ャ
あ
り
ま
せ
ん
ガ
＿

▼
申
込
締
切
り
九
月
二
十
五
日

▼
定
員
三
十
人
公
民
館
事
業
の
―
つ
に
「
わ
た
し

な
お
詳
し
い
こ
と
は
点
字
図
書
館
は
二
歳
」
と
い
う
母
親
を
対
象
に
し

(
6
0
-
―
七
―
-
|
-
―
―
―

-
l墓
ハ
七
）
へ
お
た
ず
ね
た
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

く
だ
さ
い
。
教
室
に
母
親
が
安
心
し
て
勉
強
で
き

る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ヤ
の
協
力
を

得
て

I
I

臨
時
保
育
＂
を
開
設
し
て
い

ま
す
が
、
子
供
の
オ
モ
チ
ャ
が
足
り

ま
せ
ん
の
で
、
不
用
の
オ
モ
チ
ャ
が

あ
り
ま
し
た
ら
公
民
館
ま
で
寄
付
し

て
く
だ
さ
い
。

朗読奉仕員養成
講座の開催

成
人
病
予
防
に
は

「
お
れ
は
ま
だ
ま
だ

そ
ん
な
」
な
ん
い
こ

]
』
[
]
:
三
一
喜
杓

大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
九
月

二
十
二
日
ま
で
に
明
和
分
署
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験
料
は
乙
種
が
二
千
円
、

が
千
六
百
円
で
す
。

丙
種

※
料
金登

録
済
の
犬
千
五
百
円

未
登
録
済
の
犬
ー
三
千
五
百
円

び第

II++  II+  
水三今 ムーフ、

六五 四集 道使 期‘ の月
日日 日 合納 用国納月
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乳
幼
児
検
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
十
分
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

期 日 時 間 場 所

午前 9 時～ 10 時 斗合田薬王寺

10月 1 日 午前 10時30分～ 11時30分 東部児童館

午後 1 時～ 3 時 江口集会所

10月 2 日
午前 9 時 ～ 11時30分 明和農協第 1

午後 1 時 ~ 3 時 矢島公民館

午前 9 時～ 10 時 南大島集会所

10月 3 日 午前 10時30分～ 11時30分 梅原三島神社

午後 1 時～ 3 時 1/又n 場

適 賃 • 
• 

切相 喜 日父,1 : , 

なが談 時 通助皆は
言さ無 賃 時 9 事指ん料 1 月

<悩ので‘ <；げ 故
み専 3 相

]し ‘0 ごとの門 時ま 儡10 ＝畝火
に相で

• ▼月

喜 日例
時 行

役時 9 形［
場 1 月—ヽ
第 畠 16 人
三日権

塁会口3 閾 、相一
で 10 ニ配火< 


	昭和55年度
	第223号（昭和55年4月）
	第224号（昭和55年5月）
	第225号（昭和55年6月）
	第226号（昭和55年7月）
	第227号（昭和55年8月）
	第228号（昭和55年9月）




